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巻頭図版 1 調査地全景 (南より)



松山平野東部に所在する平井地区では、縄文時代晩期から中世までの集落遺

跡のほか、松山東部古窯跡群と称される古墳時代から古代の須恵器生産窯が数

多く発見されています。

本書は松山市道小野 160号線道路改良工事に伴い、平成 17年度から20
年度までの間に実施した埋蔵文化財の発掘調査報告書です。この度の平井遺跡

調査 (3次～9次調査)では弥生時代前期の土坑が 18基も見つかり、この地

域における土地不U用の始まりを知る手がかりを得ることができました。また、

今回の調査で古墳時代後期の竪穴住居 5棟や28椋もの掘立柱建物跡が確認さ

れたことから、往時の当該地域には広範囲に亘り大規模な集落が営まれていた

ものと考えることができます。

さらには、飛ど鳥時代後半期の廃棄土坑から松山平野東部古窯跡群とのつなが

りを感じさせる生焼けや焼け歪みのある須恵器が数多く発見され、当時の生産

地と消費地とをつなぐ集落のあり方を探る貴重な調査事例を上げることができ

ました。

このような成果が得られましたのも、市民の方々や関係各位のご協力のたま

ものであり、厚く感謝申し上げます。今後、本書が埋蔵文化財研究の一助とな

り、さらには生涯学習の向上に寄与できますれば幸いです。

平成 22年 3月 31日

財団法人松山市生涯学習振興財団

理事長  中 村 時 広
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例

1,本書は、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが平成18年 3月 から平成20年 6月

までに実施した市道小野160号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本書掲載の遺構は、呼称名を略号で記述した〔竪穴住居 :SB、 掘立柱建物 :掘立、溝:SD、 土坑 :

SK、 柱穴:SP、 性格不明遺構 :SX〕。

3.本書で使用した標高は海抜標高を示し、方位はすべて国土座標を基準とした真北である。

4.遺構の実測・製図、遺物の実測・製図は、河野史知、水本完児、宮内慎―の指示のもと、山邊進也、

水口あをい、山下満佐子、平岡直美、西本三枝、木西嘉子、石九由利子、猪野美喜子、金子育代、

仙波千秋、仙波ミリ子、高尾久子、中村紫、福岡志保美、本多智絵、渡邊佐代枝が行った。

5.写真図版は、屋外調査時の遺構撮影は担当者と大西朋子が行い、遺物の撮影は大西が担当した。

図版作成は、担当者と協議のうえ大西が行った。

6.本書掲載の遺構図と遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

7.発掘調査において、国土座標軸測量を株式会社GIS四 国に業務委託した。

8.本書の執筆は、第 1・ 2・ 8'9。 10章を水本、第3'4・ 5。 7章を河野、第6章を宮内が担当した。

編集は水本が担当し、猪野・山下。平岡の協力を得た。浄書は水本の指導のもと、猪野と平岡が行っ

た。

9,本書にかかわる遺物・記録類は松山市立埋蔵文化財センターで保管している。

H

― ■―
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第 1章 はじめに
1.調査に至る経緯
2006(平成 18)年 1月 24日 、松山市都市整備都道路建設課 (以下、道路建設課)よ り松山市道小

野 160号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財の確認願が、松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)

に提出された。

確認願が提出された申請地周辺では近年、松山市による道路改良工事に伴い数多くの発掘調査が実

施されている。申請地北東部では平成 8年度と ll・ 12年度に小野3号線関連調査として古市遺跡 (2

次調査)や五楽遺跡 (1次 。3次調査)が実施されたほか、平成 8年度から10年度にかけて小野

158号線関連遺跡として古市遺跡 (1次調査)や下苅屋遺跡 (2・ 3次調査)が実施されており、旧

石器時代から近世までの集落関連遺構や遺物が数多く発見されている。申請地東方では平成 15年度

から17年度にかけて、松山市道南北梅本線関連遺跡として南梅本上方遺跡 (1・ 2次調査)や南梅

本長広遺跡 (1。 2次調査)が実施され、縄文時代から中近世までの建物跡や遺物が確認されている。

申請地南方では松山市道水泥南高井線関連遺跡として、平井遺跡 (2次調査)や水泥遺跡 (1～ 3次

調査)、 高井遺跡 (1。 2次調査)、 南高井遺跡 (2・ 3次調査)な どが実施され、主に古代から中世

までの水田址や畑址が発見されている。

これらのことから、文化財課と道路建設課は申請地内における埋蔵文化財調査についての協議を重

ね、年度毎に事前の試掘調査を実施し、埋蔵文化財の有無を確認する事になった。試掘調査は道路建

設課と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)とが委託契約を

結び、2006(平成 18)年 2月 より開始した。試掘調査は平成 18年 2月から平成 20年 2月 までの約

2年間に、道路工事と併行して9度実施した。調査の結果、申請地の8割の地域に埋蔵文化財の存在

を確認した。

この結果を受け、埋文センターと道路建設課は協議を重ね、道路工事によって失われる遺跡に対し

て発掘調査を実施することになった。発掘調査は道路建設課と埋文センターとが委託契約を結び、平

成 18年 3月 1日から平成 20年 6月 30日 までの2年 3ケ月間に7度行った。なお、発掘調査は現在

の町名を踏襲して遺跡名を F平井遺跡』とし、3次調査から9次調査までを道路工事と平行して実施

した。

2.刊行組織 (平成 22年 3月
松 山 市 教 育 委 員 会

事 務 局

31日羽骸住)
教 育 長   山内 泰
局   長   藤田 仁
企 画 官   古鎌  靖
企 画 官   青木 茂
企 画 官   佐々木乾二

課   長   家久 貝J夫
主   幹   森  正径
副 主 幹   三好 博文

文化 財 課
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(財)松山市生涯学習振興財団 理 事  長
事務局長兼松山市考古館館長

埋蔵文化財センター 所長兼総務課長

次 長

次 長

調 査 担 当

時広

文夫

修一

均

佳久

慎一

史知 (現在 :教育普及担当)

期

3.地理的環境・歴史的環境 彿 1図 )
(1)地理的環境
松山平野は高縄半島南西部にあり、半島中央部には東三方ケ森をはじめ伊之予山、北三方ケ森、高

縄山からなる高縄山地が形成されている。同平野は、高縄山に源を発した夫小の河川が伊予灘に流れ

出て形成された沖積平野である。平井遺跡 (3～ 9次調査)が所在する松山市平井地区は、小野谷に

水源を発する小野川と平井谷に水源を発する堀越川とによって形成された扇状地である。調査地は小

野川によつて形成された小規模な扇状地の扇央部に立地している。

(2)歴史的環境
調査地が所在する松山平野東部地域には、小野川をはじめ悪社川や内川などの河川が存在する。近

年、同地域内では松山市による道路建設工事に伴い数多くの発掘調査が実施され、旧石器時代から近

世までの遺構や遺物が多数発見されている。ここでは、松山市平井地区を中心に、地区北方にある小

野地区、東方の梅本地区、南方の水泥地区、西方の久米地区に所在する遺跡を時代別に説明する。

旧石器時代

松山平野では旧石器時代の遺構は確認されておらず、採集資料や単独出土資料ばかりである。平井

地区では久米山田池で採集されたナイフ形石器があり〔重松 1992〕、調査地西方の鷹子町五郎兵衛谷

古墳群の調査に伴い出上した角錐状石器などが古くから知られている。近年では平井地区にある上苅

屋遺跡4次調査において、ナイフ形石器 (赤色チャートを素材とする両縁調整形)1点が単独資料と

して報告されている 〔栗田2005〕。

縄文時代

早期では上苅屋遺跡3次調査において、包含層資料ではあるが押型文土器や無文土器が出土してい

る 〔栗田2005〕。平井地区や周辺地域では確実な遺構と共に遺物が出土する事例は縄文時代後期以降

である。該期の一括遺物としては、地区西方にある久米窪田森元遺跡検出の上坑出土品が挙げられる

〔栗田 1989〕 。また、久米窪田I遺跡からも竪穴住居に伴うものとして同時期の遺物が報告されてい

る 〔吉本他 1981〕。晩期では近年の発掘調査により、遺構や遺物の検出事例が増加している。平井地

区では古市遺跡1次調査検出の自然流路内から晩潮前葉や後葉の上器が出上しているほか、同2次調

査からは晩湖後葉の上坑1基が確認されている 〔山之内 1997〕。また、平井地区の北東端にある五楽

遺跡1次調査では晩期前葉の上器が出土した土坑が検出されたほか 〔山本 2005〕、地区東方にある南

梅本長広遺跡2次調査からは晩朋後葉の土坑1基が検出され、土坑内からは土器と共にサヌカイト製

の剥片素材が出土している 〔小笠原 2007〕。

輔
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難
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輝
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はじめに

弥生時代

弥生時代になると、検出事例が飛躍的に増大する。その中でも、前期末～中期初頭の遺構や遺物は

最も注目される。平井地区内では前述の古市遺跡1次調査において自然流路が検出され、流路内から

は前期末から中期初頭の土器がまとまって出上している。また、同2次調査では12基の土坑が確認

され、このうちS K 10か らは多量のサヌキトイド剥片が出上したことから、土坑は石器の作業場と

して使用されたと考えられている。またSKlからは緑色片岩製の剣形石製品が基底面から出上し
ており、類例はないが墓的様相をもつ遺構の可能性がある。五楽遺跡1次調査では■基の上坑が検

出され、このうち5基の上坑内からは焼土層が検出されており上器焼成遺構と考えられている。ま

た、同2次調査では23基に及ぶ土坑が確認されている 〔相原秀 2001〕。竪穴住居は未検出ではある

が、これらの事象は平井地区や周辺地域には確実に弥生前期集落が存在していることを示す資料とい

える。

中期では良好な資料が少なく、中期後半段階の遺構や遺物が数例報告されている。平井地区北東方

にある北梅本北池遺跡からは性格不明遺構2基が検出され、凹線文期の上器が出上している 〔山之内

2001〕。下苅屋3次調査でも該期の遺構が報告されている 〔河野 2000〕。地区西方の久米窪田古屋敷

C遺跡からは「L」 字状に折れ曲がる幅5.7mの大溝が検出され、溝内からは該期の上器や石器が比

較的まとまって出上している 〔宮内 1992〕 。また、久米窪田Ⅲ遺跡からは凹線文期の方形竪穴住居が

検出されている 〔吉本 1981〕。

後期では平井遺跡2次調査にて後期後葉の溝が検出され 〔水本 2008〕、南梅本長広遺跡1次調査か

らは同時期の上坑3基が発見されている。地区南方にある水泥遺跡1次調査では溝が検出され、溝内

からは弥生時代末に時期比定される土器がまとまって出土している 〔水本 2008〕。

鎖 嗽

前期や中期の資料は少なく、集落様相は不明な点が多い。地区南方にある南高井遺跡2次調査から

は、前期前半の壺形土器が土坑内から出上している 〔水本 2008〕。中期では地区西方の鷹子新畑遺跡

2次調査にて竪穴住居が検出され、カマド中央部に土師器高杯が伏せた状態で置かれていた 〔栗田

1998〕。後期になると、遺構。遺物共に増加する。地区西方にある開遺跡では6世紀代の竪穴住居や

掘立柱建物が検出され、住居形態の変遷や竪穴から掘立への移行が検討されている 〔宮内 1996〕。

地区内では、古市遺跡2次調査において一辺6mを測る6世紀後半の竪穴住居や5棟の掘立柱建
物が検出され、五楽遺跡2次調査では、一辺4.5mを測る7世紀前半の方形竪穴住居が検出されている。

このほか、下苅屋遺跡1次調査は6世紀後半を主体とする集落址で、検出された9棟の竪穴住居から

は生焼けや焼け歪みのある須恵器が多数出上している 〔重松 1996〕 。また、同3次調査からは6世紀

後半から7世紀前半に時期比定される竪穴住居や掘立柱建物、溝、土坑が検出され、土坑内からは未

製品を含む多量の須恵器が出上したことから土器廃棄遺構と考えられている。これらの調査成果から

平井地区一帯は、小野谷に分布する窯址群からの須恵器運搬に伴う中継点または集積地としての性格

をもつ集落であったと推測されている。

調査地北東部に広がる丘陵上には、檜山峠古墳群や芝ケ峠古墳群、かいなご古墳群などの後期古墳

が数多く分布している。また、調査地東方の低位丘陵上には播磨塚天神山古墳群など小規模な円墳や

方墳が密集している。近年の調査では、竪穴式石室を主体部にもつ檜山峠7号墳が発見され、くび

れ部祭祀にかかわる貴重な資料となっている 〔栗田 1997〕。このほか、播磨塚天神山古墳の調査が実
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歴史的環境・地理的環境

施され、全長32.5mを 測る6世紀前半の前方後円墳であることが判明した。主体部からは金銅製の

辻金具や剣菱形杏葉、銀製空玉などの装飾品が数多く出上している 〔吉岡 2001〕。平地部では地区南

方にある高井遺跡にて小型の竪穴石室 1基が発見されており、須恵器や耳環が出上している 〔水本

2008〕。

古 代

五楽遺跡2次調査では、7世紀中葉から後葉の築造とされる掘立柱建物 15棟を検出した。建物は

いずれもlXl間規模で、倉庫的な性格をもつものと考えられている。古市遺跡2次調査でも、7～

8世紀代とされる掘立柱建物が確認されている。上苅屋遺跡 3次調査では8世紀代の溝や建物が検出

され、北梅本悪社谷遺跡2次調査からは、8世紀代の自然流路や性格不明遺構が確認されている。な

お、性格不明遺構内からは須恵器片や窯壁片が出上している 〔山之内 2001〕。古市遺跡 l次調査から

1ま 10世紀代の遺物が出上した溝が検出されたほか、12世紀前半頃の掘立柱建物が確認されている。

建物を構成する柱穴からは完形の瓦器椀や上師器が出上しており、建物廃絶に伴う祭祀儀礼力光子われ

たものと考えられている。なお、地区南方にある水泥遺跡3次調査では、時期は特定できないが水田

耕作に伴う鋤址が検出されている。地区西方にある鷹子町遺跡 l次調査では 10世紀とされる木棺墓

が検出され、土坑内からは和鏡や土師器、釘が出上している 〔宮内 1992〕 。平井地区内では、奈良時

代や平安時代における集落の存在を示唆する資料が徐々に増加しており、集落の広がりや様相解明が

急務となる。

調査地北側の丘陵上には松山東部古窯址群があり、6世紀後半から8世紀後半までの操業とされる

須恵器窯が数多く分布している。これまでのところ、茨谷、駄馬姥ケ懐、悪社谷、枝柔下池など10

数基の窯の存在が確認されている。

中 世
上苅屋遺跡3次調査では、13世紀後半から14世紀前半に時期比定される8棟の掘立柱建物や構 、ゝ

溝のほか、16世紀代の土坑墓3基や井戸が検出されている。土坑墓からは土師器や漆器椀などが出

土している。また、井戸は直径 2.lm、 深さ1.6mを測る素掘り構造で、井戸内からは北宋銭や木製

品などが出土し、井戸廃絶に伴う埋戻しが確認されている。南梅本上方遺跡 1次調査では掘立柱建物

が検出され、柱穴内からは土師器皿のほか柱材の一部とみられる木片が出上している。鷹子新畑遺跡

3次調査からは 14世紀代の掘立柱建物や井戸が確認されている 〔相原浩 1996〕 。地区南方のある水

泥遺跡 2。 3次調査や高井遺跡、南高井遺跡 2・ 3次調査からは中世段階の鋤址や畝溝が多数確認さ

れている 〔水本 2008〕。

近 世
下苅屋遺跡3次調査では礫が積まれた2基の墓が検出され、礫内から出土した2枚の寛永通宝は死

者に持たせる六文銭と考えられている。南梅本長広遺跡 l次調査では江戸時代の上坑 3基が検出され

たほか、水泥遺跡3次調査からは礫を敷き詰めた経塚 1基が発見されている。

【参考文献】
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第 2章 調査の概要
1.調査の経緯
調査地は松山市平井町甲2349-1か ら平井町甲3131-1ま でに位置し、道路幅 20m、 道路全長約

360m、 調査対象面積 7,274だである。調査地北端は県道 334号松山川内線に、南端は国道■号線に

接続する。なお、調査地北側の地域は試掘調査の結果、遺跡が存在しておらず、そのため発掘調査は

この地域を除く箇所を調査対象とした。

これまでに平井地区内では、平井遺跡として2度の発掘調査が行われている。調査地南東部、国道

ll号線下にある平井遺跡 1次調査からは縄文時代から中世までの集落関連遺構が確認され、調査地

南方にある同2次調査では、主に弥生時代後期の溝や流路が検出されている。

ここでは、発掘調査方法や調査・整理内容等について説明する。

発掘調査は重機の使用により表土層を除去し、その後、作業員により調査地壁面の精査や遺構検出

作業をし、遺構検出状況や完掘状況等の写真撮影を行った。調査時には測量業者に4級基準点設置業

務を委託し、その後、遺構の掘り下げや測量作業を進めた。作業終了時には重機を使用して調査地を

埋戻し、発掘調査を終了した。なお、調査中には一般市民対象の説明会や小学生を対象とした職場体

験等を開催した。

調 査

調査は、平成 17年度から20年度の3年間にわたり実施した。ここでは、年度ごとに調査の概要

を報告する。

平成 17年度

平成 18年度

平成 19年度

平成 20年度

整 理

整理作業は発掘調査と並行して、松山市埋蔵文化財センター内にて出土遺物の洗浄や注記、接合作

業のほか、記録写真の整理 。収納、及び沢1量図の整理作業を行った。なお、平成 20年度と21年度

には出土遺物の実測や遺構図・遺物図のトレース、写真図版の作成や版下作成作業など報告書刊行に

伴う整理作業を行った。

平井遺跡 3次調査が実施され、主に弥生時代の上坑や古墳時代の掘立柱建物、溝の

ほか中近世の溝を検出した。

平井遺跡 4次調査と5次調査を実施した。4次調査では古墳時代の掘立柱建物や溝、

中世の溝を検出し、5次調査からは弥生時代の土坑や古墳時代の竪穴住居、掘立柱

建物、中世の溝や土坑を検出した。

平井遺跡 6次調査と7次調査を実施した。 6次調査では弥生時代の上坑や古墳時代

の掘立柱建物、古代の上坑を検出し、7次調査からは弥生時代の溝や土坑、古墳時

代の竪穴住居や掘立柱建物、溝などを検出した。

平井遺跡 8次調査と9次調査を実施した。 8次調査では弥生時代から古墳時代の上

坑、古代や中世の溝が検出され、9次調査からは古代の土坑や中世の溝などが検出

された。
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調査の概要

説 明会

発掘調査中には、3度の遺跡説明会を開催した。第 1回 目は平成 18年 12月 16日 (土)に平井遺

跡 5次調査の説明会を行つた。説明会では、現場写真や出土遺物等を展示し、古墳時代の竪穴住居や

掘立柱建物を中心に、周辺遺跡の状況をまじえながら建物構造や集落様相について説明を行った。第

2回目は平成 20年 5月 17日 (土)に平井遺跡 8次調査の説明会を実施し、古代に時期比定される

溝の堆積状況や性格の説明、出土遺物の紹介を行った。第3回日は平成 20年 6月 29日 (土)に平

井遺跡9次調査の説明会を行い、雨天にもかかわらず多くの参加者を得た。なお、平井遺跡 8次調査

実施中には公民館活動の一環として、小学生 50名による職場仰験を開催した。各説明会では周辺住

民や考古学ファンをはじめ、道路建設課や松山市教育委員会の関係者など、総勢 150名 に及ぶ参加

者を得て埋蔵文化財に対する意識の高揚や普及力Чまかられた。

表 1 調査地一覧

2.層 位
(1)基本層位 (第 2図 )
本稿では平井遺跡3次調査から9次調査までの7次の調査内容や成果を、第3章から第9章までで

報告するが、これら全調査地を「調査地」と呼称し、ここでは遺跡全体を概観する。

まず、調査地の基本層位は第二層から第Ⅵ層までとし、第2図に掲載した。各土層は調査ごとで土

色や土質の違いがあり、各章での報告では基本層位を細分し、第 I①層、第 I②層といつた表記をし

た。なお、細分した土層は調査ごとで違いがあり、細分した土層は必ずしも全調査で一致していない。

第I層は近現代の造成や水田耕作に伴う客上である。第Ⅱ層は中世段階の堆積層または水田耕作等

に伴う耕土であり、第Ⅲ層は古代の堆積層である。第Ⅳ層は弥生時代から古墳時代の遺物を含む堆積

層である。第V層は無遺物層で、シルトまたは粘性の強い土壌である。第Ⅵ層は小野川の氾濫に起因

する河川堆積物である。

第 I層 :調査地は調査以前、水田や雑種地であり、現況の標高を測量すると調査地北端にある平井

遺跡4次調査地が最も高く、標高58,8mを 測る。調査地南側に向けて徐々に低くなり、

調査地南端、平井遺跡9次調査地では標高54.5mを測る。第I層は造成上や耕作上であり、

最大では第 I①層から第 I⑤層の5種類に細分している。

調 査 名 所 在 地 面積 (ご ) 調 査 期 間 担 当

平井遺跡 3次 平井町甲 3065外 903.00 2006.3.1～ 2006,7.31 河野

平井遺跡 4次 平井町甲2349-1外 706.00 2006,7.3～ 2006.11.30 河野

平井遺跡 5次 平井町甲 3120、 3122、 3126の各一部 806.02 2006.10.2～ 2007.2.28 河野

平井遺跡 6次 平井町甲 3074‐ 1 1,283.60 2007.6.1^ン 2007.8.31 宮内

平井遺跡 7次 平井町甲 3115、 3117の一部 744.78 2007.9.18´-2008.1.31 河野

平井遺跡 8次 平井町甲 2348呑 1の一部 244.53 2008.4.16′ ンヽ2008.5.30 水本

平井遺跡 9次 平井町甲 3131番 1の一部 83.97 2008,6.2～ 2008.6.30 水本
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層  位

第Ⅱ層 :検出遺構や出土遺物から、中世段階の堆積層または水田耕作に伴う耕上である。全調査

地にみられ、調査地南側にある平井遺跡 5次・9次調査地が最も厚い堆積をなし、層厚

18cmを測る。第Ⅱ層は灰黄色、灰色、責褐色などを呈する粘質上で、6次 。8次・9次調

査からは本層中より上師器片や陶磁器片が出上している。

第Ⅲ層 :調査地北側と中央部を除く地域にみられ、層厚 10～ 30cmを測る。本層は最大で6種類に

分層され、褐灰色、暗オリーブ色、黒褐色を呈する砂質土やシルト層からなる。3次・7

～9次調査では、本層中より7世紀から平安時代までの土師器や須恵器が出上している。

第Ⅳ層 :主に弥生時代から古墳時代の遺物を含む包含層であり、調査地北側を除く地域にみられ、

層厚 10～ 25cmを測る。本層は黒褐色や褐色、灰オリーブ色などを呈する粘性の強い土壌で、

最大で5種類に細分される。

第V層 :責色、灰責色、浅黄色などを呈するシルト層や粘土層で、調査地全域に堆積する。層厚

25cm以上を測り、調査地中央部付近では厚い堆積をなし、7次調査地では層厚 140cm以上

となる。本層上面は、調査における最終遺構検出面である。

第Ⅵ層 :灰色や責褐色などを呈する細砂を基調とし、砂層または径 1～ 10cm大の礫を含む砂礫層

である。調査地北側の4・ 8次調査地と南側の5次調査地で検出されており、本層上面の

標高を測量すると、4次調査地では標高 58m、 5次調査地では標高54.5mを 測る。

(2)検出遺構・遺物 (表 2)
調査では、弥生時代から近世までの遺構や遺物を検出した。検出した遺構を時代別に記す。

1)弥生時代 ① 前期 :土坑 14基

② 中期 :溝 2条、土坑3基、性格不明遺構 1基

③ 後期 :土坑4基、性格不明遺構 3基

竪穴住居 5棟、掘立柱建物 28棟、溝 22条、土坑 19基、性格不明遺構 7基

溝 5条、土坑 6基

溝 15条、土坑 4基、性格不明遺構 1基

溝 2条、性格不明遺構 2基、鋤址

柱穴 547基

各調査で検出した遺構は、表 2に記す。遺物は遺構や包含層出土品及び地点不明品であり、弥生土

器 (前期～後期 )、 土師器 (古墳時代～中世)、 須恵器 (古墳時代～古代)、 陶磁器 (中世～近世)、 瓦

(中世～近世)、 鉄器、石器などである。なお、遺物は遺物収納箱 (44× 60X14cm)に約 90箱分が

出上した。

2)誡 眠訂t
3)古  代
4)中  世

5)近  世

6)そ の 他
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表2 検出遺構一覧

調査の概要

遺 跡 名 弥生時代 古墳時代 古 代 中 世 近  世

平井遺跡 3次
条
基
基

１

４

１

坑

明

溝

土

不

掘立 :2棟
溝  :9条
土坑 i3基
不明 :l基

溝  :2条 溝  :1条 条
基

１

２明

溝

不

平井遺跡 4次

掘立 :2棟
溝  :5条
土坑 :4基
不明 :l基

条
基
基

２

１

１

坑

明

溝

土

不

平井遺跡 5次
基
基

２

２

坑

明
土

不

竪穴 :4棟
掘立 :ll棟
溝  :1条
土坑 :3基
不明 :3基

条
基

９

１坑
溝

土 溝  :1条

平井遺跡 6次 土坑 :12基
棟
条
基

８

３

４

一立
　

坑

掘
溝

土
土坑 :3基

平井遺跡 7次
条

基

基

１

３

１

坑

明

溝

土

不

穴
立
　

坑

明

竪
掘

溝

土

不

1オ東
4棟
4条
3基
2基

条
基坑

溝
土

鋤址

平井遺跡 8次 土坑 :1基 掘立 :l棟
土坑 :2基 溝  :l条 溝  :3条

平井遺跡 9次 溝  :1条
土坑 :2基

土坑 :2基
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第 3章

平井道跡 3次調査





第 3章 平井遺跡 3次調査
1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2006(平成 18)年 1月 、松山市平井町甲3065外において、松山市道小野 160号線道路改良工

事に伴う埋蔵文化財試掘調査を実施することとなった。調査は松山市都市整備部道路建設課 (以下、

道路建設課)と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)と

が委託契約を結び、平成 18年 2月 8日 から2月 9日 までの間に実施した。調査では、竪穴住居 。

上坑 。柱穴などの遺構のほか、弥生土器・土師器。須恵器などの遺物を検出した。この結果を受け、

道路建設課と埋文センターは協議を重ね、道路改良によって消失する遺跡に対して記録保存のた

めの発掘調査を実施することとなった。発掘調査は道路建設課と埋文センターが委託契約を結び、

古墳時代の集落構造解明を主目的として、松山市教育委員会文化財課の指導のもと2006(平成

18)年 3月 1日 より開始した。

(2)調 査の経緯
発掘調査は平成 18年 3月 1日 から同年5月 31日 まで屋タト調査、6月 1日 から7月 31日 までは

室内調査を実施した。以下、調査工程を略記する。

屋外調査 :平成 18年 3月 1日 、発掘機材の運搬を開始すると同時に、現場保全のため杭打ち・

ロープ張り・下車刈り。上嚢作り。調査区の設定を開始する。3月 14日 、重機による表土掘削と

同時に壁面・床面の精査を開始する。4月 18日 、第Ⅱ層上面での遺構検出写真撮影を行い、遺構

の掘り下げと測量を行う。4月 19日 、第Ⅱ層上面の遺構を完掘し、遺構完掘写真撮影を行う。4

月20日 、重機にて第V層上面までの堆積上の掘り下げを開始する。4月 21日 、水準点やグリッ

ト杭の設置を行う。4月 24日 、第V層上面の床面精査を開始する。4月 26日 、第V層上面での

遺構検出写真撮影を行い、遺構掘り下げと測量を開始する。5月 16日 、調査区の東西端を重機に

て拡張する。5月 24日 、遺構の掘り下げ・浪J量を終了する。5月 25日 、遺構の完掘状況の写真

撮影を行う。5月 29日 、重機による埋め戻しを開始する。5月 31日 、重機による埋め戻し作業

を終了し、本日にて屋外調査を完了する。

室内調査 :6月 1日から7月 31日 の間で記録写真の整理、遺物の洗浄・注記・復元・一部実測、

現場で作成した原図の整理や、一部の2次原図作成・トレースを行い、調査概要報告書を作成する。

(3)調査組織
遺 跡 名

調査場所

調査期間

調査面積

調査委託

調査主体

調査担当

平井遺跡 3次調査

松山市平井町甲 3065外

2006(平成 18)年 3月 1日 ～同年 7月 31日

903∬

松山市都市整備部道路建設課

財団法八松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

河野史知 。河ヽ笠原善治
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調査の経緯
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平井遺跡 3次調査

2.層 位

(1)基本層位 綽5図)
調査地は、松山平野東部の小野谷に刻吋原を発する小野川と、平井谷に水源を発する堀遡 ||によって形成

された扇状地上の扇央付近、標高約 58mを測る。調査以前は水田であった。

基本層位は、以下の5層である。

I層

Ⅱ層―①

一②

Ⅲ層―①

―②

Ⅳ層

V層

暗緑灰色土 10/1)で、水田耕作上で調査区全域に層厚 18～ 32 cmの堆積を測る。

韓     (巧YR8/61に黒褐色土 g鴎 /1)を含軸 で、調査区南野子Ⅲこ層厚 12

～36 cmの堆積を測り、この上面にて溝l条と性格不明遺構2基を検出した。

灰色土 15Y4/1)で、調査区南端の一部だけ層厚4～ 8cmの堆積を測る。本層中からの遺物

の出土はない。

暗オリーブ色土 (5Y4/31で、含有物の違いにより2層に分類でき、b層はa層に比べ鉄分

を強く帯び、調査区南西部に厚さ3～ 2Clcmの堆積を測り、古代の上師器片が出土する。

褐灰色土 (10YR4/1)で、土質の違いから3層に分類でき、a層はb層に比べ鉄分を多く含

み、c層は砂粒を多く含む。調査区南西吉日こ厚さ4～ 56cmの堆積を測る。

責灰負十 (%Yνl)で、粘質が強い。調査区南端の一部だけが層厚6～ 14cmの堆積を測り、

古墳時代の上師器片や須恵器片が出土する。

淡黄色土 (25Y8/41で、地山土であり最終遺構検出面となる。調査区全域に堆積し、調査

区中央部から南側に力Чナて緩やかイこ傾斜 (比高差70cmlを もち下がる。

遺構の検出状況や出土遺物から、Ⅱ層は中世、Ⅲ層は古代、Ⅳ層は古墳時代までの堆積と考えられる。

調査にあたり、調査区内を5m四方のグリットに分けた。グリットは南から北に向けて 1・ 2。 3、 西か

ら東に向けてA・ BoCと し、Al・ A2・ ・。としたグリット名を付けた。グリットは、遺構の位置表
示や遺物の取り上げ等イこ利用した。

(2)検出遺構・勘
調査で検出した遺構は、掘立柱建物2棟 (古圏珈Ю、溝 14条 (弥生時代■条、古墳時代:9条、古代:

2条、中世11条、近世以降:1条)、 土坑7基 徹赴時代 :4テ致 古輿嘲甘 3鶏、性格不明遺構4基 (弥

生時代 :1'獣 古墳時代 :l基、近世以降 :歩動、柱穴27基ミ倒木痕2基である。今回の調査では掘立

柱建物や土坑等は、遺構ごとに通し番号 (SKl・ 2・ ・・)を付けた。遺物は遺構から出土したもので、

弥生土器 (中期。後期)、 土師器 (古墳時代～中世)、 須恵器 (古墳時代)、 陶器 (中近世)、 石器、鉄器が

出土した。

表3 検出遺情一覧
時 代 検 出 遺 構

弥生時代 毒1条 (SD4)、 土坑 4基 (SK3・ 5・ 6・ 7)、 性格不明遺構 1基 (SX3)

古墳時代 掘立2棟 (掘立 1・ 2)、 溝 9条 (SD2・ 3・ 5・ 7～ 11・ 14)、 土坑 3基 (SKl・ 2・ 4)、 性格不明遺構 1基 (SX4)

古  代 溝2条 (SD12・ 13)

中  世 毒1条 (SD6)

近世以降 毒1条 (SDl)、 性格不明遺構 2基 (SXl・ 2)

-18-



日.5800m

I. 階緑仄色土 (5G4/1)・ 耕作土
I―① 浅黄橙色土 (7.5YR8/6)に黒褐色土 (7.5YR3/1)を 含む。
―② 灰色土 (5Y4/1)
Ⅲ―①a陪オリープ色土 (5Y4/3)
―①b皓オリープ色土 (5Y4/3)に鉄分を強く帯ぴる。
一②a褐灰色土 (10YR4/1)鉄分を多含する。
一②b褐仄色土 (10YR4/1)
≪光 握仄色土 (10YR4/1)砂 粒を多含する。
貢仄色土 (2.5Y6/1)・ 遺物包含層 :古墳

朔黄色土 (2.5Y8/4)・ 地山
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第5図 土層図
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遺構と遺物

3.遺構と遺物

(1)弥生時代
弥生時代の遺構は、溝 1条、土坑4基、性格不明遺構 1基を検出した

1)溝                 
ヒ°

SD4(第 6図 )
調査区南東部のE～ F。 1～ 2区に位置し、

を切り、 SD2に切られる。北東端は調査区泉甚乏O

びる。主軸はN‐ 56° ―Eの北東から南西方向を指向   AA′        H.57.30m

する。規模は検出長 6。 lm、 上場幅 0.35～ 0。7m、 深     _
さ8～ 12 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、北

東から南西へ約 5 cmの比高差をもつ。埋土は褐灰色
1褐灰色土 (10YR4/1)

上の単一層となる。遺物は上位から溝床にかけて弥

生土器片が出土する。

出土遺物 (第 7図、図版 6)

1～ 4は弥生土器の奏である。 1は「く」字状の

口縁部に端部は平らな面をなす。 2は上げ底で底部にくびれをもつ。 3・ 4は平底の底部から内

湾気味に立ち上がる。 5・ 6は壺の底部であり、平底の底部から内湾気味に立ち上がる。7は高

イの杯部で「く」字状の口縁部に端部外面に3条の四線文が施される。

時期 :出上した弥生土器の特徴から、弥生時代中期後半とする。

0           50cm

(S=1:20)

第 6図  SD4測 量図

＼V′ ⅢIィ
｀

＼

＼
ヽ
、
、

＼

6

10cm

第7図 SD4出土遺物実測図       (も =I:4)

2)土坑

SK3(第 4・ 8図 )
調査区北西部のD。 6区に位置する。平面形態は不整楕円形、断面形態は逆台形状を呈し、基

底面は平らな面をなし、北西部に浅い円形状の凹みをもつ。規模は長軸 0。78m、 短軸 0.45m、 深

さ 14 cmを測る。埋土は黒褐色土の単一層で、遺物は基底面より浮いた状態で、弥生土器の小片が

僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土や出土した土器片から弥生時代としか判らない。

(S=1:4)
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平井遺跡 3次調査

SK5(第 4・ 9図 )
調査区中央部東側のE。 3区に位置し、

S D ll。 12を切る。平面形態は楕円形、

断面形態は逆台形状を呈し、基底面は平

らな面をなす。規模は長軸 2.62m、 短軸

1.48m、 深さ l16 cmを 測る。埋土は黒色

上の単一層で、遺物は上位から弥生土器

片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 9図 )

8は弥生土器の壷の底部で、やや上げ

底の底部付近に押え痕が残る。

時期 :出上した弥生土器の特徴から、弥

生時代後期前半とする。 第 8図 SK3測 量図

10cm

(S=4:4)

第9図  SK5測量図・出土遺物実測図

SK6(第 4・ 10図、図版 4)
調査区北西部のD・ 5区に位置し、 S D llの 下層付近で検出した。平面形態は円形、断面形態

は皿状を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 0。98m、 短軸 0.87m、 深さ8 cmを測る。埋

土は黒色土の単一層で、遺物は基底面から弥生土器片が 1点出土する。

出土遺物 (第 10図、図版 6)

9は「く」字状の口縁部に端部はやや凹み、外面上胴部にナデ調整、下胴部にミガキ調整が施

される。

時期 :出上した弥生土器の特徴から、弥生時代中期後半とする。

言
1.黒福色土 (10YR2/2) 0           1m

(S=1:30)

Ｅ
Ｏ
卜
．卜
Ю
．
Ｉ

(S=1:30)
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遺構と遺物

1.黒色土i(10YR2/1)

lm 0        10cm

(S± 1:4)

SK7(第 4。 11図 )
調査区中央部東側のF。 4区に位置し、S D llの床面から検出する。平面形態は楕円形、断面

形態はレンズ状を呈する。規模は長軸 2.38m、 短軸 1.26m、 深さ13 cmを測る。埋土は黒色粘質

上で土質は柔らかい。遺物は基底面付近から弥生土器片が 1点出土する。

出土遺物 (第 11図、図版 6)

10は弥生土器の奏で、平底の底部付近外面にナデ調整が施される。

時期 :出土した弥生土器の特徴から、弥生時代後期後半とする。

(S=1:30)

第 刊0図 SK6測 量図・出土遺物実測図

万
1

H5760m

＼出
10

0           10cm

(S=4:4)

1黒色粘質土 (10YR2/1)

W― E

(S=1:60)

第 11図  SK7測 量図・出土遺物実測図
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平井遺跡 3次調査

3)性格不明遺構

SX3(第 4・ 12図、図版 4)
調査区南東部のD～ F。 1～ 2区に位置し、長軸が緩傾斜面に沿い東側は調査区外に延びる。

平面形態は不整楕円形、断面形態はレンズ状を呈する。規模は長軸 11.75m以上、短軸 5.25m、

深さ21 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は上位から中位にかけ弥生土器片が密集した

状態で出土する。

出土遺物 (第 13図、図版 7)

11～ 18は 奏である。11は口縁部付近に3条の沈線文、端部に刻目文、内外面にナデ調整が施

される。12・ 13は頸部に貼 り付け凸帯をもち、13は内上方に拡張された口縁部外面に3条の凹

線文が施される。14は「く」字状の口縁部に端部は平らな面をなす。15。 16は上げ底でくびれ

をもつ底部で、17は上げ底の底部に焼成前の穿孔が施される。 18。 19は平底の底部で、18は内

外面にナデ調整、19は内面にナデ調整、外面にハケロ調整が施される。20～ 23は壺である。20

は口縁端部に4条の凹線文と外面にミガキ調整が施される。21は顎部に押圧文が施された貼付凸

帯が巡る。22は平底の底部に口縁部は外反し端部は丸く納まる。口縁部内外面に横ナデ調整、上

胴部にミガキ調整が施される。23は外反する口縁部に端部は平らな面をなす。24・ 25は高杯で、

24は口縁部に4条の凹線文とその下に「ノ」字状文が施される。25はタト反する脚部に端部は平ら

な面をなし、刻目文が施される。26は敲石で、上面に敲打痕が顕著に残り、砂岩製である。長さ

18.2 cm、 幅■.25 cm、 厚み 6.4 cm、 重さ2,057.52gを 測る。27は有柄式鉄鏃であり、先端部と茎

部が欠損し、長さ5.9 cm、 最大幅 1.5 cm、 厚み 0.6 cm、 重さ3.398gを 測る。

時期 :出上した弥生土器の特徴から、弥生時代中期後半とする。

1.黒掘色土 (10YR3/1)

第 12図  SX3測 量図
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(S=1:100)
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遺構と遺物
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0           10cm

(S=4:4)

第13図 SX3出 土遺物実測図
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平井遺跡 3次調査

(2)古墳時代
古墳時代の遺構は、掘立柱建物 2棟、溝 9条、土坑 3基、性格不明遺構 1基を検出した。

1)掘立柱建物

掘立 1(第 4・ 14図 )

調査区南西部のB～ C。 2区に位置し、SD6に切られる。 2間 ×1間の東西棟で、桁方向が
緩傾斜面に沿い、主軸はN-67° ―Wを 指向する。規模は桁行 4.2m、 柱問 2.lm、 梁行 2.8m、
柱間 2.8m、 柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 38～ 57 cm、 深さ 18～ 32 cmを 測る。

埋土は黒色上である。遺物は土師器・須恵器の小片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 14図 )

28。 29は須恵器である。28は郭身で、受部端が凹み立ち上がりは上方に延び丸く納まり、内外

面に回転ナデ調整が施される。29は大きく外反する口縁部に端部は下方に拡張され端面は平らな

面をなす。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

1.黒;(登土二(10YRl,7/1)

-   1戸
29

(S=1:60)

0             10cm

(S=1:3)
第 14図 掘立 1測量図・出土遺物実測図
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遺構と遺物

掘立2(第 4・ 15図、図版 5)

調査区北西部のC。 5～ 6区に位置し、S D llを 切り、西側は調査区外に延びる。 2間 Xl

間以上の東西棟で、主軸はN-82° ―Wを指向する。規模は桁行 3.lm以上、柱間 1.7m、 梁行 4.15
m、 柱間 1.65～ 2.5m、 柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 72～ 110 cm、 深さ20～ 48

cmを測る。埋土は黒色上である。遺物は土師器・須恵器片が少量出土する。

出土遺物 (第 15図 )

30は土師器の甕で、やや内湾気味の口縁部に端部は丸く納まる。31は須恵器の杯身で受部がや

やタト上方に延び、内クト面に回転ナデ調整が施される。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

ШOと
'と9'H ∈

〇
卜
．卜
Ю

正

面

I▼

     調

W―E                           H.57.70m

(S=4:60)

第 15図 掘立 2測量図 。出土遺物実測図

二芽
31

0            10cm

(S=1:3)

1.黒色土 (粘性が強い)(10YRl.7/1)

2m
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平井遺跡 3次調査

2)溝

SD2(第 16図 )
調査区南端のA～ F・ 0～ 1区に位置し、SD4を切り、東西端は調査区外に延びる。主軸は
N-82° ―Wで軸が緩傾斜面に沿い東西方向を指向し、緩やかに湾曲する。規模は検出長 24.2m、

上場幅 0.45～ 0。93m、 深さ20～ 30 cmを測り、東から西へ 3 cmの比高差をもつ。断面形態は皿状

を呈する。埋土は黄灰色砂質上の単一層である。遺物は弥生土器に混じり上師器 。須恵器の小片

が出土する。

出土遺物 (第 17図、図版 8)

32～ 36は須恵器である。32はイ蓋で、口縁端部に段を有し、天丼部に回転ヘラケズリ調整が

施される。33～ 35は郭身で、33は立ち上がりはやや内傾し、端部は平らな面をなす。34は受部

は外方に延び、立ち上がりは内傾し、端部は九く納まる。35は受部は外上方に延び、立ち上がり

は内傾し、端部は丸く納まる。36は高杯であり、受部端は凹み杯底部内面に同心円文がみられ、

脚部に4方向の透かしが施される。焼成不良の軟質である。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

B― B´

○

SD2

H.57.50m

1.黄仄色砂質土 (2.5Y4/1)
2.1層に砂質が強い
3.1層に粘質が強い
4.黒褐亡上上 (10YR3/2)
5.褐仄色粘質土 (10YR4/1)

0               2m

(S=1:50)

0             10cm

(S=1:3)

第 16図  SD2・ 3・ 5測量図

第 17図  SD2出 土遺物実測図
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遺構と遺物

SD3(第 16図 )
調査区南西部のB～ C。 1区に位置する。主軸はN-90° ―Wと ほぼ真北と直角の東西方向を指
向する。規模は検出長 3.2m、 上場幅 0.45～ 0.55m、 深さ 10 cmを測り、東から西へ 4 cmの比高

差を測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は土師器・須恵

器の小片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 18図 )

37は杯蓋で、内湾する口縁部に端部は丸く納まる。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

第 18図  SD3出 土遺物実測図 (S=1:3)

SD5(第 16図 )
調査区南端のA～ F・ 0～ 1区に位置し、東西端と南側の上場は調査区外に延びる。主軸は

N-83° 一Eで軸が緩傾斜面に沿うように東西方向を指向する。規模は検出長 24,2m、 上場幅 0,45

～ 1.6m、 深さ15～ 25 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、東から西へ約 13 cmの比高差をもつ。

埋土は褐灰色粘質上の単一層となる。遺物は弥生土器片に混じり、土師器・須恵器片が僅かに出

土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上がSD3と 同一なことから6世紀後半としか判らない。

SD7(第 19図 )
調査区南側のD。 2区に位置し、SD6に切られる。主軸はN‐90° ‐Wで東西方向を指向する。
規模は検出長 4.65m、 上場幅 0.1～ 0.42m、 深さ4～ 5 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、

東から西へ約 6 cmの比高差をもつ。埋土は黒褐色土の単一層となる。遺物は土師器・須恵器の小

片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSD3と 同一なことから6世紀後半としか判らない。
H.57.50m

1.黒褐饂 i(10YR3/2)
2.黒帽鶴 i(10YR2/2)

0                 1m

(S=1:20)

第 19図  SD7～ 9測量図

40cm

○
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平井遺跡 3次調査

SD8(第 19図 )
調査区南東部のE～ F・ 2区に位置し、SD9・ 12に切られる。主軸はN-86° ―Eで東西方
向を指向する。規模は検出長 1.8m、 上場幅 0。1～ 0.25m、 深さ2～ 10 cmを測る。断面形態はレ

ンズ状を呈し、東から西へ約 7 cmの比高差をもつ。埋土は黒褐色上の単一層となる。遺物は土師器・

須恵器片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 20図 )

38は須恵器の郭身で、受部が凹み口縁部は内傾し、端部は

丸く納まる。

時期 :出上した遺物の特徴から、6世紀後半とする。 (S=1:3)

第 20図 SD8出 土遺物実測図
SD9(第 19図 )
調査区南側のC～ F。 2区に位置し、SD8を切り、S D 12に 切られる。主軸はN‐ 2° ‐Eで
やや湾曲しながら等高線に沿うように東西方向を指向する。規模は検出長 10.48m、 上場幅 0.54

～ 0,92m、 深さ3～ 12 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、東から西へ約 5 cmの比高差をもつ。

埋土は黒褐色上の単一層となる。遺物は土師器や須恵器片が少量と混入品の石鏃が出土する。

出土遺物 (第 21図、図版 8)

39は須恵器の郭蓋で、かえり部が接地する。40は混入品の打製石鏃の完存品であり、サヌカイ

ト製の柳葉型で、長さ2.98 cm、 幅 1.5 cm、 厚み 0.5 cm、 重さ2.247gを 測る。

時期 :出上した須恵器の特徴から、7世紀中葉とする。

三二■、_恒多
39

0            10cm

(S=1:3)

50cm

1.黒褐色土 (10YR3/2)
(S=1:20)

S D10測量図

《

鰯

Ψ

４０

　

５Ｃｍ

ハ
猟
Ｍ
脚
Ｖ

一
◇
一

(S=4:2)

第21図 SD9出土遺物実測図

SD 10(第 22図 )

調査区南側のE・ 3区に位置し、北端は調査区外に延びる。主軸はN-33° ―Wで南東から北西

方向を指向する。規模は検出長 2.27m、 上場幅 0。18～ 0.22m、 深さ4～ 9 cmを測る。断面形態

はレンズ状を呈し、比高差はない。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は須恵器片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSD3と 同一なことから6世紀後半としか判らない。

G―G′ H57.60m

◆

0

第 22図
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遺構と遺物

SD ll(第 23図 )

調査区中央部のB～ G。 3～ 6区に位置し、掘立 2、 SK2。 4・ 5に切られ、東西端は調査

区外に延びる。主軸はN‐666 _wを指向する。規模は検出長 24.42m、 上場幅 6.7～ 9.85m、 深

さ8～ 18 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、東から西へ約 43 cmの 比高差をもち、緩やかな

形状から溝状の凹地と考えられる。埋土は黒色粘質上で、土質が柔らかい。遺物は上面から上位

付近で土師器 。須恵器片が僅かに出土しただけで、これらの遺物は流入品が考えられる。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、遺構の切り合いから6世紀後半以前としか判らない。

H― H´ H.58.00m

|― |´ H.58.00m

H.58,00m

H.5800m

1黒色粘質土 (10YKl,7/1)

第 23図 SDll測 量図

SD14(第 24図 )

τ]三二子号ll:iヱillCD鯉

二
:垂垂≦≦≦≡墓≦重三乏⊆圭

H57.20m

5に切られる。主軸はN-16°
‐Eで南北方向を指向する。規

模は検出長 3.85m、 上場幅 0.52

～ ■32m、 深さ9～ 14 cmを 測

る。断面形態はレンズ状を呈し、

西から東へ約 10 cmの比高差をも

つ。埋土は灰黄褐色上の単一層

となる。遺物は弥生土器に混じ

り上師器・須恵器片が少量出土

する。

H.57.20m

4.仄黄褐色土 (10YR4/2)

0                 1m

(S=1:20)

第 24図  S D14測量図

(S=1:80)
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平井遺跡 3次調査

出土遺物 (第 25図 )

41は須恵器の杯身である。受部端がやや凹み口縁端部は丸く

納まり、内外面に回転ナデ調整が施される。

時期 :出上した遺物の特徴から、6世紀後半とする。

3)土坑
SKl(第 4・ 26図 )

態諄 計 ＼ 善影電丘長坂撃プ積ぢ遭風そ①

基底面は平らな面をなし、北西部に浅い円形状

の凹みをもつ。規模は長軸 1.75m、短剤 0.74m、

深さ14cmを測る。埋土は灰黄褐色上の単一層で、

遺物の出土はない。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土が S

D14と 同一なことから6世紀後半としか判ら

ない。

SK2(第 4・ 27図 )
調査区中央部西端の C。 4～ 5区に位置し、 WE
SDl・ SX2に 切られ、 S D llを 切る。平
面形態は隅丸長方形、断面形態はレンズ状を呈

し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 1.68

m以上、短軸 1.18m以上、深さ 22 cmを測る。

埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は基底面より

浮いた状態で、土師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSD3と

SDll

(10YR3/2)

NVV―SE

第 27図  SK2測 量図

0           10cm

(S=1:3)

第 25図  S D14出土遺物実測図

0            1m

(S=1:30)

第 26図 SKl測 量図

6世紀後半としか判らない。

卿
①

ち

周
珂
田
∃

カとこ同一な

Ш
Ｚ
‐
≧
デ
∽

(S=1:30)

1黒帽色土
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遺構 と遺物

SK4 (第 4。 28図 )

調査区南東部のF～ G。 2～ 3区に位置し、

東側は調査区外に延びる。平面形態は楕円形、

断面形態はレンズ状を呈する。規模は長軸 l。74

m、 短軸 0,92m以上、深さ 12 cmを測る。埋土

は黒褐色上の単一層で、遺物は土師器の小片が

僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、古墳時代

としか判らない。

4)性格不明遺構
SX4(第 4・ 29図 )
調査区北西部のD。 7区に位置する。平面形

態は精円形、断面形態はレンズ状を呈する。規

模は長軸 1.86m、 短軸 0.68m、 深さ24 cmを測

る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は土師器・

須恵器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土から

古墳時代としか判らない。

(3)古 代
古代の遺構は、溝 2条を検出した。

滞

SD 12(第 30図 )

調査区中央部東側のE～ F。 2～ 3区に位置

し、SD9を切り、SK5に切られる。主軸は
N-34° 一Wで南東から北西方向を指向する。

規模は検出長 5.44m、 上場幅 0。51～ ■28m、

深さ15～ 24 cmを 測る。断面形態はレンズ状を

呈し、北西から南東へ約 13 cmの比高差をもつ。

埋土は黒褐色上の単一層となる。遺物は弥生土

器片に混じり上師器・須恵器の小片が僅かに出

土する。

出土遺物 (第 30図 )

42は須恵器の郭底部であり、断面四角形の高台をもち、内外面に回転ナデ調整が施される。

時期 :出上した須恵器の特徴から、8世紀後半とする。

1.黒獲巽登±二(10YR3/2)

(S=1:30)

第 28図  SK4測 量図

NVV―SE                  H.57.70m

1.黒捷S(五EL(10YR3/2)
0             2m

(S=1:60)

第 29図  SX4測 量図

Ｎ
同

川

Ｅ
Ｏ
卜
．卜
Ю

正
　
　
　
　
　
　
　
Ш
Ｚ
‐
を

，
∽
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平井遺跡 3次調査

⑦
哩 H.57.60m

ヽ
、                                     ′

42

O―O′ H5760m

4 黒褐色土 (10YR3/2)

(S=1:3)

0                1m

(S=1:20)

第30図  S D12測量図・出土遺物実測図

SD 13(第 31図 )

調査区南東部のF～ G。 2区に位置し、東端は調査区外に延びる。主軸はN‐ 71° いWと ほぼ東
西方向を指向する。規模は検出長 1.93m、 上場幅 0.38～ 0.42m、 深さ6～ 14 cmを測る。断面形

態はレンズ状を呈し、西から東へ約 10 cmの比高差をもつ。埋土は暗灰色粘質上の単一層となる。

遺物は土師器・須恵器片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 31図 )

43は須恵器の杯底部で、断面四角形の高台をもち、内外面に回転ナデ調整が施され、外面に施

釉がみられる。

時期 :出土した須恵器の特徴から、8世紀前半とする。

P― P′ H57.50m

1.階仄色粘質土 (N3/) 0          50cm

(S=1:20)

第 31図  S D13測量図・出土遺物実測図

(S=1:3)
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遺構と遺物

(4)中 世
中世の遺構は、溝 1条を検出した。

溝

SD6(第 32図 )
調査区南側の B～ E。 2～ 3区 に位置し、掘立

1。 SD7を切り、西端は調査区外に延びる。主軸は
N-80° ―Wで、やや湾曲しながら等高線に沿うように
東西方向を指向する。規模は検出長 19.3m、 上場幅 0.4

～ 0.92m、 深さ1～ 9 cmを 測る。断面形態はレンズ状

を呈し、東から西へ約 2 cmの比高差をもつ。埋土は暗   4皓 仄黄色土 (2.5Y5/2)l

灰黄色土の単一層となる。遺物は弥生土器・須恵器片

に混じり、土師器の椀・皿が少量出土する。

出土遺物 (第 33図、図版 8)

44・ 45は土師器の郭で、44は底部に回転糸切り痕が残る。46は土師器の皿で、口縁端部が九く

納まる。47は土師器の椀で、内外面にミガキ調整、底部外面にナデ調整が施される。48は混入品

の打製石鏃である。凹基式の完存品でサヌカイト製で、長さ 2.05 cm、 幅 1.95 cm、 厚み 0.3 cm、 重

さ1.158gを波Jる。

時期 :出土した土師器の特徴から、12世紀代とする。

H5740m

0           50cm

(S=1:20)

第 32図  SD6測 量図

ぶ^軸軸興　４８　　　５Ｃｍ

(5)近 世以 降
近世以降の遺構は溝 1条、性格不明遺構 2基を検出した。

1)溝

SDl(第 34図、図版 8)
調査区西側のC・ 1～ 6区に位置し、掘立 2。 SKloSD6・ ■・SX2を切り、南北端は
調査区外に延びる。主軸はN-3° ―Wと ほぼ真北を指向し、直線的に延びる。規模は検出長 25.5m、

上場幅 0.26～ 0.33m、 深さ5～ 1l cmを測る。断面形態は皿状を呈し、南から北へ約 7 cmの比高

差をもつ。埋土は灰黄褐色土の単一層となる。遺物は弥生土器 。上師器 。須恵器の小片に混じり、

陶器の月ヽ片が 2点出土する。

出土遺物 (第 34図 )

49・ 50は陶器の碗である。49は内湾気味の口縁部に端部がやや外反し、内外面が施釉される。

＼
汁圭業譲/
0            10cm

(S=1:3)

第 33図 SD6出 土遺物実測図

(S=1:2)

―∴―‖
-

0
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平井遺跡 3次調査

50は口縁端部が玉縁状となる。

時期 :出土した陶器や土師器は小片であり、埋土から近世としか判らない。

S―S′

―

1.仄黄褐色土 (10YR5/2)

H.57.80m

一

H.57.80m

0         50cm

(S=1:20)

図 砂
|  

′
50 0            40cm

(Sil:3)

第34図 SDl測量図。出土遺物実測図

2)性格不明遺構
SXl(第 4。 35図 )
調査区中央部西側のC～ D。 4～ 5区に位置し、SD llを切る。平面形態は長方形、断面形態

は皿状を呈し、基底面はほぼ平らな面をなす。規模は長軸 4.1l m、 短軸 1.47m、 深さ 10 cmを測る。

埋土は灰責褐色土に黒

褐色上の塊を多含する。

遺物は基底面より浮い

た状態で、弥生土器や

土師器・須恵器の小片

に混 じり平瓦が 1点出

土する。

時期 :時期決定 しうる

遺物に乏 しく、埋土が

SDlと 同一であるこ
とから近世とする。

SX2(第 4・ 36図 )
調査区中央部西側の

C。 4～ 5区に位置し、

|

1.仄黄褐色土i(10YR5/2)1こ

黒褐色土塊を多含する。

(S=1:60)

第 35図 SXl測 量図

SD llを切り、SDlに切られる。平面形態は不整楕円形、断面形態は皿状を呈し、基底面は西
側が下がる。規模は長軸 3.29m、 短軸 1.57m、 深さ 12 cmを測る。埋土は灰黄褐色上に黒褐色土

の塊を多含し、基底面は西側に向けて緩傾斜をもつ。遺物は基底面より浮いた状態で、弥生土器

や土師器・須恵器の小片が少量出土する。
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時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、

埋土がSDlと 同一であることから近
世頃とする。

(6)そ の他 の遺構
1)柱穴

調査区北東部を除く全域から27基

を検出した。平面形態は円形～楕円形

を呈し、規模は直径 18～ 105 cm、 深

さ4～ 35 cmを測る。埋土は黒褐色土

から暗灰褐色上である。出土遺物は弥

生土器・土師器・須恵器の小片が出土

する。

時期 :出土遺物の特徴より、弥生時代

から古代までの間とする。

遺構 と遺物

1灰黄褐色土 (10YR5/2)
2票イG進生上 (10YR3/1)

――

緋

ボ

Ⅶ

Ｈ

ド

Ｅ
Ｏ
∞
．卜
り
，工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｚ
‐
の

④

0               2m

(S=1:60)

SX2測 量図第 36図

2)倒木痕

倒木 1(第 4・ 37図 )

調査区南側のD・ 2～ 3区に位置し、 S D llに切られる。平面形態は不整長方形、断面形態は

逆台形状を呈し、基底面には凹凸をもつ。規模は長軸 4.05m、 短軸 l。23m、 深さ40 cmを測る。

埋土は上層から周囲にかけて黒色粘質土・暗褐色粘質土・褐灰色粘質土となる。遺物は上面から

混入品と考えられる弥生土器や土師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土が S D llに類似していることから6世紀後半以前とし

か判らなヤヽ。

1.黒色粘質土 (10YR1 7/1)
2.皓掲色粘質土 (10YR3/3)
3.電灰色粘質土 (10YR4/1)

(S=1:60)
第 37図 倒木 1測量図
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平井遺跡 3次調査

倒木2(第 4・ 38図 )

調査区中央部のD。 3～ 4区に位置し、東狽1は調査区外に延びる。平面形態は不整長方形、断

面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸 2.6m以上、短軸 1.6m、 深さ43 cmを 測る。埋土は上層

が黒色粘質上で、周囲は黒褐色粘質土となる。遺物は上面から混入品と考えられる弥生土器や土

師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上がS D llに 類似していることから6世紀後半以前とし

か判らない。

冨
|

0              2m

(S=1:60)
第 38図 倒木 2測量図

4。 小 結

今回の調査では、弥生時代から近世までの遺構や遺物を検出した。遺構は主に弥生時代の上坑・

性格不明遺構や古墳時代の掘立柱建物・溝・土坑、中近世の溝や性格不明遺構などである。

層  位
本調査地は、微高地が南側に下がる緩傾斜地上であり、最終的な遺構検出面である第V層は近

現代の農耕により地形の高い北側は削平を受けており遺構の密度は低い。第Ⅱ層は中世以降に第

V層の傾斜面を水平にするために整地したことが堆積状況から窺える。また、深掘トレンチにて

第V層以下は粘土層が約 lm堆積しており、その下には水分を多く含んだ砂層の堆積を確認した。

弥生時代

S D 12・ 13は人為的に掘られた溝であり、SX3は形状から自然の凹みが考えられ、上位から
弥生土器片が密集した状態で出上した。これらの土器は凹地に人為的に廃棄されたものと推測さ

れ、出土した土器は中期から後期にかけてのもので、その時期に継続して調査地周辺に集落が展

開することを示す資料を得ることができた。

古墳時代

掘立建物や溝 。土坑を検出した。SD2と SD5は平行な位置で東西に延びており、その北狽1
の微高地上に掘立 1と 掘立 2を検出した。これらの溝は集落に伴う施設と考えられ、最も低い位

置に設けられた排水施設としての用途が考えられる。地形から察すると調査地の北側に広がる微

高地上に展開する集落の南端の可能性をもつ。SD llは遺構の形状や土層の堆積状況などから、

人為的な溝というよりは自然地形の凹みが溝状に延びることが考えられる。

1黒色粘質土 (10YRl.7/1)
2黒褐色粘質土 (10YR2/2)
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小  結

古  代
調査区南東部からS D 12・ 13を検出しており、調査地の東側に古代の集落の存在が窺える。

中  世
SD6は緩傾斜面の等高線に沿うように東西に延びる人為的な溝で、埋土中からあまリローリ
ングを受けていない椀や皿などの上器が出上したことから、周辺に中世集落の存在することが窺

える。

近世以降

SDlは南北方向に一直線に延びる小溝で、残存する形状から暗渠状施設の基底面付近と推測

する。SXlや SX2は、埋土力SSD lと 同一ではあるが、SD ll埋上の黒色粘質上の塊が混入

しており、短期間に埋没したことが窺える。

今回の調査では、弥生時代中期から近世にかけての集落を形成する遺構や遺物の資料が得られ

た。調査地北側から平井遺跡 8次調査にかけては、農耕や工場造成のため旧地形の削平や撹乱に

より遺構は未検出であったが、地形から判断すると集落の中心部であつた可能性をもつことがわ

かった。
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平井遺跡 3次調査

遺構 。遺物 一凡例一

(1)以下の表は遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ()  :復元推定値
形態・施文欄 :土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴→胴部、胴上→胴部上位、胴下→胴部下位、

底→底部

胎土・焼茂欄 :胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製上、金→金雲母、

チャ→チャート、細→細粒 (0,911m以下)

()内の数値は混淑剤粒子の大きさを示す。 (単位 :mm)

焼成の略記について。◎→良好、O→良、△→不良

表4  掘立柱建物一覧

掘立
槙
，
規
個

方向
桁  行 梁  行

方 位 床面積 (ド ) 時期 備  考
実長 (m) 桂間寸法 (m) 実長 (m) 住間寸法 (m)

1 東西 N67°  W 3C後半 わ 6に切られる。

2 2Xl以上 東西 31以上 17 165～ 25 N82°  引V 1286以上 5C後半 3Dllを切る。

表5  溝一覧
溝

ＳＤ
地  区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方向 埋  土 出土遺物 時期 備  考

ユ C・ 1～ 6 皿状 255 ×026～ 033 X005´-011 真北 灰黄褐色土 弥
生・土師器
須恵器・陶器

中近世
SD2を切り、南北端は調
査区外に延びる。

2 A～ F O～ 1 皿状 242 X 045´ -093 X 02´～03 東西 責灰色砂質土
弥生・土師器
須恵器

5C後半
SD4を切り、東西端は調
査区外に延びる。

3 B～ C l レンズ状 32 × 045～ 055 × 010 東西 黒褐色土
器
器
師
恵
土
須

SC後半

4 E～ F l～ 2 逆台形状 61 X 035～ 07 × 008～ 012
北東～

南西
褐灰色土 弥生 弥生

SX3を切り、SD2に切ら
れる。

5 A～ F O～ 1 皿状 242 X 045- 16× 015～ 025 東西 褐灰色粘質土
弥生・土師器
須恵器

古墳
東西端と南側の上場は調査
区外に延びる。

6 B～ E 2～ 3 レンズ】犬 193 X 04～ 092 X 001～ 009 東西 暗灰黄色土
弥生・土師器
須恵器

12C
SD7を切り、西端は調査
区外に廷びる。

7 D・ 2 レンズ状 465 ×01～ 042 X 004～ 005 東西 黒褐色土
土師器
須恵器

古墳 3D6に切られる。

8 E～ F・ 2 レンズ状 18 × 01～ 025 X 002～ 01 東西 黒褐色土
土師器
須恵器

3C後半

C～ F・ 2 レンズ】犬 1048 X 054～ 092 X 003～ 012 東西 黒褐色土
器
器
師
恵
土
須

7C中葉 3D121こ切られる。

E・ 3 レンズ状 227 X018 -022 X 004～ 009
南東
～北西

黒褐色土 須恵器 古墳 北端は調査区外に延びる。

11 8～ G 3～ 6 レンズ状 2442 × 67～ 985 × 008～ 018 東西 黒色粘質土
弥生・土師器
須恵器

7C中葉
掘立 2、 SK2.4・ 5に切ら
れる。

E～ F 2～ 3 レンズ状 544× 051- 128 ×015～ 024
南東～

北西
黒褐色土

弥生・土師器
須恵器

3C後半 3K5に切られ、SD9を 切る。

F～ G。 2 レンズ状 193× 038´-042X006^ン 014 東西 暗灰色粘質土
器
器
師
恵
土
須

3C前半 東端は調査区外に延びる。

E～ F O～ 1 レンズ状 385 ×052´-132 X009´-014 南北 灰責褐色土
器生．土師

鶴
弥

5C後半 3D2・ 4に切られる。
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性格不明遺構一覧

遺構一覧・遺物観察表

6 土坑

抗

ＫＩ

土

ＩＳ
地 区 平面形 断面形

規 模 (m)
長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ

床面積

(市 )
埋  土 出土遺物 時期 備 考

1 C・ 3
不整
長方形

逆台形状 175 ×074 X014 灰責IB色土 古墳

2 C 4～ 5
隅九
長方形

レンズ状 168以上 X l18以上 X 022 ■73以上 黒褐色土
器
器
師
恵
土
須

古墳 3Dllを切る。

3 D・ 6
不整
楕円形

逆台形状 078 ×045 X014 黒褐色土 弥生 弥生

4
F～ G・
2～ 3

楕円形 レンズ状 174X092以 上 X012 ■34以上 黒褐色土 土師器 古墳 東端は調査区外に延びる。

5 E・ 3 楕円形 逆台形状 262 X 148× 116 黒色土 弥生 弥生 SDll・ 12を切る。

6 D・ 5 円形 皿状 098 ×087 X008 064 黒色土
土師器
須恵器

弥生 SDllを切る。

7 F・ 4 楕円形 レンズ状 238 × 126X 013 254 黒色粘質土 弥生 弥生 SD■ の床面から検出する(

ISXI 地  区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径 )×幅 (短径 )×深さ
床面積

(下 )
遅  土 出土遺物 時期 備 考

l

C～ D
4～ 5

長方形 皿状 147 574
灰責褐色土

黒褐色土

弥生 土師器
須恵器

中近世 3Dllを切る。

C 4～ 5 不整
楕円形

皿状 329 × 157 ×012
灰黄掲色土

黒褐色土

弥生 土師器
須恵器

中近世 3Dlに切られる。

D～ F・
1～ 2

不整
楕円形

レンズ状 1175'大」LX 525 × 021 5001以 上 黒褐色土 弥生 弥生 東端は調査区外に廷びる。

4 D・ 7 楕円形 レンズ状 186 X068 × 024 黒褐色土
上師器
須恵器

古墳

表 3 SD4出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

1 甕
径
高
口
残

く」字状の口縁部に端部は平らな
面をなす。

マメツ マメツ
にぶい黄澄色
にぶい黄橙色

石 (1)・ 長(1～ 2
砂
O

6

2 甕
０
０

径
高
底
残

上げ底で底部に括れをもつ。 ナ デ ナ デ
にぶい責橙色
浅黄色

長 (1～ 2)

砂
○

3 甕
径
高
底
残

平底の底部から内湾気味に立ち上が
る。

ナ デ マメツ
灰白色 橙色 黒褐色

にぶい橙色

石 。長 ll～ 3)
金・チャ

O
6

4 奏
４
■

径
高
底
残

平底の底部から内湾気味に立ち上が
る。

マメツ マメツ
黒色

暗灰色
石・長 (1～ 21
O

5 士霊
径
高
底
残

厚みをもつ平底の底部。 マメツ マメツ
色
色
責
白
淡
灰

石・長 (細～ a
金
○

6

6 士空
⑭
４３

径
高
底
残

平底の底部から内湾気味に立ち上が

る。
マメツ マメツ

にぶい橙色 黒色

黒色
石・長 (細～9
○

高イ
口径 (16め
残高 42

「く」字状の口縁部の端部外面に3
条の凹線文が施される。

マメツ
ナデ
マメツ

灰白色 黒渇色
橙色

石・長(1～ 2)
○

6

表 9 SK5出土

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1織目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

〓霊
径
高
底
残

平底の底部で、底部付近に押さえ痕
が残る。

ナ デ マメツ
橙色

灰白色

長 (1～ 3)

砂
○
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表 11 SK7出土遺物観察表  土製品

表 13 SX3出土遺物観察表  石製品

平井遺跡 3次調査

表 SK6出土遺物観察表

番号 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧冨|
土
成
胎
娩

備考 図版
外 面 内 面

奏
口径 (204
残高 203 く」字状

の口縁部に端部は凹む。
⊃ヨコナデ
Dナデ(工具 )
ヘラミガキ

Dヨ コナデ
Dマ メツ
ハケ

橙色 浅黄栓色
橙色

石o～ 21長 (1～

○
6

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧写|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

壺
径
高
底
残

平底の底部から外反気味に立ち上が
る。

指ナデ
マメツ

マメツ
にぶい褐色
にぶい責橙色

長 (1～ 3)

砂
○

6

出

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

11 甕
径
高
口
残
(170)
45
口縁部付近に3条の沈線文、端部に
刻目文が施される。

ナ デ
ナデ
マメツ

にぶい責褐色
灰黄掲色

雪(1～ 3)長 (2～

○

甕
郷
路

径
高
口
残

頚部に貼付凸帯を持つ。 マメツ マメツ
橙色
褐灰色

百・長 (細～1
○

〓霊
２‐
２

径
高
口
残

内上方に拡張された口縁部外面に 3

条の凹線文が施され、頚部に貼付凸

帯を持つ。

ナデ
マメツ

ナデ
マメツ

橙色
褐灰色

石 。長 ll～ 3)

砂
○

斐
径
高
口
残
(148)
45 緩や

かな「く」字状の口縁部。
マメツ
ナデ

マメツ
にぶい黄橙色
にぶい責橙色

長(1～ ■5)
○

甕
底径  (881
残高  40

上げ底でくびれ部におさえ痕が残
る。

ナ デ ナ デ
にぶい赤褐色

暗灰責色
石・長 (1～ 2)
○

6

甕
径
高
底
残

上げ底でくびれ部におさえ痕が残
る。

ナデ ナ デ
灰責褐色
黒色
瓢
砂
○

6

露 残高  20 式部に焼成前の穿孔が施される。 デ
離
ナ
剥

マメツ
にぶい褐色
黒渇色

石 (1～ 5)長 (1～

○
7

甕
径
高
底
残 平底の底部。 ナ デ ナデ (工具 )

色
色
橙
橙

”即
金
◎

石

甕
径
高
底
残 平底の底部。

マメツ
ヨコナデ・ハケ

マメツ
色
色

白

白

灰
灰

石。長 (1～ 3)
多
○

黒斑

壺 残高  43[ 口縁端部に4条の四線文が施される。 ガ粉
マメツ

にぶい黄澄色 灰色

オリーブ黒色

石 (1～
Fol長
(1～

狩
○

士室 残高  60 頚部
に押圧文が施された貼付凸帯が

巡る。

マメツ

剥離
マメツ

橙色
にぶい責橙色

長 (1～ 41

砂
O

士空

開
罷
粥

径
高
径

口
残
底

平底の底部に口縁部は外反し端部は

九く納まる。
デナ

デサ
舛
〃
デ

中は麟嚇

デサ
デ
〃
〃

中勝睡帷

にぶい橙色
にぶい橙色

石・長(1～ 3)
○

7

士空
口径 (1l o
残高 57

外反する口縁部に端部は平らな面を
なす。

マメツ マメツ
橙色
浅責橙色

石・長 ll～ 2)

チャ
△

雰 高杯
径
高
口
残
(1881
43
口縁部に4条の四線文、その下に「ノ」
字状文が施される。

ナ デ ナ デ
にぶい褐色 黒色
橙色

長(1～ 2)
○

7

高杯
径
高
底
残

(1■0)

735
朴反する脚部に端部は平らな面をな
し、刻目文が施される。

マメツ
マメツ

指頭痕 掲灰色・橙色

石 住～ 25)長 ll
金 チャ

○

7

番号 器 種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm 呼邑(cm) 厚さ(cm) 畳三さ (貿〕

26 敲  石 約 2//3 砂  岩 205752 7
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出土遺物観察表 土製品

遺物観察表

表 14  SX3出土

番捐 器 種 残 存
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ I cm) 重さ (富Ⅲ

鉄 鏃 約 2/3残存 028～ 15 01～ 06 3398 7

表 1 1出

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧目十
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

郭身
径
高
口
残

(1■ 0)

22
受部端は凹み立ち上がりは上方に廷
び九く納まる。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰白色

密

△

壷
径
高
口
残
(130)
07
尺きく外反する口縁部に端部は下方
に拡張され端面は平らな面をなす。

回転ナデ 回転ナデ
仄色
灰色

密

○

表 16  掘立 2出土遣

器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

30 甕
径
高
口
残
(159)
295
内湾気味の口縁部に端部は丸く納ま
る。

マメツ ナデ
にぶい橙色 暗赤得色

にぶい栓 色

長 o)
○

燐〔?

杯身 残高  27 受部がやや外上方に延びる。 回転ナデ 回転 ナ デ
色
色
灰
灰

密

◎

表 17  SD2出土遺物観察表 土

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 色調1貧薯|

土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

杯蓋
口径 (126)

残高  33
口縁端部に段を有する。

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

オリーブ黒色
灰褐色

勲
○

杯身
径

高
口
残
(131)
35
立ち上がりはやや内傾し、端部は平
らな面をなす。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

密

○

34 杯身
径
高
口
残

受部は外方に廷び、立ち上がりは内
傾し、端部は平らな面をなす。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

色
色
灰
灰

石 (4)・ 長 (21
細
◎

35 杯身
径
高
口
残

(1■ 3)

25
受部は外上方に廷び、立ち上がりは
内傾し、端部は九く納まる。

回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

長 (細 )
◎

高杯
径

高
口
残
(140)

57【

受部は凹み、杯底部内面に同心円文
がみられ、胴部に透かしが施される。

回転ナデ
ナデ

回転ナデ
灰白色
灰白色

石・長 (1～ 3)
△

表 1 SD3出

器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧訊
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

杯蓋
径
高
口
残
(141)
24
内湾する口縁部に端部は丸く納ま
る。

回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

石・長 (1)
○

1 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1食冨十
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

不身
径
高
口
残
(1001
30
受部は四み口縁部は内傾し、端部は

九く納まる。
回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰

密

○

20   SD9

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1食唇|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

郭蓋 残高  13〔
かえり部が端部より僅かに接地す
る。

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
色
色

白

白
灰
灰

鄭
◎
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表 21  SD9

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm 幅 (cm) 厚さ (cm 目三さ (寅 )

石 鏃 完 形 サヌカイト 2247

平井遺跡 3次調査

表 22  SD14出土遺物観察表  土製品

番捐 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

杯身
明
訂

径
高
口
残

受部端がやや凹み、口縁端部は九く
納まる。

回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転 ナデ
灰色
灰白色
鄭
砂
○

23 12出 土製品

番弓 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目|
胎 土
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

42 イ
っ
３

径
高
底
残 断面四角形の高台をもつ。 回転ナデ 回転ナデ

灰白色
灰白色

石 長 (細 )
◎

言語24   SD13

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧冨|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

43 不
う
６

径
高
底
残 断面四角形の高台をもつ。 回転ナデ 回転ナデ

オリーブ灰色

灰白色
石・長 o)
◎

自然刑

表 25  SD6出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧写|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

44 杯
っ
２

径
高
底
残

平底の底部から内湾気味に立ち上が
る。

マメツ

①回転糸キリ
マメツ

褐灰色
灰責褐色

砂

○
8

45 不
９
６

径
高
底
残

平底の底部から内湾気味に立ち上が
る。

マメツ マメツ
淡黄色

淡責色

伊
細
○

石
8

46 皿

口径  (78〉
器高  14〔
底径 1641

口縁端部が丸く納まる。 マメツ マメツ
色

色

自

白

灰

灰

密

○

47 椀
底径 164)
残高  21 断面三角形状の高台が付 く。

ミガキ
回転ナデ
ナデ

ミガキ
灰白色 浅責橙色
灰白色 におい黄澄色

密

○

表 26  SD6出

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm 鴫目(cm〕 厚 さ (cm Ⅲ 亘三さ (RⅢ

石 鏃 完 形 サヌカイト 195 1158 8

表 27   SDl 土

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調1貧写|

土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

碗
径
高
口
残

内湾気味の口縁部に端部がやや外反
し、内外面に施/HI。

回転ナデ 回転ナデ
オリーブ灰色 灰白色 密

◎
8

碗 残高  19[ 口縁端部が玉縁状に肥厚される。 施罪由 施釉
灰白色
灰白色

密

◎
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第4章 平井遺跡 4次調査
1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2006(平成 18)年 1月、松山市平井町甲2349-1外において、松山市道小野 160号線道路改良

工事に伴う埋蔵文化財試掘調査を実施することとなった。調査は松山市都市整備部道路建設課 (以

下、道路建設課)と財団法八松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)

とが委託契約を結び、平成 18年 6月 1日 から6月 2日 までの間に実施した。調査では、竪穴住居

や溝・土坑・柱穴などの遺構や、土師器・須恵器などの遺物を検出した。この結果を受け、道路建

設課と埋文センターは協議を重ね、道路改良によって消失する遺跡に対して記録保存のための発

掘調査を実施することとなった。発掘調査は道路建設課と埋文センターが委託契約を結び、古墳

時代の集落構造解明を主目的として、松山市教育委員会文化財課の指導のもと2006(平成 18)年

7月 3日 より開始した。

(2)調査の経緯
発掘調査は平成18年 7月 3日 から同年9月 29日 まで屋外調査、9月 30日 からll月 30日 ま

では室内調査を実施した。以下、調査工程を略記する。

屋外調査 :平成 18年 7月 3日、発掘機材の運搬を行う。7月 4日、現場保全のため杭打ち・ロー

プ張り・下草刈り・土嚢作り。調査区の設定を開始すると同時に調査区周辺に重機により、畦と水路

を設ける。7月 6日、重機による表土掘削を開始すると同時に壁面・床面の精査を行う。7月 ■ 日、

重機による表土掘削を終了する。7月 13日、遺構検出写真撮影を行い、遺構の掘り下げと測量を開

始する。7月 14日、基準点を調査区内に設置する。7月 25日 、水準点やグリット杭の設置を行う。

9月 11日、遺構の掘り下げを終了し、全体清掃を行う。9月 12日、遺構の完掘状況の写真撮影を行う。

9月 14日、人力にて北東部を拡張する。9月 19日、重機にて西壁に深掘リトレンチ調査を行い、

同日埋め戻す。また、本日にて測量を終了する。9月 20日 、重機による埋め戻しを開始する。9月

21日 、重機による埋め戻し作業を終了する。9月 22日 、出上した遺物の洗浄や遺構内の埋上の飾作

業を開始する。9月 29日 、出土遺物の洗浄や舗作業が終了し、本日にて屋タト調査を完了する。

室内調査 :9月 30日 ～ ll月 30日 の間で記録写真の整理、遺物の洗浄・注記・復元 。一部実測、

現場で作成した原図の整理や、一部の2次原図作成・トレースを行い、調査概要報告書を作成する。

(3)調査組織
遺 跡 名

調査場所

調査期間

調査面積

調査委託

調査主体

調査担当

平井遺跡 4次調査

松山市平井町甲2349-1外

2006(平成 18)年 7月 3日～同年 11月 30日

706∬

松山市都市整備部道路建設課

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

河野史知・橋本雄一
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第 39図 調査地位置図
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平井遺跡 4次調査

2.層 位

(1)基本層位 第 41図 )
調査地は、松山平野東部の小野谷に水源を発する小野川と、平井谷に水源を発する堀越川によって

形成された扇状地上の扇央付近、標高約 59mを測る。調査以前は水田であつた。

基本層位は、以下の4層である。

I層―①

一② :

一⑤

Ⅱ層―①

V層―①

Ⅵ層一①

―②

暗オリーブ灰色土 (2.5GY4/1)で、水田耕作土が調査区全域に層厚 10～ 28 cmの堆積

を沢↓る。

オリーブ灰色土 (2.5GY5/1)。 ③ :暗オリーブ色土 (5Y4/3)。 ④ :②層に砂質が強いで、

旧耕作上が調査区のほぼ全域に層厚 5～ 15 cmの堆積を測る。

明責褐色土 (2.5Y6/6)。 ⑥ :灰オリーブ色土 (5Y5/2)で、水田耕作に伴う床土が南

壁の一部を除いた全域に層厚4～ 17 cmの堆積を測る。

黄灰色砂質土 (2.5Y6/1)。 ② :灰黄褐色砂質土 (10YR6/2)で、調査区北側の一部を

除いた大部分に層厚 5～ 20 cmの堆積を測る。

灰責褐色土 (10YR5/2)に黒褐色斑文多含・② :灰責褐色土 (10YR5/2)で、上面に

おいて遺構を検出する地山上であり、調査区全域に堆積する。調査区東側から西側に

かけて緩やかに傾斜 (比高差25 cm)する。

褐灰色砂礫 (10YR6/1)で、旧河川の砂礫層が堆積し、第V層力消U平を受ける調査区

南東部の一部に露出する。

にぶい責橙色 (10YR7/3)。 ③ :明緑灰色 (7.5GY7/1)の細砂で、旧河川の砂層が堆

積する。

調査にあたり、調査区内を5m四方のグリットに分けた。グリットは南から北に向けて 1・ 2,3、

西から東に向けてA・ B・ Cと し、Al・ A2・ ・・としたグリット名を付けた。グリットは、遺構

の位置表示や遺物の取り上げ等に利用した。

(2)検出遺構・遺物
調査で検出した遺構は、掘立柱建物 2棟 (古墳時代)、 溝 7条 (古墳時代 :5条、中世 :2条 )、 土

坑 5基 (古墳時代 :4基、中世 :1基 )、 性格不明遺構 2基 (古墳時代 :1基、中世 :l基 )、 柱穴

14基である。今回の調査では掘立柱建物や土坑等は、遺構ごとに通し番号 (SKl・ 2・ ・・)を

付けた。遺物は遺構から出上したもので、土師器 (古墳時代)、 須恵器 (古墳時代)、 石器・鉄器・装

飾品が出上した。

表 28 検出遺構一覧

時 代 検 出 遺 構

古墳時代 掘立 2棟 (掘立 1。 2)、 溝 5条 (SD2～ 6)、 土坑 4基 (SKl'3'4・ 5)、 性格不明遺構 1基 (SX2)

中  世 溝 2条 (SDl・ 7)、 土坑 1基 (SK2)、 性格不明遺構 1基 (SXl)
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I―①階オリーブ仄色土 (2.5GY4/1)・ 耕作土
―②オリーブ慶色土 (2.5GY5/1)
―③陪オリープ色土 (5Y4/3)
―④②層に砂質が強くなる。
一⑥明黄帽色土 (2.5Y6/6)
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第 4刊 図 土層図
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遺構と遺物

3.遺構と遺物

(1)古墳時代
古墳時代の遺構は、掘立柱建物 2棟、溝

5条、土坑 4基、柱穴、性格不明遺構 1基

を検出した。

1)掘立柱建物

掘立 1(第 40。 42図 )

調査区南東部の E。 2～ 3区に位置し、

西端部だけの検出であり、東側は調査区外

に延びる。南北 2間 X東西 1間以上で、主

軸はNぜ ―Wを指向する。規模は桁行 3.67
m、 柱間■64～ 2.03m、 梁行 ■48m以上、

柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直

径 42～ 52 cm、 深さ 17～ 38 cmを 測る。埋

0               10Cm

(S=1:3)

土は黒褐色土である。遺物は土

師器 。須恵器の小片が少量と鉄

津 1点が出土する。

出土遺物 (第 42図 )

1は杯蓋で、天丼部境がやや

四み端部は九 く納まり、内外面

は回転ナデ調整が施される。

時期 :出上した須恵器の特徴か

ら、6世紀中頃とする。

掘立2(第 40。 43図 )

調査区南東部のD～ E・ 1～ 2

区に位置し、北西部のみ検出し、

南東側は調査区外に延びる。東西

1間以上×南北 l間以上で、主

軸はN-36° ‐Eを指向する。規

模は桁行 2.15m以上、梁行 2.05m

以上、柱穴の平面形態は円形～

0               2m

(S=1:60)

掘立 1測量図・ 出土遺物実測図第 42図

工

い
∞

∞

gNW―SE

0              2m

(S=1:60)

第 43図 掘立 2測量図

1.黒褐色土 (10YR3/1)

1.浅黄橙色土 (砂質が強い)(10YR8/3)
2帽仄色土 (砂質が強い)(40YR4/1)
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平井遺跡 4次調査

楕円形を呈し、直径 78～ 110 cm、 深さ20～ 36 cmを測る。埋土は

黒褐色上で上部に浅黄橙色土・褐灰色上が堆積する。遺物は土師

器や焼成不良の須恵器不身片が少量と鉄津 1点が出土する。

出土遺物 (第 44図 )

2は須恵器の郭身で、受部端が凹み、立ち上がりは丸く納まる。    (S=1:3)
内外面に回転ナデ調整、底部は回転ヘラケズリ調整が施される。  第44図 掘立2出土遺物実測図
時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

2)溝

SD2(第 45図、図版 12)
調査区北端のB～ F・ 6区に位置し、東西端は調査区タトに延びる。主軸はN-8° ―Eで東西方向を
指向する。規模は検出長 17.7m、 上場幅 1.18～ 1.81m、 深さ5～ 21 cmを 測り、東から西へ 38 cmの

比高差をもつ。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒褐色土の単一層であり、基底面の殆どは第Ⅵ層の砂

礫層となる。遺物は上位から基底面にかけて土師器の小片や須恵器の蓋杯・杯身・高郭・坑に混じり

鉄鏃 2点、ガラス小玉 2点、砥石、緑色片岩の未成品が出土する。

出土遺物 (第 46図、図版 15)

3～ 10は須恵器である。 3～ 5は杯身で、 3・ 4は受部端が凹み、 5は受部端は外方向に延び、

内外面に回転ナデ調整が施され、受部下から底部にかけて歪みがみられる。6～ 8は高郭で、 6・ 7

は外反する脚部をもち、8は外反する脚裾部に端部は平らな面をなし、下方に肥厚される。いずれも

内外面に回転ナデ調整が施される。9は壺の口縁部で口縁端部は内傾する面をなし、内タト面に回転ナ

デ調整が施される。10は坑で、やや内傾する

胴部中位に2条の凹線文が施され、口縁端部

は丸く納まる。内外面に回転ナデ調整が施さ

れる。11は砥石で両端を除き3面が砥面とし

て使用されており、滑らかな凹面をもつ。長

さ 4.45 cm、 幅 3.4 cm、 最大厚 1.95 cm、 重 さ

50.85gを測り、石英粗面岩製である。12・ 13

は有茎式の鉄鏃で、12は長い茎部に棘関が見

られる。茎部を欠損しており、残存長 8,l cm、

身幅 1.4 cm、 茎幅 0,7 cm、 厚み 0.4 cm、 重さ5.5

gを測る。13は身部と茎部の両端を欠損して

おり、残存長 5.8cm、最大幅 2.l cm、 厚み 0 28cm、

重さ6.4gを測る。14,15は ガラス製の小玉で、

141よクM蚤 0.42 cm、 孔径 0 15 cm、  ナ享み 022g、

重さ0.05gを沢1り 、青緑色である。15は外径

0,38 cm、 孔径 0.15 cm、 厚み 0.17 cm、 重さ003

gを測り、藍色である。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀後

半とする。

B― B´                          日5890m

C― C′

4 黒褐色土 (7 5YR3/1)

2m

H.5890m

(S=4:40)
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遺構と遺物

く下■サ

-   13
―

0          5cm

(S=1:2)

第46図  SD2出土遺物実測図
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○

平井遺跡 4次調査

SD3(第 47図、図版 12)
調査区北西部のB～ C・ 5～ 6区に位置し、東西端は調査区外に延びる。主軸はN-76° ―Eで東

西方向を指向する。規模は検出長 4.53m、 上場幅 0.6～ 0.87m、 深さ5～ 19 cmを測り、東から西へ

14 cmの比高差を測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒掲色上である。遺物は上位から中位に

かけて土師器の甕や須恵器の杯蓋・芥身・壼・婉の破片が出土する。

出土遺物 (第 47図、図版 16)

16は土師器の高郭で、杯部は内湾して立ち上がり口縁端部は丸く納まる。17～ 21は須恵器である。

17はイ蓋で、口縁部と天丼部境の稜はなく、口縁端部は丸く納まり、内外面は回転ナデ調整、天丼

部は回転ヘラケズリ調整が施される。18・ 19は郭身で、受部はタト方向に延び、立ち上がりは内傾する。

18は焼成不良で軟質である。20は甕の口縁部で、外反する口縁部の外面にカキロ調整が施され、端

D― D´                     日.58 60m   E― E´

1窯褐色土 (5YR3/1)

0                 1m

(S=4,20)

万 □

::::|千

:::::::::::::::::::::::::|―

――~~~~~―――――――――――――
iiイ十1111i

―どき一‖
◆

ぶ

熙

趨

２２

0               10cm

(S=4:3)

0          5cm

(S=1:2)

第 47図 S D3測量図・出土遺物実測図
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遺構と遺物

部は肥厚される。21は壺の口縁部で、外反する国縁部は丸く納まる。焼成不良で軟質である。22は

混入品で平基式の打製石鏃の完存品である。長さ 1.22 cm、 幅 1.15 cm、厚さ0.26 cm、 重さ0.54gを測り、

サヌカイト製である。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

SD4(第 48図 )
調査区北西部のB～ C・ 5区に位置し、東西端は調査区外に延び、中央部から西へ向けて2本に

分岐する。主軸はN-80° ―Eで東西方向を指向する。規模は検出長 4.43m、 上場幅 0,38～ 1.68m、
深さ6～ 19 cmを 測り、北東から南西へ約 10 cmの比高差をもつ。断面形態は皿状を呈し、埋土は上

層が黒褐色土で下層が灰オリーブ砂質土となる。遺物は上位から中位にかけて土師器片、須恵器の蓋

杯 。杯身・高イ片に混じり、砥酒や緑色片岩の未成品が出土する。

出土遺物 (第 48図、図版 16)

23～ 25は須恵器である。23は杯蓋で、天丼部に扁平なつまみがつく。24はイ身で、受部端が凹

み内外面に回転ナデ調整が施される。25は高郭の脚部に2方向の透かしが施される。26は砥石で、

2面が砥面として使用されそのうちl面は滑らかな凹面をもつ。長さ8.5 cm、 幅 5.68 cm、 高さ8.8 cm、

重さ509.14gを測り、石英粗面岩製である。

時期 :出土した須恵器の特徴から、7世紀後半とする。

4黒縄色土 (2.5Y3/1)
2仄オリープ砂質土 (5Y6/2) 0                 1m

(S=1:20)

0             10cm

(S=113)

0         10cm

(S=1:4)

第48図  S D4測量図 。出土遺物実測図

‐
２３

□

一
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出土遺物 (第 49図 )

27は須恵器の杯身で、受部端が凹み、内外面に回転ナデ調整が施される。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

①
壁   h盟∞m 巳

平井遺跡 4次調査

SD5(第 49図 )
調査区南端のB～ C・ 4～ 5区に位置し、東西端は調査区タトに延びる。主軸はN-76° ―Eで湾曲

しながら東西方向を指向する。規模は検出長 6.95m、 上場幅 0,35～ 0.65m、 深さ6～ 17 cmを 測り、

東から西へ約 1l cmの比高差をもつ。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒褐色上の単一層となる。

遺物は上位から中位にかけ土師器の小片や須恵器の郭身片が少量出土する。

1 黒掲色土 (7 5YR3/1)

0               10cm

(S=1:3)

第49図 S D5測量図・出土遺物実測図

SD6(第 50図 )
調査区北西端のC・ 6区に位置し、東端は調査区外に延びる。主軸はN‐73° ―Eで、東西方向を

指向する。規模は検出長 1.05m、 上場幅 0.25～ 0.38m、 深さ3～ 23 cmを測り、東から西へ約 3 cm

の比高差をもつ。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒褐色上の単一層となる。遺物は上位から土師

器や須恵器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上がSD5と同一なことから6世紀後半とする。

|ド            H.58.50m

1.黒権3{箋■ (7.5YR3/1)
(S=1:20)

第50図 SD6測量図

3)劫
SKl(第 40・ 51図 )
調査区北側のC・ 5区に位置し、北端は調査区外に延びる。平面形態は楕円形、断面形態は皿状を

呈し、北西部の基底面が円形状にやや凹む。規模は長軸 1.91m、 短動 0.58m以上、深さ8 cmを測る。

埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は土師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上がSK4と 同一なことから6世紀後半とする。

○

(S=1:20)
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遺構と遺物

1.黒掘色土 (2.5Y3/1)

0            1m

(S=1:30)

祭 酬

第 51図

一　
　
　
　
図量

引
ヨ
謝

　

測ＫＳ

SK3(第 40・ 52図 )
調査区中央部の C。 4区に位置し、 S

X2を切る。平面形態は不整楕円形、断

面形態はレンズ状を呈し、基底面は平ら

な面をなし、北西部に浅い円形状の凹み

をもつ。規模は長軸 1,1l m、 短軸 0.72m、

深さn cmを測る。埋土は上層から黒褐色

土に褐灰色土と淡黄色砂質上に分層され、

遺物は上層から中層にかけ土師器 。須恵

器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、現

段階では古墳時代としか判らない。

SK4(第 40。 53図 )
調査区南端のB～ C。 2区に位置し、

平面形態は円形、断面形態は逆台形状を

呈する。規模は長軸 1.21m、 短軸 1,13m、

深さ62 cmを測る。埋土は黒褐色土の単

一層で、遺物は基底面より浮いた状態で、

土師器の小片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 54図、図版 16)

28は土師器の奏の口縁部で、外反する

口縁部に端部はさらに外反し、九く納ま

る。29～ 39は須恵器である。29～ 32

は郭蓋で、天丼部境の稜は29は明瞭な稜

をもち、301よ凹み、31は稜がなくなり、

32は口縁端部の内端面が接地する。いず

れも内外面は回転ナデ調整、29は口縁部

境から上は回転ヘラケズリ調整が施され

1.黒掘色土 (7.5YR3/1)
2.褐仄亡上上 (7.5YR5/1)
3.淡黄色砂質土 (5Y3/3)

H.5860m

0            1m

(S=4:30)

第 52図  S K3測量図

詞『
1.黒掘色土 (2.5Y3/1)

0            1m

(S=1:30)
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平井遺跡 4次調査

る。33～ 35は郭身で、受部端が凹む。36は鉢の口縁部で、口縁端部は内傾する面をなす。37は婉で、

口縁部が内傾し端部は丸く納まる。38は鉢の底部で、平底の底部は外方向に肥厚される。39は醜の

口縁部で、クト反する顎部と口縁部との境に 1条の凹線をもち、口縁部はやや内湾し、端部は丸く納ま

り、内外面とも回転ナデ調整が施される。

時期 :出上した須恵器の特徴から、 6世紀後半とする。

(S=1:3)

第54図  S K4出土遺物実測図

10cm
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遺構と遺物

SK5(第 40。 55図 )
調査区南端のC・ 2区に位置し、南端は調査区外に延びる。平面形態は精円形、断面形態は逆台形

状を呈し、東狽よは凹み基底面は平らな面をなす。規模は長軸 0。73m以上、短軸 0.86m、 深さ63 cm

を謝る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は上位から中位にかけ土師器片や須恵器の杯蓋・イ身・高

郭片が少量出土する。

出土遺物 (第 55図 )

40～ 42は須恵器である。40は郭蓋で、口縁端部が丸く納まる。41は杯身で、受部は外方に延びる。

42は高郭の脚裾部で端面は凹み上下方に肥厚される。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

4.黒褐色土 (2.5Y3/1)

声
41

0                10cm

(S=1:3)

第55図  S K5測量図・出上遺物実測図

4)性格不明遺構

SX2(第 40。 56図 )
調査区中央部のC～ D。 4区に位置し、SK2・ 3に切られる。平面形態は楕円形、断面形態は皿

状を呈し、基底面は緩やかに凹む。規模は長軸 2.53m、 短剤 1.7m、 深さ9 cmを沢1る。埋土は黒褐色

土ににぶい黄橙色砂質土塊が混じる。遺物は基底面より浮いた状態で、土師器の小片が僅かに出土す

る。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、現段階では古墳時代としか判らない。
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平井遺跡 4次調査

1.黒帽雀上上 (10YR3/1)に
にぶい黄橙色 (10YR6/3)砂 質土塊が混じる。

第 56図  SX2測 量図

(2)中世以降
中世以降の遺構は、溝2条、土坑 l基、柱穴、性格不明遺構 1基を検出した。

1)溝

SDl(第 57図 )
調査区北東端のF・ 5～ 6区に位置し、南北端は調査区外に延びる。主軸はN-3° ―Wと ほぼ真北
を指向する。規模は検出長 2.25m、 上場幅 1.05～ 1.21m、 深さ10～ ll cmを測る。断面形態は逆台

形状を呈し、南から北へ約 10 cmの比高差をもつ。埋土は灰黄褐色上の単一層となる。遺物は土師器・

須恵器に混じり、陶器の小片が僅かに出土する。

時期 :中世としか判らない。

1.灰黄帽色土 (10YR6/2)
0            1m

(S=1:30)
第 57図  S Dl測量図

SD7(第 58図 )
調査区西側のB。 3～ 4区に位置し、北端は調査区タトに延びる。主軸はN-7° 中Wで南北方向を指
向する。規模は検出長 4,4m、 上場幅0.27～ 0.55m、 深さ1～ 7 cmを測り、東から西へ約 6 cmの比

高差をもつ。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰褐色上の単一層となる。遺物は土師器・須恵器の

小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSDlと 同一なことから中世とする。
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遺構と遺物

L― L′              H.5850m M― M′

―

1.仄捷:(当EL(7.5YR4/2)

2)勧
SK2(第 40。 59図、図版 13)
調査区中央部のC・ 4区に位置し、

SX2を切る。平面形態は楕円形、断
面形態は舟底状を呈し、基底面は平ら

な面をなす。規模は長軸 1,07m、 短

軸 0.87m、 深さ96 cmを測る。埋土は

緑灰色上に淡黄色土塊が混じる。遺

物はない。

時期 :出土遺物がなく、現段階では

埋土から中世以降としか半Uら ない。

3)性格不明遺構
SXl(第 40・ 60図 )
調査区北東部のE・ 5区に位置し、

SPlに切られる。平面形態は不整楕
円形、断面形態は皿状を呈する。規

模は長軸 上43m、 短軸 0.45m、 深さ

した。平面形態は円形～楕円形を呈

し、規模は直径 19～ 56 cm、 深さ 11

～ 37 cmを測る。埋土は黒褐色土～灰

第 58図  S D7測 量図

0            1m

(S=1:30)

H.58.60m

1.緑仄色土 (10G6/1)に
朔黄色土 (5Y3/3)塊が混じる。

(S=1:30)

第 59図  S K2測量図

N―S           H.58.70m

十

仄黄掘色土 (10YR6/2)

0            1m

(S=1:30)

第 60図  S Xl測量図

lm

黄褐色砂質上である。出土遺物は土師器・須恵器の小片が出土する。

時期 :出土遺物から、古墳時代から中世までの間とする。
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平井遺跡 4次調査

4.小 結

層  位
本調査地は、小野川の現流路の北約 lk訂寸近の小野川扇状地上、北方扇側部付近にあり、調査地北

隣の下苅屋遺跡 2・ 3次調査や古市遺跡で検出した弥生時代から中世にかけての大規模な自然流路の

南岸にあたる。流路南岸には古墳時代後期頃の集落の中心が存在しており、本調査地は同じ等高線上

にあり、砂礫層 (第Ⅵ層)の凹みに第V層地山土が堆積し、上面にて遺構を検出した。この第V層は

西狽1に向け緩やかに傾斜を示しており、試掘調査により、調査区タトの南狽1において南に向けての傾斜

を確認している。地形の高い調査区中央部から北側にかけては、近現代の農耕により旧地形の削平を

受け、遺構の密度は低い。

古墳時代

掘立柱建物や溝 。土坑などの遺構を検出した。北隣の下苅屋遺跡 1～ 4次調査では古墳時代後期の

集落が検出されており、これら調査地との位置関係や、下苅屋遺跡の集落内で出土した焼成不良の須

恵器などが本調査からも出土しており、遺構の密度や南に傾斜する旧地形なども含め、集落の南端付

近とも考えられる。また、SD2～ 6は埋土が単一層で砂層が含まれていないことから水利に伴う施

設とは考えられない。

中  世
SDl・ 7は南北に延びる人為的な小溝で、埋土から水利に伴う施設ではないことが判った。SK
2は砂質土層まで深く掘られ、基底面が窄む形状から丼戸の可能性をもち、埋上の堆積状況から短期

間に埋め戻されている。北隣の下苅屋遺跡 3次調査では自然流路が埋没した後、流路上に農耕に伴う

生産域が展開されており、今回検出した溝や土坑はその生産域に伴う可能性をもつ。

今回の調査では、古墳時代後期から中世にかけての集落を形成する遺構や遺物などの資料が得られ

た。特に北隣の古墳時代後期の集落は自然流路の南岸において、窯業生産と流通にかかわる集落とし

て位置づけられることが考えられ、集落の広がりを探るうえで貴重な資料を得ることができた。
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遺構一覧

遺構・遺物 一凡例一

(1)以下の表は遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ()  :復元推定値
形態・施文欄 :土器の各部位名称を略記。

例)天→天丼部、口→口縁部、

胎土・焼成IFE :胎土欄では混和剤を略記した。

例)長→長石、石→石英、砂→砂粒、密→精製土、細→細粒 (0。9 mm以下)

()内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。(単位 :mm)

焼成の略記について。◎→良好、O→良、△→不良

表 29

臓立 雛
∩

方向
晰 行 梁  行

方 位
床面積
(∬ )

時期 備  考
実長 (m) 柱問寸法(m) 実長 (m) 賤間寸法(m

l 2Xl以上 東西 164～ 203 ■48以上 N4°  ‐W 543以上 古墳 蕪側は調査区外に廷びる。

1以上 X

l以上 東西 215以上 205以上 N‐36° ‐E 441以上 古墳
南東側は調査区外に廷び
る。

表 30  溝一覧
溝
ＳＤ

地  区 断面形
規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方向 遅  土 出土遺物 時期 備  考

1 F・ 5～ 6 逆台形状 225 × 105-121 × 01～ 011 真北 灰黄褐色土 土師器
須恵器・陶器

中世
苗北端は調査区外に延び
る。

B～ F・ 6 皿状 177 × 118-181 X005～ 021 東西 黒褐色土
須恵器・鉄器
石器・ガラス

古墳
東西端は調査区外に延び
る。

B～ C 5～ 6 レンズ状 453 × 06～ 087 × 005～ 019 東西 黒褐色土
土師器
須恵器

古墳
東西端は調査区外に廷び
る。

B～ C・ 5 皿状 443 X038～ 168× 006～ 019 東西 黒褐色土
灰オリーブ砂質土

土師器
須恵器・石器

古墳
東西端は調査区外に廷び
る。

B～ C 4～ 5 レンズ状 695 × 035-065 × 006-017 東西 黒褐色土
器
器
師
恵
土
須 古墳

東西端は調査区外に延び
る。

C・ 6 レンズ状 105 X 025～ 038 X 003～ 023 東西 黒褐色土
土師器
須恵器

古墳 東端は調査区外に延びる。

7 B・ 3～ 4 レンズ状 44 X 027～ 055 X 001^ウ 007 南北 灰褐色土
器
器
師
恵
土
須 中世 Iと端は調査区外に延びる。

表 31  土坑一覧
坑
Ю
上
６
地  区 平面形 断面形 規 模 (m)

長さ(長径 )×幅(短径 )×深さ
床面積

(ド )
埋  土 出土遺物 時期 備  考

l C・ 5 楕円形 皿状 191 X 058以上 × 008 087以上 黒褐色土 土師器 古墳 Iヒ端は調査区外に廷びる。

2 C・ 4 楕円形 舟底状 ll17 X 087以 上 X096 078 緑灰色土
淡黄色土塊

世
降
中
以
SX2を切る。

3 C,4 稚翻
レンズ状 111 ×072 X 011

黒褐色土
褐灰色土
淡黄色砂質土

器
器
師
恵
土
須 古墳 3X2を切る。

4
B～ C
2 円形 逆台形状 121 × 113 X062 黒褐色土 上師器 古墳

5 C・ 2 精円形 逆台形状 073以上× 086 X 063 057 黒褐色上
土師器
須恵器

古墳 南端は調査区外に延びる。

表 32  性格不明遺構一覧

SX 地  区 平面形 断面形 規 模 (m)
長さ(長径 )×幅(短径 )×深さ

床面積
(ド )

埋  土 出土遺物 時期 備  考

l E・ 5 不
整
楕円形

皿】犬 143 ×045 × 008 灰黄掲色土 中世 SPlに 切られる。

2
C～ D・
4 楕円形 皿状 253 × 17 × 009

黒衡 色主
にぶい黄橙色

砂 質土塊
土師器 古墳 SK2 31こ切られる。
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夢言33 1出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧冨十
生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1 郭蓋
口径 (132)
残高  345

口縁部境がやや凹み、端部は丸く納
まる。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色
石 長 (1～ ■5
◎

平井遺跡 4次調査

表34  掘立 2出

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調  整 色調1貧写|

胎 土

峰 成
備考 図版

外 面 内 面

2 不身
ロイ蚤 (107)
残高  34

受部端が凹み、立ち上がりは九く納
まる。

回転ナデ
ケズリ
ナデ

回転ナデ
ナデ

黄灰色

灰黄色

細

○

表 35  SD2出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1禽冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

3 イ身
径
高
口
残
(1081
21
受部端が凹む。 回転 ナデ 回転ナデ

灰色
灰白色

石・長 (1)
砂
O

4 不 身 残高  20 受部端がやや凹む。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

密

○
自然刑

5 郭身
径
高
口
残

受部端は外方向に廷びる。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色・暗青
灰色
灰色

細

◎

6 高不 残高  33 朴反する脚部。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰色

石・長 (D
O

7 高杯 残高  42 外反する脚部。 回転ナデ 回転 ナ デ
灰色
灰色

長 (細～ 1)
○

高郭
径
高
底
残

脚裾部は平らな面をなし下方に肥厚
される

回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

密

○

｝霊
Ｇ
４

径
高
口
残

口縁端部は内向する面をなす。 回転ナデ 回転 ナ デ
灰色
灰色
即
○

塊
ａ
ａ

径
高
口
残

胴部中位に2条の四線文が施される。
ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
にぶい赤褐色
灰色

細

○

表36  SD2

番号 器 種 残  存 材 質
法

備 考 図版
長さ(cm 幅 (cm) 厚さ (cln 重さ(g)

砥  石 約 1/2 石英粗面岩 445 5085

表 37  SD2出土遺物観察表  鉄製品

番号 器 種 残  存
法 量

備 考 図版
長さ(cm 幅 (cm) 厚さ(cm 重さ(g)

鉄鏃 (長茎 ) 全体の約 2/3

鉄鏃 (平根) 鏃身部約 1/2

表 38  SD2出土遺物観察表

番弓 器 種 残 存 材 質
法 量

色調 備考 図版
直径 (cm 孔径 (cm 厚さ(cm 目三さ (=)

小  玉 完 形 ガラス 04～ 04 01～ 015 青緑色

小  玉 完 形 ガラス
035-
038

藍色
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番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

邪
径
高
口
残
(153)
33
イ部は内湾して立ち上がり、口縁端

部は丸く納まる。
マメツ マメツ

橙色
橙色

石・長 o)
○

杯蓋
径
高
口
残
(1281
48
天丼部境の稜はなく、口縁端部は九

く納まる。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

色
色
灰
灰

密

○

杯身
径
高
口
残
(1281
35
受部は外方向に延び、立ち上がりは
内傾する。

回転ヘラケズリ
マメツ

マメツ
色
色

自

白
灰
灰

E「 (1)・ 長ll～ 2
○

不身 残高 24 受部は外方向に延
び、立ち上がりは

内傾する。
回転ナデ 回転ナデ

灰色
青灰色

長 (1)
○

甕
２０
５

径
高
口
残

瑞部は肥厚される。

カキメ

ナデ
ヨコナデ

ヨコナデ

ハケ

暗青灰色

青灰色
即
細
◎

壺
ら
４

径
高
口
残 外反する口縁部は丸く納まる。 回転ナデ 回転ナデ

淡黄色
淡黄色

長 (細 )
△

出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表  土製品

遺物観察表

(1)

表 40  SD3出 土

騒号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長 さ 幅 (cm) 厚さ(cm 重 さ (寅Ⅲ

石 鏃 完 形 サヌカイ ト 112

表 4 SD4

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調  整 色調

1貧冨十
生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

23 不蓋
薙
高
舞
残

天丼部に扁平なつまみがつく
ナデ

回転ヘラケズリ
ナデ

回転ナデ
灰色
灰白色

細

◎

杯身
径
高
口
残
(114)
215
受部端が凹む。 回転ナデ 回転 ナ デ

灰色
灰色

密

△

高郭 残高 65 却部に2方向の透かしが施される。 回転ナデ 回転ナデ
明赤灰色
赤灰色

長 o)
○

42   SD4 石製品

番号 器 種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ(cm 吼呂I cm) 厚 さ (cm 重さ (=)

砥 石 糸υ2/5 石英粗面岩 568 50914

番号 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

不身
郷
狐

径
高
口
残

発部端が凹む。 回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰白色

密

○

4Z SK4出土遺物観察表  土製品

器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧冨|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

28 奏
口径 伊6動

残高  26
外反する口縁部に端部はさらに外反
し、九く納まる。

マメツ マメツ
灰褐色 明赤褐色
黒褐色・灰褐色

Ｏ
砂
Ｏ

長

不蓋
働
０５

径
高
口
残

天丼部境に明瞭な稜をもつ。
回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
青灰色
青灰色

石・長 (D
◎

不蓋
径
高
口
残
(107)

30
天丼部境が凹む。 回転ナデ 回転ナデ

灰白色
灰自色

石・長 (D
◎
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SK4 (2)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写|
胎 土
JF4成 備考 図版

外 面 面

杯蓋
径
高
口
残
(136)
28
天丼部境の稜がない。 回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰

即
○

郭蓋
口径 (100)
残高  20 口縁端部の内端面が接地する。 回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰白色

密

○ 黒 斑

杯身
径
高
口
残
(1■9)

27こ
受部端が凹む。 回転 ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰

長 (1)
○

不身
径
高
口
残
(120)
28 受部端

が凹む。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色
仄白色
即
砂
△

杯身
径
高
口
残

(1■ 2)

22[
受部端が凹む。 回転 ナデ 回転ナデ

灰色
灰白色

長 (1)
○

鉢
径
高
口
残
(180)
33
口縁端部は内傾する面をなす。 回転ナデ 回転ナデ

灰白色
灰白色

密

◎

婉
拗
躙

径
高
口
残

口縁部が内傾し端部は九く納まる。 回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰白色

長 (1)
○

然
０
４

径
高
底
残 平底の底部は外方向に肥厚される。

ヨヨナデ

ナデ
ハクリ

灰白色

灰色

細

○

醜
径
高
口
残
(188)
73
頸部と口縁部との境に 1条の凹線を
もつ。

回転ナデ 回転 ナデ
仄白色
灰色
即
細
◎

平井遺跡 4次調査

表 45   SK5出土

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写|
胎 土

峰 成
備考 図版

外 面 内 面

40 杯蓋
径
高
口
残
(128)
■9
口縁端部が九く納まる。 回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰白色

石・長 (細 )
◎

杯身 残高  13 受部は外方に延びる。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

灰白色
長 (1)
◎

高邦
径
高
底
残

脚裾部の端面は四み上下方に肥厚す
る。

回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

長 (1)
△
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第 5章 平井遺跡 5次調査
1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2006(平成 18)年 1月 、松山市平井町甲 3120、 3122、 3126の各一部において、松山市道小野

160号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財試掘調査を実施することとなった。調査は松山市都市整備

部道路建設課 (以下、道路建設課)と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、

埋文センター)とが委託契約を結び、平成 18年 6月 13日から同年6月 14日 までの間に実施した。

調査では、竪穴住居や溝 。土坑 。柱穴などの遺構や、土師器・須恵器などの遺物を検出した。この

結果を受け、道路建設課と埋文センターは協議を重ね、道路改良によって消失する遺跡に対して

記録保存のための発掘調査を実施することとなった。発掘調査は道路建設課と埋文センターが委

託契約を結び、古墳時代から中世の集落構造解明を主目的として、松山市教育委員会文化財課の指

導のもと2006(平成 18)年 10月 2日 より開始した。

(2)調査の経緯
発掘調査は平成 18年 10月 2日 から同年 12月 27日 まで屋外調査、平成 18年 12月 28日 から

平成19年 2月 28日 までは室内調査を実施した。以下、調査工程を略記する。

屋外調査 :平成 18年 10月 2日、現場保全のため杭打ち。ロープ張り。下草刈り・土嚢作り。南

側調査区を設定する。10月 3日、重機による表土掘削を開始すると同時に壁面・床面の精査を行う。

10月 10日、重機による表土掘削を終了する。10月 12日、遺構検出写真撮影を行い、遺構の掘り下

げと測量を開始する。10月 13日、水準点やグリット杭の設置を行う。11月 1日、遺構の完掘状況

の写真撮影を行う。11月 2日、遺構の掘り下げ・測量を終了する。■月6日、重機にて埋め戻しを

開始する。11月 7日、重機での埋め戻しを終了。11月 8日、重機にて北側調査区の掘削を開始する

と同時に壁面。床面の精査を行う。11月 15日、重機による表土掘削を終了する。11月 17日、遺構

検出写真撮影を行い、遺構の掘り下げと測量を開始する。11月 20日 、水準点やグリット杭の設置を

行う。12月 15日、遺構の完掘状況の写真撮影を行う。12月 16日、一般市民を対象とした、発掘調

査現地説明会を行い約 60名の市民の方が見学される。12月 18日、西壁に深掘リトレンチ調査を行

う。また、竃の掘り下げ・測量を終了する。12月 19日、重機にて埋め戻しを開始する。12月 20日、

調査事務所を撤去する。12月 21日、重機での埋め戻しを終了し、発掘機材や出土品を撤去する。12

月27日、発掘機材や出土品の片付けが終了し、本日にて屋外調査を完了する。

室内調査:平成18年 12月 28日 から平成19年 2月 28日 の間で記録写真の整理、遺物の洗浄。注記・

復元。一部実測、現場で作成した原図の整理や、一部の2次原図作成・トレースを行い、調査概

要報告書を作成する。

(3)調査組織
遺 跡 名

調査場所

調査期間

調査面積

調査委託

調査主体

調査担当

平井遺跡 5次調査

松山市平井町甲 3120、 3122、 3126の各一部

2006(平成 18)10月 2日～ 2007(平成 19)年 2月 28日

806.02∬

松山市都市整備部道路建設課

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

河野史知・橋本雄一
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調査の経緯
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平井遺跡 5次調査

2.層 位
(1)基本層位 (第 63図 )
調査地は、松山平野東部の小野谷に水源を発する小野川と、平井谷に水源を発する堀越川によっ

て形成された扇状地上の扇央付近、標高約55mを測り、調査以前は畑地であった。

基本層位は、以下の6層である。

第 I層―① :褐色砂質土 (10YR4/41、 ② :暗褐色砂質土 (10YR3/4)で、農耕に伴う真砂土で、調

査区北西部に層厚8～ 36 cmの堆積を測る。

一③ :オ リーブ灰色土 (2.5GY6/1)で、耕作上が調査区全域に層厚 10～ 28 cmの堆積を測る。

一④ :灰白色土 (7.5Y7//2)、 ⑤ :明黄褐色土 (10YR7/6)で、耕作に伴う床上が調査区全域に

層厚3～ 9 cmの堆積を測る。

第Ⅱ層―① :灰オリーブ色砂質土 (5Y6/2)、 ② :灰責褐色砂質土 (10YR6/2)で、北西部を除いた

全域に層厚 6～ 19 cmの堆積を測る。

:明褐灰色砂質土 (7.5YR7/2)で、調査区南側半分において層厚 3～ 20 cmの堆債を測る。

:黒褐色土 (10YR3/2)で、調査区南東部を除いた全域にが層厚 6～ 20 cmの堆積を測る。

弥生土器・土師器 。須恵器が出土する。

第V層一① :責色土 (2.5Y8/6)～③ :淡黄色粘土 (2.5Y8/4)で、最終遺構検出面の地山上で、調査

区全域に堆積し、北東部から南西部にかけて緩やかに傾斜 (比高差80cmlをもつ。

※以下の土層は北西部の深堀トレンチにて検出した。

―④ :灰白色粘土 (%Yyl)引③:権灰鮒 土 (10YR6/1)は 層厚62～ 85 cmの嫌 を測る。

第Ⅵ層―① :にぶい責褐色中粒砂 (10YR7/41引② :褐灰色中粒砂 (10YR6/1)力混 じり、層厚47cm

以上の堆積を測り下部からは湧水がある。

遺構の検出状況や出土遺物から、第Ⅳ層は弥生時代から古墳時代までに堆積ものと考えられる。

調査にあたり、調査区地内を5m四方のグリットに分けた。グリットは南から北に向けて 1・ 2・

3、 西から東に向けてA・ B・ Cと し、Al・ A2・ ・・としたグリット名を付した。グリットは、

遺構の位置表示や遺物の取り上げ等に利用した。

(2)検出遺構 。遺物
調査で検出した遺構は、竪穴住居 4棟 (古墳時代 )、 掘立柱建物 11棟 (古墳時代 )、 溝 11条 (古

墳時代 :1条、中世 :9条、近世 :1条 )、 土坑 6基 (弥生時代 :2基、古墳時代 :3基、中世 :

1基 )、 性格不明遺構 5基 (弥生時代 :2基、古墳時代 :3基 )、 柱穴 109基、倒木痕 2基である。

今回の調査では掘立柱建物や土坑等は、遺構ごとに通し番号 (SKl・ 2・ ・・)を付けた。遺

物は遺構や包含層、及び重機掘削時に出土したもので、弥生土器 (前期 )、 土師器 (古墳時代。中世)、

須恵器 (古墳時代 。古代 )、 磁器 (中世)、 石器が出上した。

表 46 検出遺構一覧
時 代 検 出 遺 構

弥生時代 土坑 2基 (SK4・ 5)、 性格不明遺構 2基 (SXl・ 4)

古墳時代
竪穴住居 4棟 (SBl～ 4)掘立■棟 (掘立 1～ 11)、 溝 1条 (SD7)、 土坑 3基 (SKl・ 3・ 6)、
性格不明遺構 3基 (SX2・ 3・ 5)

中  世 土坑 1基 (SK2)、 溝 9条 (SDl～ 5、 8～ 11)

近世以降 溝 1条 (SD6)

層

層

Ⅲ
　
Ⅳ

第

第
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W―E

NESW  I_①とェ_①の混合層  I―①

Vと地山の混合層

ェ_① SD6

Jヒ  ⊆匿

I―⑤と1-①の混合層   I―③とI―①の混合層  I ЧЭに黒褐色土を帯びる

ⅡとVの混合層  V

I―① I一⑤ I―① V 仄白色土

H.56.00m

H.56.40m

I―①に黄色を帯びる

H.56.40m

H.56.00m

正一①とVの混合層 I―②

I―①  I―①

真砂土

耕作土

床土

H.5600m

壁東

I―①掲色砂質土 (10YR4/4)
―②陪褐色砂質土 (10YR3/4)
―③ オリーブ仄色土 (2.5GY6/1)
―④仄白色土 (7.5Y7/2)
一⑤明黄幅色土 (10YR7/6)
I―①仄オリープ色砂質土 (5Y6/2)
―②仄貢褐色砂質土 (10YR6/2)
Ⅲ  明掲仄色砂質土 (7 5YR7/2)
V.黒 褐色土 (10YR3/2)
V―①黄色土 (25Y3/6)

0                    4m

(S=1 :80)

が混じる。
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第 63図 土層図
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遺構と遺物

3.遺構と遺物
(1)弥生時代
弥生時代の遺構は、土坑2基、性格不明遺構 2基を検出した。

1)劫
SK4(第 62・ 64図、図版 22)
調査区北東隅部のG～ H。 7区に位置し、SD7、 柱穴に切られる。平面形態は不整楕円形、断面

形態は逆台形状を呈し、基底面には四凸をもち東側がやや低くなる。規模は長軸 2.37m、短軸 1.22m、

深さ32 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は埋土上位から中位にかけ弥生土器の奏・壼が

出土する。

出土遺物 (第 64図、図版 24)

1～ 3は弥生土器の甕で、1はやや上げ底の底部から内湾気味に立ち上がり、口縁部下に貼付凸帯

と端部に刻目が巡る。外面は刷毛目調整、ナデ調整がみられ、内面はナデ調整が施される。2は口縁

W―E  l・
黒褐色土 (10YR2/3) |

H.56.10m

0            1m

(S=1:30)

Ｅ
Ｏ

〓
⑮
め
．工

10cm

(S=1:4)

第 64図 S K4測量図・出土遺物実測図
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平井遺跡 5久調査

部付近に 12条の櫛描直線文と端部に刻目が巡り、内外面にナデ調整が施される。 3は平底の底部で

内湾気味に立ち上がる。

時期 :出土した弥生土器の特徴から、弥生時代前期後半とする。

SK5(第 62・ 65図 )
調査区中央部のE。 4～ 5区に位置する。平面形態は楕円形、断面形態はレンズ状を呈し、基底

面に凹みをもつ。規模は長軸 1,32m、 短軸 0.84m、 深さ24 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、

遺物は埋土中位から基底面にかけ弥生土器片の甕・壺が出土する。

出土遺物 (第 65図、図版 24)

4～ 9は弥生土器である。4～ 7は甕で、 4・ 5は口縁端部の貼付凸帯に刺突文が巡る。 6は口縁

部に櫛描直線文、その中間に刺突文が巡る。7は平底の底部外面に刷毛目調整が施される。 8。 9は

壷で、8は外反する口縁部の端部に刻目が巡る。9は平底の底部で内外面にミガキ調整が施される。

時期 :出上した弥生土器の特徴から、弥生時代前期後半とする。

∵

°学 ~・ 6S OOC学

手
≡ 季

   F
4

①

一

H5560m

――
曜

~「 ~~:∈

勇

lm 0         10cm

(S=1:4)(S=1:30)

第 65図 S K5測量図・出土遺物実測図

2)性格不明遺構
SXl(第 62・ 66図 )
調査区南東部のC・ 1～ 2区に位置し、掘立2に切られる。平面形態は不整形、断面形態は皿状を

呈する。規模は長軸 2.3m、 短軸 1.■ m、 深さ6cmを測る。埋土は黒色土の単一層である。遺物は基

底面から弥生土器の甕・壷片が出土する。

出土遺物 (第 66図 )

10は甕の底部で、外面にハケロ調整、内面にナデ調整が施される。

時期 :出上した弥生土器の特徴から、弥生時代後期後半とする。
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遺構と遺物

1.冥そ{箋土二(10YR2/4)

lm

(S=1:4)

第 66図  S Xl測量図・出土遺物実測図

SX4(第 62・ 67図 )
調査区北東部のF～ G。 6

区に位置し、掘立 llに切ら

れる。平面形態は不整 L字

形、断面形態はレンズ 状を

呈する。規模は長軸 2.33m、

短軸 0.52m、 深さ 5 cmを測

る。埋土は黒色上の単一層で

ある。遺物は上位から弥と上

器片が少量出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に

乏しく、埋上がSXlと 同一

なことから弥生時代後期後半

とする。
1.興ミ{登EL(10YR2/1)

(S=1:30)
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平井遺跡 5次調査

(2)古墳時代
古墳時代の遺構は、竪穴住居4棟、掘立柱建物 11棟、溝 1条、土坑 3基、柱穴、性格不明遺構3

基を検出した。

1)竪穴住居

SBl(第 62・ 68図 )
調査区南端のB～ D。 1区に位置し、南側は調査区外に延び、掘立 2・ 4・ 6・ 7、 SKlに切られる。
平面形態は方形を呈する。規模は東西 5,35m、南北2.4m以上、深さ9cmを測る。床面での検出であり、

内部施設は周壁溝だけを検出した。周壁溝は壁体に沿ってほぼ全周しており、幅 4～ 28 cm、 深さ4

～ 15.5 cmを測り、周壁溝内から直径 5～ 15 cmで断面形が窄まる杭状の小穴が多く検出した。埋土は

黒褐色上の単一層で、遺物は床面直上から土師器や須恵器片が少量出土する。

出土遺物 (第 68図 )

■・12は須恵器の郭で、外反し、内外面に回転ナデ調整が施される。

時期 :出土した須恵器の特徴から、7世紀中葉とする。

1 黒褐色土 (10YR3/1)

1

0               10cm

(S=1:3)

H.55.50m

第68図  S Bl測量図・出土遺物実測図

SB2(第 62・ 69図、図版 19)
調査区中央部西端のB～ C・ 4～ 5区に位置し、西側は調査区外に延び、掘立 8。 SK2に切られる。
平面形態は方形を呈する。規模は東西 5,45m、 南北 5.4m、 深さ5.O cmを測る。1陛を除いた殆どが

床面での検出であり、内部施設は主柱穴、周壁溝、貼り床、竃を検出した。主柱穴は4本柱で、直径

25～ 38 cm、 深さ24～ 41 cmを測る。周壁溝は壁体に沿ってほぼ全周しており、幅 4～ 16 cm、 深さ

2～ 15 cmを測り、周壁溝内から直径 6～ 15 cmで断面形が窄まる杭状の小穴も検出した。貼り床は

凹凸をもつ全域で検出し、黒褐色上に責色上を多含する土が凹みに貼られている。竃は住居内の北壁

中央吉隔寸近に位置しており、平面形態は馬蹄形、断面形態は台形状を呈し、周囲には焼土や粘土層が

散乱する。規模は幅 1.lm、 短奥行き0.98m、 高さ21 cmを測り、竃の下には平面形態が不整楕円形

で断面形態がレンズ状の浅い凹みをもつ。竃内の基底面付近には黒褐色上に僅かに炭を含んでいる。

(S=4:60)
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遺構と遺物

遺構埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は埋上の残存する北壁付近から土師器や須恵器片が出土してお

り、竃の上部から土師器の奏・甑・椀、須恵器の郭身が出土した。

出土遺物 (第 70図、図版 24)

13～ 15は土師器である。13は壼で、内湾する胴部に口縁部は「く」字状を呈し、口縁端部は丸

く納まる。口縁部は横ナデ調整、胴部内面はナデ調整が施される。14は甑の口縁部で内タト面にナデ

調整が施される。15は椀で、平底の底部から内湾して立ち上がり口縁端部は丸く納まる。16は須恵

器の杯身で、受部端は凹み、立ち上がりは内傾し、日縁端部は内傾する段を有する。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀初頭とする。
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1黒褐色土 (10YR3/1)

第 69図 SB2測 量図
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平井遺跡 5次調査

(S=1:3)

第70図 S B2出土遺物実測図

SB3(第 62・ 71図 )
調査区北東部のE～ F・ 4～ 5区に位置し、現代坑・暗渠・掘立 11。 SD4・ 5。 8に切られる。

平面形態は方形を呈する。規模は東西 4.25m、 南北 4.5m、 深さ9 cmを測る。床面での検出であり、

内部施設は主柱穴、周壁溝、貼り床を検出し、北壁中央部に壁体より外方に浅い突出部をもち焼土 。

炭を検出した。主柱穴は4本柱を検出した。直径 33～ 41 cm、 深さ28～ 31 cmを測り、すべての柱

穴に柱痕が残る。周壁溝は壁体に沿つてほぼ全周しており、幅 2～ 20 cm、 深さ4～ 15 cmを 測る。

貼り床は凹凸をもつ全域で検出し、黒褐色上に責色上を多含する土が凹みに貼られている。埋土は黒

褐色上の単一層で、遺物は床面付近から土師器や須恵器の破片が少量出上した。

出土遺物 (第 71図、図版 25)

17は須恵器の郭蓋で、天丼部境に稜を有し、口縁端部は内傾する段をもつ。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀初頭とする。

SB4(第 62・ 72図、図版 23)
調査区北部のE～ F・ 6～ 7区に位置し、北東角部だけの検出である。平面形態は方形を呈し、規

模は東西 1.4m以上、南北 3.lm以上、深さ9cmを測る。床面での検出であり、内部施設は、周壁溝、

貼り床を検出した。周壁溝は壁体に沿って、幅 4～ 29 cm、 深さ5～ 8 cmを測る。貼り床は、住居内

の浅い凹みに黒褐色土に責色土を多含する土力靱占られている。遺構埋土は黒褐色上の単一層で、遺物

は貼り床上面から土師器の壷が据えられた状態で出土した。

出土遺物 (第 72図、図版 25)

18は小型丸底壷の完存品で、球状の胴部に外反する口縁部をもつ。胴部の内外面にナデ調整が施

される。

時期 :出土した土師器の特徴から、古墳時代後期前半とする。
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遺構と遺物

④

(S=1:60)

10cm

17       (s=1:3)

第 71図 S B3測量図・出土遺物実測図
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1.黒福色土 (10YR3/1)

第 72図



平井遺跡 5次調査

2)掘立柱建物

掘立 1(第 62・ 73図 )

調査区南東隅部のD。 1区に位

置し、東側は調査区外に延びる。

東西 2間以上×南北 l間以上で、

主軸はN‐7♂ ‐Eを指向する。規
模は東西 3.7m以上、柱間 1.8～ 1.9

m、 南北 2m以上、柱穴の平面形

態は円形～楕円形を呈し、直径 34

～ 53 cm、 深さ 10～ 21 cmを測る。

埋土は黒褐色土である。遺物は土

師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏し

く、埋上が掘立8と 同一なことか

ら7世紀後半とする。

一江

＝

催

‥

(S=1:60)

第 73図 掘立 1測量図

掘立2(第 62・ 74図 )

調査区南東部のC～ D・ 1区に位置し、SBl・ SXlを切り、南側は調査区外に延びる。東西 3

間 ×南北 1間以上の東西棟で、主軸はN-80° ―Eを指向する。規模は桁行 4.lm、 柱間 1～ 1.5m、

梁行 2.Om以上、柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 56～ 78 cm、 深さ21～ 40 cmを測る。

ぞ

Ш09・ 99・ H

I扇        |

燕

1 黒帽鶴 i(10YR3/2)
層に仄白色粘土を多含する。

層に褐色を帯びる。

層に灰色を帯ぴる。

層に黒色を帯ぴる。

層に 2～ 3 cln大の黒色土塊が混じる。

第 74図 掘立 2測量図
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(S=1:60)
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1.黒掲色土 (40YR3/1)
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遺構と遺物

埋土は黒褐色上であり、P4・ 6には直径 20 cmの柱痕を検出し、P4からは基底面に扁平な石を据
えその上に柱を建てていた。遺物は土師器・須恵器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上が掘立3と同一なことから6世紀初頭とする。

掘立3(第 62・ 75図 )

調査区南東部のD～ E・ 1～ 3区に位置し、東側は調査区外に延びる。東西2間以上×南北 2間

以上で、主軸はN‐69° ‐Eを指向する。規模は東西 4.6m以上、柱間2,2～ 2.4m、 南北 4.Om以上、
柱間2.Om、 柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 48～ 115 cm、 深さ30～ 34 cmを測る。埋

土は黒褐色上である。遺物は土師器・須恵器の小片が少量と混入品の弥生土器片と石鏃 1点が出土す

る。

4 黒掲色土i(10YR3/2)
21層に灰色を帯びる。
31層に 1～ 3 clR大の黒色土塊が混じる。
4.1層に 2～ 3 cm大の黒色土塊を多含する。
5,1層に階色を帯ぴる。
6.1層に地山上を少含する。
7.1層に地山上を多含する。

0               2m

寸封~党 マ
~證
‖趨

20

0               10cm

(S=1:3)

第 75図 掘立 3測量図・出土遺物実測図

△触翻闘螂郵２　　５Ｃｍ

☆|

→

0

(S=1:2)



平井遺跡 5次調査

出土遺物 (第 75図、図版 25)

19・ 20は須恵器で、19は受部端が凹み立ち上がりは内傾する。20は甕の口縁部で端部が下方に肥

厚される。焼成不良で軟質である。21は混入品。弥生土器の壷の上胴部片で、貝殻による木葉文が

施される。22は混入品で凹基式の打製石鏃で、長さ3.O cm、 幅 1,85 cm、 厚み 0.27 cm、 重さ1.104g

を測り、サヌカイト製である。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀初頭とする。

掘立4(第 62,76図 )

調査区南端中央部のB～ C。 1～ 2区に位置し、SBl・ 掘立 7を切り、南側は調査区外に延びる。

東西 2間 ×南北 3間以上の南北棟で、主軸はN‐77° 一Eを指向する。規模は桁行 4.2m以上、柱間
1～ 1.6m、 梁行 3.4m、 柱間 1,7m柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 62～ 83 cm、 深さ

7～ 40 cmを測る。埋土は黒褐色土であり、P2・ 6。 8には直径 18～ 20 cmの柱痕を検出した。遺

物は土師器片・須恵器片が出土する。

|

黒帽色土i(10YR3/2)
層に仄白色粘土を多含する。

層に階色を帯ぴる。

層に黒色を帯ぴる。

層に地山土が多含する。
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第 76図 掘立 4測量図・出土遺物実測図

Pl
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遺構と遺物

出土遺物 (第 76図 )

23は須恵器の杯身で、受部は凹み口縁部は内傾し、端部は九く納まる。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀中頃とする。

掘立5(第 62・ 77図 )

調査区南西部のA～ B。 2～ 3区に位置し、西側は調査区外に延びる。東西 1間以上×南北 1間

以上で、主軸はN-62° ―Eを指向する。規模は東西 2.8m以上、南北 1.9m以上、柱穴の平面形態
は円形～楕円形を呈し、直径 48～ 82 cm、 深さ10～ 16 cmを 測り、3基とも基底面から根石を検出

した。埋土は黒褐色上である。遺物は土師器・須恵器の小片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 77図 )

24・ 25は須恵器の無蓋高杯で、外反する口縁部に端部は丸く納まる。内外面に回転ナデ調整が施

される。

時期 :出土した須恵器の特徴から、7世紀中

0               10cm

(S=4:3)
生黒褐壁 9研 R朝 )

(S=1:60)

第77図 掘立5測量図・出土遺物実測図

掘立6(第 62・ 78図 )

調査区南端中央部のB～ C・ 1区に位置し、SBloSKlを 切り、南側は調査区外に延びる。東
西 3間以上×東西 1間以上の東西棟で、主軸はN‐67° ―Eを指向する。規模は桁行 3.5m以上、柱
問 1～ 1.3m、 梁行 1.7m以上、柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 38～ 87 cm、 深さ20

～ 27 cmを測る。埋土は黒褐色上であり、P2から直径 18 cmの柱痕を検出した。遺物は土師器 。須
恵器の小片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 78図 )

26は須恵器の杯蓋で、天丼部境に明瞭な稜をもち、口縁端部に内傾する段を有する。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀初頭とする。

携
　
周珂劇刊

と葉
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平井遺跡 5次調査

J_回
26

0               10cm

(S=1:3)

冨
0

(S=1160)
第78図 掘立6測量図・出土遺物実測図

掘立7(第 62・ 79図 )

調査区南端中央部のB～ C・ 1区に位置し、SBlを切り、掘立 4・ 6に切られ、南側は調査区外
に延びる。東西 3間×南北 3間以上の南北棟で、主軸はN41° 一Eを指向する。規模は桁行 4.2m
以上、柱間 1.1～ 1.8m、 梁行 3.9m、 柱間 1.2～ 1.5m、 柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直

径 41～ 78 cm、 深さ 18～ 43 cmを測る。埋土は黒褐色土で、P4・ 6から直径 16～ 20 cmの柱痕を

(S=1:60)
第 79図 掘立 7測量図
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土 (10YR3/2)
層に仄白色粘土を多含する。     Pl
層に 0 5cm大の地山土を少含する。
層に 0.5～ l cm大の地山土を少含する。
層に 0.5～ 3 cln大の地山土を少含する。
層に 3 cm大の地山土を多含する。

1.黒幅色土 (10YR3/2)
21層に 0.5～ 1.5 clR大の地山土が混じる。
3.1層に 1～ 3 cm大の地山土を多含する。
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遺構と遺物

検出した。遺物は土師器・須恵器片が少量出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、遺構の切り合いから掘立6よ り古い6世紀初頭以前とする。

掘立8(第 62・ 80図 )

調査区中央部のC～ D・ 3～ 5区に位置し、SB2・倒木2を切る。東西3間 ×南北4間の南北棟で、

主軸はN‐71° ―Eを指向する。規模は桁行 6.6m、 柱間■4～ 1.8m、 梁行 4.3m、 柱間 1.2～ 1.6m、

沖下 〒
~言 偽

1.黒掲色土 (10YR3/1)
層に 0.5～ l cln大の地出土を含む。
層に 1～ 2 cln大の地山土を含む。
層に 0.5～ l cln大の地山土を多含する。
層に 2～ 5 cln大の地山土を多含する。
層に 5～ 8 cln大の地山土を多含する。

２

３

４

５

６

第 80図 掘立 8測量図
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平井遺跡 5久調査

柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 46～ 119 cm、 深さ8～ 31 cmを測る。埋土は黒褐色土で、

P3・ 6から直径 10～ 13 cmの柱痕を検出した。遺物は土師器・須恵器片やサヌカイトや緑色片岩

の剥片が出土する。

出上遺物 (第 81図 )

27～ 30は須恵器である。27・ 28は杯身で、外反して立ち上がる。29は無蓋高郭で杯底部内面に

螺旋状に粘土紐の巻き上げ痕が見られる。30は婉で、断面台形状の高台の内底面が接地する。

時期 :出上した須恵器の特徴から、7世紀後半とする。

第 81図 掘立 8出土遺物実測図

0             10cm

(S=4:3)

掘立9(第 62・ 82図 )

調査区南東部のD。 2～ 3区に位置

する。南北 2間 ×東西 1間以上の南

北棟で、主軸はN-39° ―Eを指向する。

規模は桁行 3.67m、柱間 1.64～ 2.03m、

梁行 1.48m、 柱穴の平面形態は円形～

楕円形を呈し、直径 42～ 52 cm、 深さ

17～ 38 cmを測る。埋土は黒褐色上で

ある。遺物は土師器片に混じり、石庖

丁が出土する。

出土遺物 (第 82図、図版 25)

31は石庖丁で、約 2/3が欠失して

いる。残存する端部には狭れがみられ、

刃部も一部見られる。残存長 3,7 cm、

幅 4.3 cm、 厚さ 0.31 cm、  重さ9.773g

|

を測り、緑色片

岩製である。

時期 :時期決定

しうる遺物に乏

しく、遺構の切

り合いから掘立

8よ り古い7世

紀後半以前とす

る。
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H.55.50m

Ａ

ｌｌ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ⅳ

Ｕ

0          5cm

(S=1,2)

脚

4黒帽色土 (10Y3/2)

0              2m

(S=1:60)

第 82図 掘立 9測量図 。出土遺物実測図
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遺構と遺物

掘立 10(第 62・ 83図 )

調査区南東部のB～ C・ 3～ 4区に位置する。南北 2間 ×東西 1間の東西棟で、主軸はN-76°
‐Eを指向する。規模は桁行 3.27m、 柱間 1.7～ 1.57m、 梁行 1.45m、 柱穴の平面形態は円形～楕

円形を呈し、直径 42～ 52 cm、 深さ17～ 38 cmを測る。埋土は黒褐色上である。遺物は土師器・須

恵器片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土が掘立3と同一なことから6世紀初頭とする。
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4.黒福色土 (10YR3/1)
24層に O.5 crn大の地山上を少含する。
3.1層に O.5 cln大の地山土を多含する。

0              2m

(S=4:60)

第83図 掘立 10測量図

掘立 11(第 62・ 84図 )

調査区北東部のF～ G。 5～ 7区に位置し、SB3・ 4、 SK6、 SX4を切り、SD6、 暗渠
に切られる。東西 3間×南北 3間の南】b棟で、主軸はN-94° ‐Eを指向する。規模は桁行 6.65m、
柱間 1.8～ 2.8m、 梁行 4.7m、 柱間 1.5～ 1.6m、 柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 42

～ 75 cm、 深さ5～ 37 cmを測る。P9・ ■から直径 8～ 10 cmの柱痕を検出した。埋土は黒褐色上で

ある。遺物は土師器・須恵器片や緑色片岩の剥片が出土する。

出土遺物 (第 84図 )

32～ 34は須恵器である。32・ 33は郭蓋で、32は日縁端部が丸く納まり、33はかえりが接地する。

34は不身で、立ち上がりは内傾し口縁端部は尖り気味である。

時期 :出土した須恵器の特徴から、7世紀前葉とする。
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平井遺跡 5次調査
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1.黒掲色土 (10YR3/1)
2.1層に褐仄色土が混じる。
3.1層に明褐灰色砂質土が混じる。

0               2m

(S=1:60)

ア 鍋
34

0            10cm

(S=1:3)

32                                   33

第 34図 掘立 11測量図 。出土遺物実測図
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遺構と遺物

3)溝

SD7(第 85図 )
調査区北東隅のG。 6～ 7区に位置し、両端は調査区外に延びる。主軸はN-12° ―Wで、やや湾

曲しながら南北方向を指向する。規模は検出長 6.75m、上場幅 0.43～ 0.57m、深さ9～ 21 cmを測り、

北から東へ約 7 cmの比高差をもつ。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒褐色上の単一層となる。遺

物は土師器・須恵器の小片が出土する。

出土遺物 (第 85図 )

35～ 37は須恵器である。35はイ蓋で、天丼部境に緩やかな稜をもち、口縁端部に内傾する段を

有する。36。 37は杯身で、36は口縁端部に内傾する段を有する。37は受部端がやや凹む。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀初頭とする。

H56.00m

1.黒捷;{当■ (10YR3/2)

10cm

S D7測量図・出土遺物実測図     (S=1:3)

4)±Jん

SKl(第 62・ 86図 )
調査区南側のB～ C。 1区に位置し、SBlを切り、掘立 4・ 6に切られる。平面形態は長方形状、
断面形態は皿状を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 1.64m、短軸 0,78m、深さ22 cmを測る。

1  1.黒褐色土 (10YR3/2)
0               10cm

(S=1:3)

0            1m

(S=1:30)

第 86図  S Kl測量図・出土遺物実測図

④

皿
ノ「
~~~可====ゝ

、
36

く

ぐ
正
三 二 三 三 二 二 十  三

=サ

(S=1:30)

第 85図

ШＺ‐≧デのい］
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平井遺跡 5次調査

埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は土師器・

須恵器片が出土する。

出土遺物 (第 86図 )

38は須恵器の杯身で、受部端が凹み口縁

端部に内傾する段を有する。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀初

頭とする。

SK3 (第 62・ 87図 )

調査区南側のB。 3区に位置し、柱穴を切

る。平面形態は不整精円形、断面形態は皿状

を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長

軸 0。99m、 短軸 0。93m、 深さ22 cmを測る。

埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は土師器

の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上が

SKlと 同一なことから6世紀初頭とする。

SK6(第 62・ 88図 )
調査区北東部の F・ 6～ 7区に位置し、

掘立 11に切られる。平面形態は不整楕円形、

断面形態は皿状を呈す。規模は長軸 1.32m、

短軸 1.24m、 深さ9 cmを測る。埋土は黒褐

色上の単一層で、出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく、埋土からSKlと

同一なことから6世紀初頭とする。

5)性格不明遺構
SX2(第 62・ 89図 ) 第 88図

調査区中央部のD。 3～ 4区に位置する。平面形態は不整楕円形、

長軸 1.6m、 短軸 0.7m、 深さ6 cmを測る。埋土は黒褐色上である。

時期 :出土遺物がなく、埋土から古墳時代としか判らない。

Ｆ
♭
　
　
　
勘
辟

三
　
　
　
　
　
　
一

朋
降
腑
旧
―――
―――
―――

」

正
・９
〇

〇
〇
ヨ

S K6測量図

断面形態は皿状を呈し、規模は

出土遺物はない。

SX3(第 62・ 90図 )
調査央部東端のE～ F。 4区に位置し、SD5・ 8に切られる。平面形態は不整形、断面形態はレ

ンズ状を呈する。規模は長軸 2.lm以上、短軸 1.Om、 深さ10 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層

である。遺物は基底面より浮いた状態で、弥生土器・土師器片が少量出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、古墳時代としか判らない。

厩①

lg

l 黒掲鶴 i(10YR3/2)

第 87図 S K3測量図

|

|

0            1m

(S=I:30)
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SX5(第 62。 91図 )
調査区北東部のF・ 7区に位置し、柱穴に

切られ、北側は調査区外に延びる。平面形態

は不整楕円形、断面形態はレンズ状を呈する。

規模は長軸 1.lm以上、短軸 0.85m、 深さ25

cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層である。

遺物は基底面より浮いた状態で、土師器・須

恵器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土か

ら古墳時代としか判らない。
(S=1:30)

第 89図 S X2測量図

遺構と遺物

VV―E

4 黒褐色土 (10Y隠 3/2)

第 90図  S X3測量図

(10YR3/2)

(S=4:30)

lm

(S=1:30)

第 91図  SX5測 量図

1 黒福色土 (10YR3/2)

H.55.60m
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平井遺跡 5次調査

(3)中 世
中世の遺構は、土坑 1基、溝 9条を検出した。

1)溝

SDl(第 92図 )
調査区北西部のD・ 5～ 7区に位置し、

暗渠に切られ、西端は調査区外に延びる。 B~B

主軸はN‐ 33° ―Wで南東から北西方向を

指向する。規模は検出長 7.33m、 上場幅

1,3～ 1,81m、 深 さ 3～ 4 cmを測 り、溝 床    1仄 貢褐色土 (10YR6/2)
はほぼ水平である。断面形態は皿状を呈し、

埋土は灰黄褐色上の単一層である。遺物は

土師器・須恵器の小片に混じり青磁碗が 1

点出土する。

出土遺物 (第 92図 )

39は青磁の碗の口縁部で、内外面に施

ない。

時期 :出土遺物がなく、埋上がSD3と 同
一なことから14世紀以降とする。

7三写
//           39

日.55,90m

0            1m

(S=1:30)

0                10cm

(S=4:3)

釉が施される。
第 92図  S Dl測量図・出土遺物実測図

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土

がSD3と 同一なことから14世紀以降とする。

SD2(第 93図 )
調査区北西部のD～ E。 6～ 7区に位

m、 深さ3～ 6 cmを測り、溝床はほぼ水平

である。断面形態はレンズ状を呈し、埋土

は灰黄褐色上の単一層である。出土遺物は   1・
仄黄褐色上 (10YR6/2)

置し、西端は調査区外に延びる。主軸は
c_c´                 H.5590m

N-40° ‐Wで南東から北西方向を指向す

る。規模は検出長7.22m、 上場幅 1.6～ 1.84  =章三=====支
生=====事 茎==

0             1m

(S=4:30)

第 93図  S D2測量図

SD3(第 94図 )
調査区北西部のD～ E・ 6～ 7区に位置し、西端は現代坑に切られる。主軸はN‐30° ―Eで南東

から北西方向を指向する。規模は検出長 7.4m、 上場幅 1.12～ 1.94m、 深さ4～ 6 cmを測り、溝床

はほぼ水平である。断面形態は皿状を呈し、埋土は灰責褐色上の単一層となる。遺物は土師器
。須恵

器片に混じり、悟鉢が 1点出土する。

時期 :出上した悟鉢の特徴から、14世紀以降とする。
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遺構と遺物

1.仄黄福色土 (10YR6/2)

第 94図  S D3測 量図

SD4(第 95図 )

調査区北側のE～ F・ 4～ 5区に位置し、現代坑に切られ、

SB3を切る。主軸はN-32° ―Eで南東から北西方向を指向 壁

する。規模は検出長 4.64m、 上場幅 0,3～ 0.74m、 深さ2～

7 cmを測り、溝床はほぼ水平である。断面形態はレンズ状を  ~1~
呈し、埋土は灰責褐色上の単一層となる。遺物は土師器・須 1.仄黄褐色土 (10YR6/2)

恵器片が少量出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上がSD3と 同一な
ことから14世紀以降とする。

SD5(第 96図 )
調査区中央部東側のE～ F・ 4～ 5区に位置し、SB3・

④
SX3を切り、東端は調査区外に延びる。主軸はN‐28° ―W   F― F´      H.55,90m

及写子畳そI猛11雪懸
旨
跳講l絋ユニ才SξτEを

cmを測り、溝床は東から西へ約 5 cmの比高差をもつ。断面形     SD8 SD5
態はレンズ状を呈し、埋土は灰黄褐色土の単一層となる。遺  1.仄黄褐色土 (10YR6/2)

物は須恵器片が少量出土する。                    o         lm
時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSD3と 同一な
ことから14世紀以降とする。                  第96図  SD5。 8測量図

SD8(第 96図 )
調査区中央部東側のE～ F・ 4～ 5区に位置し、SB3・ SX3を切り、東端は調査区外に延びる。

主軸はN-28° ―Wで南東から北西方向を指向し、北隣りのSD5と平行である。規模は検出長 3,7m、
上場幅 0,2～ 0.28m、 深さ1～ 3cmを測り、溝床は東から西へ約 2 cmの比高差をもつ。断面形態はレ

ンズ状を呈し、埋土は灰黄褐色上の単一層となる。遺物は須恵器片が少量出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSD3と 同一なことから14世紀以降とする。

lm

H.55,90m

lm

(S=4130)

第 95図  SD4測 量図
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平井遺跡 5次調査

SD9(第 97図 )
調査区北側の E・ 5～ 6区に位置し、暗渠 。現代坑に切

られる。主軸はN-35° ―Wで南東から北西方向を指向し、

北隣りのS D 10と 平行である。規模は検出長 4.lm、上場 0.2

～ 0.4m、 深さ3～ 6 cmを測り、溝床は西から東へ約 2 cmの

比高差をもつ。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰責褐

色上の単一層となる。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく、埋土がSD3と 同一なことから 14

世紀以降とする。

SD 10(第 97図 )

調査区北西部のD～ E・ 5～ 7区に位置し、暗渠 。現代坑に切られる。主軸はN-37° ―Wで南東

から北西方向を指向し、北隣りのSD9と平行である。規模は検出長 10.66m、 上場幅 0.16～ 0.36m、

深さ3～ 4 cmを測り、溝床はほぼ水平である。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰黄褐色土の単一

層となる。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく、埋土がSD3と 同一なことから 14

世紀以降とする。 日―H´

´
                   日5590m

1

SD9     SD10

1灰黄褐色土 (10YR6/2)

0            4m

(S=1:30)

第 97図  SD9。 10測量図

H.5590m

1灰黄褐色土 (10YR6/2)

0            1m

(S=1:30)

第 98図  S Dll測量図

SD ll(第 98図 )

調査区北西部のD～ E・ 5～ 6区に位置し、暗渠に切られ

る。主軸はN-28° ―Wで南東から北西方向を指向する。規
模は検出長 5.42m、上場幅 0,9～ 1.lm、 深さ6～ 8cmを測り、

溝床はほぼ水平である。断面形態は皿状を呈し、埋土は灰黄

褐色土の単一層である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく、埋土がSD3と 同一なことから14世紀以降とする。

2)土坑

SK2(第 62・ 99図、図版 20)
調査区中央部西端のB～ C・ 4区に位置し、SB2を切る。平面形態は長方形、断面形態は皿状を
呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 1.3m、 短動 1.03m、 深さ 12 cmを測る。埋土は暗褐色

上の単一層で、遺物は中央部よりやや北西側の基底面付近から土師器の郭 1枚と皿4枚が並べられた

状態で出土した。

出土遺物 (第 99図、図版 25)

40～ 44は土師器である。40は杯で、底部に回転糸切り痕力S見られる。41～ 44は皿で、41は全

体に歪みがあり、44は焼成前の亀裂があり、41～ 44は内外面に回転ナデ調整が施され、底部に回

転糸切り痕が残る。

時期 :出土した土師器の特徴から、13世紀代とする。
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H.55.50m
43

44

咄 帽盤

“

YR79

(S=1:30)
第 99図 SK2測 量図・出土遺物実測図

(4)近世以降
近世以降の遺構は、溝1条、暗渠を検出した。

1)溝

SD6(第 100図 )
調査区北側のE～ F・ 4～ 7区に位置し、掘立 11を切 り、両端は調査区外に延びる。主軸は

N-21° ―Wで、南東から北西方向を指向し、暗渠と間隔 0.6～ 0,8mで並行する。規模は検出長 14.6

m、 上場幅 0.18～ 0.3m、 深さ6～ ll cmを測り、溝床はほぼ水平である。断面形態は逆台形状を呈し、

埋土は灰オリーブ色土の単一層となる。遺物は土師器・須恵器の小片に混じり、青磁碗の口縁部片が

1点出土する。

出土遺物 (第 100図、図版 25)

45は白磁の染付碗で、内外面が施釉され口縁吉砂卜面に2条の条線が巡る。

時期 :出上した磁器から、近世としか判らない。

H.55.90m

1

―
1仄オリープ色土 (5Y5/3)

lm 10cm

(S=113)

第 100図  S D6測量図・出土遺物実測図
2)暗渠

調査区北側の D～ F・ 4～ 7区に位置し、南北方向と東西方向に分岐して直線的に端部は調査区

外に延び、西端は現代坑に切られる。主軸は南北方向が N-20° ‐Wで東西方向が N-85° ―Wを指向し、

0               10cm

(S=1:3)

④

昨
」―J′            H.55,90m

―

ね
Ｈ
川
川
掏
４
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平井遺跡 5久調査

断面形態が方形状に掘られ、全域に拳大の砂岩質の円礫が溝の上面から床面にかけ密集した状態で詰

められており、礫と礫の隙間を水が通る構造である。埋土は上面に灰オリーブ色上が堆積していただ

けで、それ以下は礫となる。規模は上場

幅 20～ 32 cm、 深さ38～ 40 cmで、検出

長は東西方向が 15.Om、 南北方向は 9.52

mを測る。溝床はほぼ水平である。遺物

は上面の内から土師器・須恵器に混じり、

白磁 (ジ留寸け)の小片が 1点出上している。

時期 :出上した白磁の特徴から、近世以

降としか半Jら ない。

(5)そ の他 の遺構
1)柱穴

調査区全域から109基を検出した。平

面形態は円形～楕円形を呈し、規模は直

径 15～ 90 cm、 深さ 5～ 47 cmを測る。

埋土は黒色土・黒褐色土・暗褐色上であ

る。出土遺物は弥生土器 。上師器・須恵

器の小片が出土する。

時期 :出土遺物から、弥生時代から中世

までの間とする。

2)倒木痕

倒木 1(第 62・ 101図 )

調査区南西部のB～ C。 2～ 3区に位

置し、柱穴に切られる。真中の盛り上が

りを挟み南と北側に平面形態が三日月状

に袂れており、特に北側の内側は狭れが

強い。埋土は黒褐色土～鈍い責褐色上で

土質は軟らかい。遺物は上面から弥生土

器・土師器・須恵器の小片が少量出土す

るだけである。

時期 :遺物は埋土上位だけで、後世に混

入したと考えられ、埋土から弥生時代以

前の可能性をもつ。

倒木2(第 62・ 102図 )

調査区中央部のD～ E・ 4区に位置し、

3虐塚確魂蟄襴R4/働 ♀す…→__甲
(S=1:60)

第 101図 倒木 1測量図

1 黒掲色土二(7.5YR3/2)
2.1層に地山土を少含する。
31層に地山土を多含する。
4.階褐色土 (7.5YR3/3)

0               2m

(S=1:60)

第 102図 倒木 2測量図

掘立 8に切られる。平面形態は盛 り上がりを挟み馬蹄形を
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遺構と遺物

呈しているが、西側が規模が大きく深く袂れている。埋土は黒褐色土～暗褐色土で土質は軟らかい。

遺物は上面から弥生土器 。土師器・須恵器の小片が少量出土する。

時期 :遺物は埋土上位だけで後世に混入したと考えられ、埋土から弥生時代前期以前の可能性をもつ。

4.小 結
今回の調査では、弥生時代・古墳時代・中世以降の遺構や遺物を検出した。検出した遺構は、主に

古墳時代の竪穴住居や掘立柱建物などである。

層  位
本調査地は、微高地が南側に傾斜する緩傾斜地上であり、3枚の段をもつ畑地である。調査区中央

部から北側にかけては、近現代の農耕により深く削平を受けており、第V層上面での遺構の密度は薄

い。深掘リトレンチにより第Ⅶ層以下は良質の粘土層が約 lm堆積しており、その下から水分を多く

含んだ砂層の堆積を確認した。

弥生時代

SK4と SK5からは前期の上器が出上した。SK4は遺物が散乱した状態で比較的多く出土して

おり、廃棄されたものと考えられる。土坑の他に柱穴や性格不明遺格なども検出したことから、周辺

には前期頃の集落が展開することを窺わせる。

古墳時代

竪穴住居や掘立柱建物・溝・土坑を検出した。SB2は北壁に竃を伴う構造で竃上部に残存する甕

や甑の破片の上に須恵器の郭身が出上した。この不身は、建物の廃絶に伴う祭祀的な目的で置かれた

ことも考えられる。SB3も北壁に突出する掘り込みと、その部分から焼土・炭を検出しており、竃

の残存の可能性が強い。掘立柱建物は南端において6棟が切り合っており、これらのことより後期頃

に継続的に集落が形成されていたことが窺える。また、周辺の調査では遺構の密度が低く、本調査地

周囲に集落の中心が存在していたことを示唆するものである。また、焼成不良の須恵器が出上してお

り、下苅屋遺跡で展開している同時期の集落との共通隆をもつ。

中 世
溝や土媛を検出した。SK2は南北方向に若千長い長方形に掘られた土坑で、基底面の北側に上師

器の郭や皿を並べられた状態で置いていることから、遺構の規模や土師器の出土状況から土壊墓と考

えられる。骨や木棺の痕跡は確認は出来なかったが、残存する遺物の配置状況から頭部が北枕で西向

きの屈葬を想定する。後世の農耕で大きく削平を受けた部分で溝を検出した。溝は形状や埋土から農

耕に伴うものと考えられ、現在の地割りより軸が 13～ 2ば 程東や西方向に振っているがSDl～ 5・
8～ 11はほぼ平行する位置関係であり、その当時の地割りが現在の地割に影響を及ぼしたものと考

える。

近世以降

暗渠は直線的に南北方向に延びており、途中で西方向の3方向を指向する。検出面から基底面にか

けて礫が詰められた状態で隙間を水が流れる構造であり、耕作時に下層の粘土層により、水の浸透が

妨げられるのを改善するために設けられた施設であることが窺える。

今回の調査では、弥生時代前期から近世にかけての遺構や遺物などを検出したが、特に古墳時代後

期頃を中心とした集落が周辺に展開する資料を得ることができた。
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遺構・遺物 一凡例一

(1)以下の表は遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ()  :復元推定値
形態・施文欄  :土器の各部位名称を略記。

例)胴→胴部、底→底部

胎土・焼成欄 :胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土、金→金雲母、

チャ→チャート、細→細粒 (0.9 mm以下)

()内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 (単位 :llm)

焼成の略記について。◎→良好、O→良、△→不良

表47  竪穴住居一覧
雲 噴

時期 平面形
規 模 (m)

長さ(長径 )× 幅 (短径 )× 深さ
埋  圭

積面
市

一木 主柱赤
(本 )

内部施設
国軽 繕 備 考

高床 土坊 炉

l 古墳 方形 456 × 24 × 009 黒褐色土 l142以上 ○
屈立 2・ 4・ 6・ 7、 SKlに
刀られる。

2 古墳 方形 545 × 54 × 005 黒褐色土 2936以 上 4 ○ ○
西側は調査区外に廷び、加
立 8・ SK2に切られる。

3 古墳 方形 45 ×425 × 009 黒褐色土 206 4 ○
児代坑、暗渠、掘立 11、
3D4・ 5・ 81こ切られる。

4 古墳 方形 31 X 14 × 009 黒褐色土 237以上 ○ 屈立 11に切られる。

表 48  竪穴住居の炉・カマドー覧
六

Ｆ

翌

Ｇ 時期 炉 カマ ド 位  置 平面形 さ
，
高
ｍ
×

ｔ

き模
節
規
瓶幅

離
的

備 考

l 古墳 ○ 北壁中央部 馬蹄形 1l X 098 X 021 065 尭土・粘上が散舌L。
えを少量検出。

表 49  掘立柱建物一覧

掘立 雛
働

方向
行 行

方 位
積
，
面
２ｍ

床
ぐ 時期 備 考

冥 長 fm) 種 間 寸 云 fmⅢ 実 長 fmi lI間寸 云 Im

l
2以上 ×
1以上

18～ 19 N73° 37以_L 古墳 東狽Iは調査区外に延びる。

3Xl以 上 東 西 1～ 15 N80° I 82以 _L 古墳 】Bl・ SXlを切り、 東側は調査区外に廷びる。

2以上 ×
2以上

22-24 N69° 襲 92以上 古墳 燕側は調査区外に延びる。

2X3以 上 南北 l～ 16 ■7 N‐ 77°  亜 1157以 上 古墳 SBl・ 掘立 7を切り、南側は調査区外に延びる。

1以上 X

l以上
N‐ 62°  ―I 266以上 古墳 西側は調査区外に延びる。

雖叫
戻 西 1～ ■3 N‐ 67°  ―こ 298'火」L 古墳

3Bl,SKlを切り、南倒は
祠査区外に延びる。

3X3以 上 南北 11～ ■8 12´ヤ15 N41° ―I 1482以 上 古墳 SBlを切り、掘
立4に切られ、

苛側は調査区外に延びる。

3× 4 南北 ■4～ 18 ■2´ヤ16 N71° 一I 2838 古墳 3B2・ 倒木 2を切る。
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表 50  溝一覧

遺構一覧・遺物観察表

掘立柱建物―

旧並 難
的

方向
桁 行 梁  行

方 位
積
―
面
ｒｍ

床
く 時期 備 考

実長 (mⅢ 柱問寸法 (m) 実長 (m) 虔間寸法(m

9 2X l 南Jヒ 164～ 203 N‐ 39°  亜 古墳

1× 2 東西 327 17～ 157 N76°  ―E 古墳 努2を切る。

11 3× 3 南北 665 18～ 28 15～ N〕生° ―E 3126 古墳
3B34、 SK6、 SX4を切り、
3D6、 暗渠に切られる。。

清
ＳＤ

地  区 断面形
，

さ
ｍ
深

ｔ

×模湘
規
離

方向 埋  土 出土遺物 時期 備 考

l D・ 5～ 6 皿状 733× 13～ 181 X 003～ 004
百東～

北西
灰黄褐色土

土師器
須恵器・磁器

世
降
中
以
暗渠に切られ、西端は調蛮
区外に延びる。

D～ E 6～ 7 レンズ状 722 X 16～ 184 X 003～ 006
菊東～
J監 ,百
灰黄褐色土

世
降
中
以 西端は調査区外に延びる。

D～ E 6～ 7 皿状 74 × 112～ 194 X 004～ 006
南東～

北西
灰黄褐色土

土師器
須恵器・磁器

世
降
中
以 西端は現代坑に切られる。

E～ F 4～ 5 レンズ状 464× 03～ 074 X 002～ 007 雅
晒
葛

耳 灰責褐色土
土師器
須恵器

世
降
中
以
現代坑に切られ、SB3をク
る。

E～ F 4～ 5 レンズ状 38 X024～ 034X 002～ 006
南東～

北西
灰責褐色土 須恵器

世
降
中
以
SB3・ SX3を切り、 東端は
調査区外に延びる。

E～ F 4～ 7 逆台形状 146 X 018～ 03 × 006～ 011
南東～

北西
灰オリーブ色土

土師器
須恵器・磁器

世
降
甲
以
掘立 11を切り、両端は調
査区外に廷びる。

7 G 6～ 7 逆台形状 675 X 043～ 057 × 009～ 021 南北 黒褐色土
土師器
須恵器 古墳 両端は調査区外に廷びる。

8 E～ F 4～ 5 レンズ状 37 × 02～ 028 X 001～ 003
南東～

北西
灰黄褐色土 須恵器

世
降
中
以
3B3・ SX3を切り、東端は
調査区外に延びる。

9 E・ 5～ 6 レンズ状 41 × 02～ 04 X 003´-006 南東
～

北西
灰黄褐色土

世
降
中
以 暗渠・現代坑に切られる。

D～ E 5～ 7 レンズ状 1066 × 016-036 X 003 -004
南東～

北西
灰責褐色土

世
降
中
以 暗渠 現代坑に切られる。

D～ E 5～ 6 皿状 542 X 09～ 1l X 006- 008
南東～

北西
灰責褐色土

中世
以降 暗渠

に切られる。

表 51  土坑―
坑
Ю
土
Ｓ
地 区 平面形 断面形 規 模 (m)

長さ(長径 )×幅 (短径 )×深さ
床面積
(市 )

埋  土 出土遺物 時期 備 考

l
B～ C
1
長方形 皿状 022 127 黒褐色土

土師器
須恵器 古墳

SBlを 切り、掘立 4・ 6に
切られる。

2
B～ C
4 長方形 皿状 13 × 103 × 012 123 黒褐色土 土師器 中世 3B2を LJ」る。

3 B・ 3 不整楕円形 皿状 099 X 093 X 022 078 黒掲色土 古墳 3Pを切る。

4
G～ H
7
不整
楕円形

逆台形状 237 × 122 X 032 248 黒褐色土 弥生 弥 生 SD7・ SPに切られる。

5
E・ 4～
5 楕円形 レンズ】犬 132 X 084X 024 黒褐色土 弥生 殊生

6
F・ 6～
7
不整
楕円形

皿状 132 X 124 × 009 黒褐色土 古墳 掘立 11に切られる。

表 52  性格不明遺構一覧

(SX) 地  区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径 )× 幅(短径 )× 深さ
床面積
(面 )

埋  土 出土遺物 時期 備 考

l
C・ 1～
2 不整形 皿状 23 × 11l X 06 黒色土 弥生 弥生 掘立 2に切られる。

2
D・ 3～
4
不整
楕円形

皿状 16 X 07 X 006 黒褐色土 古墳

E～ F
4 不整形 レンズ状 21× 10X01 217 黒掲色土

弥生
土師器

古墳 SD5・ 8に切られる。

F～ G・
6
不整
L字形

レンズ状 233 × 052 X 005 ■7ユ 黒色土 弥生 殊生 掘立 11に切られる。

5 F'7 不整
精円形

レンズ】犬 ll X 085 × 025 黒褐色土
土師器
須恵器

古墳
3Pに 切られ、北側は調査
X外に廷びる。

表 53  SK4出土遺物観察表  土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 色調

1貧目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

1 甕

・７７
Ｗ
①

径
高
径

口
器
底

やや上げ底の底部から内湾気味に立
ち上がり、日縁部下に貼付凸帝と端
部に刻目が巡る。

ナデ
ヨコナデ
ケヽ(4～ 5本 /cm

ナデ
マメツ

にぶい責褐色
にぶい黄橙色

石 ll～ 4)長 (1～ 2C

O

2 甕
邪
開

径
高
口
残

口縁部付近に 12条 の櫛描直線文と
端部に刻目が巡る。

ヨコナデ
ナデ

ナ デ
にぶい責橙色
にぶい黄橙色

石(1～ 2)・ 長 ll
金
○

3 甕
径
高
底
残

平底の底部で内湾気味に立ち上が
る。

マメツ マメツ
橙色 浅黄橙色
黒褐色

石・長 (D
O
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表 55  SXl出土遺物観察表

夢言59 SB4出土遺物観察表  土製品
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表 54  SK5出土遺物観察表  土製品

番号 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1食冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

4 甕
靱
・４

径
高
口
残

口縁端部の貼付凸帝に刺突文が巡
る。

ナデ ミガキ
灰黄褐色
にぶい黄橙色

ll～ 3)長 ll～

○

5 奏
口径 (182)
残高  18

口縁端部の貼付凸帯に刺突文が巡
る。

ナデ ナデ
灰黄褐色
にぶい黄橙色

石(1～ 3)。長(1
○

24

6 甕 残高  40 口縁部に櫛描直線文、そ
の中間に刺

突文が巡る。
ナデ
ハケ

ナ デ
にぶい橙色
明赤褐色

石 (1～ 31長 (1～

○

7 甕
０
２

径
高
底
残

平底の底部。
ハケ
マメツ

マメツ
橙色
灰白色

石 (1～ 4)長 (1～

砂
○

24

8 空

径
高
口
残
(130)
■6

外反する口縁部の端部に刻目が巡
る。

ナ デ ナ デ
灰黄褐色

灰責4B色

石(1～ 2)。長(り
砂
O

豆
径
高
底
残

平底の底部。
ミガキ
マメツ

ミガキ
マメツ

にぶい責橙色
にぶい黄橙色

石・長 (1～ 21
O

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1食目|
胎 主

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

奏
径
高
底
残 真部。

DハケT～ 8本 /cm

⑭ヨコナデ
ナ デ

灰褐色 にぷい赤澄色

黒色

石 。長o～ 3)
◎

SBl 土

器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

杯
径
高
口
残

(160)

19[
外反する口縁部。 回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰

石・長 (1)
◎

イ
径
高
口
残

(121)

245
舛反する口縁部。 回転ナデ 回転 ナ デ

灰白色
灰白色

即
○

表 57  SB2出土

番号 羅 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1禽目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

壺
口径 (1541

残高  94
内湾する胴部に口縁部は「く」の字
状を呈し、口縁端部は九く納まる。

ヨコナデ
マメツ

ヨコナデ

ナデ(指頭痕 )
赤褐色 石・長 ll～ 4)

○
24

甑
狭仁
士画

口
残
(260)
69
口縁部。

ナデ (工具 )
マメツ

ナ デ
明赤掲色
橙褐色

石。長 (細 )
◎

椀

％
側
％

径
高
径

口
器
底

平底の底部から内湾して立ち上がり
口縁端部は丸く納まる。

マメツ マメツ
にぶい赤褐色 橙色

橙色
石・長 (細 )
◎

イ身
径
高
口
器

受部端は凹み、立ち上がりは内傾し、
日縁端部は内傾する段を有する。

回転ナデ

回転ヘラケズリ

回転ナデ
ナデ

灰黄色
灰色

石・長 (1)
◎

%

表 58  SB3出土適物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧目|
月含 主

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

郭蓋
径
高
口
残
(1■6)

42
天丼部境に稜を有し、口縁端部は内
傾する 段をもつ。 回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰色
即
砂
○

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧冨十
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

〓霊
⑬
酌

径
高
口
器

球状の胴部に外反する口縁部をも
つ 。

ナデ
マメツ

ナデ

指押さえ
マメツ

橙色 にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

細

◎
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表 61 掘立 3出土遺物観察表  石製品

表65  掘立 8出土遺物観察表  土製品

遺物観察表

表 60  掘立 3出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目|
情 主

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

杯身 残高  25 受部端が凹み立ち上がりは内傾す
る。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

石。長o)
○

20 奏 残高  43 口縁端部が下方に肥厚される。 ナ デ ナ デ
オリーブ黒色
灰白色

細

△

重 残高  29 胴上部に貝殻による木葉文が施され
る。

ナデ
ナデ
ハケ

灰黄褐色
にぶい掲色

石・長 ll～ 4)

◎

番号 器 種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ (cm 吼呂 I cm〕 厚 さ (cm 重さ債〕

石 鏃 逆刺 (片方 )欠頼 サヌカイト 027 1104

表 62  掘立 4出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調  整 色調

1貧写|
胎 土

倅 成
備考 図版

外 面 内 面

不身 残高  27 受部は凹み口縁部は内傾し、端部は
九く納まる。

回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石 (り
△

表 63  掘立 5出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧冨|
胎 土

峰 成
備考 図版

外 面 内 面

高杯
り
”

径
高
口
残

外反する口縁部に端部は九く納ま
る。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

石・長 a)
◎

高ネ
口径 (15め
残高  20

外反する口縁部に端部は九く納ま
る。

回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

石・長 (D
△

表 64  掘立 6出土遺物観察表  土製品

番碍 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写|
胎 土

棒 成
備考 図版

外 面 内 面

杯蓋 残高 28 天丼部境に明瞭な稜をもち、口縁端
部に内傾する段を有する。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

長 (1)
○

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧写|
生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

不身
０
７

径
高
口
残

外反して立ち上がる。 回転ナデ 回転ナデ
灰色
赤灰色

石・長 (1)
糸田
○

杯身
径
高
口
残

外反して立ち上がる。 回転ナデ 回転ナデ
灰色

暗オリーブ灰色
剤
○

自然雅

高杯 残高 38 郭底部内面に螺旋状に粘土紙の巻き上げ痕が見られる。
回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
白
褐
灰

長o～ 2)
○

自然TIt

婉
①
５

径
高
底
残

断面台形状の高台の内底面が接地す
る。

回転ナデ 回転 ナデ
色
色
灰
灰

石。長 o)
◎

表 66  掘立 9出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 約 1/3 緑色片岩 9773
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土

番ち 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

杯蓋
径
高
口
残

(1■ 7〉

文65
口縁端部が九く納まる。 回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰

石・長 o)
◎

杯蓋
径
高
口
残

口縁端部は九く納まり、かえりが接
地する。

マメツ マメツ
灰白色
灰白色

石 。長 (1)
△

杯 身 残高  19 立ち上がりは内傾し口縁端部は尖り
気味である。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色
石・長 (り
○

平井遺跡 5次調査

表 68  SD7出 土遺物観察表  土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写|
胎 土

樺 虚
備考 図版

外 面 内 面

杯蓋
径
高
口
残
(127)
235
天丼部境に緩やかな稜をもち、口縁
端部に内傾する段を有する。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

石・長 0)
◎

36 杯身
径
高
口
残
(120)
21
ヨ縁端部に内傾する段を有する。 回転ナデ 回転ナデ

色
色

白

白
灰
灰

長 (1)
○

郭身 残高  285 発部端がやや凹む。 回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰白色
にぶい橙色

密

○ 赤砂

夢≡69 SKl 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

郭 身
口径 (122)
残高  42

受部端が凹み口縁端部に内傾する段
を有する。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色
灰色

即
○

1出 土

野埓 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

碗 残高 26 内外面に施釉される。 施釉 施釉
オリーブ灰色
オリーブ灰色

密

○

表 SK2出土遺物観察表

器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

杯

４
４
■

径
高
径

口
器
底

底部に回転糸切り痕が見られる。
マメツ
⑥回転糸切り

回転ナデ
マメツ

灰白色・淡責
色
灰白色

巨(細～ 2)。 長 (1
チャ

○

皿

Ｍ
Ｍ
盟

径
高
径

口
器
底

底部に回転糸切り痕が残る。 マメツ
回転ナデ
マメツ

色
色

白

白

灰
灰

百(1～ 2)・ 長o
O

42 皿

口径  79
器高  14【
底径  55

底部に回転糸切り痕が見られる。
回転ナデ
マメツ

Э回転糸切リマメツ

回転ナデ
ナデ
マメツ

浅責橙色
灰白色

石 長 (1～ 2)
◎

皿

径
高
径

口
器
底

底部に回転糸切り痕が見られる。
回転ナデ
マメツ

Э回転糸切り

回転ナデ
マメツ

色
色

自

白

灰
灰

FT(1～ 21・ 長o
O

皿

径
高
径

口
器
底

底部に回転糸切り痕が残る。
回転ナデ
マメツ

◎ 回転糸切 り
→板圧

回転ナデ
マメツ

灰白色
灰自色

石・長 (1)
○

表 72  SD6出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1禽唇|
月台土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

碗
径
高
口
残
(100)
26
内外面に施釉され口縁部外面に2条
の条線が巡る。

施釉 施釉
色
色

白

白

灰
灰

密

○
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第6章 平井遺跡 6次調査
1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
郷∞ (平成 18)年 1月 塾 日、松山市都市整備部道路建設課 (以下、道路建設詢 より、松山市平

井町甲路O-1外 における松山市道小野 lω号線道路改良工事にあたり、当地における埋蔵文化財の
確認願が松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財詢 に提出された。

申請地のうち、今回発掘調査を実施した松山市平井町甲罰74-1外は、平成 17年度までに用地買
収が終了したことから、当該地における埋蔵文化財の有無を確認するため、事前の試掘調査を実施す

ることになった。試掘調査は、道路建設課と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター(以

下、埋文センター)とが委託契約を結伏 2006(平成 181年 6月 13日 に実施した。調査の結果、土

坑や柱穴のほか、土師器や須恵器を含む遺物包含層を検出した。

この結果を受け、道路建設課と文化財課、及び埋文センターの三者は協議を重ね、道路工事によっ

て失われる遺跡に対して記録保存のために発掘調査を実施することになった。発掘調査は、道路建設

課と埋文センターとが委託契約を結びヽ 当該地における古墳時代の集落構造解明を主目的とし、文化

財課の指導のもと埋文センターが主体となり、劉
"(平
成 191年 6月 1日 より開始した。

(2)調査の経緯
閉
"(平
成 191年 6月 1日、調査地内の草刈や発掘用具の搬入を行い、6月 4日 より重機を搬入し、

表土層の掘削作業を開始した。6月 13日 より作業員を動員し、包含層の掘り下げ及び遺構検出作業

を行った。なお、作業中は天候不良のため、遺構検出作業終了までに約3週間を費やした。7月 19日、

遺構検出作業が終了し、高所作業車を使用して遺構検出状況写真を撮影する。7月 23日 には株式会

社GIS四国に国家座標軸測量業務を委託し、調査地内に4級基準点と4級水準点を設置した。調査
は、検出数の多い土坑から順に半蔵や測量をし、順次、掘立柱建物や溝の調査を進めた。なお、期間

中は梅雨の時期と重なり、調査地近隣にある水田からの流水が激しく、調査地がたびたび水浸しにな

ることが多く、調査の進行を妨げられることが何度もあった。8月 17日、遺構の掘り下げが終了し、

同日、高所作業車を使用し、遺構の完掘状況写真を撮影した。その後、遺構図測量や土層図作成等を

行い、8月 2日 には愛媛航空株式会社に、セスナ機による上空からの航空写真撮影業務を委託した。

8月 27日 より、重機の使用による埋戻し作業をし、併行して発掘用具の撤去作業や調査事務所の撤

去等を行った。8月 31日、埋戻し作業が終了し、発掘作業を終了した。

(3)調査組織
所 在 地

調査面積

調査期間

調査主体

調査担当

松山市平井町甲測74-1

1,283.6だ

拗M(平成 19)年 6月 1日～同年8月 31日

財団法八松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

宮内 慎一
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調査の経緯

第104図 1調査地測量図

平 井 遺 跡 (a婦

平 井 遺 跡 17次 )

ぐS=1:500)
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平井遺跡 6次調査

2.層 位
(1)基本層位 (第 105・ 106図 )
調査地は、小野谷に水源を発する小野川と、平井谷に水源を発する堀越川とによって形成された扇

状地上、標高 57.3m前後に立地する。調査以前は、畑地として利用されていた。なお、調査地内には

畑が3枚作られており、その影響で調査地中央部付近には南北方向に30 cm程度の段差が生じている。

調査地の基本層位は、第 I層、第Ⅱ層、第Ⅳ層、第V層であり、第Ⅲ層は未検出である。

第I層 :近現代の農耕に伴う耕土で、土色・土質の違いにより四種類に分層される。

第 I①層―灰色 (10YR6/1)を 呈する粘質上で、畑作に伴う耕作上である。層厚 10～ 20 cmを測る。

第 I②層―明黄褐色 (2.5Y6/6)を呈する粘質上で、床上である。層厚 5～ 10 cmを測る。

第 I③層―灰黄色 (2.5Y7/2)を 呈する粘質上で、旧耕作上である。層厚7～ 10 cmを測る。

第 I④層―にぶい黄橙色 (10YR6/4)を 呈する粘質上で、旧床上である。層厚 6～ 8cmを測る。

第Ⅱ層 :土色の違いにより、二層に分層される。

第Ⅱ①層―灰黄色 (2.5Y6/2)を呈するシルト層で、調査地北西部を除く地域にみられ、調査地東

側では層厚 10～ 13 cm、 西側では層厚 5～ 8cmを沢Jる。本層中からは、遺物は出上して

いない。

第Ⅱ②層―褐灰色 (10YR5/1)を 呈するシルト層で調査地南半部にみられ、層厚 3～ 5 cmを測る。

本層中からは、土師器片や陶磁器片が少量出上した。

第Ⅳ層 :土色・土質の違いにより、三層に分層される。

第Ⅳ①層一黒褐色 (7.5YR3/1)を 呈する粘性の強いシルト層で、調査地南半部にみられる。なお、

調査地北東部から南西部に向けて傾斜堆積をなし、調査地北東部では層厚 10 cm、 南西

部では層厚 20 cmを測る。本層中からは、弥生土器片や土師器片、須恵器片のほかに石

器が出土した。

第Ⅳ②層一褐色 (7.5YR4/3)を 呈する粘 l■の強いシルト層で、調査地南端部にみられ層厚 10～ 15

cmを測る。本層中からは、弥と土器片が少量出土した。

第V層 :黄橙色 (10YR8/6)を 呈するシルト層で、調査地全域にみられる。本層上面が、調査におけ

る遺構検出面である。本層上面の標高を測量すると、調査地北東部が最も高く、漸次、南西

部に向けて傾斜をなす (比高差 30 cm)。

検出した遺構や出土遺物より、第Ⅳ層は弥生時代から古墳時代、第Ⅱ層は中世までに堆積したもの

と推測される。なお、調査にあたり調査地内を5m四方のグリットに分けた。グリットは調査地北側

から南側に向けてA・ B・ ・… F、 調査地西側から東側へ 1・ 2・ 3・ … 5と し、Al・ A2・ ―・

F5といったグリット名を付した。グリットは包含層掘り下げ時の遺物取り上げや、遺構の位置表示

等に利用した。

(2)検出遺構・遺物 彿 107図 )
調査で検出した遺構は掘立柱建物8棟、溝3条、土坑 19基、柱穴 180基 (掘立柱建物柱穴 50基を

含む )、 倒木址6基である。出土遺物より、検出した遺構は弥生時代前期から古代までのものである。

遺物は遺構及び包含層中より、弥生土器 (前期～後期)、 土師器 (古墳～中世)、 須恵器 (古墳～古代)、

陶磁器(中近世)、石器が出土した。なお、遺物の出土量は遺物収納箱 (44× 60× 12 cm)12箱分である。
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第105図 調査地西壁・北壁土層図
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平井遺跡 6久調査

3.遺構と遺物
調査で検出した遺構は、掘立柱建物8棟、溝3条、土坑19基、柱穴180基、倒木址6基である。

ここでは、時代別に検出した遺構や遺物の説明を行う。

(1)弥生時代
調査では、12基の上坑を検出した。すべて、第V層黄橙色シルト上面での検出である。出土遺物

や埋土等より、弥生時代前期前半から中期後半までに時期比定される。内訳は、以下のとおりである。

1)前期前半

2)前期後半

3)前期末

4)中期後半

1基 (S K 14)

7基 (SK7・ 9。 10・ 12・ 13・ 18。 20)

3基 (S K 16・ 17。 21)

1基 (S K 19)

の 、

1)前期前半

SK14(第 107・ 108図 )
調査地南西部D2区に位置し、土坑北側はS K 19に切られている。平面形態は不整の楕円形を呈

し、規模は南北検出長 0,71m、 東西長 0,54m、 深さは検出面下 7 cmを測る。断面形態は浅い逆台形

状を呈し、埋土は黒色シルト (黄橙色シルトがブロック状に混入)の単一層である。土坑基底面には、

わずかに凹凸がみられるが、ほぼ平坦である。上坑壁体及び基底面は、第V層である。土坑内からは、

弥生土器片が数点出土した。図化しうるものを1点掲載した。

出土遺物 (第 108図 )

1は甕形土器。折曲口縁で、推定口径 16.4 cmを測

る。口縁端部に刻目を施し、色調は茶掲色を呈する。

胴部外面にはハケメ調整後、丁寧なヨコナデを施す。

時期 :出土遺物の特徴より、弥生時代前期前半と

する。

2)前期後半

SK10(第 107。 109図 )
調査地中央部D3区に位置し、土坑南側はS P 54

(埋土 :灰褐色土)に切られている。平面形態は楕円

形を呈し、規模は長径 1.12m、 短径 0,70m、 深さは

検出面下 17 cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈し、

埋土は 1層黒色シルト、 2層黒色シルト (黄橙色シ

ルトがブロック状に混入)である。土坑基底面にて

東西長 0.46m、 南北長 0.48m、 深さ6 cmを 測る不整

形状の凹みを検出した。埋土は2層である。このほ

か、基底面にて径 10 cm、 深さ4～ 8 cm大の小ピット

5基を検出した。ピット埋土は、土坑埋± 1層 と2

層である。なお、土坑壁体及び基底面は第V層である。

1

2
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ぐ」
  H=

0            1m

(S=1:30)

黒色(10YR2/1)シ ルトに黄橙色(10YR3/6)
シルトがブロック状に混入

黒色(7 5YR2/1)シルト

0          10        20cm

(S=1:4)

第108図  SK14測量図・出土遺物実測図

-118-



遺構と遺物

遺物は埋± 1層中より、弥生土器片が数点出上した。

図化しうるものを1点掲載した。

出土遺物 (第 109図 )

2は壷形土器の肩胴部片で、胴部最大径は 18.8

cmを測る。肩部及び胴部には、それぞれヘラ描き沈

線文 3条を施す。色調は橙褐色を呈し、内面にはナ

デ調整を施す (外面は摩減の為、調整不明)。

時期 :出土遺物の特徴より、弥生時代前期後半と

する。

SK7(第 107。 110図 )
調査地中央部D3区に位置し、土坑中央部から

西側は畑耕作に伴う造成等によリー部削平されてい

る。平面形態は長方形状を呈し、規模は長さ1.61m、

幅 126m、 深さは検出面下 20 cmを測る。断面形態

は逆台形状を呈し、埋土は黒色シルト (責橙色シル

トがブロック状に少量混入)の単一層である。土坑

基底面は、東側から西側へ向けて緩傾斜をなす (比

高差 3 cm)。 基底面にて径 6～ 13 cm、 深さ2～ 4cm

を測る小ピットを9基検出した。ピット埋土は、す

べて土坑埋土と同様である。なお、土坑壁体及び基

底面は第V層である。遺物は埋土中より弥生土器片

が数点出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期比定しうる遺物の出土はないが、土坑

埋上が S K 10に酷似することから、概ね弥生時代

前期後半頃とする。

SK9(第 107・ 111図 )
調査地中央部D3区に位置する。平面形態は不整

の楕円形を呈し、規模は長径 2.04m、 短径 1.30m、

深さは検出面下 25 cmを測る。断面形態は逆台形状

を呈するが、土坑壁面の傾斜は比較的緩やかである。

埋土は二層あり、埋土上位は 1層黒色シルト、埋土

下位は2層黒色シルト (責橙色シルトがブロック状

に混入)である。土坑基底面には凹みが二箇所あり、

他の上坑と重複している可育を陛がある。また、基底

面中央部にて、径 10～ 25 cm、 深さ2～ 5 cm大の

小ピット3基を検出した。ピット埋土は、すべて土

Ｅ
Ｏ
個

卜
い
＝
正

烈

黒色 (10YR2/1)シルト
黒色 (10YR2/1)シルト
に黄橙色 (10YR3/6)
シルトがブロツク状

に混入

0            1m

(S=1:30)

0          10        20cm

(S=1:4)

第109図  SK刊 0測量図・出土遺物実測図

黒色 (10YR2/1)シ )レHこ
黄橙色 (10YR8/6)シルトが
ブロック状に少量混入

第110図

0           1m

(S=1:30)

SK7測量図
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平井遺跡 6次調査

坑埋± 2層 と同様の黒色シルト (黄橙色シルト

がブロック状に混入)である。なお、土坑壁体

及び基底面は第V層である。土坑内からは、遺

物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難である

が、埋上がSK7や S K 10と酷似することか
ら概ね、弥生時代前期後半頃とする。

SK12(第 107。 111図 )
調査地南西都D2,3区 に位置する。平面形
態は不整の長方形を呈し、規模は長さ 1.35m、

幅 0.86m、 深さは検出面下 10 cmを 測る。断面

形態は浅い逆台形状を呈し、埋土は黒色シルト

(責橙色シルトがブロック状に混入)の単一層

である。土坑基底面北側には径 55× 70 cm、 深

さ6 cm程度の凹みがあり、埋土は土坑埋土と同

様である。また、基底面西側では径 20× 30 cm、

深さ 10 cmを 測るピットと、径 8 cm、 深さ3 cm

程度の小ピットを検出した。両者共に、埋土は

土坑埋土と同様の黒色シルト (黄橙色シルトが

ブロック状に混入)である。上坑基底面には凹

凸があまりみられず、ほぼ平坦である。なお、

土坑壁体及び基底面は第V層である。土坑内か

らは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定はしかねるが、

埋土がSK7や S K 10と 酷似することから概
ね、弥生時代前期後半頃とする。

SK13(第 107・ 112図 )
調査地南西部D2区に位置し、土坑中央部は

掘立 5柱穴 (S P 184)に切られている。平面

形態は不整の楕円形を呈し、規模は長径 2.36

m、 短径 1.24m、 深さは検出面下 9 cmを測る。

S K 13は今回の調査で検出した土坑の中では、

最大規模の上坑である。断面形態は浅い逆台形

状を呈し、埋土は黒色シルト (黄橙色シルトが

ブロック状に少量混入)の単一層である。土坑

北西部、南東部及び南側基底面にて3基のピッ

�

窯色 (10YR2/1)シ ルト

黒色 (10YR2/1)シ ルトに

黄橙色 (10YR3/6)シ ルトが

ブロック状に混入

0            1m

(S三 1:30)

〔SK9〕

期

日

Ⅳ

ＩＩＩ

ＩＩＩ

ＩＩＩ

ＩＩＩ

相

Ｅ

Ｏ
Ｏ
．卜
Ю
＝
Ｉ

�

lm
1黒色 (10YR2/1)シ ルトに
黄橙色(10YR3/6)シ ルトが    (S=1:30)
ブロック状に混入

〔SK12〕

第11呵 図 SK9・ 12測量図
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遺構 と遺物

卜と、土坑北側基底面からは小ピット1基を検

出した。ピット埋土は、すべて土坑埋土と同様

の黒色シルトである。土坑基底面には凹凸がみ

られ、土坑北側から南側に向けて緩やかな傾斜

をなす (比高差 3 cm)。 なお、土坑壁体及び基

底面は第V層である。遺物は土坑及びピット内

より弥生土器の細片が数点出上したが、図化し

うるものはない。

時期 :時期比定しうる遺物の出土はないが、

埋土がSK7や S K 10に酷似することから概
ね、弥生時代前期後半頃とする。

SK18(第 107・ l12図 )
調査地南西部D2区に位置し、土坑南側はS

K19に切られている。平面形態は円形を呈す

るものと考えられ、規模は南北検出長 0.38m、

東西長 0,86m、 深さは検出面下 7 cmを測る。断

面形態は浅い逆台形状を呈し、埋土は黒色シル

ト (黄橙色シルトがブロック状に混入)の単一

層である。土坑基底面は、中央部に向けて傾斜

をなす。基底面北側にて径 8～ 10 cm、 深さ3

cmを測る小ピット1基を検出した。ピット埋土

は、土坑埋土と同様である。なお、土坑壁体及

び基底面は第V層である。土坑内からは、遺物

の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難である

が、埋土が SK7や S K 10な どと酷似するこ
とから概ね、弥生時代前期後半頃とする。

SK 20(第 107。 ■3図 )

調査地南東部E3区に位置する。平面形態は

円形を呈し、規模は径 1.04～ 1.10m、 深さは

検出面下 4 cmを測る。断面形態は浅い逆台形状

を呈し、埋土は黒色シルト (黄橙色シルトがブ

ロック状に少量混入)の単一層である。土坑基

底面には凹凸がみられないが、東側から西側に

向けて緩やかな傾斜をなす。基底面にて、径 6

～ 12 cm、 深さ2～ 4 cmを測る/Jヽ ピット9基を

Ｅ
Ｏ
Ｏ
．卜
蛉
＝
工

�
黒色(10YR2/1)シ ルトに

黄橙色(10YR3/6)シ ルトが

ブロック状に少量混入

黒捐色 (10YR2/2)シ ルトに

黄橙色(10YR8/6)シ ルトが

ブロック状に混入

0            1m

(S=1:30)

〔SK13〕

E
〇

黒色 (10YR2/1)シ ルトに

貢橙色 (10YR3/6)シ ルトが

ブロック状に混入

黒色 (7.5YR2/1)シルト

日=56.90m

0            1m

(S=1:30)

〔SK18〕

第112図 SK13・ 18測量図
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検出した。ピット埋土は、いずれも土坑埋土

と同様の黒色シルトである。なお、土坑壁体

及び基底面は第V層である。土坑内からは、

遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は難しいが、

埋土が SK7な どと酷似することから概ね、
弥生時代前期後半頃とする。

3)前期末

SK16(第 107・ 114図 )
調査地南側E3区に位置し、土坑東側はS

P108(埋土 :黒褐色土)に切られている。

平面形態は楕円形を呈し、規模は長径 1.12m、

短径 0,96m、 深さは検出面下 3 cmを測る。断

面形態は浅い逆台形状を呈し、埋土は黒色粘

質シルトの単一層である。土坑基底面には、

長さ0.90m、 幅 0.60m、 深さ 10 cmを 測る長

方形状の凹みがある。埋土は土坑埋土と同じ

であることから、土坑に伴う可能性がある。

なお、土坑壁体及び基底面は第V層である。

遺物は埋土中より、弥生土器片が数点出土し

た。図化しうるものを 1点掲載した。

出土遺物 (第 114図 )

3は壺形土器の口縁部片である。広口壺で、

推定回径 12.8 cmを測る。口縁端面には、ヘラ

描きによる細沈線文 1条が巡る。色調は暗褐

色を呈し、内タト面共にハケメ調整後、ヘラミ

ガキ調整を施す。

時期 :出土遺物が僅少で時期特定は難しい

が、出土した弥生土器の特徴より弥生時代前

期末とする。

SK17(第 107・ 115図 )
調査地南側D2～ E3区に位置する。平面

形態は長楕円形を呈し、規模は長径 1.58m、

短径 0.70m、 深さは検出面下 1l cmを測る。

断面形態は逆台形状を呈するが、西側壁体は

比較的緩やかに立ち上がる。土坑埋土は、黒

答層色(Lb↓罠8アむ)うルにが    (S=4130)
ブロック状に少量混入

第113図  SK20測量図

平井遺跡 6次調査

仁

日=5660m

黒色 (10YR2/1)
粘質シルト

0            1m

(S=1130)

⑤
@

⑤ O

(S=4:4)
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遺構と遺物

色粘質シルトの単一層である。土坑基底面は

南側が深く、北東部から南西部に向けて傾斜

をなす。基底面東狽1に て、径 8～ 10 cm、 深

さ4～ 8 cmを測る小ピット2基を検出した。

ピット埋土は、土坑埋土と同様の黒色粘質シ

ルトである。なお、土坑壁体及び基底面は第

V層である。遺物は埋土中より、弥生土器片

が少量と石器が出上した。

出土遺物 (第 115図 )

4は壷形土器の口縁部片である。広口壷で、

推定口径 13,7cmを 測る。色調は灰褐色を呈し、

内外面共にヨコ方向の丁寧なヘラミガキ調整

を施す。 5は石核で、石材は緑色片岩である。

時期 :出土した弥生土器の特徴より、弥生

時代前期末とする。

1黒色 (10YR2/4)
粘質シルト

7
4

‐漁的糊∪‐
杉
5

20cm

(S=114)

第115図  SK司 7測量図・出土遺物実測図

S K 21(第 107。 ■6図 )

調査地南側E3区に位置し、土坑西側は溝 SD3に切られている。平面形態は楕円形を呈し、規模
は長径 1.27m、 短径 1.10m、 深さは検出面下 14 cmを 沢1る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒

色粘質シルトの単一層である。なお、埋土中には少量の炭化物が混入する。土坑南西部にはテラス状

の高まりがあり、基底面との高低差 6 cmを測る。土坑基底面には凹凸がみられ、土坑北側から南狽1に

向けて緩やかな傾斜をなす。また、土坑及びテラス部分の基底面にて、径 6～ 10 cm、 深さ3～ 6 cm

を測る小ピットを6基検出した。ピット埋土は、いずれも土坑埋土と同様の黒色粘質シルトである。

なお、土坑壁体及び基底面は第V層である。遺物は土坑南側の埋土中位付近に集中しており、壺形土

器の口縁部 (6)や胴部 (7)な どの比較的大型破片が出土した。

出土遺物 (第 116図、図版 30)

6～ 8は壺形土器。6は長顎壼の口頸部片で、推定回径 22.5 cmを測る。口縁上端面には刻日、下

端面にはヘラ描きによる沈線文 1条を施す。顎部内面には断面三角形状の凸帯を貼付けし、凸帯上に

押圧文を施す。頸部外面には、ヘラ描きによる沈線文 1条を施す。色調は褐色を呈し、頸部内外面共

にハケメ調整後、ヘラミガキを加える。 7は肩胴部片で、肩部と胴部には、それぞれヘラ描きによる

5条の沈線文を施す。色調は暗灰褐色を呈し、内外面共にヨコないしナナメ方向のヘラミガキ調整を

施す。 8は底部で、わずかに上げ底となる。色調は橙掲色を呈する。9は鉢形土器の口縁部片で、推

定口径 19.2 cmを測る。口縁端面に刻日、口縁部にはヘラ描き沈線文 4条以上を施す。色調は褐色を

呈し、タト面にはヘラミガキ調整を施す。

時期 :出上した弥生土器の特徴より、弥生時代前期末とする。
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平井遺跡 6次調査

4)中期後半

SK19(第 107・ 117図 )
調査地南西部D2区に位置し、土坑北側はS K 18、 南側はS K 14を切つている。平面形態は円形

を呈し、規模は径 1.27～ 1.33m、 深さは検出面下 13 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土

は黒色シルトの単一層である。土坑南側基底面にて、径 25～ 40 cm、 深さ6 cmを測るピット1基を

検出したほか、径 6～ 12 cm、 深さ3～ 6 cmを測る小ピット6基を検出した。ピット埋土は、いずれ

も土坑埋土と同様の黒色シルトである。土坑基底面は、壁体から中央部に向けて傾斜をなす。なお、

土坑壁体及び基底面は第V層である。遺物は、土坑埋土中より弥生土器片が少量出上した。図化しう

るものを2点掲載した。

1黒色 (10YR2/1)粘質シルト

(S=1:4)

第116図 SK21測量図・出土遺物実測図

骸9  
∂8

(S=1:30)
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遺構と遺物

出土遺物 (第 ■7図 )

10は甕形土器。貼付口縁で、推定口径 27.7 cmを測る大型品である。胴部にヘラ描き沈線文 2条以

上を施す。色調は茶褐色を呈し、胴部内面にはヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。■ は高郭形土器。

脚柱部片で、凹線文 3条以上を施す。色調は乳茶色を呈し、内面にはヘラミガキ調整を施す。

時期 :出土した高杯形土器の特徴より、弥生時代中期後半とする。

黒色 (7 5YR2/1)シルト

黒色 (10YR2/1)シ ルトに黄橙色    (S=1:30)
(10YR3/6)シ ルトがブロック状に混入

第117図  SK19測 量図・出土遺物実測図

(2)古 墳時代
調査で検出した古墳時代の遺構は、掘立柱建物 8棟、溝 3条、土坑 4基である。

1)掘立柱建物

掘立 1(第 107。 118図、図版 28)

調査地南西隅El～ 3区に位置する。12基の柱穴を検出し、そのうち建物南東部にあるS P 138

は溝 SD3に切られ、S P 139は掘立 2柱穴 (S P 183)を 切つている。 3間 ×4間以上の東西棟で、

建物方位をN‐ 5° ―Wにとる。建物規僕は桁行検出長 8.60m、梁行長 5.16mを測り、柱穴間隔は桁間 1.56

～ 2.36m、 梁間 1.62～ 1.80mを測る。建物を構成する柱穴の平面形態は円形または楕円形を呈し、

規模は径 0,72～ 1.02m、 深さは検出面下 12～ 44 cmを測る。柱穴掘 り方埋土は四種類あり、埋土上

位から下位にかけて、1層黒褐色シルト (黄橙色シルトが斑点状に少量混入)、 2層黒褐色シルト (黄

橙色シルトと褐色シルトがブロック状に混入)、 3層黒褐色シルト (黄橙色シルトがブロック状に少

量混入 )、 4層黒褐色シルトとなる。6基の柱穴 (S P 134・ 136。 139。 141～ 143)には、柱穴壁

体上位は段掘り状となる部分がみられる。柱痕は7基の柱穴で検出した。柱痕径は 12～ 20 cmを測り、

Ｅ

０
９

Φ
Ю
＝
工

lm
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平井遺跡 6次調査

埋土は黒色粘質シルト (6層)である。なお、 S P 136か らは柱痕上位にて灰白色粘土 (5層 )を

検出した。また、S P 142の基底面からは径 15× 20 cm、 厚さ6 cm大の扁平な石が検出され、おそら

く柱を支えるための敷石として利用されたものと推測される。遺物は柱穴掘り方埋土中より、弥生土

器片や土師器片、須恵器片のほか、石庖丁が出土した。

出土遺物 (第 119図、図版 30)

12・ 16は S P 141、  13・ 14は S P 132、 15は S P 133、  171ま S P 134 8三 L品である。 12・ 13は

土師器の甕である。12は推定口径 28.6 cmを 測る大型品で、口縁端部は上内方に肥厚する。13は口

並

1黒縄色(10YR2/2)シ ルトに貢橙色
(10YR3/6)シ ルトが斑点状に少量混入

2黒掲色(10YR2/2)シ ルトに貢橙色
(10YR3/6)シ )レトと掲色(7 5YR4/3)

シルトがブロック状に混入

黒帽色 (10YR2/2)シ ルトに黄橙色

(10YR8/6)シ ルトがブロック状に少量混入

黒掲色 (7 5YR2/1)シルト

仄白色 (10Y7/1)粘土

黒色 (75Y2/1)粘質シルト

第118図 掘立 1測量図

-126-

0     1     2m

(S=1:80)



遺構 と遺物

縁端部が内傾する面をもつ。14は弥生土器。甕形土器の底部で、突出する平底である (弥生後期)。

15・ 16は須恵器の杯身である。平底風の底部で、タト面全面に回転ヘラケズリ調整を施す。17は石庖

丁で、敲打段階の未成品である。緑色片岩製。

時期 :出土した土師器や須恵器の特徴より、掘立 1は古墳時代後期、6世紀代の建物とする。

掘立2(第 107・ 120図、図版 28)

調査地南側E2～ F3区に位置する。建物北東隅の柱穴 (S P 128)は土坑S K 21を切り、SP
183は掘立 1柱穴 (S P 139)に切られている。また、建物南西隅は調査区外に続く。 2間 ×3間

規模の総柱建物と考えられ、建物方位を、N-8° ―Wにとる。建物規模は桁行長 5.40m、 梁行長 4.17

mを測り、柱穴間隔は桁間 1.80～ 1.84m、 梁間2.08mを測る。建物を構成する柱穴の平面形態は円

形または楕円形を呈し、規模は径 0.36～ 0,84m、 深さは検出面下 6～ 36 cmを測る。柱穴掘り方埋

土は二種類あり、1層黒色シルト、2層黒色シルト (責橙色シルトがブロック状に少量混入)である。

柱穴のうち、 S P 1521よ壁体上位が段掘り状となっている。柱痕は、5基の柱穴で検出した。柱痕

径は16～ 20 cmを測り、柱痕埋土は黒色粘質シルト (4層)である。なお、S P 128・ 152からは柱

痕上位にて灰白色粘土 (3層)を検出した。遺物は柱穴掘り方埋土中より、弥生土器片や土師器片が

少量出上した。図化しうるものを2点掲載した。

竜 聖 二lョ■IBII'''''Ili:

0      5     10cm

(S=1:3)

0         5cm

(S=1:2)

第119図 掘立 1出土遺物実測図
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平井遺跡 6次調査

出土遺物 (第 120図、図版 30)

18。 19は SP154出上の弥生土器。18は甕形土器の口縁部小片で、口縁端部に刻日、顕部にヘラ

描きによる沈線文 1条を施す。色調は橙色を呈し、内面にはヨコ方向のミガキ痕が残る。弥生前期後

半。19は高郭形土器の脚柱部。柱部中位に、ヘラ描きによる沈線文 4条が巡る。色調は茶褐色を呈し、

外面にはタテ方向の細かなハケメ調整を施す。弥生中期後半。

時期 :出土遺物が少なく時期特定は難しいが、掘立 1に先行することから、古墳時代後期以前の建

物とする。

// 
弓
128 0

ら只心

」 Bン

SP158
SP154 ШJ

1黒色 (7 5YR2/1)シルト
2黒色 (7.5YR2/1)シルト1こ黄橙色
(10YR3/6)シ ルトがブロック状に少量混入

3仄白色 (10YR7/1)地上
4黒色 (7 5YR2/1)粘 質シルト

Ａ
仁

工
＝
い
③
・∞
〇
ヨ

Ⅷ肺

(S=1:4)

第120図 掘立 2測量図 。出土遺物実測図
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遺構と遺物

掘立3(第 107。 121図 )

調査地中央部CoD3区 に位置する。 2間 ×2間規模の建物で、建物方位を N-4° ‐Wに とる。

建物規模は桁行長 4。34m、 梁行長 3.50mを測り、柱穴間隔は建物北側が南側にくらべて広く、北側

では 2.78～ 2.86m、 南側では 1.46～ 1.56mと なる。建物を構成する柱穴は円形を呈し、規模は径 0.44

～ 0。72m、 深さは検出面下 10～ 24 cmを測る。柱穴掘り方埋土は二種類あり、1層黒褐色シルト (責

橙色シルトがブロック状に混入)、 2層黒色シルトである。柱痕は3基の柱穴で検出され、柱痕径は

12～ 20 cmを測る。柱痕埋土は、黒色粘質シルト (3層)である。遺物は柱穴掘り方埋土内より、弥

生土器片や上師器片が少量出土した。図化しうるものを3点掲載した。

Шoe。と9=日

黒捐色(10YR2/2)シ ルト1こ黄橙色

(10YR3/6)シ ルトがブロック状に混入

黒色(10YR2/1)シ ルト

黒色(75Y2/4)粘質シルト

H=57.30m

0     1     2m

(S=1:80)
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第121図 掘立 3測量図・出土遺物実測図

m
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平井遺跡 6次調査

出土遺物 (第 121図 )

20。 21は S P 36、 22は S P 44出土品である。20～ 22は弥生土器。20。 21は甕形土器の口縁部

片である。貼付口縁で、20は推定口径 18.8 cmを測る。胴部には、櫛描きによる沈線文 8条以上を施

す。21は推定口径 23.6 cmを測り、胴部に櫛描き沈線文 5条、口縁端部に刻目を施す。色調は 20が

乳褐色、21は淡責色を呈する。なお、20・ 21共に内面にはヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。弥生

前期末。22は高杯形土器の杯柱部片。郭脚部の接合は組み合わせ技法により、色調は赤褐色を呈する。

弥生後期。

時期 :遺物は掘り方埋土からの出上であり時期特定は難しいが、柱穴埋上が掘立 1と酷似すること

から、古墳時代後期以降の建物とする。

掘立 4(第 107・ 122図 )

調査地中央部CoD3区 に位置する。1間 ×l間規模の建物で、建物方位をほta真北にとる。建
物規模は東西長 2.21m、 南北長 2.10～ 2.20mを測る。建物を構成する柱穴の平面形態は円形を呈し、

規模は径 0.40～ 0.50m、 深さは検出面下 22～ 36 cmを測る。柱穴掘り方埋土は二種類あり、 1層黒

褐色シルト (黄橙色ンルトがブロック状に混入)、 2層黒色シルトである。柱痕は2基の柱穴で検出

され、柱痕径は 12 cmを測る。柱痕埋土は黒色粘質シルト (3層 )である。遺物は柱穴掘り方埋土中

より、弥生土器片や土師器細片が数点出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期比定しうる遺物の出土はないが、柱穴埋土が掘立3と酷似することから、古墳時代後期

以降の建物とする。

掘立 5(第 107'123図 )

調査地中央部南西寄りD2・ 3区に位置し、

建物北西隅の柱穴 (S P 184)は 土坑 S K 13

を切っている。 1間 Xl間規模の建物で、建

物方位を N-6° ―Wに とる。建物規模は、南北

長 2.80m、 東西長 2.48～ 2.53mを測る。建物

を構成する柱穴の平面形態は円形を呈し、規模

は径 0.22～ 0.36m、 深さは検出面下 24～ 40

cmを測る。柱穴掘り方埋土は、黒褐色シルト(責

橙色シルトがブロック状に混入)である。柱痕

は検出されなかった。遺物は柱穴内より、弥生

土器片や玉が出上した。図化しうるものを2点

掲載した。

出土遺物 (第 123図、図版 30)

23・ 24は S P 82出土品。23は弥生土器。壼

形土器の底部で、平底となる。色調は橙色を呈

し、タト面の調整は、摩減の為に不明である。弥

生後期。24は翡翠である。

ШOし
°
と9=日
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黒幅色 (10YR2/2)シ ルトに
黄橙色(10YR3/6)シ ルトが
ブロック状に混入

黒色 (10YR2/1)シ ルト
黒色 (75Y2/1)粘質シルト

0     1     2m

(S=1 :80)
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時期 :柱穴埋土が掘立 1に酷似することか

ら、概ね古墳時代後期以降の建物とする。

掘立6(第 107・ 124図 )

調査地南側DoE3区 に位置する。 1間
× 1間規模の建物で、建物方位を N‐8° ―E

にとる。建物規模は東西長 2.60m、南北長 2.10

mを測る。建物を構成する柱穴の平面形態は

円形を呈し、規模は径 0.22～ 0.60m、 深さ

は検出面下 12～ 24 cmを 測る。柱穴掘り方

埋土は、黒褐色シルト(黄橙色シルトがブロッ

ク状に混入)である。柱痕はS P 105にて検

出され、柱痕径は 17 cmを測る。柱痕埋土は、

黒色粘質シルト (2層 )である。遺物は柱穴

掘り方埋土中より、土師器片が数点出土した

が図化しうるものはない。

時期 :時期比定しうる遺物の出土はないが、

柱穴埋土が掘立 1な どと酷似することから、

古墳時代後期以降の建物とする。

掘立 7(第 107・ 125図 )

調査地南東部E3区に位置する。 1間 ×

1間規模の建物で、建物方位をN-7° ―Eに

とる。建物規模は東西長 2.22～ 2.26m、 南

北長 2.32mを 測る。建物を構成する柱穴の

平面形態は円形を呈し、規模は径 0.24～ 0,36

m、 深さは検出面下 20～ 32 cmを測る。柱穴

掘り方埋土は、黒褐色粘質シルト (黄橙色シ

ルトがブロック状に混入)である。柱痕は検

出されなかった。柱穴内からは、遺物の出土

はなVヽ。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であ

るが、柱穴埋土が掘立 1と類似することから、

概ね古墳時代後期以降の建物とする。

日=57.10m

遺構と遺物

一せ団
24

5cm

Ｉ
＝
９
却

さ
ｏ
ヨ

黒掲色 (10YR2/2)シ ルHこ

黄橙色 (10YR8/6)シ ルトが

ブロック状に混入

岡
□

笏

第刊23図 掘立 5測量図・出土遺物実測図

Ш00と 9=日

黒掲色 (10YR2/2)シ ルトに
黄橙色 (loYR8/6)シ ルトが

ブロック状に混入

黒色 (7 5YR2/1)粘質シルト
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平井遺跡 6次調査

掘立8(第 107・ 125図 )

調査地中央部やや北寄りC3区に位置する。建物北東隅の柱穴 (S P 166)は土坑SK4に切られ

ている。 1間 ×1間規模の建物で、建物方位を N-2° 中Wに とる。建物規模は東西長 2.82～ 2.84m、

南北長 2.62mを測る。建物を構成する柱穴の平面形態は円形を呈し、規模は径 0。22～ 0.32m、 深さ

は検出面下 12～ 30 cmを測る。柱穴埋土は、黒褐色シルト (黄橙色シルトがブロック状に少量混入)

である。柱痕は検出されなかった。遺物は柱穴内より少量の上師器片が出土したが、図化しうるもの

はない。

時期 :時期比定しうる遺物の出土はないが、柱穴埋土が掘立 1と酷似することから、概ね古墳時代

後期以降の建物とする。
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H=57.00m

臨 切 H=57.30m
主口空 〔掘立8〕

1黒褐色(10YR2/2)粘質シルト
に黄橙色(10YR8/6)シルトが

ブロック状に混入

兵静目色 (10YR2/2)シ ルトに

貢橙色(10YR8/6)シ ルトが

ブロツク状に少量混入

(S=1:80)
0     1     2m

(S=1:80)

第125図 掘立 7・ 8測量図

2)溝

SDl(第 107・ 126図、図版 29)

調査地北東隅B4・ 5区で検出した弧状の溝で、溝中央部は暗渠と溝SD2とに切られ、溝北側は

調査区外に続く。第V層上面での検出であり、第Ⅱ①層が溝を覆う。規模は東西検出長 7.20m、 南

北検出長 3.85m、 深さは最大で検出面下 58 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、溝南側壁体

は緩やかに立ち上がり、部分的に段掘り状となっている。溝の埋土は四種類あり、溝上位から1層黒

褐色シルト、2層黄灰色砂質シルト、3層灰色シルト (責橙色シルトがプロック状に混入)、 4層暗

灰黄色シルト (径 2～ 5 cm大の円礫が少量混入)である。なお、溝壁体及び基底面は第V層である。

溝基底面には凹凸がみられ、溝東側から西側へ向けて傾斜をなす (比高差 20 cm)。 溝中央部北側の

基底面では、径 56 cm、 深さ6 cmを測る凹みを検出し、溝埋土の4層で埋没している。遺物は 1層中
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遺構と遺物

より完形品を含む須恵器や土師器が出上し、基底面付近に堆積する2・ 3・ 4層中からは弥生土器 (前

期～後期)力沈 在して出上したほか、石器が出土した。遺物の出土状況から、複数の溝の重複、もし

くは掘り直しが施された溝と推測される。溝の性格は定かではないが、溝基底部に堆積する4層中に

礫が混入することから流水があったことがわかり、水路的な役割をもつ溝の可能
J陛がある。

出土遺物 (第 127～ 130図、図版 30。 31)

25～ 47は 1層、48～ 83は 2～ 4層出土品である。

土師器 (25～ 31):25～ 29は奏の口縁部片で、25は外反、26～ 29は内湾口縁を呈する。日縁

端部は25が先細りし26は内傾する。27は口縁端部が内傾し、さらに内方に肥厚する。28の口縁端

部は丸く仕上げる。30。 31は甑で把手部は上外方にのび、断面楕円形を呈する。

須恵器 (32～ 47):32～ 39は杯H蓋である。32～ 38は丸みのある断面三角形状の稜をもち、口

縁端部は内傾する。38は口径 15.4 cm、 器高 5.3 cmを 測る復元完形品で色調は灰白色を呈し、天丼部

1/2の範囲に回転ヘラケズリ調整を施す。39は天丼部と口縁部を分ける稜は消失し、口縁端部は尖

り気味に仕上げる。40～ 43は杯H身である。たちあがり端部は内傾し、受部は上外方に短くのびる。

たちあがり径は、推定で 10.7～ 11.4 cmを測る。44～ 46は高郭である。44は有蓋高郭の蓋で、つま

み中央部は凹み、口縁端部は内傾する。45。 46は郭脚部片で、45は長方形状の透かし、46は台形状

の透かしが三方向に穿たれている。46の脚裾部には、沈線状の凹みが巡る。45。 46共に柱部外面に

回転カキメ調整を施す。47は甕の胴部片である。胴部最大径 44.2 cmを測る大型品で、色調は灰色を

呈する。タト面には平行叩き、内面には円弧叩きを施す。

弥生土器 (48～ 82):48～ 58は甕形土器。48～ 51は「く」の字状を呈する口縁部片で、51は

口縁端部を上方に拡張している。52は逆「 L」 字状を呈する折曲口縁、53は貼付口縁で、53は胴部

外面にヘラ状工具による沈線文 8条と刺突文、口縁端部に刻目を施す。54・ 55は胴部片で、54はへ

ラ描き沈線文 3条以上、55はヘラ状工具による線刻を施す (記号か)。 56～ 58は底部で、56は くび

れ部をもつ上げ底、57・ 58は平底である。59～ 78は壺形土器。59～ 63は口縁部片で、59～ 61は

口縁部を上下方に拡張し、口縁端面に凹線文 2～ 3条を施す。62は推定口径 29.6 cmを測る大型品で、

凹線文 6条を施す。63は、口縁端部が先細りする。64～ 68は頸肩部片で、65～ 67は頸部に断面方

形状の凸帯を貼付け、凸帯上に斜格子目文を施す。69は胴部最大径 70 cmを測る大型品で、断面方形

状の凸体を貼付ける。色調は灰褐色を呈し、内面にはヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。70～ 78は

底部で、70～ 77は平底、78は上げ底である。なお、77。 78は鉢形土器の可能性がある。79。 80は

鉢形土器。79は口縁部が外反し、口縁端部は尖る。80は推定口径 38.2 cmを測る大型品で、口縁端部

は丸く仕上げる。81・ 82は高郭形土器。81は杯部の復元完形品で、色調は褐色を呈し、口径 25.5 cm

を測る。口縁部は内湾し、口縁端部は内傾する。口縁吉レト面に凹線文 4条を施す。イ部上位外面はヨ

コ方向、内面はナナメ方向、さらに郭部下位タト面にはタテ方向、内面にはヨコ方向のヘラミガキ調整

を施す。82は脚柱部片で、色調は乳褐色を呈する。外面にはハケメ調整を施す。

石器 (83):83は石庖丁で、粗割段階の未成品である。材質は緑色片岩で、重量 60.9gを測る。

時期 :出土遺物の特徴より、古墳時代後期前半の溝とする。

-133-



平井遺跡 6次調査
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H=5760m

1

(S=1:60)

第126図  SDl測量図

1黒褐色 (10YR3/4)シ ルト
2黄慶色 (25Y5/4)砂 質シルト
3仄色 (5Y4/4)シルトに黄橙色
(10YR3/6)シ ルトがブロック状に混入

4暗仄貢色 (25Y5/2)シルトに
径2～5cm大の河原石が少量混入
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第127図 SDl出土遺物実測図 (1)
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第128図 SDl出土遺物実測図 (2)
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平井遺跡 6次調査
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第130図 SDl出 土遺物実測図 (4)

SD2(第 107・ 131図 )
調査地北東部B5区で検出した南北方向の溝で、溝北側はSDlと重複し、南狽Iは調査区外に続く。

調査壁の上層観察により、溝上面は第Ⅳ①層が覆う。規模は検出長 2.98m、 幅 0.42～ 0.50m、 深さ

は検出面下 10 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒褐色粘質シルトの単一層である。溝基底

面には凹凸がみられ、溝南側から北側へ向けて緩やかな傾斜をなす (比高差 6 cm)。 溝壁体及び基底

面は、第V層である。SDlと の切り合いが明確に検出されなかったことや、溝基底の傾斜がSDl
へ向かっていることから、SD2は SDlへ取水するための水路として利用された可能性が考えられ
る。なお、溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、SDlに関連する溝の可能性があることから、S
D2は古墳時代後期以降の溝とする。

SD3(第 107・ 131図 )
調査地南側E2。 3区で検出した東西方向の溝で、溝東側は土坑 S K 21、溝中央部は掘立 1柱穴 (S

P138)を切り、溝両端は消失している。規模は検出長 3.20m、 幅 0.28～ 0.42m、 深さは検出面下

6 cmを測る。断面形態は浅い皿状を呈し、埋土は黒褐色シルトの単一層である。溝基底面には凹凸が

みられず、わずかに西側から東側に向けて緩傾斜をなす (比高差 2 cm)。 溝壁体及び基底面は、第V

層である。溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は難しいが、掘立 1と の切り合い等から、SD3は概ね古墳時代後
期以降の溝とする。

(S=1:4)
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一1 黒幅色 (10YR2/2)
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1黒捐色(10YR2/2)
シ)レト
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0        1m
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0         1m
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第 131図  SD2・ 3測量図

3)土 坑

SK4(第 107・ 132図 )
調査地中央部北寄りC3区に位置し、掘立 8柱穴 (S P 166)を 切つている。平面形態は楕円形を

呈し、規模は長径 1.06m、 短径 0.85m、深さは検出面下 12 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、

壁体は比較的垂直気味に立ち上がる。埋土は、黒褐色シルトの単一層である。土坑基底面にて径 8 cm、

深さ3 cmを測る小ピット1基を検出した。ピット埋土は、黒褐色シルトである。土坑壁体及び基底面

は、第V層である。土坑内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが掘立 8に後出することから、概ね古墳時代後期以降

とする。

SK5(第 107・ 132図 )
調査地中央部北寄りC3区に位置する。土坑西側は近現代の畑耕作により、一部削平されている。

平面形態は楕円形を呈するものと考えられ、規模は長径 1,25m、 短径 0.95m、 深さは検出面下 15

cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒褐色シルトの単一層である。土坑基底面には凹凸が

みられ、土坑中央部から北側及び南側に向けて傾斜をなす。なお、土坑壁体及び基底面は第V層であ

る。上坑西狽J基底面にて、径 6～ 12 cm、 深さ2～ 8cmを測る刻ヽピット6基を検出した。ピット埋土は、

すべて土坑埋土と同様の黒褐色シルトである。土坑や小ピット内からは、遺物の出土はない。
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平井遺跡 6次調査

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、埋上がSK4と酷似することから、概ね古墳時代

後期以降とする。

SK8(第 107。 133図 )
調査地中央部西寄りC2。 3区に位置する。平面形態は円形を呈し、規模は径 1.28m、 深さは検

出面下 13 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒褐色シルトの単一層である。埋土中には、

少量の炭化物が混入する。土坑基底面には、わずかに凹凸がみられるが、基底面の高低差は認められ

ない。なお、土坑壁体及び基底面は第V層である。土坑内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、埋上がSK5と酷似することから、概ね古墳時代

後期以降とする。

SK ll(第 107・ 133図 )

調査地中央部南東寄りD3区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径 0。95m、 短径 0.84

m、 深さは検出面下 8 cmを測る。断面形態は浅い逆台形状を呈し、埋土は黒褐色粘質シルトの単一層

である。土坑西側基底部には段差があり、高さ2 cmを測るテラス状の高まりをもつ。また、土坑基底

面にて径 30 cm、 深さ4cmを測るピット1基と、径 8～ 12 cm、深さ3 cmを測る小ピット3基を検出した。

ピット埋土は、いずれも土坑埋土と同様の黒褐色粘質シルトである。土坑壁体及び基底面は、第V層

である。土坑及びピット内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、埋上がSK5や SK8と酷似することから、概ね

古墳時代後期以降とする。

掘立8

H=57.30m

1黒褐色(10YR3/1)シ ルト
2黒幅色 (7.5YR3/1)シルト
3 黒褐{ヨ (10YR2/2)シ ,レトに

黄橙色(10YR8/6)シ ルトが

ブロック状に少量混入

1黒褐色(10YR3/1)
シルト

〔S憔 5〕

第132図  SK4・ 5測量図

(S=1 :30)

0            1m

(S=1:30)

日=57.30m

ヽ

〔SK4〕
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H=57.10m

黒褐色 (10YR3/1)
粘質シルト

lm

(S=1:30)黒捐色(10YR3/1)シルト

に決化物が少量混入

0            1m

(S=1:30)

第133図 SK8。 11測量図

(3)古 代
調査で検出した古代の遺構は、土坑 3基である。すべて、第V層上面での検出である。

SK6(第 107・ 134図 )
調査地中央部CoD3区 に位置する。平面形態は円形を呈し、規模は径 1.36m、 深さは検出面下
18 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、壁体は垂直気味に立ち上がる。埋土は、褐色シルト

の単一層である。上坑基底面は北東部から南西部に向けて傾斜をなし、比高差4cmを測る。土坑壁体

及び基底面は、第V層である。土坑中央部南寄りの基底面にて径 12 cm、深さ4cmを測るピット1基と、

径 8cm、 深さ2 cmを測る小ピット2基を検出した。ピット埋土は、すべて上坑埋土と同様の褐色シル

トである。遺物は、埋土中より上師器片が少量出土した。図化しうるものを1点掲載した。

出土遺物 (第 134図 )

84は土師器郭の口縁部片である。推定口径 16.2 cmを 測り、体都中位に不明瞭な稜をもつ。色調は

乳灰褐色を呈し、内外面共にヨコナデを施す。

時期 :出土遺物が僅少で時期特定は難しいが、出土遺物の特徴より概ね古代、平安時代後期、■

～ 12世紀頃とする。

SKl(第 107。 135図 )
調査地北側B4区に位置する。平面形態は円形を呈し、規模は径 1,11～ 1.18m、 深さは検出面下

36 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、土坑南側壁体は垂直気味に立ち上がる。埋土は三種

類あり、上位は1層褐色シルト、下位は2層暗褐色シルトが堆積する。土坑基底面は凹凸がなく、ほ

ぼ平坦である。なお、土坑壁体及び基底面は第V層である。土坑内からは土師器片が数点出上したが、

図化しうるものはない。
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平井遺跡 6次調査

時期 :時期比定しうる遺物の出土はないが、土坑埋上がSK6と類似することから、概ね古代、平

安時代頃の遺構とする。

SK3(第 107・ 135図 )
調査地北西部B3区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径 1.04m、 短径 0.82m、 深

さは検出面下 43 cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈するが、壁体は内湾気味に立ち上がる。埋土は

四種類に分かれ、埋土上位から1層褐色シルト、2層明褐色シルト、3層明褐色シルト (黄橙色シル

トがブロック状に少量混入)、 4層褐色粘質シルトである。2層の堆積状況からは、再掘削された可

育蟄陛がある土坑である。土坑基底面には凹凸がみられず、ほぼ平坦である。なお、土坑壁体及び基底

面は第V層である。土坑内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、埋上がSKlや SK6と類似することから、概ね

古代、平安時代頃とする。

(4)その他の遺構 と遺物
調査では、柱穴 180基 (掘立柱建物柱穴 50基を含む)と倒木址 6基を検出した。すべて、第V層

上面での検出である。

1)柱 穴

検出した柱穴は、埋上で分類すると以下の三種類である。

A類 :灰褐色土 〔SPl～ 3・ 8～ 11。 15・ 18～ 20・ 24～ 27・ 31・ 33。 46・ 54・ 84・ 85'89・
94・ 98・ 100。 104。 107・ 110・ 111・ 116 ～ 118。 121,122・ 127・ 129 ～ 131・ 144。 145。 164・

165・ 168。 169。 174。  176。 177・ 180・ 182〕 :49瑳筆

0       5     10cm

(S=1:3)

1褐色 (10YR4/6)シ ルト
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遺構と遺物

B類 :褐 色 土 〔S P 14・ 16・ 17・ 22・ 23・

42・ 48・ 50・ 52・ 58・ 59・ 61・ 62・ 65・ 66・

69 ～ 72・ 74・ 76'77・ 87。 90。 98。 112 ～

115・ 123・ 124・ 153・ 159～ 162〕 i36基

C類 :黒褐色土 〔SP4～ 7。 12・ 21・ 38・
45・ 47・ 49・ 51・ 53・ 55～ 57'60・ 63・ 64・

67・ 68・ 73・ 75'78～ 81・ 83。 88・ 92・ 99・

103・ 106。  108・ 120・ 125。 126。 146。 147・

150。 155。 156・ 163・ 170～ 172〕 :45基

A類の柱穴は49基あり、調査地北側A3～

C4区と、南側D2～E3区に比較的多く分布

する。柱穴内からは、土師器片が出上している。

B類の柱穴は36基あり、調査地中央部D2・

3区に集中しており、柱穴内からは弥生土器片

や土師器片、須恵器片が出上している。C類の

柱穴は45基あり、調査地ほぼ全域に′点在する。

柱穴内からは、弥生土器片や土師器片が出上し

ている。なお、柱穴から出土した遺物のうち、

図化しうるものを5点掲載した。

出土遺物 (第 136図 )

85は S P 99(C類 )、 86は S P 163(C類 )、

87は S P 120(C類 )、 88は S P 17(B類 )、

89は S P 53(C類 )出土品である。85は須恵

器杯H蓋で、天丼部外面にはヘラ状工具による

線刻を施す (ヘラ記号か)。 86は須恵器郭H身

で、たちあがりは久損する。推定受部径 14.6

cmを測る。87は須恵器短顕壺の口縁部片で口

縁部は外反し、口縁端部は尖り気味に丸く仕上

げる。88は土師器杯で、色調は責灰色を呈し、

推定口径 12 cmを測る。89は弥生土器の壼形土

器で、口縁端面に刻日、口縁部内面にはヘラ描

き沈線文 1条を施す。外面はタテないしナナメ

方向、内面にはヨコ方向のヘラミガキ調整を施

す。

Ｈ〓５７
．
４０ｍ
一　
′

ち彊亀督紹 菖写打卜 宅三三E言軍ξ言真悪戸・
Ξtt「

〔SKl〕

H=57.20m

〔SK3〕

第135図  SKl・ 3測量図

lm
１

２

３

褐色 (10YR4/6)シ ルト

明褐色 (7 5YR5/6)シルト

明帽色 (7 5YR5/6)シルトに

貢橙色 (10YR8/6)シ ルトが

ブロック状に少量混入

帽色 (7.5YR4/3)粘質シルト
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平井遺跡 6次調査
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SP 99:85 SP17:88
SP163:86 SP53:89
SP120:87

第136図 桂穴出土遺物実測図

2)倒木址

調査で検出した例木址は6基である。調査地全域に点在しており、規模は径 1.2～ 3.Om、 深さは

検出面下 60～ 120 cmを測る。埋土は褐色を呈する粘性の極めて強い粘質土を基調とし、第Ⅳ①層や

第Ⅳ②層が互層堆積をなす。第 107図に倒木番号、及び倒れた方向 (矢印で示す)を表示している。

3)包含層出土遺物 (第 137・ 138図、図版 32)

調査では、包含層掘り下げ時に遺物が出上した。実測図を掲載した遺物は、第Ⅱ②層と第Ⅳ①層か

ら出上したものである。

90～ 125は第Ⅳ①層、126～ 130は第Ⅲ②層出土品である。

弥生土器 (90～ ■2):90～ 96は奏形土器の口縁部片や胴部片である。90～ 98は折曲口縁を呈し、

90,91は 口縁端部に刻日、胴部にヘラ描き沈線文を施す。92は胴部にヘラ描き沈線文 ll条以上を施す。

弥生前期末。93は逆「 L」 字状を呈する口縁部片で、内外面共にハケメ調整を施す。弥生中期中葉。

94は貼付口縁で、口縁端面に刻日、胴部にヘラ描き沈線文 5条を施す。95。 96イよ甕形土器の胴部片。

97～ 102は壷形土器の顎部や肩～胴部片である。97は頸部内面に断面三角形状の凸帯を貼付け、凸

帯上に刻目を施す。外面にはヘラ描き沈線文 l条を施す。弥生前期末。98は断面方形状の凸帯を貼

付け、凸帯上に斜格子目文を施す。弥生後期。99。 100は肩部片で、99は 2条の凸帯を貼付け、凸

帯上に押圧文を施し、凸帯上方には櫛描き沈線文2条を施す。弥生前期末。100は大型品で、外面に

ミガキ調整、内面にはヨコ方向のヘラケズリ調整を施す。弥生前期。101・ 102は胴部片で、ヘラ描

き沈線文5条を施す。クト面にはヨコ方向のヘラミガキ、102の内面にはタテ方向のヘラミガキ調整を

施す。色調や形態が類似することから、101と 102は同一個体の可能性がある。弥生前期末。103は

高郭形土器で、色調は黒色を呈する。外面はタテ方向、内面にはヨコ方向の丁寧なヘラミガキ調整を

施す。弥生前期。104～ 109は奏形土器の底部である。104～ 107は平底、108はわずかに上げ底、

109は くびれをもつ上げ底で、106～ 108のクト面にはタテないしヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。

110～ 1121よ壺形土器の底部である。1101よ突出する平底、■1と 112はわずかに上げ底となる。なお、

(S=1:4)
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第Ⅳ①層 :90～ 112
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ま と め

112の外面にはヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。104・ ■2は弥生前期、106～ 109は弥生中期後半、

105。 110は弥生後期後半。

須恵器 (113～ 123):113～ 118は須恵器郭H蓋である。l13～ ■6は丸みのある断面三角形状

の稜をもち、口縁端部は内傾する。117の稜は消失し、口縁端部は尖り気味に丸く仕上げる。118は

イG蓋で、推定口径 8 cmを 測る。113～ 115は 5世紀後半、116は 6世紀前半、117は 6世紀後半、

118は 7世紀中葉。119・ 120は杯H身である。たちあがり端部は内傾する。 5世紀後半。1211よ奏

の口縁部片で、口縁端部は珠玉状に仕上げる。 6世紀前半。122は壼の頸部片で、沈線文と波状文を

施す。 6世紀前半。123は長頸壼の頸部で、沈線文 3条を施す。7世紀。

土師器 (124。 125):124は 甕の口縁部片で、口縁端部は内傾する。125は甕の肩部片で、外面に

ハケメ調整を施す。 6世紀。

陶磁器 (126～ 129)■ 26は肥前系の陶器碗で胎土は灰茶色を呈し、釉調は灰緑色である。18世紀。

127は陶器碗の底部で、高台畳付及び底吉レト面には施釉されていない。18世紀。128は亀山焼の甕で、

肩部外面に格子叩きを施す。色調は黒褐色を呈する。15～ 16世紀。129は龍泉窯系青磁碗で、底部

タト面及び高台畳付には施用されていない。胎土は灰白色を呈し、釉調は灰緑色である。13世紀。

石器 (130):130は緑色片岩製の柱状片刃石斧である。

4。 まとめ
調査では、弥生時代から中近世までの遺構や遺物を確認した。弥生時代では、前期前半と後半から

末の上坑を 11基検出した。平面形態で分類すると円形、楕円形、長方形の三種類があり、規模をみ

ると最小規模の上坑は径 0.38～ 0,86m、 最大規模の上坑は径 1.24～ 2.36mを測る。遺構の性格は

定かではないが、壁体が垂直気味に立ち上がる土坑や、埋土中に炭化物が混入する土坑などがあり、

貯蔵用あるいは土器の廃棄用として利用されたものと推測される。調査地周辺では、調査地北東部に

ある古市遺跡から弥生時代前期末の上器が出上した自然流路が検出されており、さらには古市遺跡の

北東にある五楽遺跡 2次調査からは前期後半から末の上坑群のほか、遺物包含層が検出されている。

今回の調査をふまえると、小野地区から西方にある平井地区にかけては弥生時代前期集落が広く展開

していたものと考えられる。ただし、集落様相は不明な点が多く今後、集落構造や範囲など言料田な調

査・研究が必要となる。

次に古墳時代では掘立柱建物をはじめ、溝や土坑を検出した。掘立柱建物は、出土品より古墳時代

後期以降の建物と考えられる。このうち、5棟の建物 (掘立4～ 8)は、建物規模から倉庫的な性格

をもつ遺構と推測される。そのほかSDlは弧状を呈する溝であるが、全体像は不明であり形状や用
途については断定できないが、溝内からは弥生時代から古墳時代にかけての上器力汁ヒ較的まとまって

出土しており、長期間存在していた溝と考えられる。調査地近隣にある平井遺跡4次調査や5次調査

からも同時期の竪穴住居や掘立住建物が多数検出されており、調査地や周辺地域には古墳時代集落が

脈々と営まれていたものといえる。

古代では、平安期とされる土坑 3基を検出した。周辺では前述の古市遺跡や下苅屋遺跡において飛

鳥時代から平安時代までの上器が出土した溝や自然流路が報告されており、今回検出した土坑は古墳

時代と同様、調査地周辺には古代集落が継続して営まれていたことを物語る貴重な資料といえる。
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平井遺跡 6次調査

中近世の遺構は未検出であるが、柱穴や包含層中から出上した鎌倉時代から江戸時代までの上師器

や陶磁器は、近隣に広がる中近世集落の存在を示唆する資料といえよう。

今回の調査により、弥生時代前期及び古墳時代後期から古代にかけて、調査地や周辺地域に集落の

存在が確定的となった。今後、時代ごとの集落構造や範囲、さらには変遷を詳細に解明することが、

小野・平井地区の遺跡を考えるうえで急務となる。なお、調査における遺構検出面である責橙色シル

トは厚さ30 cm以上の堆積を測る安定した上壌を形成しており、周辺の調査状況などから、このシル

ト層は調査地を含めた東西方向のエリアに長く堆債し、微高地を形成しているものと考えられる。こ

のことから、古墳時代を中心とする集落が、この微高地上に展開している可能性が高く、調査地周辺

は遺跡が広く存在する重要な地域といえよう。

遺構・遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値
調整欄    土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、天→天丼部、顕→頸部、胴→胴部、

体→体部、脚→脚部、底→底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。
例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 4)→「 1～ 4mm大の石英 。長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、O→良、△→不良。
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表 73  掘立柱建物一覧

屈立 地  区 難
的

方位
桁行長

(m)
梁行長

(m) 柱穴埋土 出土還物 時 期 備 考

l El～ 3 3× (4) 東西 (860)
黒褐色シルト

(黄橙色シルト混入 )他
土師・須恵
石

古墳後期以降

2 E2～ F3 2X3 東西 540 黒色シルト他 弥生・土師 古墳後期以前

C・ D3 2× 2 南北 3.50
黒褐色シルト

(黄橙色シルト混入 )他
弥生・土師 古墳後期以降

4 C・ D3 lX l 東西 220 黒褐色シルト
(黄橙色シルト混入 )他

弥生・上師 古墳後期以降

5 D2・ 3 lX l 南北 253 黒褐色シルト

(黄橙色シルト混入 )
弥生 古墳後期以降

6 D・ E3 l× 1 東西 210 黒褐色シルト

(責橙色シルト混入 )
土師 古墳後期以降

7 E3 l l 南北 232 226 黒褐色粘質シルト
(黄橙色シルト混入 )

古墳後期以降

C3 1× 1 東西 262 黒褐色ンルト

(責澄色シルト混入 )
土 師 古墳後期以降

表 75  土坑一覧

遺構一覧

表 74  溝一覧
溝
ＳＤ

地  区 断面形
規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方 向 遅  上 出土遺物 時 期 備 考

1 B4・ 5 逆台形状 720× 385 X 058 東西 黒褐色シルト他 鰤
・石
弥生．箱

古墳後期前半

B5 峨 298 X050 × 010 南北 黒褐色粘質シルト 古墳後期以降

E2・ 3 皿状 320 × 042 X 006 東 西 黒褐色シルト 古墳後期以降

坑

ＫＩ

上

Ｓ 地  区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径 )× 幅(短径 )×深さ
埋 土 出土遺物 時  期 備 考

1 B4 円形 逆台形状 118 × 111 × 036 褐色シルト他 土 師 古代

2 欠  番

B3 楕円形 逆台形状 104 × 082 X 043 褐色シルト他 古代

4 C3 楕円形 逆台形状 106 × 085 × 012 黒褐色シルト 古墳後期以降

5 C3 楕円形 逆台形状 125 X 095 X 015 黒褐色シルト 古墳後期以降

6 C・ D3 円形 逆台形状 136 × 136 × 018 褐色シルト 土 師 平安

7 D3 長方形 逆台形状 161 × 126 X 020 黒色シルト
(黄橙色シルト混入 )他

弥生 弥生前期後半～末

8 C2・ 3 円形 逆台形状 128 X 128 X 013 黒褐色シルト 古墳後期以降

9 D3 不整楕円形 逆台形状 204 × 130 × 025 黒色シルト他 弥生前期後半～末

D3 楕円形 逆台形状 112 × 070 × 017 黒色シルト他 弥生 弥生前期後半

D3 楕円形 逆台形状 095 × 084 X 008 黒褐色粘質シルト 古墳後期以降

D2・ 3 不整長方形 逆台形状 135 × 086 X 010 黒色シルト

(黄橙色シルト混入 )
弥生前期後半～末

D2 不整楕円形 逆台形状 236 X 124 × 009
黒色シルト

(黄橙色シルト混入 )他
弥生 弥生前期後半～末

D2 不整楕円形 逆台形状 (071)X 054 × 007
黒色シルト

(黄橙色シルト混入 )
弥生 殊生前期前半

欠  番

E3 楕円形 逆台形状 112 X 096 × 003 黒色粘質シルト 弥生 弥生前期末

D2～ E3 長楕円形 逆台形状 158 × 070 × 011 黒色粘質シルト 弥生・石 弥生前期末
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坑
Ю
±
６

地 区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径 )×幅 (短径 )×深さ
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

D2 円形 逆台形状 086 X 038 × 007
黒色シルト

(黄橙色シルト混入 )
弥生前期後半～末

D2 円形 逆台形状 133 X 127 × 013 黒色シルト 弥生 弥生中期後半

E3 不整楕円形 逆台形状 110 × 104 X 004
黒色シルト

(責橙色シルト混入 )
弥生前期後半～末

E3 精円形 逆台形状 と27 X l10 X OX4 黒色粘質シルト 弥生 弥生前期末

土坑一覧

平井遺跡 6次調査

(2)

夢そ76 表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ,施 文
調   整 色調

1禽唇|
胎 土

焼 成
備 考 図 版

外 面 内 面

1 甕
径
高
口
残
(164)
31 lh‐ 山口縁。口縁端部とこ刻目。小片。

ハケ→

ヨコナデ
ナ デ

色
色
褐
掲
茶
茶

石 。長o～ 2)
◎
SK14

霊 残高  72
ヘラ描き沈線文 3条 十ヘラ描き沈線
文2条以上。

マメツ ナ デ
色
色
掲
白
橙
乳

石 。長 (1～ 2)
◎
SKl(

一望
径
高
口
残
(128)
20
六日重。日縁端面に沈線文 1条。
」ヽ片。

ハケ→ミガキ ハケ→ミガキ 睡随
石 。長(1～ 2)
◎

SKlて

士霊
径
高
口
残
(137)
24 六口壷。小片。

ミガキ ミガキ
色
色
褐
褐
灰
茶

石・長 (り
◎

SKl写

壼
口径 (225)
残高  45

長顎壷。凸帯上に押圧文。口縁端面に沈
線文 l条と刻目、頸部に沈線文 1条。

ハケ (5本 /cm)
→ミガキ

ハケ (5本 /cn)
→ミガキ

褐色
乳褐色

石
長」
～9
◎
SK21

7 〓霊 残高  85 ヘラ描き沈線文 5条 2段。 ミガキ ナデ→ミガキ
暗灰褐色
褐色

石・長 (1～ 3)
◎
SK21
黒斑

士霊
底径 (12り
残高 48 わずかに上げ底。

ハケ (8本 /cm) ナデ
色
色
褐
褐
橙
橙

石・長 (1～ 3)
◎ ＳＫ２‐瓢

9 鉢
口径 o92)
残高  27

回縁端部に刻日、口縁部にヘラ描き
沈線文 4条以上。小片。

ミガキ ヨコナデ
褐色
茶褐色

石 。長 (1～ 2)
◎
SK21

甕
め

４

猛

２

伊察住
古回

口
残

貼付口縁。ヘラ描き沈線文 2条以上。
小片。

ヨコナデ ミガキ
茶褐色
茶褐色

石 長 (1～ 2)
◎
SKl(

高杯 残高  25 凹線文 3条以上。 ナデ ナデ ミガキ 乳茶色
淡黄色

石 長 (1～ 2)
◎

SK19

表 77  SK出 土遺物観察表   石製品

番号 器 種 残 存 材  質
法

備 考 図版
三さ (cm 旺目(cm〕 厚さ (cm〕 重さ (RⅢ

5 石核 緑色片岩 SK17

表 7 掘立 1 土

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1禽目|
月含 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

甕
①

８

＆

Ｚ

伊径
高
口
残 内湾口縁。国縁端部は上内方に肥厚。 マメツ マメツ

橙褐色
橙褐色

石 (1)
◎

SP141

甕
径
高
口
残
(165)
25 狩湾口縁。口縁端部

は内傾。 マメツ マメツ
色
色
橙
橙
黄
黄

石 長 ll～ 7)
◎

SP132

甕
４
５

径
高
底
残 突出する平底。 ハケ 14本 /cm) ナ デ 晦随

Ｒ
◎

SP132

黒斑

郭身 残高  14 平底。 回転ヘラケズリ 回転ナデ
灰掲色
灰褐色

密

◎
SP133

杯 身 残高  17 平底。 回転ヘラケズリ 回転ナデ・ナデ
色
色
灰
灰

密

◎
S,141

表 79  掘立 1出土遺物観察表  石製品

番据 器 種 残  存 材 質
法 量

備 考 図 版
長さ(cm 幅 (cm) 煽証さ (cm) 目圭さ (富)

17 石庖丁 1/2 緑色片岩 203 未成品 。SP134

80 2出土 表  土

ロアコ
番 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調   整 色調
1貧目|

胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

甕 残高  17 折曲口縁。口縁端部に刻日、顕部に
沈線文 1条。小片。

ヨコナデ ミガキ
色
色
橙
橙

石・長 (1～ 2)
◎

SP154

高杯 残 高 ヘラ描き沈線文 4条。 ハケ(10本 /cm ナデ
茶褐色
茶褐色

石・長 (1～ 3)
◎

SPl開
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表 81  掘立 3出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 支
調  整 色調

1禽目|
胎 主

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

甕
憫
解

径
高
口
残

貼付口縁。櫛描沈線文 8条以上。小
片。

ヨコナデ ミガキ
色
色
褐
褐
乳
乳

石・長 (1～ 2)
◎
SP36

甕
０

３

ａ

４

伊径
高
口
残

強付口縁。口縁端部に刻目、胴部に
節描沈線文 5条。

ナ デ ミガキ
色
色
責
黄
淡
淡

石 ・長(1～ 2)
◎
SP36

高杯 残高  1つ い片。 ヨコナデ ナ デ
色
色
褐
褐
赤
赤

石 。長 o)
◎
SP44

表 84  SDl出土遺物観察表  土製品

遺物観察表

(1)

82 5

番号 梯 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧写|
胎 土

Ft成
備考 図版

外 面 内 面

壺
径
高
底
残 平底。 マメツ ナ デ

色
色
橙
橙 即

◎ ＳＰ８２瓢
言三83 出

番号 器 種 残  存 材  質 色
法

備 考 図版
直径 (cm) 高さ(cm 重さ (g)

% 玉 完形 翡翠 灰黄 SP82

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

甕
的
開

径
高
口
残

外反口縁。口縁端部は先細り。顕部
内面に稜。

マメツ マメツ
色
色鶏鶴
石・長 (1～ 2)
◎

甕
径
高
口
残
(174)
33 口縁端部

は内傾。小片。 マメツ マメツ
色
色
褐
褐
乳
乳

石 (1)
◎

甕
径
高
口
残
(175)
28
内湾口縁。口縁端部は内傾し、内方
に肥厚。小片。

マメツ マメツ
橙色
暗橙色

石 長 ll)
◎

奏
動
２

径
高
口
残 内湾口縁。口縁端部は丸い。オヽ片。 ヨコナデ ヨコナデ

色
色
褐
褐

密

◎

甕 残高  25 頸部内面に稜。小片。
ハケ

(5～ 6本 /cm)
ハケ

(5- 6本 /cm)
色
色
橙
橙

石・長 (ll
◎

甑 残高  67 肥手先端部は欠損。 ハ ケ マメツ
橙褐色
橙褐色

石 長(D
◎

甑 残高  57 肥手部。断面楕円形。 ナ デ ナ デ
色
色
褐
白
橙
灰

石
蚕ω
◎

杯蓋
靱
蜆

径
高
口
器

扁平な天丼部。断面三角形状の鋭い

稜。 1/2の残存。
〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

杯蓋
靱
箭

径
高
口
残 断面三角形状の鋭い稜。小片。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転 ナ デ
青灰色
青灰色

密

◎

琢蓋 残高  26 断面三角形状の稜。小片。 〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
灰色
灰色

密

◎

杯 蓋
径
高
口
残
(1■5)

44
天丼部と口縁部の境界は、凹線が巡
る。 1/4の残存。

○回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

杯蓋
利
％

径
高
口
残

天丼部と口縁部の境界は、凹線が巡
る。小片。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

不蓋
伝住
せ画

口
残
(151)
42
天丼部と口縁部の境界は、凹線状の
四みが巡る。小片。

○回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

邦蓋
４
３

径
高
口
器

誦平な天丼部。九味のある断面三角
レ状の稜。ほぼ完形。

○回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
ナデ

灰白色
灰白色

長(21
◎

邦蓋
径
高
口
残

丸味のある天丼部。口縁端部は尖る。
小片。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

40 杯身
口径 (107)
器高  39

たちあがり端部は内傾。扁平な底部。
1/3の残存。

①回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
暗灰色
灰色

密

◎

郭身
径
高
口
残
(113)
26 たちあがり端部

は内傾。小片。 回転ナデ 回転 ナ デ
青灰色
青灰色

密

◎

郭身
径
高
口
残
(1■3)

39
たちあがり端部は内傾。 回転ナデ 回転ナデ

色
色
褐
黄
灰
灰

長 (1～ 3)
◎

43 郭身
径
一島
口
残
(1141
37
たちあがり端部は内傾。小片。 回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰

密

◎

44 蓋
径
高
口
器

有蓋高郭の蓋。九味のある断面三角形状
の稜。口縁端部は内傾。 1/4の残存。

○回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

高不
径
高
底
残 長方形透かし3ケ所。

④回転ヘラケズリ

⑩ 回転カキメ 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
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SDl出土遺物観察表  土製品 2

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1貧目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

高イ
径
高
底
残

台形透かし3ヶ所。脚裾部に沈線状
の四みが巡る。

①回転ナデ

⑩ 回転カキメ 回転ナテ
回転ナデ

色
色
灰
灰

密

◎

甕 力亀浮考  287 桐部片。 平行叩き
円弧叩き
→ナデ

灰色
灰責褐色

密

◎

甕
径
高
口
残
(164)
79 く」

の字状口縁。 ナ デ
◎ナデ
⑩ミガキ

色
色
褐
橙
乳
赤

石
昆」
～9
◎

甕
勒
認

径
高
口
残
円
』
の字状口縁。口縁端面はナデ ヨコナデ マメツ

橙色
乳灰色

石 長(1)金
◎

黒斑

奏
燭
郷

径
高
口
残

「く」の字状口縁。口縁端部は上方
にわずかに月巴厚。月ヽ片。

ヨコナデ
Θヨコナデ
⑩ ハケ 18本 /cm)

褐色
暗褐色

石
長」
～動
◎

甕
径
高
口
残
(158)
38 口縁部

は上方に肥厚。小片。 マメツ マメツ
色
色
責
責
乳
乳

密

◎

奏
ロイ垂 (202)
残高 67

逆「L」 字状口縁。口縁端部は尖り
気味に丸い。

Θヨコナデ
⑩ハケ

Θヨコナデ
⑩ナデ

乳褐色
淡褐色

石・長(1～ 31
◎

黒斑

甕
口径 (24つ
残高  66

貼付口縁。口縁端部に刻目、胴部に
ヘラ沈線文8条 十刺突文。

ミガキ ナ デ
暗褐色
灰褐色

石・長 (1～ 2)
◎

黒 斑

奏 残高  23 ヘラ沈線文 3条以上。小片。 マメツ ミガキ
色
色
褐
褐

石・長o～ 3)
◎

棗 残高  58 ヘラ状工具による線刻。 ナ デ ケズリ
色
色
褐
褐
灰
茶

石
昆ぎ
～動
◎

甕
径
高
底
残

くびれをもつ上げ底。 ナ デ ナ デ
褐色
乳褐色

石
長ず
～0
◎

黒斑

甕
径
高
底
残 平底。 ナ デ ナ デ

栓褐色
暗褐色

石
長」
～9
◎

奏
径
高
底
残

いさな平底。 ミガキ マメツ
色
色
橙
白
責
黄

長(1～ 2)
◎

一霊
口径 (127)
残高  24

広口壺。口縁端部は上方に拡張し、
四線文 3条を施す。小片。

ナ デ ナ デ
色
色
褐
褐
灰
灰
乳
乳

石・長(1～ 3)
◎

60 霊
径
高
日
残

(1■0)

14 六
口壷。四線文 2条。小片。 ヨヨナデ ヨコナデ

乳褐色
乳褐色

石・長(1～ 3)
◎

士霊
０
９

径
高
口
残 六口壷。凹線文 3条。 Θヨコナデ

⑤ミガキ
ヨコナデ
ミガキ

灰責褐色
灰黄褐色

石
晃ぎ
～動
◎

孝霊
口径 (296)
務えド彗   32

広口壺。口縁部は上方に拡張、凹線
文 6条。大型品。

ナ デ ナデ
乳褐色
乳褐色

石
昆ず
～9
◎

黒 斑

士霊
口径 (1581
残高  52 直口壺。口縁端部

は先細り。 マメツ マメツ
色
色
褐
褐

石 長 ll～ 41
◎

黒斑

壺 残高  58 広口壼の顕部片。 ハケ(5本 /cm) ハ ケ ナ デ
色
色
白
掲
乳
乳

石 長 (1～ 2)
◎

壺 残高  36 貼付凸帯上に斜格子目文。 ハケ→ナデ ナ デ
灰褐色
褐色

石 長 (1～ 3)
◎

重 残高  47 貼付凸帯上に斜格子目文。小片。 ハケ (4本 /cm)
ハケ 14本 /cm)
→ナデ

色
色
褐
褐

石 長 (1)
◎

壺 残高 貼付凸帝上に斜格子目文。小片。 ナ デ ナ デ
暗灰色
褐色

石 長 (1)
◎

壷 残高 肩部片。 ナ デ ナ デ
赤橙色
赤橙色

石
長ず
～9
◎

霊 残高 172 貼付凸帯 1条。大型品。 マメツ ミガキ 灰褐色
黄褐色

石 。長 (1～ 3)
◎

70 一望
底径 GO)
残高 71 平底。 1/4の残存。 ナデ→ミガキ ナデ

色
色
白
褐
灰
橙

石。長 (1～ 3)
◎

黒斑

里
底径  (741
残高  39 平底。

ハケ
(5～ 6本 /cm)

マメツ
色
色
責
責
乳
乳

石・長o～ 3)
◎

士望
径
高
底
残 平底。 ハ ケ ナデ

褐色
黒色

石・長 ll～ 3)
◎

黒 斑

霊
径
高
底
残

平底。 1/4の戎存。 ハケ→ナデ ナデ
暗灰褐色
褐色

石
晃」
～動
◎

一霊
底径  (781
残高  28 辛底。

マメツ マメツ 随鞭
石・長 (D
◎

霊
径
高
底
残 享みのある平底。 マメツ ナ デ 鞠髄

石 長 ll～ 4)
◎

壺
径
高
底
残 享みのある平底。 ハ ケ ナデ ナ デ

色
色
褐
褐

石・長 (1～ 3)
◎

豆
径
高
底
残 突出する平底。1/2の残存。

ハケ (5本 /cm)
→ナデ

ナ デ
乳橙色
乳責色

石 即
◎
～ 2)

平井遺跡 6次調査
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SDl出土遺物観察表  土製品 3

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目十
胎 土

焼 成
備考 図版

面 内 面

壷
底径  50
残高  36 寒出する上げ底。

ハケ・ナデ ナ デ
乳灰色
灰責色

石 長 (1～ 3)
◎

黒斑

鉢
径
高
口
残
(136)
39 朴反口縁。口縁端部

は先細り。 マメツ マメツ
色
色
褐
褐 即

◎
鉢
口径 (382)
残高  29 外反口縁。大型品。小片。 ナ デ ナ デ

乳白色
乳白色

石・長o～ 4)
◎

高郭
昴
鋸

径
高
口
残

口縁部に凹線文 4条。杯部完形。 Θヨコナデ
④ミガキ

Θヨコナデ
④ハケ→ミガキ

色
色
褐
褐

石・長o～ 3)
◎

黒 斑

高杯 残高  50 柱部片。
ハケ(9本 /cm)
→ナデ

ナ デ
色
色
褐
褐
乳
乳 印

◎

表 88  包含層出土遺物観察表  土製品

遺物観察表

85   SDl

番号 器 種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ(cm 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ(g)

石庖丁 2//3 緑色片岩 未成品

表 86  SK6出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目十
胎 土

棒 成
備考 図版

外 面 内 面

杯
Ｄ
５

径
高
口
残 体部中位に不明瞭な稜。 ヨコナデ ヨコナデ

乳灰褐色
乳白色

密

◎ 黒斑

87 土

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1禽詈|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

不蓋 残高  17 天丼部外面に線刻 (ヘラ記号 )。 回転ヘラケズリ 回転ナデ・ナデ
灰色
青灰色

密

◎ 3P99

郭身 残高  21 卜片。 回転 ナ デ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎
SP163

室
径
高
口
残
(100)
20 C顕壷。口縁端部は尖り気味。小片。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
SPl参Э

郭
径
高
口
残
(1201
30
口縁部は外反、口縁端部は尖る。小
片。

マメツ マメツ
色
色
灰
灰
責
黄

密

◎ 3P17

壼
口径 (228)
残高  41

広口壷。口縁端面に刻目。口縁部内
面に沈線文 1条。

ハケ→ミガキ ミガキ
色
色
褐
褐
暗
暗

石
長」
～動
◎

3P53

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧冨|
胎 土

Fo虚
備考 図 版

外 面 内 面

奏
口径 (228)
残高  47

折曲口縁。口縁端部に刻目。胴部に
ヘラ沈線文 7条。

ヨヨナデ
Θヨコナデ
⑪ハケ→ヨコナデ 睡随

石・
最ず
～動
◎

Ⅳ
層
第
①

養
径
高
口
残
(216)
36
折曲口縁。口縁端部に刻目。胴部に
ヘラ沈線文 4～ 5条。

ヨコナデ マメツ
黒色
乳褐色

石 長 (1～ 2)
◎

Ⅳ
層
第
①

甕 残高  50 折曲口縁。口縁部一部欠損。胴部にヘラ沈線文 n条以上。 ヨコナデ
ヨコナデ
ミガキ

茶褐色
茶褐色

石 '長 (1～ 21
◎

Ⅳ
層
第
①

甕 残高  43 逆「L」 字状口縁。小片。 ハケ (7本 /cm) ハケ (6本 /cm)
橙褐色
橙褐色

石 。長 (1)金
◎

Ⅳ
層
第
①

養
径
高
口
残
(204)
32
貼付口縁。口縁端部に刻目。胴部に
ヘラ沈線文 5条。小片。

ハ ケ ヨコナデ
灰褐色
乳褐色

石・長 (D
◎ 『腕

甕 残高  43 ヘラ沈線文 2条 十刺突文 2列。 ナ デ ミガキ
乳褐色
灰褐色

石 長 (1～ 2)
◎

Ⅳ
層
第
①

甕 残高 ヘラ沈線文 4条 十刺突文 2列。小片。 ナ デ ナデ
色
色
褐
褐
茶
茶

石
昆ず
～動
◎

鋭

斑

壷 残高
内面凸帝上に刻目。頚部に沈線文 1
条。

ハケ
(5～ 6本 /cm)

ハケ (6本 /cm)
→ナデ

乳褐色
乳褐色

石
長ぎ
～動
◎

Ⅳ
層
第
①

望 残高  24 凸帯上に斜格子目文。小片。 ハケ (7本 /cm) ハケ (6本 /cm)
乳褐色
掲色

石 長 (1～ 3)
◎

Ⅳ
層
第
①

霊 残高  26 貼付凸帯文 2条十沈線文 2条。凸帯上に押圧文。
ヨコナデ ナ デ

色
色
褐
褐
乳
乳

石・長 (1～ 3)
◎

Ⅳ
層
第
①

100 壺 残高  72 肩部片。大型品。 ハケ (ミ ガキ ) ケズリ
色
色
褐
褐
暗
黄

石
長ず
～〕
◎

筋
斑

Ｖ

　
皇
ヽ

壷 残高  55 ヘラ沈線文 5条。 ミガキ ナ デ
乳褐色
乳褐色

石 長(1～ 3)
◎

Ⅳ
層
第
①
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平井遺跡 6次調査

(2)

器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調1貧写|

胎 土

焼 成
備考 図版

面 面

壺 残高  65 ヘラ沈線文 5条。 ミガキ ミガキ→ナデ
色
色
褐
褐
乳
乳

石・長 (1～ 3)
◎

Ⅳ
層
第
①

高杯 残高  41 郭部片。 ハケ→ミガキ ミガキ
色
色
黒
褐

石
長ぎ
～⊃
◎
嘲
翻

甕
径
高
底
残 平底。 ハケ (8本 /cm) ナ デ

黒色
乳白色

石・長 (1～ 2)
◎

幕VOE

甕
底径 (641
残高  38 平底。 1/3の残存。

ハケ (9本 /cm) ナデ
茶褐色
灰褐色

石・長 (1～ 5)
◎

Ⅳ
層
第
①

甕
径
高
底
残 平底。 1/3の残存。 ミガキ ナデ

暗褐色
暗褐色

石
晃ず
～o
◎

Ⅳ
層
第
①

甕
径
高
底
残 平底。 1/2の残存。 ミガキ ナデ

色
色
橙
褐
乳
灰

石
昆ず
～動
◎

第Ⅳ⑨瞬

奏
径
高
底
残

わずかに上げ底。 1/3の残存。 ミガキ ナ デ
茶褐色
黒褐色

石・長 (1～ 3)
◎

Ⅳ
層
第
①

奏
径
高
底
残 くびれをもつ上げ底。 マメツ ナ デ

色
色
褐
褐
黒
黒

長 (1～ 2)
◎

Ⅳ
層
第
①

壺
底径  40
残高  39 突出する平底。 ハ ケ

ハケ
(6～ 7切卜/cm)

澄色
橙黄色

長 (1)
◎

餅
斑

壷
径
高
底
残

わずかに上げ底。小片。 ナデ ナ デ
乳褐色
責褐色

石・長 (1～ 4)
◎

窮Ⅳ③ 〔

士笠
狭住
せ向

底
残

上げ底。 1/3の残存。 ハケ→ミガキ ナ デ
責褐色
責褐色

石
昆ぎ
～9
◎

Ⅳ
層
第
①

杯蓋
径
高
口
器
(1■9)

44
誦平な天丼部。断面三角形状の九味
つある稜。小片。

○回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

〇ナデ
Θ回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
Ⅳ
層
第
①

郭蓋
口径 (11⊃
残高 28 斬面三角形】犬の鋭い稜。小片。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
Ⅳ
層
第
①

杯蓋 残高  25 断面三角形状の鋭い稜。小片。 回転ナデ 回転 ナデ
青灰色
青灰色

密

◎
Ⅳ
層
第
①

杯霊
径
高
口
残
(143)
54
丸味のある断面三角形状の稜。扁平
な天丼部。

○回転ヘラケズリ
Θ 回転ナデ

〇ナデ
◎回転ナデ

色
色
灰
灰

密

◎
Ⅳ
層
第
①

杯蓋
り
鍋

径
高
口
残 口縁端部は尖り気味。小片。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
第Ⅳ
①層

杯蓋 残高  12 かえりは一部欠損。小片。 回転ナデ 回転 ナ デ
色
色
灰
灰

密

◎
Ⅳ
層
第
①

杯身
径
高
口
残
(123)
40
たちあがり端部は内傾。小片。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
Ⅳ
層
第
①

杯身
径
高
口
残
(120)
32 霊部端に沈線状

の口み。小片。 回転ナデ 回転 ナ デ
青灰色
青灰色

密

◎
Ⅳ
層
第
①

霊
２
７

径
高
口
残 口縁部は珠玉状。小片◇ 回転ナデ 回転ナデ

黒灰色
灰色

密

◎
崩IV①歴
自//・ 和

122 士望 残高  48 波状文 8条 十沈線 2条 十波状文 14
条十沈線 1条以上。 回転ナデ 回転ナデ

暗灰色
暗灰色

密

◎
Ⅳ
層
第
①

一霊 残高  68 長顕壺の顎部。沈線 3条。 1/4の残存。
回転ナデ 回転ナデ

灰褐色
灰色

密

◎
Ⅳ
層
第
①

124 甕
径
高
口
残
(170)
25
殉湾口縁。口縁端部はわずかに内傾。
い片。

ヨコナデ ヨコナデ
乳褐色
橙褐色

石・長 o)
◎

Ⅳ
層
第
①

甕 残高  27 言部片。 ハケ 18本 /cm) ナデ
色
色

自

由
石 長 a)
◎

Ⅳ
層
第
①

碗
勤
９

径
高
口
残 麻部中位に稜。全面施釉。 ナ デ ナデ

灰色
灰緑色

密

◎ 拗陸囃
碗
径
高
底
残 表部片。底都外面に施/EIな し。 ナ デ ナ デ

灰白色
灰白色

密

◎

舛H②層

灰白色

弩 残高  43 亀山焼。小片。 格子タタキ ナデ
色
色
掲
褐
黒
灰

石・長 (1)
◎

Ⅱ
層
第
②

碗
底径 (521
残高  17

青磁。底部外面に施釉なし。 1/3
の残存。

ナ デ ナ デ
灰緑色
灰緑色

密

◎

第H②踊
胎主 !

灰白色

表 89  包含層出土遺物観察表  石製品

番婦 器 種 残  存 材  質
法 量

備 考 図版
長 さ (Cm 幅 (cm) 厚さ(cm ロヨさ(冨)

柱状片刃石斧 1/2 緑色片岩 第Ⅱ②層
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第 7章 平井遺跡 7次調査
1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2007(平成 19)年 1月 、松山市平井町甲3115外において、松山市道小野 160号線道路改良工

事に伴う埋蔵文化財試掘調査を実施することとなった。調査は松山市都市整備部道路建設課 (以下、

道路建設課)と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)と

が委託契約を結び、平成 18年 2月 19日から2月 22日 までの間に実施した。調査では、溝・土坑。

柱穴などの遺構や、土師器 。須恵器などの遺物を検出した。この結果を受け、道路建設課と埋文セ

ンターは協議を重ね、道路改良によって消失する遺跡に対して記録保存のための発掘調査を実施

することとなった。発掘調査は道路建設課と埋文センターが委託契約を結び、古墳時代の集落構

造解明を主目的として、松山市教育委員会文化財課の指導のもと平成 19年 9月 18日 より開始し

た。

(2)調査の経緯
平成 19年 9月 18日、発掘調査機材の搬入や、現場保全のため杭打ち・ロープ張り・下草刈り・

調査区の設定を行う。重機により、調査地西側に水の浸入防止の土手を設置。9月 19日、重機によ

る表土掘削を開始すると同時に壁面・床面の精査を行う。9月 28日、重機による表土掘削を終了す

る。10月 2日、水準′点やグリット杭の設置を行うと同時に測量を開始する。10月 15日、遺構検出

写真撮影を行い、遺構の掘り下げを開始する。11月 12日、久米中学校 2年生 3名による職場体験。

n月 14日、雄新中学校 2年生5名による職場体験。11月 21日 、遺構の完掘状況の写真撮影を行う。
■月22日 、西壁に深掘リトレンチを掘り、堆積土層の確認を行う。本日にて測量を終了する。また、

重機にて埋め戻しを開始する。11月 29日 、調査事務所を撤去する。11月 30日 、重機での埋め戻し

を終了し、本日にて屋外調査を完了する。

室内調査 :平成 19年 12月 1日～平成 20年 1月 31日 の間で記録写真の整理、遺物の洗浄・注記・

復元・一部実測、現場で作成した原図の整理や、一部の2次原図作成・トレースを行い、調査概

要報告書を作成する。

(3)調査組織
遺 跡 名

調査場所

調査期間

調査面積

調査委託

調査主体

調査担当

平井遺跡 7次調査

松山市平井町甲 3115の一部、甲 3117の一部

2007(平成 19)年 9月 18日～ 2008(平成 20)年 1月 31日

744.78だ (7,274だ )

松山市都市整備部道路建設課

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

河野史知
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平井遺跡 7次調査
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調査の経緯

第 140図 遺構配置図

(S=1:200)
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平井遺跡 7次調査

2.層 位
(1)基本層位 (第 141図 )
調査地は ,松山平野東部の小野谷に水源を発する小野川と、平井谷に水源を発する堀越川によって

形成された扇状地上の扇央付近、標高約 55mを測り、調査以前は畑地であった。

基本層位は、以下の 5層である。

暗緑灰色土 (75GY71)で、水田耕作上が調査区全域に層厚8～ 3髄mの堆積を測る。

暗責褐色土 (2.5Y6/6)で、水田耕作土に伴う床土が調査区南狽1に層厚4～ 1■mの堆

積を測る。

暗緑灰色土 (7.5GY3/1)で、旧耕作上が調査区北側に層厚8～ 20cmの堆積を測る。

暗灰黄色土 (2.5Y5/2)で、調査区南東部に層厚 2～ 13cmの堆積を測る。

褐灰色土 (10YR6/1)で、調査区南東部に層厚 6～ 15cmの堆積を測り、土師器片が

出土する。

黒褐色土 (10YR2/1)で、調査区北端を除いた全域に層厚 4～ 30cmの堆積を測る。

弥生土器・土師器・須恵器が出土する。

浅黄色土 (2.5Y7/4)地山上で、最終遺構検出面となり、調査区全域に堆積し、北西部

では38cmの堆積を測り、調査区北東部から南西部にかけて緩傾斜 ●ヒ高差 50cm)を もつ。

※以下の土層は北西部の深堀 トレンチにて検出した。

一② :責色 (2.5Y8/6)～①層 :灰白色 (5Y6/1)に細分できる粘質上で、層厚 67cmの堆積

を浪よる。

一⑫ :灰色土 (5Y6/1)で層厚 33cmの増積を測る。

一⑬ :にぶい橙色粘質土 (10YR7/2)で層厚 18cmの堆積を測る。

一⑭ :灰白色砂質土 (10YR8/2)で層厚 30cm以上の堆積を測り、下部からは湧水がある。

遺構の検出状況や出土遺物から、第Ш層は古代、第Ⅳ層は弥生時代から古墳時代までの堆積と

考えられる。調査にあたり、調査区地内を5m四方のグリットに分けた。グリットは南から北に

向けて 1・ 2・ 3、 西から東に向けてA・ BoCと し、Al・ A2・ ・・としたグリット名を付
した。グリットは、遺構の位置表示や遺物の取り上げ等に利用した。

(2)検 出遺構・遺物
調査で検出した遺構は、竪穴住居 l棟 (古墳時代)、掘立柱建物4棟 (古墳時代)、溝 6条 (弥生時代 :

1条、古墳時代 :4条、古代 :1条 )、 土坑7基 (弥生時代 :3基、古墳時代 :3基、古代 :1基 )、

性格不明遺構 3基 (弥生時代 :1基、古墳時代 :2基 )、 柱穴 127基である。今回の調査では掘

立柱建物や土坑等は、遺構ごとに通し番号 (SKl・ 2・ ・・)を付けた。遺物は遺構や包含層、

及び重機掘削時に出土したもので、弥生土器 (前期～後期)、 土師器 (古墳時代・中世)、 須恵器 (古

墳時代)、 磁器 (古代以降)、 石器が出土した。

表90 検出遺構一覧
時 代 検 出 遺 構

弥生時代 溝 1条 (SD2)、 土坑 3基 (SK3・ 4・ 6)、 性格不明遺構 1基 (SX3)

古墳時代
竪穴住居 1棟 (SBl)、 掘立 4棟 (掘立 1～ 4)、 溝 4条 (SDl・ 3～ 5)、 土坑 3基 (SKl・ 2・

5)、 性格不明遺構 2基 (SXl・ 2)

古  代 溝 1条 (SD6)、 土坑 1基 (SK7)

近世以降 鋤址

第I層―①

―②

―③

第Ⅱ層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第V層―①
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I―③に掲色を強く帯びる
―①の混合層  I―③とvの混合層

H.57.00m

I―③とV―①の混合層

H.57.00m

H.57.00m

I一①陪緑仄色土 (7.5GY 4/1)・ 耕作土
―②陪黄縄色土 (2.5Y6/6)・ 床土
―③皓緑灰色土 (7.5GY 3/1)。 十日耕作土
I.陪 仄黄色土 (2.5Y5/2)・ 整地土
Ⅲ.掘 仄色土 (10YR 6/1)。 中世の遺物包含層
V.黒 福色土 (10YR 2/2)・ 古墳時代の遺物包含層
V―①浅黄色土 (25Y7/4)・ 地山

S―N

I―③とVの混合層

IV

深
掘
ト
レ
ン
チ

（Ｓ
＝
―

一
４
０
）

―  ―② 黄色 (25Y8/6)
―③ 灰白色 (2.5Y8/4)
―④ 浅黄色 (2.5Y7/4)
―⑤ 仄白色 (10YR 7/1)
―⑥ 仄白色 (2.5Y7/1)
―C)黄 1登佳3(7.5YR 7/8)
―③ 仄白色 (N8/)
―⑨ 陪仄色 (N3/)
―⑩ 仄貢色 (2.5Y7/2)
―⑪ 仄白色 (5Y7/1)
―⑫ 灰色土 (5Y6/4)

粘質土

4m

―⑬ にぶい橙色粘質土 (10YR 7/2)
―⑭仄白色砂質土 (10YR 8/2)

IЮ ⅣVOの混合層Iズ9

I―③とVの混合層

第 141図  土層図
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遺構と遺物

3.遺構と遺物
(1)弥生時代
弥生時代の遺構は、溝 1条、土坑 3基、性格不明遺構 1基を検出した。

1)溝

SD2(第 142図 )
調査区南東部のD～ F・ 2区に位置し、掘立 2・ 西端は現代坑に切られ、東端は調査区外に延びる。

主軸はE-13° ‐Sで東西方向を指向し、溝床はほぼ水平である。規模は検出長9.9m、 上場幅26～ 114cm、

深さ3～ 13cmを測り、断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は弥生土

器片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 142図、図版 40)

1は弥生土器の甕の底部で、平底の底部付近は内面にナデ調整、外面にミガキ調整が施される。

〇建瀬耳≡翌≧
httm

cc′          H.56.50m

―

1 黒褐色土 (10YR2/2)
2 1層に浅黄橙色土 (10YR8/3)が混じる。

時期 :出上した弥生土器の特

徴から、弥生時代中期後半と

する。

2)土芝尤

SK3傍狙40。 143図、図阪 371
調査区中央部のC～ D・ 3

区に位置し、掘立 2に切られ

る。平面形態は不整楕円形、

断面形態は逆台形状を呈し、

基底面は凹凸をもつ。規模は

長軸 3.96m、 短軸 1.68m、

深さ30cmを測る。埋土は黒褐

色上の単一層で、遺物は弥生

土器片が僅かに出土する。

第 142図  SD2測 量図 。出土遺物実測図

0              2m

(S=1:60)

lm          0           10Cm

(S=1:4)

h5650m諏

劇

Φ

Ю

周
珂
ロ
ヨ

1 黒縄色二L(10YR2/2)
2暗掲色土(10YR3/3)に 5m冊大の地山上が混じる。
32層 に仄色上が混じる。
42層に05～3cln大の地山土を多含する。
5 黒褐色二上(10YR3/2)
6浅黄色土(25Y7/4)地山土
7仄黄色土(25Y7/2)粘質土

SK3測 量 図
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出土遺物 (第 144図 )

2・ 3は弥生土器の甕の底部

で、平底の底吉酢寸近は内面にナデ

調整、タト面に刷毛目調整が施され

る。

時期 :出上した弥生土器の特徴か

ら、弥生時代後期中頃とする。

SK4(第 140・ 145、 図版 38)
調査区中央部西端のA～ B・

3～ 4区に位置する。平面形態

は長方形、断面形態は逆台形状

を呈し、基底面は平らな面をな

す。規模は長軸 2.40m m、 短軸

上68m、 深さ 18cmを測る。埋土

は黒褐色土の単一層で、遺物は

弥生土器片が出土する。

出土遺物 (第 146図、図版 40))

4～ 6は弥生土器の奏で、4

は緩やかに外反する口縁部直下

に櫛描直線文と刺突文、端部に

は刻日、内面にミガキ調整、外 wE
面に刷毛目調整が施される。 5。

6は底部付近で、外面にミガキ  |

調整、内面に6はナデ調整が施

さ″化る。

時期 :出上した弥生土器の特徴

から、弥生時代前期末とする。

3

0           10cm

(S=1:4)
K3出土遺物 実測図

平井遺跡 7次調査

第144図  S

1.黒捷3{箋EL(10YR3/2)
2.浅黄橙色土 (10YR8/3)
3.醍 :イ喝雀】

=上
(10YR3/3)

H.56.40m

lm

(S=1:30)

第 145図  SK4測 量図

0         10cm

(S=1:4)

第 146図  SK4出 土遺物実測図
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遺構と遺物

SK6(第 140。 147図 )
調査区南西部のA・ 2区に位置し、西端は調査区外に延びる。平面形態は楕円形、断面形態は逆台

形状を呈す。規模は長軸 1.03m以上、短軸 0.83m、 深さ28cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、

遺物は弥生土器片が出土する。

1.暴そ

“

電佳3二L(10YR3/2)
2黒褐色Ξ上(10YR2/2)
3.2層に地山土が混じる。

第 147図  SK6測量図

3)性格不明遺構

SX3(第 140。 148図 )
調査南東部のE・ 1区に位置し、東端は調査区外に延びる。平面形態は楕円形、断面形態はレンズ

状を呈する。規模は長軸 1.27m以上、短軸 0.76m、深さ8 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層である。

遺物は弥生土器片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上がSK3と 同一なことから弥生時代後期中頃とする。

1.黒捷;{当土二(10YR2/2)

第 148図  SX3測 量図

―‐‐
―‐‐
Ｎ
Ｉ‐‐
―――
旧
円
円
悧
口
躙
―――
旧

　
　
０

Ｚ
‐
の

(S=1:30)

(S=1:30)
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平井遺跡 7次調査

(2)古墳時代
古墳時代の遺構は、竪穴住居 1棟、掘立柱建物4棟、溝 4条、土坑 3基、柱穴、性格不明遺構2

基を検出した。

1)竪穴住居

SBl(第 140。 149図 )
調査区南端のD。 1区に位置し、SK5に切られ、南側は調査区タトに延びる。平面形態は方形を呈

する。規模は東西 4.Om、 南北 1.5m以上、深さ1■mを測る。床面での検出であり、内部施設は周壁

溝だけを検出した。周壁溝は壁体に沿ってほぼ全周しており、周壁溝内から直径 4～ 20cm、 深さ6.4

～ 11.生mで断面形が窄まる杭状の小穴が多く検出した。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は床面直

上から土師器・須恵器片が少量出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土から掘立4と 同一なことから6世紀初頭とする。

2)掘立柱建物

掘立 1(第 140。 150図 )

調査区南東隅部のE～ F・

5～ 6、 区に位置し、北側は

調査区外に延びる。東西 3間

×南北 l間以上で、主軸は

N-79° ‐Eを指向する。規模

は東西 6.4m、 柱間 1.5～ 3.05

m、 南北 1.8m以上、柱穴の

1票褐色土(10YR2/2)

第 149図  SBl測 量図

攪乱  |
O

4 票摯葛雀上上 (10YR2/2)
2.黒色ユニ(10YR4.7/1)
3仄黄褐色土 (10YR4/2)
41層に灰白色粘土を多含する。

判潮

冨

H.5680m

第 150図 掘立 1測量図
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遺構と遺物

平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 57～ 103cm、 深さ5～ 50cmを測り、桁方向の内側の柱間は外

側の2倍の間隔をもつ。埋土は黒褐色上である。遺物は土師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上が掘立4と 同一なことから6世紀初頭とする。

掘立2(第 140。 151図 )

調査区中央部のC～ D。 2～ 3区に位置し、SD2。 SK3を切る。南北3間 X東西3間の南北棟で、

0               2m

(S=1:60)

一葵鵡‰
8

0               10cm                     0           5cm

(S=1:3)                          (S=1:2)

第 151図 掘立 2測量図・出土遺物実測図

Ｅｌ
ｑ
嘲
ｑ
嘲
コ
　
凹
佃
喫
Ｇ

1.黒雀】EL(10YRl.7/1)
2.盲ヨ1登任上(10YR3/6)
3.黒褐色:上 (10YR3/1)
43層に1～ 2clR大の2層を少含する。
5,3層に5～20crnの 2層が混じる。
6.仄黄褐色土 (10YR6/2)
7仄白色粘土 (10YR3/1)
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平井遺跡 7次調査

主軸はN-12° ―Eを指向する。規模は桁行 4.58m、 柱間 1.2～ 1.72m、 梁行 3,96m、 柱間 0.83～ ■79

m、 柱穴の平面形態は円形を呈し、直径 14～ 80cm、 深さ5～ 46cmを測る。埋土は黒褐色上である。

遺物は土師器・須恵器の小片が僅かと混入品の石器素材が 1点出土する。

出土遺物 (第 151図、図版 40))

7は須恵器の不蓋で、天丼部境は無く口縁端部は丸く納まる。天丼部に回転ヘラ削り調整が施され

る。8は石器の未成品で、片面の一部に小さく打ち欠きが見られる。長さ2.65cm、 幅 2.05cm、 厚さ 0。8

cm、 重さ4.41gを浪1る。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀後半とする。

Ｅ
Ｏ
寸
．Ｏ
Ю
．正

1.黒帽色土 (10YR2/2)
2.2層に仄白色粘質上が多含する。
32層に3層が混じる。
4.浅黄橙色土 (10YR8/3)

旺

工
～

９

ヽ
〇
ヨ

荒===脂~下>
10

第152図  掘立3測量図・出土遺物実測図

0               10cm

(S=1:3)
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遺構と遺物

掘立3(第 140・ 152図 )

調査区北西部のC～ D・ 4～ 5区に位置する。南北 3間 X東西 2間の南北棟で、主軸はN-13° ―

Eを指向する。規模は桁行 5.49m、 柱間 1.38～ 2.42m、 梁行 4.2m、 柱間 2.04～ 2.16m、 柱穴の

平面形態は円形を呈し、直径 54～ 74cm、 深さ18～ 57cmを測る。埋土は黒褐色上である。遺物は土

師器 。須恵器の小片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 152図 )

9・ 10は須恵器の杯身で、9は受部端が凹み口縁端部は内傾する段をなす。10は外方に延びる受

部に口縁部は内傾する。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀初頭とする。

掘立4(第 140。 153図 )

調査区北西部のB～ C・ 4～ 5区に位置し、西側は調査区外に延びる。東西 2間以上 X南北 1間の

東西棟で、主軸はN-98° ‐Eを指向する。規模は桁行 3.93m以上、柱間 1.58～ 2.35m、 梁行 3.76m、

柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径60～ 74cm、深さ18～ 57cmを測る。埋土は黒褐色土であり、

遺物は土師器・須恵器片が出土する。

出土遺物 (第 153図 )

11は須恵器の郭蓋で、天丼部境に稜をもつ。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀初頭とする。

縄
目

0            10cm

(S=1:3)

飩

第 153図 掘立 4測量図・出土遺物実測図

0               2m

(S=1:60)

1.黒褐色EL(10YR2/2)
2.1層に4層が混じる。
3 1層に5層が混じる。
4 陪掘色:上 (10YR2/3)
5浅黄橙色土 (10YR3/3)
6.1層に5層を多含する。
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平井遺跡 7次調査

3)溝

SDl(第 154図 )
調査区北西部のD。 5区に位置し、現代坑に切られる。主軸はN-110° 一Eで東西方向を指向し、

西から東へ比高差 3 cmを もつ。規模は検出長 2.Om、 上場幅 0.35～ 0.62m、 深さ4～ 8 cmを測り、

断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒褐色上の単一層である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく、埋上が掘立 4と同一なことから6世紀初頭とする。

D― D´ H.56.40m

l.黒;‡目雀3EL(10YR2/2)

(S=1:20)
第 154図  SDl測量図

SD3(第 155図、図版 36)
調査区北西部のD。 1～ 2区に位置し、西端は現代坑に切られる。主軸はN-105° 一Eで東西方向

を指向し、比高差はない。規模は検出長 2.76m、 上場幅 0.58～ 0.68m、 深さ8～ 16cmを測り、溝

床はほぼ水平で、断面形態は皿状を呈し、溝床から口縁端部だけ欠失したほぼ完形の須恵器の醜が横

になった状態で出土した。埋土は黒褐色上の単一層となる。遺物は土師器・須恵器片が少量出土する。

出土遺物 (第 155図、図版 40)

12は須恵器の醜で、やや扁平な球状の胴部中位に円孔があり、頸部から口縁部にかけてカキロ調

整力湘Eされる。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀前半とする。

H56.40m

○

1.黒帽色土 (10YR2/2)

0                 1m

(S=1:20)

第 155図  SD3測 量図・出土遺物実測図

0            10cm

(S=4:3)

SD4(第 156、 図版 37)
調査区南西部のB。 1～ 4区に位置し、SD6。 SK7に切られ、南端は調査区外に延びる。主軸
はN‐3° 中Eで西側に湾曲しながら南北方向を指向し、北から南へ 13cmの比高差を測る。規模は検出

長 11.26m、 上場幅 0.26～ 0.82m、 深さ2～ 21cmを測り、溝床はほぼ水平である。断面形態は逆台

形状を呈し、埋土上位に口縁部を欠失した醜がうつ伏せの状態で出土した。埋土は黒褐色上の単一層

となる。遺物は土師器・須恵器片が少量出土する。
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遺構と遺物

出土遺物 (第 156図、図版 41))

13は土師器の高郭の脚部で、外反する脚基部の外面はナデ調整、内面は削り調整が施される。14

は須恵器の醜で、上胴部に最大胴径をもち円孔を有し、上下2本の沈線に囲まれ7条の櫛描波状文が

施される。

時期 :出上した須恵器の特徴から、 5世紀後半とする。

① 趾́

1.兵髯ネ葛雀上L(10YR2/2)
2.兵髯ネロ雀】■(10YR3/2)

H.56 40m  G― G′

4・ SD6に切られる。

規模は検出長 9,62m、

|― r

H.56.40m

0                 1m

(S=1,20)

①

主軸はN‐ 167° ―Eで南北方

上場幅 0,36～ 0.8m、 深さ2

H.5630m

0               40cm

(S=1:3)

SD5(第 157)
調査区南西部のB。 1～ 3区に位置し、SK
向を指向し、北から南へ 8 cmの比高差をもつ。

H― H′ H56.30m

1.黒〈‡目雀3こL(10YR2/2)

第 157図  SD5測 量図・出土遺物実測図

0               10cm

(S=1:3)
第 156図  SD4測 量図 。出土遺物実測図

(S=4:20)

′々′
',η

粋1/lpイ洵
イ

'
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平井遺跡 7次調査

～ 6 cmを測り、溝床は東から西へ約 5 cmの比高差をもつ。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒褐色

土の単一層となる。遺物は土師器 。須恵器片が少量出土する。

出土遺物 (第 157図、図版 41)

15・ 16は須恵器の甕の口縁部で、15は「く」字状の口縁部に端部は緩やかに屈曲し、内面に同心

円のタタキ調整、外面にタタキ調整が施される。16は口縁端部が玉縁状に丸く納まり、内面にタタ

キ調整、外面にタタキ調整後のカキロ調整が施される。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀前半とする。

4)土J尤

SKl(第 140。 158図 )
調査区南東部のE・ 1区に位置する。平面形態は不整楕円形状、断面形態は逆台形状を呈する。規

模は長軸 2.06m、 短剤 1.3m、 深さ 16cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は須恵器片が僅

かに出土する。

出土遺物 (第 158図 )

17は須恵器の高郭の脚部で、脚部の3方向に長方形の2段透かしが施される。

時期 :出上した須恵器の特徴から、6世紀中頃とする。

Ｚ
‐
の

１

９
一

３

黒辛目雀IL(10YR2/2)
4層に3層を多含する。
浅黄橙色 (10YR8/3)

17

0            10cm

(S=1:3)

第 158図

0           1m

(S=1:30)

Kl測量図・出土遺物実測図

SK2(第 140。 159図 )
調査区中央部西端のB。 4区に位置し、西端は調査区外に延びる。平面形態は残存する状況から楕

円形を呈するものと思われ、断面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸 1,05m、 短剤 0.78m以上、

深さ33 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は石斧が 1点出土する。

出土遺物 (第 159図、図版 41)

18は扁平片刃石斧で、刃部は片面のみ加工されており、長さ 6.8cm、 幅 3.4cm、 厚み 0,75cm、 重さ

25.46gを測り、緑色片岩製である。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土から古墳時代と考える。

―

―

―

―

Ｉ

Ｓ

Ｅ
Ｏ
Ｏ
．⑮
Ю
．工
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遺構と遺物

|

-1 鼻諄葛雀上上(10YR3/2)
2.醍勢目雀上上(10YR3/3)

lm           0           5cm

(S=1:2)

第 159図  SK2測量図・出土遺物実測図

SK5(第 140。 160図 )
調査区中央部南端のC～ D・ 1区に位置し、SBlを切り南端は調査区外に延びる。平面形態は残

存状況から方形を呈するものと思われ、断面形態は逆台形状を呈し、規模は東西 1.7m、 南北 0.35m

以上、深さ19cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は土師器・須恵器片が出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上が掘立4と同一なことから6世紀初頭とする。

（田旧日田Ｈ日日日日ｉｒ日Ｈ田ＨＷ
　
‐

一

厩  l   ①

細
①5)性格不明遺構

SXl(第 140。 161図 )
調査区北西部のC～ D・ 6

区に位置する。平面形態は楕

円形、断面形態はレンズ状を

呈する。規模は長軸 3.93m、

短 軸 2,33m、 深 さ 9 cmを 測 1.黒掲色土 (10YR2/2)

る。埋土は黒褐色上の単一層

である。遺物は須恵器片が僅

かに出土する。

60図  SK5涙に曇図

0              2m

第 161図  SXl測 量図   (S=1:60)
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平井遺跡 7次調査

出土遺物 (第 162図 )

19は須恵器の郭身で、受部端がやや凹む。

時期 :出土した須恵器の特徴から、6世紀中葉とする。

SX2(第 140・ 163図 )
調査区中央部北側のE・ 4区に位置する。平面形

態は不整楕円形、断面形態はレンズ状を呈し、規模

は長軸 1.6m、 短軸 0.63m、 深さ3cmを測る。埋土

は黒褐色上である。出土遺物はない。

時期 :時期決定しうる遺物がなく、埋土から古墳

時代と考える。

(3)古代
古代の遺構は、溝 1条、土坑 1基を検出した。

1)溝

0         50cm

(S=1:20)

0            10cm

(S=1:3)

第 162図  SXl出 土遺物実測図

SD6(第 164図 )
調査区南西部のB～ C・ 1区に位置し、SD4・ 5を切り、西端は調査区外に延びる。 主軸は
N‐75° ―Eで、東西方向を指向しやや湾曲する。規模は検出長 5.53m、 上場幅 0.34～ 0.57m、 深さ

6～ 13cmを測り、溝床はほぼ水平である。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は褐灰色上の単一層と

なる。遺物は土師器片が少量出土する。

出土遺物 (第 164図、図版 41)

20は土師器の椀で、内面にミガキ調整、クト面にナデ調整が施される。

時期 :出土した土師器の特徴から、■世紀代とする。

K― K′ H5630m

1掘仄色土 (10YR5/1)

第 164図  SD6測 量図・出土遺物実測図

2)勧

SK7(第 140。 165図、図版 38)

調査区南西部の B。 1区に位置し、SD4を 切る。平面形態は楕円形、断面形態は逆台形状を呈す。

規模は長軸 0.84m、 短剤 0.74m、 深さ30cmを測る。埋土は褐灰色上の単一層で、東側の上位から中

(S=1:30)

第 163図  SX2測 量図

0               10cm

(S=1:3)

生票髄 ± 9研R2/2JI
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遺構と遺物

位にかけて拳大の角礫や円礫が密集した状態で検出した。遺物は土師器片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋上がSD6と同一なことから11世紀代とする。

WE
1.鶏雀IL(10YR3/2)
2.昇畠権訊箋:上 (10YR2/2)
3.捷;,天t ll(10YR5/1)
4.浅黄橙包土 (10YR8/4)

第 165図  SK7測 量図

(4)近世以降

1)鋤址

調査区北側で、南北方向のN-7° 一E～ N-4° ―Wを指向し、東西方向でN-58～ 66° ‐Wの直交

するものも検出した。検出長 0,35～ 5.12m、 上場幅 0,06～ 0.62m、 深さ2～ 17cmで、北東部では

西側から快られるように掘られており、北側は調査区外に延びる。埋土は灰色上で、遺物は陶器の小

片が出土する。

出土遺物 (第 166図 )

21は白磁の染付碗で、クト面のみ施釉が施される。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土から近世以降と考える。

(5)その他の遺構
調査区全域から柱穴 127基を検出した。平面形態は円形～楕円形を呈し、規模は直径 15～ 90cm、

深さ3～ 54cmを測る。埋土は黒褐色～褐灰色上で、出土遺物は弥生土器・土師器・須恵器片が出土

する。

時期 :出土遺物や埋土から、弥生時代から中世までの間とする。

朧
①

｀
＼＼
こ`
=三==三

!_こ !!st子

ケ

''10            10cm

(S=1:3)

第 166図 鋤l■出土遺物実測図

(S=1:30)
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平井遺跡 7次調査

4.小 結
今回の調査では、弥生時代 。古墳時代 。中世 。近世以降の遺構や遺物を検出した。検出した遺構は、

主に古墳時代の掘立柱建物や溝などである。

層  位
本調査地は、微高地が南側に下がる緩傾斜地上であり、段をもつ 3枚の畑地である。第V層上面で

の遺構の密度は薄い。深掘リトレンチでは第V層以下は、良質の粘土層が堆積しており、その下から

水分を多く含んだ砂層の堆積を確認した。

弥生時代

調査区南狽1の緩斜面上にて溝・土坑・性格不明遺構を検出し、前期の土器が出土した。SK4は平
面形が方形のしっかりした掘り方であり、南北隣の5'7次調査でも土坑や性格不明遺構を検出して
おり、周辺には前期頃の集落が展開していたことが窺える。

古墳時代

竪穴住居や掘立柱建物・溝・土坑・性格不明遺構を検出した。掘立柱建物は西側において4棟が真

北を意識した東西棟と南北棟で構成されており、掘立 1,3・ 4は内側の桁柱の間隔″ 靱 Iに比べ約

2倍長い特徴をもつ。SD3と SD4からは阻が出土しており、SD4から出上した醜の顎部から上
は欠失しており、人為的に打ち欠かれたものをうつ伏せに据えた祭祀的なことも考えられる。遺構の

密度から集落の中心は南隣の5次調査付近が想定できる。

古  代
SD6は人為的に掘られた溝で、すぐ近くにSK7も検出されていることより、周辺には古代の集
落の存在が窺える。

近世以降

北東部において鋤址を密集した状態で検出しており、近世以降の生産域が調査地から北東部に広が

る資料が得られた。

今回の調査では、弥生時代前期から近世以降の遺構や遺物を検出したが、古墳時代の集落関連遺構

は隣接する5次調査や 6次調査に広がるものであり、南北幅約 110m規模で東西方向も調査区外に

広がる集落の存在が想定できる。
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豊田達雄編 1982『一般国道11号線松山東道路関係遺跡埋蔵文化財調査報告書』(財)愛媛県埋蔵文化財調査セン
ター

栗田茂敏 1996 「/1ヽ野川流域の遺跡」松山市教育委員会・(財)松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター
重松佳久 1996 「下苅屋遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅷ』松山市教育委員会 。(財)松山市生涯学習振興財

団埋蔵文化財センター

河野史知編 2000 階 市遺跡』『下苅屋遺跡 2・ 3次調査』松山市教育委員会 ,(財)松山市生涯学習振興財団埋蔵
文化財センター

水本完児 2004 「平井遺跡 2次調査」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅷ』松山市教育委員会 。(財)松山市生涯学習
振興財団埋蔵文化財センター
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涯学習振興財団埋蔵文化財センター
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遺構一覧

遺構・遺物 ―凡例―

(1)以下の表は遺構 。遺物の言線 J値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ()  :復元推定値
形態・施文欄  :土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、郭→郭部、郭上→郭部上位、杯下→郭部下位、

胴→胴部

胎土・焼成欄 :】台土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土、金→金雲母、

チャ→チャート

()内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 (単位 :mm)

焼成の略記について。◎→良好、○→良、△→不良

91  竪
六

日

翌

Ｓ 時期 平面形
規 模 (m)

長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ
埋  土 床面積

(下 )

穴
，
柱
本
主
く

内部施 設
周壁済 備 考

高床 土所 炉

1 古墳 方形 40 × 15以上 X014 黒褐色土 593以」二 ○
SK5に 切られ、南側は調
査区外に延びる。

表 92  掘立柱建物一覧

掘立 麟
的

方向
桁  行 梁 行

方 位
床面積
(ド )

時期 備  考
実 長 Im) 種 間 寸 云 (m) 実 長 (m〕 寸云 (m

1 3Xl以 上 東西 15～ 305 碓 79° E 576以上 古墳 北側は調査区外に延びる。

3× 3 南北 12-172 083-179 N12° ―E 古墳 3D2・ SK3を切る。

3X2 南北 549 138～ 242 204～ 216 N13° ‐E 2306 古墳

2以上 Xl 東西 158～ 235 376 376 N98° 電 1478以上 古墳 西側は調査区外に延びる。

溝
地  区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方向 埋  土 出土遺物 時期 備 考

1 D・ 5 レンズ状 20 × 035-062 × 004～ 008 東西 黒褐色土 古墳 現代坑に切られる。

2 D～ F・ 2 レンズ状 99 × 026-114 X 003～ 013 東西 黒褐色土 弥生 弥生
西端は現代坑に切られ、東
端は調査区外に廷びる。

3 D・ 1～ 2 皿状 276 X 058～ 068 X 008～ 016 東西 黒褐色土
器
器
師
恵
土
須 古墳 西端は現代抗に切られる。

4 B。 1～ 4 逆台形状 1126 X 026- 082 X 002-021 南北 黒褐色土
器
器
師
恵
土
須 古墳

SD6・ SK7に切られ、南端
は調査区外に延びる。

5 B,1～ 3 逆台形状 962 × 036～ 08 X 002～ 006 南北 黒褐色土
土師器
須恵器

古墳 3D6に切られる。

6 B～ C・ 1 逆台形状 553 X 034- 057 X 006-013 東西 褐灰色土 土師器 古代
SD4・ 5を切り、西端は調
査区外に延びる。

94   土坑― 1

坑
吟
±
６
地 区 平面形 断面形 規 模 (m)

長さ(長径 )×幅 (短径 )×深さ
床面積
(ド )

埋  土 出土遺物 時期 備 考

l E・ 1
不整
楕円形

逆台形状 206 × 13 X 016 黒褐色土 須恵器 古墳

2 B・ 4 楕円形 逆台形状 105 X078以 _LX 033 072以上 黒褐色土 石器 古墳 西端は調査区外に廷びる。

3 C～ D 3 不整
楕円形

逆台形状 396 X 168 ×03 436 黒褐色土 弥生 弥生 掘立 2に切られる。

4
A～ B
3～ 4 長方形 逆台形状

24 X 168 ×018 黒褐色土 殊生 弥生
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坑
Ю
±
６
地  区 平面形 断面形 規 模 (m)

長さ(長径 )×幅(短径 )×深さ
床面積
(浦 )

埋  土 出土遺物 時期 備  考

5 C～ D l 方形 逆台形状 17 X035以 上 X019 0鬱 以上 黒褐色土
器
器
師
恵
土
須 古墳

3Blを切り、南端は調査区
/1・に延びる。

6 A・ 2 楕円形 逆台形状 103'大」二× 083 × 028 066以上 黒掲色土 弥生 弥生 西端は調査区外に廷びる。

7 B。 1 楕円形 逆台形状 084 X 074 X 03 褐灰色土 土師器 古代 3D4を切る。

上坑一覧

平井遺跡 7次調査

(2)

表 95  性格不明遺構一覧

地  区 平面形 断面形 規 模 (m)
長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ

床面積
(ド )

埋  土 出土遺物 時期 備  考

l C～ D 6 楕円形 レンズ状 393 × 238 × 006 黒褐色上 須恵器 古墳

2 E・ 4 稚棚
レンズ状 16 × 063 ×003 115以上 黒褐色土 古墳

3 E・ 1 楕円形 レンズ状 127 X 076 X 008 833 黒褐色土 鉄生 弥生 東端は調査区外に廷びる。

表 96  SD2出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 支
調   整 色調

1貧冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

1 甕
り

６

径
高
底
残 平底の底部。

ミガキ
ナデ
ヨコナデ

ナデ (正具 )
明赤褐色
赤褐色

石'長 ll～ 35)
○

97

番婦 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調  整 色調

1禽目|
】曾土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

2 甕
径
高
底
残

平底の底部。

ハケ (7～ 8本 /1cn)

ヨコナデ
ナデ

ナ デ
にぶい橙色
褐灰色

石 長 (1～ 41

O

3 甕
径
高
底
残

平底の底部。 ハケ (6本 /cm)
ナデ
指頭痕

浅責橙色
橙色

石・長 (1～ 2)
○

表 98   SK4出土

番弓 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧写|
胎 土
jF■ 虚

備考 図版
外 面 内 面

4 甕
径
高
口
残
(219)
1125
緩やかに外反する口縁部直下に櫛描
直線文と端部には刻目を施す。

ナデ
ハケ 18～ 10本 /cm

Θヨコナデ
⑪ミガキ
ナデ

にぶい橙色
浅黄橙色

石 即
○
～ 3)
黒斑

5 甕
り
配

径
高
底
残 平底の底部。

ナデ

ミガキ
ハケ (8～ 9本 /cm

マメツ
にぶい橙色
灰白色

働一即
金
○

石

6 奏
お
猛

径
高
底
残 平底の底部。

ミガキ

ナデ
ヨコナデ

ナ デ
灰白色 浅黄橙色

灰掲色
石・長 o～ 41
O

表 99  掘立 2出土遺物観察表  土製品

器種 法量 (cm) 形 態 施 支
調   整 色調

1貧詈|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

7 郭蓋
径
高
口
残
(144)
34
天丼部境は無く口縁端部は九く納ま
る。

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ 灰色
灰白色

石。長 (り
○

1 2出 表 石製品

番堤 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ (cm Ⅲ 幅 (cm) 厚ё (Cm) 葺ヨさ (g)

8 不明 黒曜石 265 未成品
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表 101  掘立 3出土

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調  整 色調

1貧写|
胎 土

棒 成
備考 図版

外 面 内 面

9 不身
径
高
口
残
(122)
41
受部端が凹み口縁端部は内傾する段
をなす。

回転ナデ
回転ナデ

ナデ

色
色

自

白

灰
灰

石・長 o～ 2)
◎

自然釉

杯 身 残高  175 外方
に延びる受部に口縁部は内傾す

る。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密

○

遺物観察表

表 102 4出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧冨|
胎 主

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

11 蓋杯
径
高
口
残
(106)
37
天丼部境に綾を持つ。 回転ナデ 回転 ナデ

灰白色

灰白色
石・長 o～ 21
O ヨ然刑

表 103 SD3出

番婦 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調  整 色調

1貧詈|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

醜 残高 133
やや扁平な球状の胴部中位に円孔が
ある。

回転ナデ
カキメ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

暗灰色
灰色

石 長 ll～ 3)
○

1

器号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

高杯 残高  535 外反する脚部。 ナデ

ナデ
ケズリ
マメツ

色
色
橙
橙

石 。長 (1)
チャ

○

醜 残高  74
上胴部に最大胴径をもち円孔を有
し、上下 2本の沈潜に囲まれ 7条の
櫛描波状文が施される。

ナ デ
回転ナデ

ナデ

色
色
灰
灰

石。長 (1～ 25
○

自然刑

表 105 SD5

番う 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (208)
残高 805

「く」字状の口縁部に端部は緩やか
に掘曲する。

回転ナデ
回転ナデ

円弧タタキ
暗灰色
灰色

石・長 o～ 21
O 自然剰

奏
径
高
口
残
(174)
505
口縁端部が玉縁状に九く納まる。

回転ナデ

カキメ

タタキ→カキメ

回転ナデ
タタキ

色
色
灰
灰

石 ・長(1～ 2)
○

表 106  SKl出 土

番号 器種
法量 (cm)

形 態・施 支
調   整 色調

1貧写|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

17 高杯
り
７５

径
高
底
残

脚部の 3方向に長方形の 2段透かし
が施される。

回転 ナ デ 回転ナデ
灰白色
暗灰色 灰白色

石。長 (1～ ■,
○

表 1 ,7  SK2

番ち 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ債Ⅲ

片刃石斧 旅,3/4 緑色片岩 2546

表 103 SXl出土追

路号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧雲|
胎 土

悴 成
備考 図版

外 面 内 面

杯身
口径 oO効
残高  235 受部

がやや凹む。 回転ナデ 回転ナデ
暗青灰色

青灰色
長 o)
○
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平井澄跡7次調査

1

―
 |〕       昌:モE自 法量tcm) 形  '筆 ・ 留意1 支

唇脹目                   
―
 遡騒竪 鶴 1紹 |

日雁キ 
ー
主

焼1成
備考 図版

外 面 内 面

郷
．
椀 凹育
唯
錦

欄部1ま尉湾して立ちとがる。
Dヨヨナデ
巫⊃本クツ.▼メヴ

Dナデ
9ヨロナデ
Эミデ■・マ

'ツ

にぶV・et
鱗 鶴

石・長(⇒
0

墓き1 0 土製品

解 籐 輝 tCm) 形 態・施 支
調  整 欝 1鋸 |

胎主
捧 虚

備考 国版
外 面 内 面

一碗 ω
Ｗ

離
艤

磁 染付。 翻 H転ナデ 晦雌
籍

‐◎
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平井道跡 8次調査





第 8章 平井遺跡 8次調査
1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2006(平成 18)年 1月 24日 、松山市都市整備部道路建設課 (以下、道路建設課)よ り、松山市

道小野 160号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財の確認願力司松山市教育委員会文化財課 (以下、文化

財課)に提出された。小野 160号線に関連する発掘調査は、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵

文化財センター (以下、埋文センター)により、平成 18年度から19年度までに5度実施され、(平

井遺跡3次～7次調査)、 弥生時代から中世までの集落関連遺構や遺物が多数確認されている。今回、

発掘調査を実施した調査地 (松山市平井町甲2348番 1の一部)は申請地の北側に位置する。調査地

内の試掘調査は2007(平成 19)年 ■月26日 に実施した。その結果、遺構は溝 2条、柱穴 12基を

検出し、遺物では土師器片と須恵器片が出上した。

試掘調査の結果を受け、文化財課と申請者及び埋文センターの三者は、遺跡の取り扱いについての

協議を重ね、道路工事によって消失する遺跡に対し、記録保存のための発掘調査を実施することとなっ

た。発掘調査は道路建設課と埋文センターが委託契約を結び、文化財課の指導のもと、調査地内にお

ける古墳時代の集落構造解明を主目的とし、2008(平成 20)年 4月 16日 より本格調査を実施した。

(2)調査の経緯
調査は、2008(平成 20)年 4月 16日 から2008(平成 20)年 5月 30日 まで屋外調査を実施した。

その後、6月 2日 より埋文センターにて、出土遺物の整理や概要報告書の作成を実施した。以下、作

業工程を略記する。

2008(平成 20)年 3月 25日、現場の安全対策等を行い、4月 16日 より、屋外調査を開始する。

4月 21日 、重機の使用により、第V層上面までを掘削する (4月 23日終了)。 4月 24日 、第V層

上面にて、溝や土坑、柱穴を検出し、遺構検出状況写真を撮影する。4月 26日 より、遺構の掘り下

げや測量をする (5月 26日終了)。 4月 28日 、株式会社GIS四国によって、調査区に基準点測量
を実施し、この日に終了する。5月 17日、一般市民対象の現地説明会を開催し、30名の参加者を得

た。5月 27日 、遺構完掘状況写真を撮影し、5月 28日 、重機で埋め戻しをする (5月 30日終了)。

5月 30日 、道具を撤去して屋外調査を終了する。

6月 2日 より、屋内整理作業を開始する。出土遺物の洗浄や注記、及び図面や写真の整理を行い、

調査成果をまとめた調査概要報告書を作成する。なお、出土遺物の実測やトレース作業等、報告書作

成に伴う整理作業は、平成 20年度より実施した。

(3)調軸
所 在 地 :松山市平井町甲2348番 1の一部

調査期間 :2008(平成 20)年 4月 16日～ 2008(平成 20)年 5月 30日

調査面積 :244.53∬

調査主体 :財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

調査担当 :水本完児
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平井遺跡 8次調査

2.層 位
(1)基本層位 (第 169,170図、図版42)
調査地は、松山平野南東都、小野川と堀越川によって形成された扇状地上、標高 58,90～ 58.95m

に立地する。調査地の基本層位は、以下の6層である。

第I層 :近現代の造成にかかる客土や水田耕作に伴う耕上で、4層に分層される。

第 I①層―真砂土で調査地全域にみられ、層厚 2～ 40 cmを測る。

第 I②層―灰色 (7.5Y6/1)粘質上で調査地全域でみられ、層厚 2～ 23 cmを測る。

第 I③層―にぶい黄色 (2.5Y6/4)粘 質上で調査地ほぼ全体でみられ、層厚 2～ 9 cmを測る。

第 I④層―黄褐色 (2.5Y6/4)シ ルトで調査地ほぼ全体でみられ、層厚 2～ 27 cmを測る。

第Ⅱ層 :灰責色 (2.5Y6/2)を呈するシルトで、調査地北東部を除く地域で検出した。層厚 2～ 20 cm

を測る。遺物は古代から中世までの上師器片や、中世の陶磁器が出上した。

第Ⅲ層 :微弱な土質の違いにより、2層に分層される。

第Ш①層一黒褐色 (10YR3/1)シルトで、調査地北東部と南西部で検出した。層厚 2～ 20 cmを測る。

遺物は、古墳時代から古代までの上師器片や須恵器片が出上した。

第Ⅲ②層―黒褐色 (10YR3/1)シルトに灰黄色 (2.5YR6/2)シ ルトがブロック状に混じるもので、

調査地北東部と南東部で検出した。層厚 2～ 12 cmを測る。

第Ⅳ層 :灰オリーブ色 (5Y5/2)シルトで、調査地南東部で検出した。層厚 2～ 28 cmを 測る。本層

中からは、弥生土器や石器が出土した。

第V層 :土色・土質の違いにより、5層に分層される。なお、本層上面は調査における最終遺構検出

面である。

第V①層―浅責色 (5Y7/4)シ ルトで、調査地南西部を除く全域で検出した。層厚 2～ 60 cmを測る。

本層上面にて、溝と柱穴を検出した。

第V②層―浅責色 (2.5Y8/4)砂質シルトで、調査地北西部で検出した。層厚 15～ 35 cmを測る。

第V③層―明黄褐色 (2.5Y7/6)シルトで、調査地北西部を除く地域で検出した。層厚 2～ 40 cm

を測る。本層上面にて溝と柱穴を確認した。

第V④層―黄色 (5Y8/8)シ ルトで、調査地南東部で検出した。層厚 25～ 55 cmを測る。

第V⑤層―灰白色 (7.5Y8/1)粘土で、調査地北西部で検出した。層厚 2～ 30 cmを測る。

第Ⅵ層 :灰色 (10Y6/1)砂 に径 1～ 10 cm大の円礫が混じるもので、調査地北半部で検出した。層厚

2～ 55 cmを測る。

なお、出土遺物や検出遺構などから、第Ⅱ層は中世、第Ⅲ層は古代、第Ⅳ層は弥生時代から古墳時

代までに堆積したものと考えられる。
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第168図 調査地測量図
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H=59,10m

SK①

第169図 調査地北壁 。東壁土層図

I① 真砂土
I② 仄色(75Y6/1)粘質土
I③ にぶい黄色(25Y6/4)粘質土
I④ 黄褐色(25Y6/4)シルト
I  仄黄色(25Y6/2)シルト
Ⅲ① 黒掲色(10YR 3/1)シルト
Ⅲ② 黒褐色(10YR 3/1)シルトに
仄黄色 (2 5YR 6/2)シ ルトが
ノロック状に混入
仄オリーブ色 (5Y5/2)シルト
浅黄色 (5Y7/4)シルト
浅貢色(2.5Y3/4)砂 質シルト
明黄褐色(2.5Y7/6)シ ルト

SDl

〔東壁】

H=59.10m

黄色 (5Y3/8)シルト
仄白色 (75Y3/1)粘土
仄色 (10Y6/1)砂に
径1～ 40cm大の円礫混入

医オリーブ色 (5Y5/2)砂質シルトに
黒褐色(10YR 3/1)シ ルトが
ブロック状に混入
黒帽色(10YR 3/1)シ ルトに
浅黄色 (5Y7/4)シルトが
ブロック状に混入
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I④ 黄掲色(2.5Y6/4)シルト
I  仄黄色(25Y6/2)シ ルト

Ⅲ① 黒帽色(10YR3/1)シ ルト
Ⅲ② 黒掲色(10YR3/1)シ ルトに
仄黄色(2 5YR6/2)シ ルトが
プロック状に混入
V  仄オリーブ色(5Y5/2)シルト

浅黄色 (5Y7/4)シルト
浅黄色 (25Y3/4)砂質シルト
明黄褐色 (25Y7/6)シ ルト
黄色 (5Y3/8)シルト
仄白色 (75Y3/1)粘土

仄色 (10Y6/1)砂に
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仄オリープ色 (5Y5/2)砂質シルトに
黒幅色 (10YR3/4)シ ルトがブロック状に混入
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浅黄色 (5Y7/4)シルトがブロック状に混入
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第170図 調査地南壁 。西壁土層図
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(2)検出遺構 。遺物 彿 171図 )
調査では、掘立柱建物 1棟、溝 4条、土坑 3基、柱穴 68基を検出した。遺物は、遺構及び包含

層中より、弥生土器 (前期～後期)、 土師器 (古墳～古代)、 陶磁器 (中世)が出上した。

なお、遺物の出土量は、収納箱 (44× 60X12 cm)5箱分である。調査にあたり、調査地内を5m
四方のグリットに分けた。グリットは北から南へA・ BoC、 西～東へ 1,2・ 3と し、Al・ A2
……C3といったグリット名を付けた。グリットは、遺物の取り上げや遺構の位置表示に利用した。

3,遺構と遺物
調査では掘立柱建物 1棟、溝 4条、土坑 3基、柱穴 68基を検出した。ここでは、遺構別に規模

や構造、時期等について説明する。

(1)掘立腿 物

掘立 1(第 171・ 172図、図版 45)

調査地西側B2区～Cl区に位置する。3基の柱穴で構成され、柱穴埋土や出土遺物、柱穴配置か

ら建物柱穴と判断した。2間以上の建物で、検出長 5.4mを測る。建物北側の柱穴 (SP①)は柱穴

S P 60に切られており、南側柱穴 (SP③)は一部、調査区外へ続く。調査壁の上層観察により第

V層上面での検出であり、第Ⅲ①層が覆う。各柱穴の平面形態は円形を呈し、規模は径 0.82～ 0。92

m、 深さは検出面下 54～ 68 cmを測る。柱穴掘り方埋土は黒褐色シルトを基調とし、SP① o②は

埋土上位には褐灰色シルトが堆積する。柱痕はSP③で検出され、柱痕径 15 cm、 深さ60 cmを測る。

柱痕埋土は、黒褐色粘質土である。

遺物は柱穴掘り方埋土中より弥生土器片や土師器片、須恵器片が少量出上した。

出土遺物 (第 173図、図版 50)

1・ 3・ 4・ 6は SP①、5は SP②、2・ 7。 8は SP③出土品。l～ 3は須恵器。1は短顎壷

の蓋で、口縁端部は外反する。2は無蓋高郭の郭部で、体部に凸線 2条を施す。内外面共に回転ナデ

調整を施す。古墳時代後期。3は高郭の脚吉開 片ヽで、端部は上方に肥厚する。4・ 5は土師器の甕で、

4は口縁端部が内傾する平坦面をなす。胴部外面に斜線文 3条を施す。内外面共にハケメ調整を施す。

6～ 8は弥生土器。6は甕形土器、7・ 8は壺形土器である。6は胴部外面にヨコ方向のヘラミガキ

調整を施す。7は顎部に貼付凸帯文2条を施す。内外面共にナデ調整を施す。8は平底の底部である。

弥生中期後半。

時期 :出上した土師器や須恵器の特徴より、掘立1は古墳時代後期、6世紀後半の建物とする。

-192-



遺構と遺物

H=5850m

1 仄褐色 (7.5YR5/2)シ ル ト
2 褐仄色 (10YR5/1)シ ル トに浅貢色 (5Y7/4)シ ルトがブロック状に混入
3 掲仄色 (10YR4/1)シ ル トに浅黄色 (5Y7/4)シ ルトがブロック状に混入
4 黒捐色 (10YR3/1)砂 質シルト
5 掲色 (7 5YR4/3)粘 質シルトに浅黄色 (5Y7/4)シ ルトがブロック状に混入

褐仄色 (10YR4/1)シ ルト
幅仄色 (10YR4/1)シルトに浅貢色 (5Y7/4)シ ルトと
径 1～2cm大の小礫が少豊混入

黒捐色 (10YR3/1)砂 質シルト
黒褐色 (10YR3/2)シ ルトに径 1～ 2cm大 の小礫が少量混入
黒掲色 (10YR 3/1)粘質土に焼上が少最混入
暗仄色 (10YR 3/4)粘質シルトに径 1～2cm大の小礫が混入

W  E H=5850m

１

２

　

３

４

５

６

Ⅲ① V

5陛要|
4＼くt/M

①

1 黒幅色 (10YR3/1)シ ル トに浅黄色 (5Y7/4)
2 黒褐色 (10YR 2/2)シリレトに浅黄色 (5Y7/4)
3 黒幅色 (10YR2/2)粘 質土に浅黄色 (5Y7/4)
4 黒褐色 (10YR3/4)粘 質土に浅黄色 (5Y7/4)
5 黒幅色 (10YR3/1)粘 質土

シルトがブロック状に混入
シルトがブロック状に混入
シルトが斑点状に混入
シルトがブロック状に混入

lm

(S=1:30)

第172図 掘立 1測量図
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0        5      10cm

(S=1:3)

(S=1:4)

第173図 掘立 1出土遺物実測図

々
序

，

７

SP① :4 3 4 6
SP② :5

SP③ :2 7 8

(2)溝

SDl(第 171・ 174図、図版 46。 47)
調査地中央部、B3区～Cl区で検出した北東―南西方向の溝で、溝西壁は2基の柱穴 (S P 55・
56)、 溝東壁は2基の柱穴 (S P 49。 70)に切られている。なお、溝西壁側は第V①層、溝東壁側は

第V③層上面での検出となる。溝上面は、第Ⅱ層が覆う。規模は検出長 10.Om、 幅2.14～ 2.80m、

深さは最深部で検出下 34 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒褐色シルト (1層)を基

調とし、溝東壁体沿いには3層灰オリーブ色粘質シルト (浅責色シルトが斑点状に混入)が堆積する。

溝基底面は、北側から南側にかけて緩やかな傾斜をなす (比高差 10 cm)。 溝基底面北側にて、幅0.40

～ 0。94m、 深さ6～ 10 cmを測る溝SD①を検出した。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は4層黒

褐色シルト (黄色シルトがブロック状に少量混入)である。SD①基底面は北側から南側に向けて、

わずかに傾斜をなす (比高差 10 cm)。 また、基底面南狽1では幅0.55～ 0,60m、 深さ20 cmを測る溝

SD②と、南北検出長 1.00m、 東西検出長 0.30m、 深さ20 cmを測る土坑SK①を検出した。なお、

SD②はSK①を切っている。SD②は断面形態がレンズ状を呈し、埋土は二種類あり、溝上位は5

層黒褐色シルト (径 1～ 2 cm大の小礫混入)、 溝下位は6層灰色砂である。SD②上面にて、径 0.30
～0.35m、 深さ6 cmを測る柱穴 (S P 69)を検出した。柱穴埋土は黒褐色シルトである。SD②基

底面は溝北側から南側に向けて緩やかに傾斜をなす (比高差 8 cm)。 SK①は断面形態が逆台形状を
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呈するが、壁体は緩やかに立ち上がる。埋土は二種類あり、上位は7層褐灰色シル ト、下位は8層灰

掲色砂である。SD②及びSK①内からは、遺物の出土はない。
このほか、溝基底面中央部にて径 52 cm、 深さ50 cmを測る土坑SK②を検出したが、トレンチに

より遺構の大半は削平されている。断面形態は袋状を呈し、埋土は黒褐色粘質上の単一層である。S

K②内からは、遺物の出土はない。また、基底部中央部南寄りにて、径 0.35m、 深さ6 cmを測る柱

穴 (S P 53)を検出した。柱穴埋土は黒褐色シルトである。さらに、溝北側基底面にて、2基の土

坑 (S K③ o④)を検出した。SK③は楕円形を呈する土坑で、東西検出長 0。90m、 南北検出長 0,20

m、 深さ50 cmを測る。断面形態は袋状を呈し、埋土は9層黒褐色シルト (灰オリーブ色シルトがブ

ロック状に少量混入)である。SK④は長径 1.08m、 短径 0,92m、 深さ40 cmを測る楕円形土坑で、

断面形態は逆台形状を呈するが、東側壁体は垂直気味に立ち上がる。埋土はオリーブ黒色シルトを基

調とし、黒色シルトや黄色シルトがブロック状に混入する。SK③ o④からは、遺物の出土はない。

埋上の状況から、SK①～④はSDl構築以前の遺構と考えられる。溝内からは主に1層中より、弥
生土器片や土師器片、須恵器片のほか石器が混在して出土した。

出土遺物 (第 175図、図版 50)

9～ 15は土師器の郭。9～ 11は口縁部がやや外反し、12は直立する。10の底部切り離しは、回

転糸切り技法による。13世紀。13～ 15は底部。13・ 14はわずかに上底で、15は平底である。すべ

て底部切り離しは回転糸切り技法による。内タト面共にヨコナデ調整を施す。16～ 18は土師器の椀。

16は口縁部が外反し、日縁端部は丸く仕上げる。体部に沈線状の凹みをもつ (工具痕)。 内外面共に

ヨコナデ調整を施す。17・ 18は底部片で、断面三角形状の高台を貼付る。19は土師器の皿で、底部

切り離しは回転糸切り技法により、スノコ痕が残る。内外面共にヨコナデ調整を施す。13世紀。20

～ 29は弥生土器。20～ 22は折曲口縁の甕で、20は胴部外面にヘラ描き沈線文3条以上、21は口縁

端面に刻目を施す。23・ 24は胴部片で、23はヘラ描き沈線文3条、24はヘラ描き沈線文と刺突文を

施す。弥生前期。25。 26。 29は甕形土器、27・ 28は壺形土器の底部で、25～ 28は平底、29はわず

かに上底となる。25は胴部外面にヘラミガキ調整を施す。弥生中期後半。30はサヌカイト製の打製

石鏃。完形品。31～ 33は剥片で、材質は 3と がサヌカイト、32は緑色片岩、33は結晶片岩である。

時期 :溝内からは弥生時代から中世までの遺物が出土しているが、第Ⅱ層が覆うことや上師器の特

徴より、溝の最終埋没時期は13世紀頃と考えられる。
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平井遺跡 8次調査

H=5870m

[北壁]

[ベルト①]

[ベルト②]

H=5870m

4 黒捐色 (10YR3/1)シルト
2 黒褐色 (5YR3/4)シルト
3 医オリーブ色(5Y5/2)粘 質シルトに浅貢色(5Y7/4)シ ルトが
斑点状に混入
4 黒掲色 (5YR3/1)シルトに貢色(5Y8/8)シ ルトがプロック状に
少量混入 [SD①埋土]

:晟握畠釈滲 ♀子絨
シルHこ径1～2cm大の小礫混入

}ぃD②埋司

: 撮婚獣:予晨4チを;t;ル
ト
) [sK①
埋土]

9戻
塀9聖

'召

El渉ち窃 テトがブロック状に少量混入 いK⑥埋土]

第174図

黒帽色 (10YR3/1)粘質土 [SK②埋土]
仄色 (10Y5/1)砂に径1～5cm大の円礫含む
暗緑慶色 (10BG4/1)砂 に径1～3cm大の小礫多く含む

SDI断面図

[東壁]

lm

[南壁]
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遺構と遺物
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平井遺跡 8次調査

SD2(第 171・ 176図 )
調査地西側B・ C2区で検出した北東一南西方向の溝で、溝北側は試掘調査用トレンチに切られ、

溝南側はSDlを切つている。ttV③層上面での検出であり、第Ⅱ層が覆う。規模は検出長 2.80m、

幅 0,45～ 0.50m、 深さは検出面下 10 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は灰色を呈する砂質

シルト単一層である。溝基底面には四凸がみられ、北側から南側へ向けて緩やかな傾斜をなす (比高

差 4cm)。 遺物は埋土中より、土師器片が少量出上した。図化しうるものを1点掲載した。

出土遺物 (第 176図 )

34は土師器郭の口縁部片で、口縁端部は尖り気味に仕上げる。

時期:時期特定しうる遺物の出土はないが、SDlに後出することから概ね13世紀以降の溝とする。

SD4(第 171・ 177図 )
調査地中央部C3区で検出した南北方向の溝で溝北側は消失し、南側は調査区外へ続く。第V③層

上面での検出であり、第Ⅱ層が覆う。規模は検出長 3.20m、 幅 0.50～ 1.00m、 深さは検出面下 30

cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は四種類に分けられ、上位から1層灰褐色シルト、2

層灰褐色シルト (浅黄色シルトがブロック状に混入)、 3層オリーブ黒色シルト、4層オリーブ黒色

シルト (灰褐色シルトが斑ッ点状に混入)である。溝基底面中央部には径 75 cm、 深さ14 cmを測る円

形状の凹みがあり、さらに溝南側には緩やかな段差が認められる。遺物は1層中より、土師器片や弥

生土器片が少量出上した。

出土遺物 (第 177図 )

35は土師器杯の底部片で、底部外面に回転糸切り痕が残る。36は弥生土器の壷形土器で、平底を

呈し、内外面共にハケメ調整を施す。

時期 :時期決定しうる遺物の出土はないが、出土した土師器の特徴より概ね中世、12世紀以降の

溝とする。

SD3(第 171・ 178図 )
調査地南東部C4～D3区で検出した北東―南西方向の溝で、溝南側は柱穴SP■ (埋土 :灰黄
色土)に切られ、溝両端は調査区外へ続く。第V③層上面での検出であり、第Ш②層が覆う。規模は

検出長 7.30m、 幅 0,40～ 0.50m、 深さは検出面下 18 cmを測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は

二種類あり、上位は淡責色砂、下位はオリーブ黒色土 (黄色シルトがブロック状に少量混入)である。

溝基底面には凹凸がみられず、北側から南側へ向けて傾斜をなす (比高差 6 cm)。 溝内からは、遺物

の出土はない。

時期 :出土遺物はなく時期決定は困難であるが、第Ⅲ②層が溝を覆うことから概ね、古代以前の溝

とする。
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(3)土 坑

SKl(第 171・ 179図、図版 48)
調査地西側Bl区に位置し、土坑西側は調
査区外へ続く。第V①層上面での検出であり、

第Ⅳ層が覆う。平面形態は楕円形を呈するも

のと考えられ、規模は東西検出長 0.40m、 南

北検出長 1,00m、深さは検出面下28cmを測る。

断面形態は逆台形状を呈するが、南側及び北

側壁体は袋状となる。埋土はオリーブ黒色シ

ルトの単一層である。土坑基底面は、ほぼ平

坦である。遺物は弥生土器の奏形土器や壼形

土器などの破片が、土坑北側の埋土中位付近

に比較的集中して出上した。

出土遺物 (第 179図、図版 51)

37～ 44は弥生土器である。37～ 40は甕

形土器である。37は口縁部片で、口縁端部は

上方に拡張し、口縁端面に凹線文 2条を施す。

外面にはハケメ調整を施す。38は胴部片で、

内外面共にヨコナデとナデ調整を施す。39は

胴部に沈線文 5条と刺突文 l列を施す。40は

くびれをもつ上げ底の底部片で、内外面共に

ミガキ調整を施す。41～ 43は壺形土器である。

41は口縁部片で、口縁部は大きく外反し、口

縁端面には沈線文 1条を施す。42は平底の底

部。胴下端部外面は布目痕、胴部内外面共に

板状工具によるミガキ (板の木目が明瞭にみ

える)調整が施される。43は平底で、外面は

ミガキ調整、内面はナデ調整を施す。44は高

杯の脚部片で、外面には5ケ所以上の矢羽根

透かし (未貫通)と ヘラ描き沈線文 10条を

施す。45は鉄斧である。

時期 :出土遺物の特徴より、弥生時代中期

後半とする。

平井遺跡 8次調査

A AI   H=58.70m

X

B B   H=53.70m

マ

4 朔黄色 (5Y3/3)砂
2 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)土
に黄色 (5Y8/8)シルトが
ブロック状に少量混入

0       1m

…(S=4:50)

第178図  SD3測量図
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遺構と遺物
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平井遺跡 8次調査

SK2(第 171・ 180図 )
調査地西側Bl区に位置し、土坑南西部は調査区外に続く。第V①層上面での検出であり、第Ⅱ層
が覆う。平面形態は円形を呈するものと考えられ、規模は東西長 0.69m、 南北検出長 0.60m、 深さ

は検出面下 66 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、西側壁体は袋状となる。埋土は、黒褐色

シルト (責色シルトがブロック状に混入)である。土坑基底面は、ほぼ平坦である。遺物は埋土中よ

り、弥生土器片や土師器片が数点出上した。図化しうるものを1点掲載した。

出土遺物 (第 180図 )

46は弥生土器の壷形土器の底部で、平底となる。内タト面共にナデ調整を施す。

時期 :時期決定しうる遺物の出土はないが、後出する土坑SK3と埋上が酷似することから、概ね

古墳時代後期の遺構とする。

SK3(第 171・ 181図、図版 48)
調査地中央部C3区に位置し、土坑北部は柱穴SPl(埋土 :灰黄色土)、 東側は柱穴SP8(埋
土:灰黄色土)に切られている。第V③層上面での検出であり、第Ⅱ層が覆う。平面形態は円形を呈し、

規模は径 1.10～ 1。17m、 深さは検出面下 60 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、土坑東側

ゝ
』 ‐を

46

0           10cm

(S=1:4)

黒帽色 (10YR3/1)シルトに
黄色 (5Y8/8)シ ルトが

ブロック状に混入

)                  lm

(S=1:20)

第180図 SK2測量図 。出土遺物実測図
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遺構と遺物

及び西側壁体は垂直気味に立ち上がる。埋土は四種類あり、上位から1層黒褐色シルト、2層黒褐色

シルト (明黄褐色シルトが少量混入)、 3層黒色シルト (明責褐色シルトがブロック状に混入)、 4層

黒褐色粘質土 (明責褐色シルトがブロック状に混入)である。土坑基底面には凹凸がみられず、遺物

は1層中より、弥生土器や土師器、須恵器の小片が出上した。

L
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黒帽色 (10YR3/1)シルトに明黄掲色
(2.5Y7/6)シ ルトが少量混入
黒色(2.5Y2/1)シルトに明吏帽色
(25Y7/6)シルトがブロック状に混入
黒褐色 (10YR3/1)粘質土に明黄帽色
(2.5Y7/6)シ ルトがブロック状に混入
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第181図 SK3測量図・出土遺物実測図

／ヽ

10cm

(S=1:3)

0         10cm

(S=1:4)

ケV③

-203-



平井遺跡 8次調査

出土遺物 (第 181図、図版 51)

47・ 48は須恵器高杯。47の脚端部は下方に拡張し、外端面で接地する。全体に自然釉力M寸着する。

48の脚端部は下方にわずかに屈曲する。内外面共に回転ナデ調整を施す。49は土師器の奏、50～

53は弥生土器の甕形土器。49は胴部小片で、タト面にヘラミガキ調整を施す。50は口縁端部を上方に

拡張し、口縁端面に凹線文 1条を施す。内外面共にハケメ調整を施す。弥生時代中期後半。51は口

縁端面に凹線文 1条を施す。弥生時代中期後半。52・ 53は底部片で、52は くびれをもつ上げ底、53

は平底である。54は壺形土器の底胴部片。弥生時代中期後半。

時期 :出土した須恵器の特徴より古墳時代後期、6世紀後半とする。

(4)柱 穴

調査では、68基の柱穴を検出した。平面形態は円形と楕円形の二種類があり、規模は径 0.10～ 0.90

m、 深さ3～ 63 cmを 測る。柱穴掘り方埋土は三種類あり、埋土別の検出数は以下のとおりである。

埋土① :灰黄色土 〔SPl～ 9。 11・ 14・ 16～ 18・ 21・ 23～ 25。 27・ 29～ 38・ 40～ 42・ 44・
48・ 49・ 56・ 59〕 :37基

埋土② :褐灰色土 〔S P 19。 26。 39・ 47・ 55。 60。 66・ 70〕 :8基

埋土③ :黒褐色土 〔S P 10・ 12・ 13・ 15。 22・ 28・ 43・ 45・ 50～ 54・ 57・ 58・ 61～ 65。 67～ 69〕

:23基

遺物は埋当③柱穴内より、弥生土器片、埋当③ o②柱穴内からは土師器片や須恵器片が出上した。

出土遺物 (第 182図、図版 51)

55～ 62は弥生土器。55は甕形土器の胴部片で、ヘラ描き沈線文3条以上を施す。弥生前期。56

～ 58は壷形土器。56は口縁部片で、凹線文4条とタテ方向の沈線文を施す。口縁端部はヨコナデ

による凹み、口縁部内面にはヨコナデ調整を施す。弥生中期後半。57は広口壺の頸部片で、外面は

ハケメ調整、内面はナデまたはハケメ調整を施す。弥生後期。58は胴部小片で、ヘラ描き沈線文 1

条を施す。内面はナデ調整を施す。弥生前期。59。 60は高杯形土器。59は脚部片で、ヘラ描き沈線

文3条と凹線文2条及び刻目を施す。弥生中期後半。60は脚部小片で、内外面共にナデ調整を施す。

弥生後期。61は甕形土器の底部片で、内外面共にナデ調整を施す。弥生後期。62は壺形土器の底部

片で、内外面共にナデ調整を施す。弥生前期。68～ 68は土師器。63は杯の口縁部片で、体部は内

湾気味に立ち上がり、口縁端部は丸い。外面にヨコナデ調整を施す。64・ 65は椀の底部片で、64の

底部切り離しは回転ヘラ切り技法による。外面にヨコナデ調整を施す。■～ 12世紀。66は皿で、

口縁部は外傾して立ち上がり、日縁端部は丸い。底部は平底で、底部切り離しは回転糸切り技法による。

内外面共にヨコナデ調整を施す。13～ 14世紀。67は鍋の口縁部片で口縁部は外反し、煤力X寸着する。

口縁部外面はナデ、口縁部内面にはハケメ調整を施す。13世紀。68は奏の頸部小片で、外面にヨコ

ナデ調整を施す。6世紀。69・ 70は須恵器。69は郭蓋片で、内外面共に回転ナデ調整を施す。6世

紀。70は甕の口縁吉開 片ヽで、口縁部は方形状に肥厚する。内外面共に回転ナデ調整を施す。7世紀。

71は鉄淳である。
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遺構と遺物
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平井遺跡 8次調査

(5)その他の遺構と遺物

調査では、包含層掘り下げ時に遺物が出上した。主に第Ⅲ層や第Ⅳ層からの出上であるが、明確な

出土地が確定できなかったため、ここでは一括して、包含層出土遺物として実測図を掲載する。

包含層出土遺物 (第 183図、図版 51)

72～ 78は弥生土器。72～ 74は甕形土器。72は口縁端部を上下方に拡張し、口縁端面に4条の凹

線文を施す。底部は平底で、外面は胴部上位にハケメ調整、胴部下位にはタテ方向のヘラミガキ調整

を施す。弥生中期後半。73は口縁部小片で、口縁端面に 1条の凹線文を施す。内クト面共にヨコナデ

調整を施す。弥生中期後半。74は胴部片で、ヘラ描き沈線文 1～ 2条、竹管文 1列及び、2条の山

形文を施す。弥生前期。75は壼形土器の口顎部片で、顕部に刻目列点文を施す。76・ 77は菱形土器

の底部片で 76は平底、77は上げ底である。78は壷形土器の底部片で、内外面共にナデ調整を施す。

弥生中期後半。79～ 83は土師器。79・ 80は不の口縁部片で、口縁端部は丸い。内外面共にヨコナ

73
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ま と め

デ調整を施す。81は杯の底部片。平底で、底部の切り離しは回転糸切り技法による。また、スノコ

痕が顕著にみられる。内タト面共にヨコナデ調整を施す。82・ 88は皿で、82は口縁部がやや外反し、

口縁端部は丸い。底部は平底で、底部切り離しは回転糸切り技法による。13世紀。83は口縁部片。

口縁部は外反し、口縁端部は丸い。内外面共にヨコナデ調整を施す。84・ 85は瓦器椀で、底部内面

に暗文を施す。12～ 13世紀。86は須恵器杯身で、たちあがりは低く内傾し、端部は九く仕上げる。

内外面共に回転ナデ調整を施す。6世紀末～7世紀前半。87・ 88は青磁碗の底部小片で、胎土は灰

色を呈し、釉調は淡緑色となる。13～ 14世紀。

4.ま とめ
調査は、古墳時代の集落範囲や構造解明を主目的として実施した。調査の結果、弥生時代から中世

までの遺構や遺物を確認した。以下、時代別に内容を説明する。

弥生時代 :遺構は、土坑SKlを検出した。径 lm前後を測る精円形土坑で、土坑内からは弥生時

代中期後半に時期比定される甕形土器や壷形土器、高杯形土器の破片がまとまって出土した。出土状

況から、土坑内に上器を廃棄したものと推測される。周辺では、調査地北方にある平井遺跡3次調査

において該期の上坑が検出されており、SKlの検出は、弥生時代中期集落力潮 査地南方まで広がっ

ていることを示唆する資料といえよう。このほか、中世の溝や柱穴及び包含層中より、弥生時代前期

や後期の上器片が数点ではあるが出上している。

古墳時代 :遺構は、掘立柱建物 1棟と土坑 2基を検出した。掘立 1は 3基の柱穴を検出した建

物で、3基の柱穴は柱穴埋土や出土遺物が類似することや、柱穴の配置などから建物柱穴と判断した。

柱穴埋土は黒褐色シルトを基調とし、径 15 cm大の柱痕を確認した。また、2基の土坑 (SK2・ 3)

からは弥生土器や須恵器、土師器が出土した。掘立lや土坑は出土遺物より古墳時代後期後半、6世

紀後半頃の遺構と考えられる。周辺の遺跡では、平井遺跡4次調査や5次調査において同時期の竪穴

住居や掘立柱建物などが検出されていることから、調査地周辺には広範囲にわたり古墳時代後期集落

が営まれていたことがわかる。

古代～中世 :古代では溝 1条 (SD3)、 中世では溝 3条 (SDl・ 2・ 4)を検出した。SD3
は時期特定しうる遺物の出土はないが、検出層位より概ね古代の溝と考えられる。一方、SDl・ 2・

4は出土遺物より12～ 13世紀代の溝と考えられ、このうちSDlは幅 2.8mを測る大型溝で、溝内

からは弥生時代前期から中世までの遺物が混在して出上した。溝の性格は定かではないが、集落を区

画するためのものではなく、水田や畑耕作に伴う水路的な役割をもつ溝と考えられる。
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平井遺跡 8次調査

遺構・遺物一覧 ―凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の言棘J値及び観察二覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

漢動尋   ():復 君佳熱
訓彎関    土器の窪制嘘名称を嘲 した。

例)口→口縁部、天→天丼部、顎‐顎部、胴→胴部

胎土・焼成欄 月台土欄では混和剤を略記した。
例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密拠

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石 。長 (1～ 4)→「 1～ 4mmtの石英 。長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎け良好、○→良、△→不良。

表 111 掘立柱建物一覧

掘立 地  区 規 模 方位
桁行長
(m)

梁行長
(m)

柱穴埋土 出土遺物 時 期 備 考

l B2～ Cl 2問以上 南北 黒褐色シルト他
弥生・土師
須恵

6世紀後半

溝
(SDI

地 区 断面形
規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方 向 埋  土 出土遺物 時 期 備 考

1 B3～ Cl レンズ状 1000 X 280 X 034 北東―南西 黒褐色シル ト他
弥生・上師
・須恵・石

13世紀

2 B,C2 皿状 280 ×050 X 010 北東―南西 灰色砂質シルト 土師 中世

C4～ D3 皿状 730 X050 X 018 北東一南西 淡責色砂 他 古代以前

4 C3 レンズ状 320 × 100 X 030 南北 灰褐色シルト他
生
師
弥
土 中世

表 113 土坑
坑
Ю
±
６

地  区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径 )×幅 (短径 )×深さ
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 Bl 楕円形 逆台形状 (1001X(040)X028 オリーブ黒色シルト 弥生 弥生中期後半

2 Bl 円形
逆台形状
一部袋状 )

069 × (0601 ×066
黒褐色シルト

(黄色シルト混入 )
弥生 土師 6世紀後半

3 C3 円形 逆台形状 117 X l10 × 060 黒褐色シルト他
弥生・土師
須恵

6世紀後半

表 114 柱穴一覧
穴
動
柱
６

地  区 平面形
規 模 (m)

長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ
埋  土 出土遺物 備 考

l C3 円形 024 × 022 X 008 灰責色土 土師・須恵 SK5を切る

2 C3 円形 026 024 012 灰責色土 土師・須恵

C4 円形 026 X 024 X 010 灰黄色土 土師・須恵

C4 円形 028 × 026 × 003 灰黄色土 土師・須恵

C3 楕円形 032 X024 × 021 灰責色土 土師・須恵
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柱穴一覧 2

ハ
Ｐ
工
Ｓ 地  区 平面形

規 模 (m)
長さ(長径 )× 幅 (短径 )× 深さ

埋  土 出土遺物 備 考

C3 楕円形 (040)X 020 × 016 灰責色土 土師・須恵

7 C2 円形 028 X 026 X 010 灰責色土 土師・須恵

8 C3 円形 023 X 022 X 008 仄黄色土 土師・須恵

9 C4 円形 030 × 030 × 024 灰黄色土 土師・須恵

E4 円形 032 X 032 X 008 黒褐色土 弥生

D3 円形 028 × 026 × 007 灰責色土 土師・須恵 3D3を切る

D3 円形 024 × 023 × 004 黒掲色土 弥生

D3 楕円形 (053)X046 X 013 黒褐色土 殊生

D3 楕円形 090 056 灰責色土 土師・須恵

D3 惰円形 040 X (022)X 005 黒褐色土 弥生

D3 楕円形 050 X 040 X 007 灰責色土 土師・須恵

D3 円形 038 × 038 × 006 灰責色土 土師・須恵

D3 楕円形 032 X 027 X 006 灰黄色土 土師・須恵

D4 円形 032 X 030 X 013 褐灰色土 土師・須恵

20 欠 番

D3 円形 028 X028 X 013 灰黄色土 土師 須恵

D3 円形 026 X 026 X 005 黒褐色土 弥生

D3 円形 027 × 024 X 017 灰黄色土 土師・須恵

24 D3 楕円形 050 X 034 X 013 灰黄色土 土師・須恵

D3 円形 026 X 026 X031 灰責色土 土師・須恵

D3 円形 (022)X 024 X010 褐灰色土 土師・須恵

D3 円形 018X 018 × 016 灰黄色土 土師・須恵

D4 楕円形 028 X 023 × 010 黒褐色土 弥生

C3 円形 016X016X011 灰責色土 土師・須恵

C3 円形 033 X 032 X 004 灰黄色土 土師・須恵

C3 楕円形 048 X038 ×004 灰責色土 上師・須恵

C3 円形 026 X 026 × 007 灰責色土 土師・須恵

C3 円形 017 × 016 × 010 灰黄色土 土師・須恵

C4 円形 016× 016 × 004 灰黄色土 土師・須恵

C4 円形 030 X 028 × 021 灰黄色土 土師・須恵

C4 円形 022 X 020 × 024 灰黄色土 土師・須恵

遺構一覧
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六

ＰＩ

駐

Ｓ
地  区 平面形

規 模 (m)
長さ(長径 Ⅲ×幅 (短径 )×深さ

埋  土 出土遺物 備 考

C4 円形 021 X 021 X 006 灰黄色土 土師・須恵

C4 円形 024 X 023 X012 灰責色土 土師・須恵

C4 円形 026 × 10豹 ×019 褐灰色土 土師・須恵

40 B4 円形 032× 032 X 027 灰責色土 土師・須恵

C4 円形 019 X 018 ×011 灰黄色土 土師・須恵

42 C3 円形 018 × 018 X 015 灰黄色土 土師・須恵

B・ C3 円形 040 X 038 X015 黒褐色土 弥生

44 C3 円形 025 X024 X004 灰責色土 土師・須恵

B3・ 4 円形 036 × (0331 X023 黒掲色土 弥生

46 欠 番

C3 楕円形 080 X 070 × 022 褐灰色土 土師・須恵

B・ C3 円形 058 X 053 X 013 灰黄色土 土師・須恵

B3 円形 032 X029 X012 灰責色土 土師・須忘 3Dlを 切る

C2 円 形 030 X 026 × α26 黒褐色土 弥生

C2 楕円形 060× (012J× 012 黒褐色土 弥生

C2 円形 012X011× 009 黒褐色土 弥生

B2 円形 046X046 X040 黒褐色土 弥生
3Dl埋上中位にて
父出

B2 円形 020× 020X023 黒褐色土 弥生

B2 円形 028× 10あЭ)× 010 褐灰色土 土師・須恵

B2 円形 048 X 046 × 036 灰黄色土 土師・須恵

B2・ 3 楕円形 070× (018)X022 黒褐色土 弥生

B2 円形 040 × (020)X 012 黒褐色土 弥生

B2 円形 016X10■Ol× 008 灰黄色土 土師・須恵

6Cl B2 円形 032× (012)× 011 褐灰色土 土師・須恵 掘立 1柱穴を切る

A・ B2 円形 050 × 1032)X060 黒褐色土 弥生

B2 楕円形 036× 028 X020 黒褐色土 弥生

Bl 円形 070 × 066× 063 黒褐色土 殊生

B2 円形 026 × 026 X 015 黒褐色土 弥生

Bl 円形 058× 055X052 黒褐色土 弥生

Bユ 円形 032 X 032X024 褐灰色土 土師・須恵

Bユ 円形 032 ×032 X030 黒褐色土 弥生

平井遺跡 8次調査

(3)
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穴

動

駐

Ｓ 地 区 平面形
規 模 (m)

長さ(長径 )X幅 (短径 )× 深さ
埋  土 出土遺物 備  考

Bl 円形 052 × 050 × 029 黒褐色土 弥生

C2 楕円形 038 × 026 × 008 黒褐色土 弥生 SDl底面にて検出

C2 円形 024 × 024 ×015 褐灰色土 土師・須恵

柱穴一覧

表 116 SDl出土遺物観察表  土製品

遺構一覧・遺物観察表

(4)

(1)

表 115 掘立 1出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写|
胎 土

焼 成
備考 図版

夕IE] 内 面

l 蓋 残高 44 短顎壺の蓋。内湾して下がる口縁部。
端部は外反する。

〇 回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転 ナ デ

色
色
灰
灰

密

○ SPC

2 高不
径
高
口
残
(124)
30
無蓋高必の杯部。体部に凸線 2条を
施す。

回転 ナデ 回転 ナデ
青灰色
青灰色

密

◎ SPC

3 高杯
径
高
底
残
(126)
11 脚端部

は上方に肥厚する。小片。 回転ナデ 回転ナデ
青灰色
暗灰色

密
◎ SPC

4 甕
径
高
口
残
(140)
61
内湾する口縁都。口縁端部は内傾する平坦

面をもつ。胴部外面に斜線文3条を施す。
Θナデ
⑩ハケ0本 /cm)

Θナデ

⑪ハケ ナデ
色
色
褐
褐
茶
茶

石
長ず
～0
◎
SP C

5 甕 残高  33 胴吉Б片。 ◎ヨコナデ
⑩ナデ

ナ デ
橙褐色
橙褐色

石 長 ll～ 2〉
◎
SP C

6 奏 残高  36 胴部小片。 ◎ハケ
⑮ミガキ

ヨコナデ
暗茶掲色
茶色

石・長 (1～ 2)
◎
SPC

7 士空 残高 20 顎部に貼付凸帯文 2条を施す。 ナ デ ナ デ
黒褐色
黒褐色

密
◎ SPC

霊

径
高
底
残 平底の小片。

ナデ
マメツ

ヨコナデ
マメツ

淡黄褐色
淡黄褐色

石・長 (1～ 2)
◎
SPC

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調   整 色調

1貧写|
胎 土

峰 耐
備 考 図版

外 面 内 面

9 杯 唯
綿

口縁部はわずかに外反し、口縁端部
は九く仕上げる。平底。

マメツ
ヨヨナデ
(マメツ〉

乳茶色
乳茶色

密

◎

杯
径
高
口
器
(147)
34
ヨ緑都はやや外反し、日縁端部は丸く仕上げる。

震部切り離しは回転糸切り枝法による。平底。
ヨコナデ ヨコナデ

色
色
褐
褐
乳
乳
淡
淡

密
◎

11 不
嘲
側

径
高
口
残

外反する口縁部。口縁端部は九く仕
上げる。

ヨヨナデ

(マメツ )

ヨヨナデ・ハケ P

(マ メツ )

色
色

自

白
乳
乳

密

◎ 黒斑

イ
ω
７

径
高
口
残

直立する口縁部。口縁端部は尖り気
味となる。

ヨコナデ ヨコナデ
淡黄色
淡黄色

密

◎

イ
径
高
底
残

上げ底の底部。底部切り離しは回転
糸切り技法による。

ヨコナデ ヨヨナデ・ナデ
乳橙褐色
乳橙褐色

密

◎

杯
底径 1841
残高  12

上げ底の底部。底部切り離しは回転
糸切り技法による。

ヨコナデ マメツ (ナデ )
灰責褐色
灰責褐色

石・長 (1)
◎

杯
径
高
底
残

平底。底部切り離しは回転糸切り技
法による。

マメツ マメツ
色
色

白

白
責
責

密

○

椀
径
高
口
残
(146)
36
外反する口縁部。口縁端部は九く仕
上げる。体部に沈線文 (工具痕 )あ り。

ヨコナデ ヨコナデ
淡責茶色
淡責茶色

密

◎

擁
径
高
底
残 断面三角形状の高台を貝占付。 ヨコナデ ナ デ

色
色
茶
褐
乳
灰

密

◎

抗
∞
０

径
高
口
残 断面三角形状の高台を貼付。 ナ デ

ナデ
ヨコナデ

淡乳橙褐色
淡乳橙褐色

密

◎

皿
口径  82
器高  17

体部は直立し、日縁端部は九く仕上げる。
底部に回転糸切り痕とスノコ痕あり。

ヨコナデ ヨコナデ
淡茶褐色
淡橙褐色

密

◎

甕
口径 (2841
残高 37

折曲口縁。口縁端面に刻目文、胴部
にヘラ描き沈線文 3条以上を施す。

ヨコナデ
ハケーナデ
ナデ (マ メツ )

茶褐色
灰黄褐色

石・長 (1～ 31
◎

甕
口径 (2781
残高  17 折曲口縁。口縁端面に刻目文を施す。 ナ デ ナ デ

暗褐色
暗褐色

石
昆響
～動
◎

弩
径
高
口
残 折曲口縁。 ヨコナデ ヨコナデ

暗灰色
淡黄褐色

石・長 (1～ 2)
◎

黒斑

養 残高 61 同部にヘラ描き沈線文 3条を施す。 ミガキ ミガキ→ナデ
乳茶色
乳白茶色

石・長 (1～ 2)
◎

煤付着

霊 残高 62 l同部に
ヘラ描き沈線文 3条と刺突文

を施す。
マメツ
ミガキ・ナデ

ナ デ
色
色
褐
褐
黄
黄
乳
乳

石 。長 (1～ 2)
◎

甕
径
高
底
残 平底。

ミガキ (マメツ
チデ

ナ デ
淡茶褐色
淡茶褐色

石・長 (1～ 3)
◎
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表 121 SKl出 土遺物観察表

平井遺跡 8次調査

SDl出上 2

番捐 器種 法量 (cm) 形 態 施 支
調  整 色調

1貧屠|
情 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

甕
底径 (85)
残高  58 平底。

マメツ(ナデ )
ヨコナデ

ナデ 呻聴
石・長 (1～ 2)
◎

士霊
底径 (801
残高  30 平底。

マメツ
(ヨ コナデ )

ナ デ
桃茶色
挑茶色

石。長 (1～ 21
◎

と
離

４６

一

壷
①
４

径
高
底
残 平底。 マメツ マメツ

色
色
褐
褐
責
黄

石
碧
～9

甕
径
高
底
残

わずかに上げ底。 ナ デ ナ デ
色
色
褐
褐
橙
灰

石
署
～9
ω

1 7 SDl出 土還物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
量

備 考 図版
長さ(cm I cm) 厚さ (cm) さ r貿Ⅲ

30 打製石鏃 完 形 サヌカイト

剥片 サヌカイト

剥片 緑色片岩 17

剥片 結晶片岩 43 165 未成品 (荒割り段階 )

表 118 SD2出土

番号 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧冨|
河含 主

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

34 杯
口径 (132)
残高  28 体部は内湾し、口縁端部

は尖る。
ナデ・ミガキ
(マメツ )

ミガキ
褐色
黒褐色

密

◎

表 119 SD4出

番う 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧目|
生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

杯
底径 (70)
残高 10

平底。底部切り離しは回転糸切り技
法による。

ヨヨナデ
(マメツ )

ナ デ
乳白色
暗茶掲色

密

◎

壷
底径 173)
残高 31 平底。小片。

ハケ
10～ 11本 /cm

ナデ・ハケ
色
色
褐
黒

石 長 (1)
◎

黒斑

120 SKl 土

器種 法量 (cm) 形 態・施 文 色調1貧写|
胎 土

棒 虚
備考 図版

外 面 内 面

奏
口径 (203)
残高 30

口縁端部は上方に拡張し、口縁端面
に凹線文 2条を施す。

ヨコナデ
ハケ(6本 /cln)

ヨコナデ
色
色
褐
褐
乳
乳
石・
5①

甕 残高 21 胴部片。 ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
ナデ

橙褐色
淡黄褐色

石
蚕ω
ω

黒斑

39 養 残高 21
ヘラ描き沈線文5条と刺突文1列を
施す。

ナ デ ナ デ 純睡
石・
話
～動

40 甕
０
０

径
高
底
残 くびれをもつ上げ底。小片。

ナデ・ミガキ

(マメツ )
ナデ ミガキ
(マメツ )

色
色
褐
褐
橙
橙
石・
5①

壼 残高 20 口縁部は大きく外反し、口縁端面に
た線文1条を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
淡灰褐色
灰褐色
石・
最ヂ
～動

42 重
径
高
底
残 平底。胎土中に赤色酸化土粒を含む。

ナデ
ミガキ→ヨヨナデ

ミガキ
色
色
栓
橙
乳
乳

石
晋
～0
◎

黒斑

一霊
底径 (77)
残高 82 平底。胎土中に赤色酸化土粒を含む。 耕ガ

ナ デ
橙褐色
灰褐色

石
響
～9
◎

高杯 残高 55 5ケ所以上の矢羽根透かし(未貫通 )

と、ヘラ描き沈線文 10条を施す。
マメツ ナ デ

掲橙色
褐橙色 署 )

野婦 器 種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
≧さ(cm 唱 (cm) 厚 さ (cm 重 さ lR〕

鉄斧 1/3 鉄

表 122 SK2出 土

器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 色調

1貧冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

46 一霊
底径 (77)
残高 24 平底。 ナ デ ナ デ

赤褐色
赤褐色

石
晋
～動
◎

27と
司―個TH
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123  SK3出 土

番号 維 法量 (cm) 形 態・施 文
整 色調1貧雲|

胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

47 高邦
径
高
底
残

(1■ 7)

■8
脚端部は下方に拡張し、外端面が接
地する。

回転ナデ 回転ナデ
黒灰褐色
黒灰褐色

密

◎
自然用

高杯
底径 o58)
残高  13 脚端部は下方にわずかに屈曲する。 回転ナデ 回転ナデ

乳灰色
乳灰色

密

○

ゆ 甕 残高 42 桐部小片。 ナデ・ミガキ ナデ
明橙色
灰褐色

石・長 (1～ 31
◎

甕
径
高
口
残
(170)
31
口縁端部は上方に拡張し、口縁端面
に四線文 1条 を施す。小片。

ヨヨナデ
ハケ(9～ 10本 /cm

ナデ
ケヽ(5～ 6本 /cm 艶随

鄭
◎

黒斑

奏
径
高
口
残
(1641
11
口縁端面に凹線文を施す。小片。 ヨコナデ ヨコナデ

色
色
褐
褐 即

◎
甕
底径 (66)
残高  50 くびれの上げ底。

マメツ
ナデ

ナデ
ハクリ

橙黄色
淡黄色

石 。長 ll～ 3)
◎

黒斑

奏
径
高
底
残 平底。小片。 ナ デ ナ デ

淡黄褐色
淡灰褐色

長 (D
◎

黒斑

士霊 残高  75 嘆胴部片。 ミガキ ナ デ 庭髄
石
蚕ω
◎

黒斑

遺物観察表

表 124 桂穴出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写|
胎 土

偉 B9
備考 図版

外 面 内 面

養 残高  34 ラヽ描き沈線文 3条以上あり。
マメツ

(ミ ガキ )
ナ デ

乳茶色
淡褐色

石
碧
～動
◎

SP5(

豆
］
坐

径
高
口
残

J線文4条とタテ方向の沈線文を施す。
ヨ縁端部はヨヨナデによる凹みがある。

ヨコナデ ヨコハケ
(ハ クリ マメツ ) ヨヨナデ

色
色
茶
茶
乳
乳
淡
淡

石昆彗
～9
◎

SP51

一笠 残高 36 六口壼の頸部小片。
ハケ

(5～ 6本 /cm)
ナデ・ハケ ?

褐色
褐色

石長ず
～動
◎
W6[

一霊 残高  34 胴部小片。ヘラ描き沈線文 1条あり。 マメツ マメツ (ナデ ) 触艶
石 。長 (1～ 31
◎ 剛瓢

高郭
底径 (1921
残高  24

ヘラ描き沈線文3条と凹線文2条あ
り。

ヨコナデ ヨコナデ
色
色
灰
茶
黒
責

石・長 (1～ 21
◎
SP63
黒斑

高杯 残高 21 脚部小片。
ヨヨナデ
ナデ (マメツ )

ナ デ
淡橙色
淡黒色

石。長 o)
◎
ＳＰ６
瓢

養
０
２

径
高
底
残 平底。 ナ デ ナデ

色
色
茶
茶
暗
淡

石碧
～動
◎
SP51

一霊
底径 (841
残高  43 平底。 ナデ ナ デ

色
色
褐
褐
乳
乳

石・長 o～ 41
◎
SP56

杯
径
高
口
残
(124)
24
体部は内湾気味に立ち上がり、回縁
端部は九い。

ヨコナデ ヨコナデ
乳橙色
乳白橙色

密

◎ SP48

椀
径
高
底
残

底部の切り離しは、回転ヘラ切り技
法による。

ヨコナデ マメツ
色
色
乳
乳
黄
黄
淡
淡

密

◎ SP8

椀
底径 (64)
残高  15 断面三角形状の貼付高台。

マメツ マメツ
責灰色
黄灰色

密

○ SP48

皿
底径  54
残高  15

日縁部は外傾 して立ち上が り、口縁端部は
九い。底部の切 り離 しは、回転糸切 り技法
による。平底。

ヨコナデ ヨコナデ
淡橙色
淡橙色

密

◎ SP47

鍋
口径 (280)
残高 51 口縁部はやや膨らみをも

つ。小片。
ヨコナデ
ナデ

ハケ (マメツ )
暗茶褐色
茶褐色

石 長(1～ 6)
◎ ＳＰ４８鵬

68 奏 残高  3.6 家部に貼付凸帯文 1条あり。
ヨヨナデ
(マメツ )

マメツ 擬蝉
石 ll～ 3)
◎

SP63

杯蓋 残高  16 扁平な天丼部。小片。 ○ 回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

褐灰色
灰褐色

密

◎ SP65

甕
径
高
口
残
(3221
■5
口縁端部は、方形状に肥厚する。
小片。

回転ナデ 回転ナデ
淡灰褐色
淡灰褐色

密

○ SP63

表 125 柱穴出土遺物観察表   鉄製品

番号 器 種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
さ(cm 唱 (cm i 層Ξさ (cm 重 さ債〕

鉄津 鉄 3P2
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表 126 包含層出土遺物観察表  土製品

平井遺跡 8人調査

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目|
消 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

霙
口径 o8動
器高 255

口縁端部は上下に拡張し、口縁端面
に四線文 4条を施す。平底。

ヨヨナデ ハケ
ミガキ

ナデ
ケズリ

橙色
淡褐色

勲
◎

黒 斑

甕
伝仕
古回

口
残
(176)
09
口縁端部は上方に拡張し、口縁端面
に凹線文 1条を施す。

ヨコナデ ヨヨナデ
暗褐色
茶褐色

石 長 o)
◎

奏 残高  38
ヘラ描き沈線文 1～ 2条、竹管文 1
刺、山形文 2条を施す。

ミガキ ナデ→ミガキ
黒褐色
暗責褐色

石
署
～動
◎

黒斑

士霊
径
高
口
残

口縁端部は上下方に拡張し、顕部に
刻目列点文を施す。

マメツ
ハケ

ヨコナデ
ナデ

色
色
褐
褐
橙
橙

石碧
～つ
◎

甕
径
高
底
残 平底。 ナ デ ナデ

色
色
橙
褐
明
灰

石 長 o)
◎

餐
径
高
底
残

上げ底。
ヨヨナデ

(マ メツ )
ナデ

乳責茶色
黒色

石・長 ll～ 31
◎

黒斑

笙
伝生
士向

底
残 平底。

マメツ
チデ

ナ デ
茶褐色
暗茶褐色

石
長ず
～9
◎

郭
口径 (120)
残高  18 体部

は直立し、口縁端部は九い。 ヨコナデ ヨコナデ
色
色

白

白

密

◎

不
径
高
口
残
(162)
20 体部

は内湾し、口縁端部は丸し ヨコナデ ヨコナデ
乳白色
乳白色

密

◎

郭
底径 18働
残高  11

平底。底部の切り離しは回転糸切り
技法による。スノコ痕が顕著。

ヨヨナデ ヨヨナデ
色
色
白
褐
乳
乳

密

◎

皿
口径 1801
器高  14

口縁部は外反 し、端部は丸い。底部は平底で、

底部切 り離 しは、回転糸切 り技法による。

ヨヨナデ
ナデ

ヨコナデ
ナデ

色
色
茶
茶
乳
乳
淡
淡

密

◎

皿
径
高
口
残
(101)
13
口縁部は外反し、端部は九し ヨコナ デ ヨコナデ

色
色
黄
責
自
白
乳
乳

密

◎

抗
底径 (58)
残高  10 瓦器椀の底部で、内面に暗文を施す。

ナデ
ヨコナデ ”耕

色
色
灰
灰

密

◎

椀
径
高
底
残

瓦器椀の底部で、底部内面に暗文を
施す。

マメツ
ナデ

ミガキ ?

(マ メツ )

灰白色
灰白色

密

◎

杯身
径
高
口
残
(111)
25
たちあがりは低く内傾し、端部は九
く仕上げる。

回転 ナ デ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

碗 残高  33 底胴部片。 赤しメ由 施釉
淡緑色
淡緑色

密

◎
胎土 :

灰色

碗
径
高
底
残

(44)
16 底部内面

に文様あり。 ウЁメ由 施釉
淡緑色
淡緑色

密

◎ 腿庭
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第 9章

平井道跡 9次調査





第 9章 平井遺跡 9次調査
1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2006(平成 18)年 1月 24日 、松山市都市整備部道路建設課 (以下、道路建設課)よ り、松山市道

小野 160号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財の確認願が松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)

に提出された。財団法八松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)により、

小野 160号線に関連する発掘調査は、平成 18年度から平成 20年 5月 までに6度実施され (平井遺

跡 3次～8次調査)、 弥生時代から中世までの集落関連遺構や遺物が多数確認されている。今回、発

掘調査を実施した調査地 (松山市平井町甲3131番 1の一部)は申請地の南端にあり、国道 ll号線

バイパス線に隣接する。調査地内の試掘調査は、2007(平成 19)年 11月 27日 に実施した。その結果、

地形の落ち込みを検出し、遺物は古代から中世の上師器片と須恵器片が出上した。試掘調査の結果を

受け、文化財課と道路建設課の両者は遺跡の取り扱いについての協議を重ね、道路工事によつて消失

する遺跡に対し、記録保存のための発掘調査を実施することとなった。発掘調査は、道路建設課と埋

文センターが委託契約を結び、文化財課の指導のもと、調査地内における古墳時代の集落構造解明を

主目的とし、2008(平成 20)年 6月 2日 より本格調査を実施した。

(2)調査の経緯
調査は、2008(平成 20)年 6月 2日 から2008(平成 20)年 6月 30日 まで屋外調査を実施した。

その後、7月 1日から埋文センター内にて、出土遺物の整理や概要報告書の作成を実施した。以下、

作業工程を略記する。

2008(平成 20)年 6月 2日 、調査を開始し、現場の安全対策をする。6月 5日 、重機で第Ⅲ層上

面までを掘削する。6月 6日、株式会社GIS四国に4級基準点測量の設置業務を委託する。6月 7

日、第Ⅲ層上面の精査を行い、遺構検出状況写真を撮る。6月 9日 より遺構の掘り下げ、及び遺構や

遺物の測量をする。6月 26日 、遺構完掘状況写真を撮影し、測量・記録作業を終了する。6月 29日 、

一般市民対象の現地説明会を開催し、40名の参加者を得た。6月 30日 、道具を撤去して屋外調査を

終了する。

7月 1日 より、屋内整理作業を開始する。出土遺物の洗浄や注記、記録写真の整理作業をし、調査

成果をまとめた調査概要報告書を作成後、申請者に提出する。なお、出土遺物の実測やトレース作業

等、報告書作成に伴う整理作業は、平成 20年度より実施した。

(3)調査組織
所 在 地

調査期間

調査面積

調査主体

調査担当

松山市平井町甲 3131番 1の一部

2008(平成 20)年 6月 2日～ 2008(平成 20)年 6月 30日

83,97コ正

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

水本完児
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平井遺跡 9次調査

2.層 位
(1)基本層位 綽 186図、図版53)

調査地は、松山平野南東部、標高弘2～ Й働詞こ立地する。基本層位は、第 I層から第V層である。

第 I層 :土色・土質の違いにより、三層に分層される。

第 I①層―褐灰色 (10YR6/1)を 呈する粘質土で、水田耕作上である。厚さ4～ 95cmを測る。

第 I②層―にぶい黄橙色 (10YR7//4)を 呈する粘質上で、水田床上である。厚さ4～ 40cmを測る。

第Ⅱ層 :土色・土質の違いにより、二層に分層される。

第Ⅱ①層―橙色 (75YR6/6)シ ルトで、厚さ4～ 30cmを測る。調査地北側を除く地域で検出した。

本層上面にて土坑を確認し、遺物は中世の土師器片が少量出土した。

第Ⅱ②層―明褐色 (7.5YR5/6)シ ルトで、厚さ4～ 郷cmを測る。調査地東半部で検出した。

第Ⅲ層 :土色の違いにより、三層に分屠される。

第Ⅲ①層―灰褐色 (猛5YR5/2)シルトで、厚さ4～ 23cmを沢1る。調査地南半分で検出した。

調査壁の上層観察により、本層上面から土坑 (SK4)が掘削されていることを確認
した。本層中からは、7～ 8世紀代の上師器片や須恵器片が出土した。

第Ⅲ②層―黒褐色 (7.5YR3/1)を 呈する粘質シルトで、厚さ2～ 20cmを測る。調査地北側を除く

地域で検出した。本層中からは、主に古代の上師器片や須恵器片が出上した。

第Ⅲ③層―褐灰色 (■5YR4/1)シルトで、厚さ10～ 30cmを測る。調査地南東部で検出した。本層

中からは、古代の土師器片や須恵器片が出上した。

第Ⅳ層 :土色 。土質の違いにより、二層に分層される。

第Ⅳ①層一黒色 (10YR2/1)を呈する粘質シルトで、厚さ2～ 18cmを測る。調査地南半分で検出

した。本層中からは、遺物の出土はない。

第Ⅳ②層―明褐灰色 (猛5YR71)シルトに、責色 (5Y8/8)シ ルトがブロック状に混じるものであ

る。厚さ2～ 10cmを測る。調査地東壁中央部付近で検出した。

第V層 :浅黄色 (2ЫЬ/も)を呈する粘土層で、厚さ2～ 10cmを測る。調査地ほぼ全域で検出した。

本層上面は、調査における最終の遺構検出面である。

なお、出土遺物や検出遺構などから、第Ⅱ層は中世、第Ⅲ層は古代までに堆積したものと思われる。

(2)検出遺構 。遺物 彿 187図 )
調査では溝 1条、土坑 4基、柱穴 22基を検出した。遺物は、遺構及び包含層中より、弥生

土器 (前期。後期)や土師器、須恵器 (古墳～古代)が出上した。なお、遺物の出土量は収納箱 (坐

×60× 12cm)9箱分である。調査にあたり、調査地内を5m四方のグリットに分けた。グリットは

】ヒから南へ貪・B・ C、 西から東へ 1・ 2・ 3と し、Al・ A2… …C3といったグリット名を付けた。

グリットは、遺物の取り上げや遺構の位置表示に利用した。
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H=5460m

方
~― ―E

― ― ― ― ― ― ― 一 ― 一
― 一 ― 一 一 ―

I_

【東壁】

日=5460m

ゴユ___― 一十~＼

H=5460m

I① 橿仄色(10YR6/1)粘 質土
I② にぶい黄橙色(10YR7/4)粘 質土
I① 橙色(7 5YR6/6)シ ルト
I② 明褐色(7 5YR5/6)シ ルト
Ⅲ① 仄褐色(7 5YR5/2)シ ルト
Ⅲ② 黒褐色(7 5YR3/1)粘 質シルト
Ⅲ③ 褐仄色(7 5YR4/1)シ ルト
V① 黒色(10YR2/1)粘 質シルト
V② 切褐慶色(7 5YR7/1)シ ルトに
黄色(5Y3/8)シ ルトがプロック状に混入
V  浅黄色(25Y3/3)粘 土

(S=1:40)

第186図 調査壁土層図
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平井遺跡 9次調査

3.遺構と遺物
調査では第Ⅱ層上面で中世の遺構と遺物を確認し、第Ⅲ層、第Ⅳ層及び第V層上面で主に古代の

遺構と遺物を確認した。検出した遺構は溝 1条、土坑 4基、柱穴 22基である。

(1)溝

SDl(第 187・ 188図 )
調査地北部Bl。 2区で検出した東西方向の溝で、溝東側は暗渠に切られ、溝西側は近現代坑に

切られている。第V層上面での検出であり、第 I②層が覆う。規模は検出長れ弘 m、 幅 1.1随、深さ

は検出面下 9 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は灰褐色 (I鵡 /2)シルト単層である。
溝底面はほぼ平坦である。遺物は埋土中より、土師器片と須恵器片が少量出土した。

出土遺物 (第 188図 )

1・ 2は土師器の不で 1は平底、2は円盤高台状の底部である。 3・ 4は須恵器の郭である。3

は口縁部小片で口縁部は直立し、口縁端部は尖り気味となる。4は平底で、底部切り離しは回転へ

ラ切り技法による。

時期 :出土遺物と検出層位から、概ね古代、平安時代後期とする。

AA'  H=5400m

渾
「

B BI  H=5400m

ド v
1

l 慶縄色 (7.5YR6/2)シル ト

0     1m

"(S=1:60)

＼＼_コ ェィ
メ

第188図 SDI測量図・出土遺物実測図

0      5     10cm

(S=4:3)
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遺構と遺物

(2)土 坑

SKl(第 187・ 189図 )

調査地中央部B2～ C3区に位置し、土坑北側と南側は試掘トレンチに、北西部はSK4に切られ、

南西部は調査区外へ続く。第Ⅳ①層上面での検出であり、第Ⅲ②層が覆う。平面形態は精円形を呈

するものと考えられ、規模は東西検出長 2∞ m、 南北長468m、 深さは検出面下 ncmを測る。断

面形態は逆台形状を呈する。上坑北側壁体は第V層、基底面は第Ⅳ①層である。埋土は二層に分層

され、 1層黒褐色 (猛5YR3/1)シルト、2層褐灰色 (猛5YR5/1)シルトである。土坑基底面はほぼ平

坦である。遺物は土坑北半部の埋土中位から下位にかけて土師器や須恵器が多数出上したほか、石

器や鉄器、鉄淳などが出土した。

出土遺物 (第 189。 190図、図版 56)

5～ 10は土師器。 5。 6は郭で5の口縁端部は内傾し、体部内面に放射状の暗文を施す。6は口

縁部が内湾し、口縁端部は尖り気味となる。7は高イの脚部で柱部外面は面取りされ、胎土中に赤

色酸化土粒を含む。8～ 10は甕の口縁部小片である。8は口縁部が内湾し、口縁端部は丸い。 9・

10の口縁部は外反し、口縁端部は「コ」字状に丸く仕上げる。11～ 19は須恵器。11・ 12は杯蓋で

ある。11は天丼部がほぼ平坦で口縁部は直立気味に下がり、口縁端部は尖り気味となる。12は小片

で口縁部は直立気味に下がり、口縁端部は尖り気味となる。13は郭身で、たちあがりは短く内傾する。

底部外面に回転ヘラ切り痕を残す。14は杯の口縁部である。口縁部は直立し、口縁端部は尖り気味

となる。15～ 17は甕の口縁部である。15は口縁部が短く外反し、口縁端部は「コ」字状に九く仕

上げる。16。 17は口縁部カウト反し、口縁端部は肥厚する。両者共に、口縁下端部に2条の沈線を施

す。18は甕の胴部である。中位外面に回転カキメ調整、下位には手持ちヘラケズリを施す。19は高

杯の脚部で、脚端部は下外方へ屈曲する。20は緑色片岩の扁平片刃石斧、もしくはノミ形石斧である。

21は器種不明の鉄器、22は鉄岸である。

時期 :出土遺物の特徴より、7世紀後半とする。

SK2(第 187・ 191図、図版 55)
調査地東部B2～ C3区に位置し、東側はトレンチに切られている。第Ⅳ①層上面での検出であ

るが、調査壁の上層観察により第Ⅲ③層上面から掘り込まれていることを確認した。平面形態は楕

円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長み似m、 南北検出長250m、 深さは検出面下 38cm

を測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は二層に分層され、 1層黒褐色 (7熙 /1)シルト、
2層褐灰色 (猛5YR5/1)シルトである。土坑基底面は、ほぼ平坦である。遺物は土坑西半部の埋土

上位から下位にかけて、土師器や須恵器のほか鉄器などが点在して出土した。なお、出土遺物の中

には歪んだ須恵器や火ぶくれを受けた須恵器が多数含まれている。

出土遺物 (第 192・ 1鋸 図、図版 56。 57)

23～ 34は土師器。23は郭である。口縁部は内湾気味に立ち上がり、口縁端部は尖り気味である。

体部内面に放射状の暗文を施す。孵はほぼ完形品の椀で、口縁部はやや外反気味に立ち上がり、口

縁端部は丸い。底部は平底である。25～ 27は高杯。25は口縁部が内湾気味に立ち上がり、口縁端部

は尖り気味に丸い。脚部は「ハ」の字状に開き、脚端部は「コ」字状に仕上げる。胎土中に赤色酸

化土粒を含む。26。 27は脚部片で脚部は「ハ」の字状に開き、26は柱部外面が面取りされる。27は
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平井遺跡 9次調査

小片で、脚端部は「コ」字状に丸い。28～ 33は奏である。28・
"。
32は口縁部が外反し、日縁端部

は丸い。30は口縁部が外傾し、口縁端部は丸い。31は口縁部が内湾し、口縁端部は内傾する面をもつ。

33は小片で、口縁端部は内方へ肥厚する。34は甑か鍋の把手部である。胎土中に赤色酸化土粒を含む。

35～ 37は弥生土器。35は甕形土器で口縁部は短くタト反し、口縁端部は九い。口縁部内面に粘土接

合痕を残す。36・ 37は壺形土器。36は上げ底で、底部外面と体部内外面に粘土接合痕を残す。37は

底都中央部がやや凹む。38～ 53は須恵器。38～ 4は郭蓋である。38は天丼部に丸味をもち、口縁

端部は尖り気味に丸い。天丼部外面に回転ヘラ切り痕を残す。39は口縁部が下外方に下がり、端部

は尖り気味に丸い。欄 。4のかえりは短く内傾し、端部は尖る。42。 43はイ身である。42は扁平な

底部で、底部外面に回転ヘラ切り痕を残す。43は刻ヽ片で受部が短く上方に伸び、たちあがりは短く

内傾する。赤焼け土器。44～ 46は郭である。44は口縁部が直立し口縁端部は丸く、体部外面に沈

線 l条を施す。45は平底の底部で口縁部はやや内湾して立ち上がり、口縁端部は九い。底部タト面に

回転ヘラ切り痕を残す。46は口縁部が外反し、底部は平底である。47・ 48は壺である。47は長頸壺

の口顕部で口縁部は外反し、口縁端部は丸い。48は口縁部が外反し、口縁端部は「コ」字状となる。

49は高杯である。脚裾部は下外方へ屈曲し、端部に沈線 1条を施す。醐 は平瓶である。口縁部の完

形品で、口縁端部は内方に肥厚する。口縁部内外面には接合痕を残す。51は提瓶である。口縁部は

直立し、口縁端部は内傾する面をもつ。口縁部中位外面に沈線 l条を施す。52は大甕の小片である。

口縁部外面に 14本～努本の波状文と凹線 3条を施す。53は蓋である。口縁端部は内傾し、天丼部

外面に沈線 2条と回転カキメ調整を施す。54は鉄滓である。重量器3gを測る。

時期 :出土遺物の特徴より、7世紀後半とする。

SK3(第 187・ 194図 )
調査地西部Bl区に位置し、土坑南側は調査区外に続く。第Ⅱ①層上面での検出であり、第 I②

層が覆う。平面形態は楕円形を呈するものと考えられ、規模は東西長 226m、 南北検出長Om、 深

さは検出面下 38cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、東西壁体は垂直気味に立ち上がる。埋

土は二層に分層され、 1層にぶい褐色 (7爛 /3)シルト、2層褐色 (7δ鼠ク3)シルトである。土
坑基底面は、ほぼ平坦である。遺物は、土師器片と須恵器片が少量出上した。図化しうる遺物を 1

点掲載した。

出土遺物 (第 194図 )

55は須恵器高郭である。脚部はタト反し、脚端部は下方に屈曲する。柱部中位タト面に沈線2条を施す。

時期 :検出層位より、概ね中世とする。
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1 窯福色 (7.5YR3/1)シルト
2 褐仄色 (7.5VR5/1)シルト

遺構と遺物
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SK4(第 187・ 195図 )
調査地南西部C2区に位置し、土坑南側は

調査区外に続く。第Ⅲ②層上面での検出であ

るが、調査壁の上層観察により第Ⅲ①層上面

から掘り込まれていることを確認した。平面

形態は楕円形を呈するものと考えられ、規模

は東西長 l。96m、 南北検出長 0,48m、 深さは

検出面下 38cmを測る。断面形態は逆台形状

を呈し、埋土は褐色 (7.5YR4/3)シ ルト単層

である。土坑内には緩やかな段差があり、土

坑基底面には径 70cm、 深さ1lcmの凹みがあ

る。土坑内から、遺物は出土していない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であ

るが、第Ⅲ①層上面から掘り込まれているこ

とや、埋上がSK3と 類似することから、概
ね中世とする。
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福色 (7.5YR4/3) 0     1m
シルト       
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第司95図 SK4測量図
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遺構と遺物

(3)柱 穴

柱穴は22基を検出した。調査地北部と南東部B2～D3区で検出した。平面形態は円形、楕円形、

不整円形の3種類があり、規模は径 10～ 80cm、 深さ5～ 27cmを測る。柱穴埋土は2種類あり、埋

土① :黒褐色シルト、埋土② :明褐色シルトである。遺物は、埋土①柱穴より、弥生時代から古墳

時代にかけての弥生土器片や土師器片が数点出土した。各柱穴の詳細は、表 1"に記す。

出土遺物 (第 196図 )

56は S P 23出土の広口壺である。内クト面共に細かなハケメ調整を施す。57は S P 23、 58は SP
19出上の甕形土器である。57は平底の底部、58は胴部の小片である。弥生後期。

(4)包含層・地点不明出土遺物

1)第Ⅱ①層出土遺物 (第 197図 )

59・ ωは土師器郭である。59は口縁部力彩順 し、口縁端部は尖り気味である。60は口縁部が内湾

し、口縁端部は丸い。61・ 62は内黒椀である。61は口縁部がやや外反し、口縁端部は尖り気味であ

るも体部内面にヘラミガキを施す。62は断面三角形の低い高台がつく。

2)第Ⅲ①層出土遺物 (第 198～ 塞Ю図、図版 57)

63～ 71は土師器。63・ 64は杯蓋で、つまみ部分はほぼ完形である。水平な天丼部に中央部が凹む

つまみが付き、赤色酸化土粒を含む。65は高台の付く郭である。高台は「ハ」の字状に開き、内端

面で接地する。66～ 鶴は皿である。66は体部内面に放射状暗文を施す。67は口縁部が上外方にひ

ねりだされ、底部は平底である。66・ 67は、内外面に赤色塗彩を施す。鶴は平底で口縁部は短く内

湾気味に立ち上がり、日縁端部は丸い。底部タト面にスノコ痕が残る。69は高イの小片で、柱部外面

は面取りされる。70。 71は甕である。70は小片で口縁部は内湾し、口縁端部は内傾する。器壁は厚く、

粗いハケメ調整を施す。71は胴部小片で、内面に板状工具によるナデ調整を施す。72・ 73は瓦質土

器である。72は郭で口縁部は外傾し、口縁端部は九い。73は甕の底部で、平底である。74は平瓦の

小片で、凹面に布目痕が残る。75～ 110は須恵器。75～ 罰は不蓋である。75～ 77はつまみが欠損

し、75のかえりは口縁部より下方に下がる。78のつまみ部分は完形で、水平な天丼部に中央部が凹

むつまみが付く。79は口縁部が下方に屈曲し、口縁端部は尖り気味に丸い。80は小片で口縁部は下

外方に屈曲し、口縁端部は尖り気味に丸い。口縁端面に沈線 1条が巡る。81～ 88は杯である。81は

丸底で口縁部は直立気味に立ち上がり、口縁端部は丸い。82は小片で口縁部は内湾気味に立ち上が

り、口縁端部は尖り気味に九い。83・ 84は平底、85は円盤高台状の底部である。86。 87は「ハ」の

字状に開く高台の付く郭で、86は口縁部が直立気味に立ち上がり、87は口縁部がやや外反する。89

～91は高郭の脚部である。89は柱部に2条の沈線を施す。90・ 91は低脚で裾部が「ハ」の字状に開き、

90は脚端部が「コ」字状に丸くおさめる。92～ 99は壷である。92・ 93は広口壺で口縁部はクト反し、

93の口縁端部は内傾する面をもつ。94～ 96は長顎壼である。94は口縁部が外反し、口縁端部は丸い。

95は肩部に刻目文と沈線 1条を施す。96は肩胴部の境界に沈線 l条を施す。97は赤焼け上器で、肩

部外面に刻目列点文と沈線を施す。98は脚付長顕壼の脚部である。裾部は内湾気味に開き、脚端部

は面をもつ。99は肩部に径∝血大の孔を穿つ。lCXlは醜である。胴部外面に沈線 1条を施す。101～

1∝ は甕である。101～ 103は小片で口縁部が外反し、102。 103の口縁端部は内方へ肥厚する。lM

-233-



平井遺跡 9次調査

は口縁部が水平に短くのびヽ 口縁端部は「コ」字状となる。105は口縁部中位に沈線 1条と肩部に円

形浮文 lヶ を看取する。1∝ は頸胴部片で、顕部外面に沈線 2条を施す。lC17・ 108は小片で、107の

肩部には火ぶくれ痕を残す。109の口縁部は短く外反し、口縁端部は「コ」字状となる。110は円面

硯の小片である。

唱 :班7
0            10          20cm

(S=1:4)

一一０一一SP23:56 57
SP19:58

第196図 桂穴出土遺物実測図

//  58

0        5      10cm

(S=1:3)

(S=113)

10cm

第197図 第工①層出土遺物実測図
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(1)第198図 第Ⅲ①層出土遺物実測図
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第199図 第Ⅲ①層出土遺物実測図 (2)
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第200図 第Ⅲ①層出土遺物実測図 (3)

108

0        5      10cm

(S=1:3)

-237-



平井遺跡 9次調査

3)第Ⅲ②層出土遺物 (第 201～ 203図、図版開)

111～ 125は土師器。111～ 117は杯である。111・ 112は国縁部が内湾気味に立ち上がり、口縁端

部は尖り気味に丸い。111は体部内面に暗文を施す。113・ 114は体部の小片で、暗文が残る。115～

117は底部で、116・ 117の底部切り離しは回転ヘラ切り技法による。118は皿である。口縁部は内湾

気味に立ち上がり、口縁端部は内傾する。体部内面に放射状の暗文を施す。119,120は 高郭である。

119は脚柱部で、胎土中に赤色酸化土粒を少量含む。120は脚部が「ハ」の字状に開き、脚端部は尖

り気味である。121～ 125は甕である。121は小片で口縁部力萌卜反し、口縁端部は上内方に肥厚する。

122は回縁部が内湾し、口縁端部は内傾する面をもつ。123は口縁部が内湾し、口縁端部は内方へ肥

厚する。1孵 。125は口縁部力萌卜反し、回縁端部は九く仕上げる。1%は口縁部内面に布目痕と粘土接

合痕が残る。126～ 152は須恵器。126～ 132は杯蓋である。1%はほぼ完形品で、笠形の天丼部に

乳頭状のつまみが付く。127～ 130のつまみは欠損し、130のかえりは受部端より下方に下がる。131

は笠形の天丼部に中央部が突出するつまみが付く。132は乳頭状のつまみの完形品である。133は郭

身である。受部は短く上方に伸び、たちあがりは短く内傾する。134～ 138は芥である。134は平底

で口縁部はわずかに外反し、口縁端部は丸い。1351ま平底で、口縁部は内湾気味に立ち上がる。136

～ 138は口縁部が直立し、口縁端部は尖り気味に丸い。137・ 138は体部中位に沈線状の凹みが巡る。

139。 140は皿蓋である。1静 はかえりが短く、端部は丸い。140は天丼部が一部欠損し、やや歪んで

いる。かえりは口縁部より下方に垂下し、端部は九い。口縁部外面に火ぶくれ痕がみられ、胎土中

に黒色酸化土粒を含む。141は皿である。口縁部はわずかに内湾し、口縁端部は内傾する面をもつ。

142～ 145は高不である。142は赤焼け土器で郭部下位に沈線状の凹みが巡り、脚端部は下タト方へ屈

曲する。143・ 144は脚部が「ハ」の字状に開き、脚端部は下外方へ屈曲する。145は杯脚部片で、低

脚である。146は長頸壷で肩部外面に沈線 1条を施し、胴部内面には火ぶくれ痕がみられる。胎土

中に黒色酸化土粒を含む。1守 は平瓶である。口縁部は直立し、口縁端部は丸い。148は提瓶の顎肩

部片である。10～ 152は甕である。149は口縁部が短くタト反し、口縁端部は珠玉状となる。150は

直口口縁で、顎部に沈線 1条と火ぶくれ痕がみられる。肩部外面に回転カキメ調整を施す。151は小

片で口縁部は短く外反し、口縁端部は面をなす。152は胴部片で、別個体の破片が付着する。153～

1箭 は弥生土器。1開 ～ 155は壺形土器である。1開 は口縁部が外反し、口縁端部は丸い。口縁部外

面に段をもつ。弥生前期。154は小片で口縁部は外反し、口縁端部は九い。弥生後期。l%は平底の

底部で、外面にヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。弥生前期。156は器種不明の土製品であるが、そ

の形状より′譲翔犬土製品の可能性がある。

4)地点不明出土遺物 (第 204・ 拗5図 )

ly～ 162は土師器。157～ 160は杯である。1ア・158は小片で回縁部はわずかに内湾し、口縁端

部は尖り気味に丸い。1ア の体部内面には放身司犬の暗文を施す。159は体部片で、内面にミガキ状の

暗文を施す。160は底都中央部がわずかに突出する。161,162は甕である。1611よ 口縁部が外傾し、

口縁端面はナデにより凹む。162は小片で口縁部は外反し、口縁端部は丸い。163～ 182は須恵器。

163～ 168は杯蓋である。163の天丼部と口縁部の境界は、凹線により表現される。164・ 165は口縁

端部を丸く仕上げる。166・ 167はかえりをもつ杯蓋で、つまみは欠損している。166の天丼部外面

にヘラ描きの沈線を施す (ヘ ラ記号か)。 168は 口縁部が下方に屈曲し、口縁端部は九い。
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第202図 第Ⅲ②層出土遺物実測図 (2)
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169～ 171は杯身である。169のたちあがりは長く内傾し、端部は九い。受部は外方向に伸びる。170

のたちあがりは低く内傾し、端部は丸い。171は底部完形品で、底部内面中央部に平行叩き痕が残る。

172～ 175は郭である。172は体部下位に沈線状の凹みが巡る。173は口縁部が外反し、口縁端部は丸い。

174は小片で口縁部は直立し、口縁端部は尖り気味である。175は高台の付く郭で、高台は直立する。

176。 177は高杯である。176は杯部小片、177は脚部片で端部は丸い。178～ 180は壷である。178は

口縁部が短く外反し、口縁端部は丸い。179は台付長顎壼の底部、180は長頸壼の胴部である。181・

182は奏で、1811よ 口縁部力彩卜反し、口縁端部は内方に肥厚する。182は胴部片で、焼け歪みがみられる。

183は平瓦の小片である。

10cm

(S=1:3)

聰 こ` □ i56

第203図 第Ⅲ②層出土遺物実測図 (3)
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平井遺跡 9次調査

4。 まとめ

平井遺跡 9次調査は、古代集落の範囲確認や構造解明を主目的として行った。調査の結果、弥生

時代から中世までの遺構や遺物を確認することができた。

(1)弥生時代～古墳時代

弥生時代や古墳時代に時期比定される遺構は検出されなかったが、柱穴や包含層等から弥生前期

や後期、古墳時代中・後期の上器片が出土した。これは、調査地周辺に該期の集落が存在すること

を示唆するものである。

(2)古 代

古代の遺構は、土坑 2基と溝 1条を検出した。SKl。 2は径 4m前後を測る精円形土坑で、土

坑内からは主に飛J鳥時代後半、 7世紀後半の上師器や須恵器が出上した。完形品はほとんどなく、

土器の大半は一部が欠損したものや破片である。出土品の中には焼け歪みのある須恵器や、火ぶく

れのある須恵器、別個体が付着している須恵器などがあり、土坑内に土器を投棄した様子が伺える。

なお、両土坑内から鉄斧や鉄淳の出土もみられた。このほか、溝 SDlか らは平安時代後期に時期
比定される土師器や須恵器が出上した。

(3)中 世

中世の遺構は、土坑 2基を検出した。SK3・ 4は検出層位より、中世段階の上坑と考えられる。

また、第Ⅱ層中からも中世の遺物が出上していることから、少なくとも調査地近隣地域に中世集落

が存在するものと推測される。

今回の調査では、 7世紀後半に時期比定される2基の上坑が注目される遺構である。調査地を含

む小野地区は近年の発掘調査の成果などから、須恵器の集積地あるいは流通における中継地ではな

いかとの指摘がある。 2基の上坑からは破損品や焼成不良品が数多く出土していることから、調査

地や近隣地域が製品価値のない土器を投棄するための廃棄場として土地利用されていた可能性があ

る。今後、調査地近隣の調査を含め、詳細を解明する必要がある。

遺構・遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄

調整欄

( ):復元推定値

土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、天→天丼部、つ→つまみ部、顕→頸部、胴→胴部、

胴上→胴部上位、胴下→胴部下位、郭底→イ底部、体→体部、

脚→脚部、底→底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。
例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石 。長 (1～ 4)→「 1～ 411m大の石英・長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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菖三127

済
ＳＤ

地  区 断面形 ｍ
深

ｔ

×模益
規
離

方  向 埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 Bl・ 2 レンズ状 464 X 110 × 009 東西 灰褐色シルト 土師・須恵 平安後期

遺構一覧

表 128 土坑一覧
坑
ＫＩ

上

Ｓ 地  区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径 )×幅 (短径 )× 深さ
埋  土 出土進物 時 期 備  考

l B2～ C3 楕円形 逆台形状 468 × (266)× 020 ンヽ
ンヽ

色
色
褐
灰
黒
褐

土師・須恵
鉄 石

7世紀後半

2 B2～ C3 楕円形 逆台形状 (442)X (250)X 038
黒褐色シルト
褐灰色シルト

土師 須恵
鉄

7世紀後半

Bl 楕円形 逆台形状 226 X (037)X 038
にぶい褐色シルト
褐色シルト

土師・須恵 中世

4 C2 楕円形 逆台形状 196 X (048)X 038 褐色シルト 中世

表 129 柱穴―
六

Ｐ

Ｌ

Ｓ 地  区 平面形
規 模 (m)

長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ
遅  土 出土遺物 備  考

l B2 円形 015 ×015 X 012 明褐色シルト

B2 円形 020 X 020 X 011 明褐色シルト

B2 円形 010 X 010× 009 明褐色シルト

4 B2 円形 010 ×010× 014 明褐色シルト

B2 不整円形 028X022X018 明褐色シルト

B2 楕円形 022 × 016 × 018 明褐色ンルト

7 B3 円形 021 × 021 X 019 明褐色シルト

8 B3 円形 021X021X020 明褐色シルト

9 B3 円形 026 ×024× 027 明褐色シルト

B2・ 3 楕円形 032 X 021 X 017 明褐色シルト

B3 円形 022 X 019 X 015 明褐色シルト

B3 円形 020 X018×  020 明褐色シルト

欠 番

精円形 034 X 024 X 014 明褐色シルト

B2 円形 0,17 明褐色シルト

B2 楕円形 029 ×018×  012 明褐色シルト

B2 円形 034 ×028× 008 明褐色シルト

B3 円形 020 ×020 X 020 黒褐色シルト 上師

B3 円形 026 × 026 × 008 黒褐色シル ト 弥生

B2 不整円形 038 X 036 × 008 明褐色シルト

B2 円形 020 ×020×  012 明褐色シルト

B3 円形 020 X018X 005 黒褐色シルト 土師

D3 円形 080 X050×  022 黒褐色シルト 弥生
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1 1

番捐 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写|
生
成
胎
娩 備考 図版

外 面 内 面

1 杯
底径
残高
(102)
25 平底。破片。 ナデ (マメツ ) ナデ (マメツ )

乳白色
乳白色

密

◎

2 邦
径
高
底
残 円盤高台。小片。 ナ デ ナ デ

乳白褐色
灰褐色

密
◎

3 杯
径
高
口
残
(142)
35
口縁部はわずかに外反し、口縁端部
は尖り気味となる。小片。

回転ナデ 回転ナデ
淡灰色
淡灰色

密

◎

4 不 残高  23 平底。底部切り離しは回転
ヘラ切り

技法による。
①回転ナデ
⑥ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

表 134 SK2出 土遺物観察表  土製品

平井遺跡 9人調査

(1)

表 131 SKl出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1禽目|
胎 土
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

杯
径
高
口
残
(164)
47
口縁端部は内傾。体部内面に放射状
の暗文を施す。

ヨヨナデ
ミガキ (マ メツ

ヨコナデ
明茶褐色
明茶褐色

石 長 (D
◎

6 杯
径
高
口
残
(116)
29
口縁部は内湾し、口縁端部は尖り気
味となる。

マメツ マメツ
色
色
褐
褐
橙
乳

密

◎

7 高杯
底径 (10り
残高 78

即部のほぼ完形品。柱部外面は面取りさ
れる。胎土中に赤色酸化土粒を含む。

ナデ ヨヨナデ
(マメツ )

ナデ (マ メツ )
ヨヨナデ(マメツ) 躁鞭

密
◎

甕
口径 (228)
残高  32

口縁部は内湾し、口縁端部は九い。
小片。

マメソ
キ

ツ

ガ
メ
ミ
ヽ
マ

色
色
掲
褐
淡
淡

石 長o～ 31
◎

奏
径
高
口
残
(226)
44
口縁部は外反し、口縁端部は九い。
小片。

マメツ マメツ
淡橙褐色
淡橙褐色

石。長 (り
◎

霊
口径 12151
残高  44

口縁部は外反し、口縁端都は丸い
小片。

マメツ
マメツ
ナデ (マ メツ )

乳黄橙色
乳黄橙色

長 O)
◎

11 杯蓋
口径  (94)
残高  33

天丼部はほぼ平坦である。口縁部は直立気味
に下がり、口縁端部は尖り気味となる。 回転ナデ

〇ナデ
Θ回転ナデ

色
色
灰
灰
暗
青

密

◎

杯蓋
径
高
口
残

口縁部は直立気味に下がり、口縁端
部は尖り気味となる。小片。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰
青
青

密

◎

杯身
径
高
口
器

たちあがりは短く内傾する。底部外
面に回転ヘラ切 り痕を残す。

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
⑮ナデ

色
色
灰
灰

密

◎

杯
口径  (93)
残高  32

口縁部は直立し、口縁端部は尖り気
味となる。

回転 ナデ 回転ナデ
色

色

白

白

密

◎

甕
径
高
口
残
(190)
58
口縁部は短 く外反し、口縁端部は丸
しヽ。

ハケ
マメツ

ヨコナデ(マメツ

ナデ
色
色

白

白

密

◎

甕
４
る

径
高
口
残

口縁部は外反し、日縁端部は珠王状とな
る。日縁下端部に2条の沈線文を施す。

回転ナデ
叩き

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

甕
口径 12431
残高  99

日縁部は外反し、口縁端部は長方形状に肥厚
する。口縁下端部に2条の沈線文を施す。

◎回転ナデ
⑪平行叩き

◎回転ナデ
⑪円PJA叩 き 随庭

密

◎

甕 残高 月同言田。
動平行I「き―カキメ
の静止ヘラケズリ

⑩同心円H口 き
→回転ナデ

色
色
灰
灰

密

◎
自然釉

高杯
径
高
底
残 脚裾部は下外方へ屈曲する。

回転ナデ

(マメツ )

ヨヨナデ
マメツ

色
色
灰
灰

密
◎

表 132 SKl出 土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 曇

備 考 図版
長さ (cm Ⅲ 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

石斧 ほぼ完形 緑色片岩

133  SKl

番弓 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
長さ (cm 幅 (cm) 厚さ(cm〕 重 さ (F4〕

不明 鉄

鉄津 鉄 1232

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧写| 胎 土
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

杯
径
高
口
残
(151)
33
口縁部は内湾気味に立ち上がる。回
縁部内面に放射状暗文を施す。

ヨコナデ
ミガキ

ヨコナデ
ナデ

乳白褐色
乳白色

密・金
◎

黒斑

椀
径
高
口
器

ほぼ完形品。口縁部はやや外反気味に立
ち上がり、口縁端部は九い。平底。

ヨコナデ ナデ
ハケ 18本 /cm)

ハケ・ナデ
赤橙褐色
橙褐色

石
智
～9
◎

黒斑

高杯
径
高
口
器
(158)

(99)

ヨ縁部は内湾気味に立ち上がる。脚柱部外面

こ面取りされる。胎上に赤色酸化土粒を含む。
マメツ

マメツ
ヨヨナデ

淡橙色
淡褐色

密・金
◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧唇十
河含 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

高杯 残高  69 脚部は「
ハ」の字状に開き、柱部外

面は面取りされる。
ケズリ・ナデ ナデ

橙褐色
橙褐色

石
長ず
～動
◎

高tTN
伝住
古回

底
残

脚部は「ハ」の字状に開き、脚端部
は「コ」字状に九い。小片。

マメツ マメツ
淡橙色
淡黄色

密

◎ 黒 斑

甕
径
高
口
残

口縁部は外反し、口縁端部は九▼ ナ デ ハケ (5本 /cm)
茶褐色
暗茶褐色

石
昆ぎ
～動
◎

甕
径
高
口
残
(248)
47
口縁部は外反し、口縁端部は九い。
小片。

ハケ
マメツ

マメツ
色
色
黄
責
乳
乳

石・長 o)
◎

甕
口径 (1641
残高 100

口縁部は外傾し、口縁端部は丸い。
体部は内湾する。

ハケ
ナデ (マメツ )

ハケ
ナデ

色
色
褐
褐
暗
暗

石
長彗
～0
◎

甕
口径 (208)
残高  76

口縁部は内湾し、国縁端部は内傾す
る面をもつ。

ヨコナデ
ハケ (5本 /cm) ハケ (7本 /cm)

茶褐色
茶褐色

石
長ず
～動
◎

甕
口径 (270)
残高  21 回縁部は外反し、口縁端部は九

い。
ハケ
ヨコナデ

ヨコナデ
マメツ

色
色
褐
褐
橙
橙

石・長 (1)金
◎

甕
径
高
口
残
(310)
31
ヨ縁部は内湾し、口縁端部は内方ヘ

把厚する。小片。

ハケ・ヨヨナデ
(マメツ )

マメツ
色
色
黄
黄
橙
橙

石・長 o)
◎

甑か鋼 残高  69 部手

ｏ

把
む

胎土中に赤色酸化土粒を含 マメツ マメツ
色
色
責
褐
乳
乳

石 長 o～ 3)
◎

露
口径 (225)
残高  44

口縁部は短く外反し、口縁端部は九
い。口縁部内面に粘土痕あり。小片(

ミガキ マメツ
色
色
責
褐
乳
乳

石・長 ll～ 3)
◎

童
径
高
底
残

上げ底。底部外面と体部内外面に粘
土接合痕がみられる。

ミガキ (マ メツ

ナデ

ミガキ

(マ メツ )

色
色
褐
褐
乳
黒

石・長 (1)
◎

黒 斑

一霊
径
高
底
残 ミ部は中央部がやや凹む。

ミガキ
ナデ

ハケ
ナデ

淡乳橙色
乳白色

石 。長 (1～ 3)
◎

黒斑

不蓋
径
高
口
器

天丼部外面に回転ヘラ切 り痕あり。 回転 ナデ
○ナデ
Θ回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

杯蓋
動
０

径
高
口
残

口縁部は外反し、端部は尖 り気味に
丸い。

○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

邦蓋
径
高
口
残
(101)
と7
かえりは短く内傾し、端部は尖る。

〇回転ヘラクズリ
Θ回転ナデ

○ナデ
Θ回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

不蓋
口径 0081
残高 29

かえりは短く、端部は尖る。 1/3
の残存。

○ 回転ヘラケズリ

Θ 回転ナデ

○ナデ
◎回転ナデ

色
色
灰
灰
暗
暗

密

◎

杯身
口径 (90)
器高  35

扁平な底部。底部外面に回転ヘラ切
り痕を残す。

◎回転ナデ
⑮回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
①ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

杯身
径
高
口
残
(101)
23
受部は短く上方に伸び、たちあがり
は内傾し短い。赤焼け。小片。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
褐
褐

密

◎

44 郭
径
高
口
器

口縁部は直線的に立ち上がり、日縁端部
は九い。体部外面に沈線 1条を施す。

Θ回転ナデ
〇 回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
⑥ナデ

色
色
灰
灰
青
青

密

◎

杯
径
高
口
器

底
り
平
が
口縁部はやや内湾して立ち上
口縁端部は丸い。

Θ 回転ナデ

⑥ 回転ヘラケズリ
◎回転ナデ
⑮ナデ

黒灰色
灰色

密

◎

邪
口径 (112)
器高  28

平底。口縁部は外反し、口縁端部は
九い。

回転ナデ
Θ回転ナデ
〇ナデ

暗灰色
灰色

密

◎

士霊
径
高
口
残

(78)
l■5
長顕壼。口縁部は直線的に開き、口
縁端部は九い。

回転ナデ
ナデ→回転ナデ

回転ナデ
ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

一霊
利
智

径
高
口
残

口縁部は外反し、口縁端部は「コ」
字状。

Θ回転ナデ
ナデ

Θ回転ナデ
円弧叩き

色
色
灰
灰
暗
暗

密

◎

高郭
底径 1801
残高  39

脚裾部は下外方へ屈曲し、端部外面
に沈線 1条を施す。

回転ナデ
回転ナデ
ナデ

乳灰色
乳灰色

密

◎

平瓶
径
高
口
残

口縁端部は内方に肥厚する。
◎回転ナデ
カキメ

Θ回転ナデ
ナデ

色
色
灰
灰
暗
青

密

◎

提瓶
径
高
口
残

口縁部は直立し、口縁端部は面をも
つ。口縁部外面に沈線 1条 を施す。

回転ナデ 回転 ナ デ
暗灰色
暗灰色

密
◎

甕 残高  67 大型品。日縁部外面に 14～ 28本の
波状文と凹線 3条を施す。小片。

回転 ナデ 回転ナデ
青灰色
灰色

密

◎

蓋
径
高
口
残
(284)
72 天丼部外面

に沈線 2条あり。
引転ヘラケズリ カイメ

③回転ナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

密
◎

SK2出土遺物観察表  土製品

遺物観察表

表 135 SK2出 土遺物観察表  鉄製品

番号 器 種 残  存 材 質
法 里

皇
備 考 図版

長さ rcm) 幅 (cm Ⅲ 厚 さ 重さ (富Ⅲ

鉄 津 鉄
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表 137 柱穴出土遺物観察表

平井遺跡 9次調査

表 136  SK3出 土

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調   整 色調

1禽目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

高不
働
４

径
高
底
残

脚部は外反し、脚端部は下方に屈曲する。

柱部中位外面に沈線 2条 を施す。
回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調  整 色調

1貧冨十
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

壼 残高 105 広口壺。
ハケ

∞～ 6本 /cm)
ハケ (6本 /cm)
ナデ

乳責褐色
黒色

石 。長 ll～ 3)
◎
SP23

甕
底径  (30)
残高  29 平底。小片。

ナデ ハケ
ナデ

ナ デ
灰褐色
黒灰色

石 。長 (1～ 3)
◎
SP23

甕 残高  87 胴言躊/1ヽ ,キ。 ナデ
ハケ(6～ 7本 /cm

ナデ→

ヨコナデ
橙褐色
橙褐色

石 。長 (1～ 21
◎

SPlC

表138 第Ⅱ①層出土遺物観察

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧雷|
胎 土
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

郭
径
高
口
残
(170)
25
口縁部は外傾し、口縁端部は尖り気
味である。小片。

ヨコナデ ヨコナ デ
淡白色
乳白褐色

密

◎

杯
径
高
口
残

(1■ 5)

21
口縁部は内湾し、口縁端部は九い。 ヨコナ デ ヨコナデ

橙掲色
橙褐色

密

◎

擁
径
高
口
残
(140)
31
口縁部はやや外反し、口縁端部は尖
り気味である。内黒椀。

ヨコナデ ミガキ 蝉魏
密

◎

椀
底径 (70)
残高  15

垂直に伸びる短い高台がつく。端部
は尖り気味である。内黒椀。

マメツ(ハケ
⑭ヨコナデ

ナ デ
淡乳褐色
黒色

石 O～ 2)
◎

表139 第Ⅲ①層出土

番婦 器 種 法量 (cm) 形 態・施 支
調 色調

1禽目|
胎 土
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

郭蓋
つまみ径
残高

動

９

つまみ部分の完形品。つまみ中央剖
は凹む。赤色酸化土粒を含む。

ヨコナデ
ミガキ

ナ デ
色
色
褐
褐
橙
橙

密・金
◎

黒斑

不蓋
確
高
強
残

つまみ部分の完形品。つまみ中央剤
は凹む。

ヨコナデ
回転ヘラケズリ

ナ デ
色
色

自

白
灰
灰

密

◎

杯
底径  (88)
残高  12

葛台不。底部は「ハ」の字状に開き、
勺端面で接地する。

ヨヨナデ ヨコナデ
乳白褐色
乳白褐色

密

◎

皿
口径 (193)
残高  31

体部内面に放射状暗文を施す。赤色
塗彩土器。

ヨヨナデ
ナデ

ヨコナデ
色
色
掲
白
橙
乳

密

◎

皿
口径 (1481
器高  15

口縁部は上外方にひねりだされ、底
部は平底である。赤色塗彩土器。

ヨコナデ
ヨコナデ
ナデ

淡乳褐色
乳橙色

密
◎

皿
径
高
口
残

口縁部は短く内湾気味に立ち上がり、口

縁端部は丸い。底部にスノコ痕あり。
ヨコナデ ヨコナデ

色

色

自

白

乳

乳
密・金
◎

黒斑

高イ 残高  29 庄部外面は面取りされる。小片。 ナデ (マメツ ) ヨコナデ
淡橙責色
淡責褐色

密

◎

70 甕
仁住
せ画

口
残
(208)
61
内湾口縁。口縁端部は内傾する。器
壁は厚い。月ヽ片。

ヨコナデ
ハケ

ハケ
(5～ 6舅 /ヽcm)

色
色
褐
褐

石
晃ず
～0
◎

甕 残高  66 胴吉F/1ヽ片。 ナデ
ハケ (マメツ )

ハケ
板ナデ

淡橙色
橙色

石 長 (1～ 3)
◎

郭
口径 (132)
器高  31

瓦質土器。口縁部は外傾し、日縁端
部は九い。底部は平底。

ヨコナデ ヨコナデ
乳灰色
乳白色

密

◎

奏
径
高
底
残
(110)
38 嘔質

土器。平底。小片。 ヨコナデ ヨコナデ
色
色
灰
褐
乳
乳

密

◎

瓦
長
さ
残
厚 千瓦。凹面に布目痕が残る。小片。

布目痕
(マメツ )

マメツ
黄褐色
淡灰褐色

石・長o～ 2)
◎

郭蓋
口径  (73)
残高  21

かえりは内傾し、口縁端部は九▼
小片。

回転ヘラケズリ 回転ナデ
灰色
灰色

密
◎

ヨ然雅

杯蓋
径
高
口
残
(122)
24
天丼部は九みをもち、かえりは内傾
し、口縁端部は丸い。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

〇ナデ
Θ回転ナデ

灰色
灰色

密

◎

杯蓋
ω
２

径
高
口
残

天丼部は九みをもち、かえりは内傾
し、口縁端部は丸い。小片。

○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

努 郭蓋
つまみ径  21
残高  23

つまみ部分の完形品。水平な天丼剤
に中央部が凹むつまみが付く。

◎回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰色
灰色

密

◎

杯蓋
口径 (150)
残高  11

回縁部は下方に屈曲し、口縁端部は
尖り気味に九い。

回転ナデ
ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

イ蓋
奇
つ

径
高
口
残

口縁都は下外方に屈曲し、日縁端部は丸
い。国縁部外面に沈線 1条 を施す。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

密

◎
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第 土製品

番号 器種 法量 lcm) 形 態・施 文
整 色調

1貧冨|
胎 土

棒 虚
備考 図版

外 面 面

杯
口径 (103)
器高  38 口縁部は直立気味に立ち上がる。

Θ回転ナデ
⑥ 回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
①ナデ

色
色
灰
灰
暗
青

密

◎

杯
①
５

径
高
口
器

底部は平底。口縁部は内湾気味に立
ち上がり、日縁端部は九い。刀ヽ片。

Θ回転ナデ
⑬回転ヘラケズリ

回転ナデ
ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

郭
径
高
底
残 平底。

回転ナデ
① 回転ヘラケズリ

回転ナデ
④ナデ

色
色

白

白
灰
灰

密

◎

杯
っ
８

径
高
底
残 平底。 回転ナデ 回転ナデ

白灰黄色
淡灰色

密

◎

杯
径
高
底
残 円盤高台。 ナ デ

回転ナデ
⑮ナデ

色
色
白
灰
黄
白

密

◎

杯
口径
器高

「ハ」の字状の高台。日縁部は直立
気味に立ち上がり、口縁端部は九い。

Θ回転ナデ
⑬回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
④ナデ

白灰色
白灰色

密
◎

自然用

杯
η
４

径
高
口
器

「ハ」の字状に開く高台。口縁部は
外反し、日縁端部は九い。小片。

回転ナデ 回転 ナ デ
灰色
灰色

密
◎

郭
豹
那

径
高
底
残 短く直立する高台。

回転ナデ
⑥ 回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰色
青灰色

密
◎

高杯 残高 86 脚部。柱部に2条の沈線を施す。 回転ナデ
ナデ
回転ナデ

色
色
灰
灰

密

◎

高杯
０
，ａ

径
高
底
残

卿部。裾部は「ハ」の字状に開き、
卿端部は「コ」字状に九い。

回転ナデ
ナデ

回転ナデ
暗灰色
灰色

密

◎

高イ 残高  50 即部。裾部は「ハ」の字状に開く。 回転ナデ
ナデ
回転ナデ

淡灰色
淡灰色

密

◎

一霊
口径 (110
残高 45

六口壼。口縁部は外反し、口縁端部
よ丸い。

回転ナデ
◎回転ナデ
◎ナデ

淡灰褐色
淡灰色

密

◎

壺
径
高
口
残
(118)
54
六口壷。口縁部は外傾し、端部は内
頃する面をもつ。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰
黒
青

密

◎

94 士霊
径
高
口
残 罠顕壺。口縁部は外反し、九い。 回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰
暗
青

密
◎

壺 残高
長顕壷。肩部に刻目文と沈線l条を
施す。 吟癖

回転ナデ
灰色
青灰色

密

◎
ヨ然希

士霊 残高 109
長頸壺。肩胴部の境界に沈線 1条を
施す。

回転ナデ
静止ヘラケズリ

回転ナデ
ケズリ

色
色
灰
灰

密

◎

一霊 残高  44 肩部外面に刻目文
と沈線を施す。赤

焼け土器。
回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
茶

密

◎

98 士霊
０
３

径
高
底
残

脚付長頚壼の脚部。裾部は「ハ」の字状
を呈し、脚端部は九くおさまり接地する。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

士望 残高  56 肩部 |こ 0 8cm大の円孔あり。 回転ナデ
ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

醜 残高  52 胴部外面に沈線 1条を施す。 □ 回転ナデ
胴⊃回転ヘラケズリ

回転ナデ 説庭
密

◎
自然釉

奏
径
高
口
残
(173)
26
口縁部は外反し、口縁端部は丸い。
小片。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
灰色

密

◎
自然釉

甕
０
２

径
高
口
残

口縁部は外反し、口縁端部は内方ヘ

肥厚する。小片。
マメツ マメツ

色
色

自

由

密

◎

103 甕
口径 伊041
残高  54

口縁部は外反し、口縁端部は上内方
へ肥厚する。小片。

回転ナデ 回転ナデ
淡灰褐色
淡灰褐色

密

◎
自然釉

甕
①
９

径
高
口
残

口縁部は水平に短く伸び、口縁端部
は「コ」字状となる。小片。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰
青
青

密

◎

甕
径
高
口
残

口縁部外面に沈線 1条 と円形浮文
lヶ を看取。

Θ回転ナデ
⑩カキメ

◎回転ナデ
⑪円弧叩き

色
色
灰
灰

密

◎
自然釉

奏 残高  75 頭部
～胴部。顎部外面に沈線2条あ
り。

Θ回転ナデ
⑩平行叩き

Θ回転ナデ
⑪円弧叩き

色
色
灰
灰
淡
淡

密

◎

甕 残高  65 肩部に火ぶくれ痕あり。小片。 平行叩き
→ナデ

円弧叩き
→回転ナデ

灰色
灰色

密

◎
自然釉

108 甕 残高  53 器整は厚い。小片。 格子叩き
(マ メツ )

回転ナデ
灰色
灰色

密

◎

甕
口径 (4261
残高 67

口縁部は短く外反し、口縁端部は
「コ」字状となる。

デ
き
ナ
叩
転
行
回
平
Θ
⑪ 回転ナデ

色
色
灰
灰

密

◎

硯
径
高
口
残 円面硯。小片。 回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰色

密

◎

遺物観察表
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表 140 第Ⅲ②層出土 土 1

器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

杯
口径 (12動
残高  33

口縁部は内湾気味に立ち上がる。体
部内面に暗文を施す。

ナデ・ヨコナデ マメツ
淡黄茶色
明黄茶色

密

◎

杯
口径 (167)
残高  38 口縁部は内湾気味に立ち上がる。

マメツ

(ミ ガキ )

マメツ

(ミ ガキ )

淡橙責色
淡橙黄色

密
◎

杯 残高  27 体部内面に暗文あり。小片。 ナ デ ミガキ
淡赤褐色
淡赤褐色

密

◎

杯 残高  34 体部内面に暗文あり。 ヨヨナデ

(マメツ )
ヨコナ デ

暗灰茶色
淡茶色

密

◎

杯
働
４

径
高
底
残 平底。小片。 マメツ ナデ (マメツ )

色
色
黄
責
乳
乳

密

◎

爪
底径 (941
残高  11

平底。底部切り離しは回転ヘラ切り
技法による。底部内面に工具痕あり。

ヨコナデ マメツ
乳茶色
乳茶色

密

◎

117 不
径
高
底
残
(71)
21 円盤高台

の底部。平底。
ヨコナデ
ナデ

マメツ
橙褐色
橙褐色

密

◎

皿
依仁
甘ロ

ロ
残
(186)
23
コ縁部は内湾気味に立ち上がり、体
郭内面に暗文を施す。

ヨコナデ・ナデ
エ具ナデ ”粉 騨鞭

密

◎

高杯 残高  61 脚柱部。胎土中に赤色酸化土粒を少
量含む。

ナ デ
ナデ
ンボリ痕

色
色
橙
橙
乳
乳

密

◎

高杯
径
高
底
残

脚部は「ハ」の字状に開き、脚端部
は尖り気味。

マメツ (ナデ ) マメツ (ナデ )
橙茶色
橙茶色

密

◎ 黒斑

奏
口径 (286)
残高  48

口縁部は外反し、口縁端部は上内方
に肥厚する。小片。

マメツ
ヨヨナデ
マメツ

色
色
橙
橙

長 (1～ 2)
◎

甕
径
高
口
残
(170)
37
口縁部は内湾し、口縁端部は内傾す
る面をもつ。

ナデ・ハケ ハケ (5本 /cm)
淡茶褐色
茶褐色

石
長ぎ
～9
◎

甕
口径 (2401
残高  23

口縁部は内湾し、日縁端部は内方ヘ

肥厚する。
ヨコナデ

(マ メツ )

ヨヨナデ(マ メツ
ハケ (7本 /m)

明茶色
明茶色

密

◎

124 奏
口径 (228)
残高  52 口縁部は外反し、口縁端部は九い。 マメツ

マメツ
②工具ナデ

明黄茶色
明責茶色

石・長 O)
◎

甕
口径 1298)
残高  59

口縁部は外反し、日縁端部は九い。口縁
部内面に布目痕と接合痕がみられる。

ヨコナデ・ナデ ナ デ
色
色
責
褐
乳
乳

長 (1～ 3)
◎

黒斑

芥蓋
径
高
口
器

完形品。笠状の天丼部に乳頭状のつ
まみが付く。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

〇ナデ
Θ回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

邦 霊
口径 (106)
残高  18

かえりはわずかに内傾し、端部は丸
▼ゝ 。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転 ナ デ 説庭
密

◎

芥蓋
口径 (100)
残高  20

かえりはわずかに内傾 し、端部は九
セゝ。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

〇ナデ
Θ回転ナデ

暗灰色
暗灰色

密

◎

不蓋
径
高
口
残

九味をもつ天丼部。かえりは内傾し、
端部は丸い。

〇回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰
圭日
圭戸

密

◎

杯蓋
口径 (8効
残高  22

かえりはわずかに外反し、端部は九
い 。

〇回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

⑮ナデ
Θ回転ナデ

黒灰褐色
灰色

密

◎
豊然剰

イ蓋
Ｄ
４

径
高
口
器

笠状の天丼部に中央が突出するつまみが
付く。かえりは内傾し、端部は丸い。

〇 回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
〇ナデ
Θ回転ナデ

灰茶色
灰色

密

◎
当然器

郭蓋
つまみ径  12
残高  17 乳頭】犬のつまみ。

ナデ
回転ナデ

ナデ
淡乳褐色
淡乳褐色

密

◎

杯身
径
高
口
残

受部は短く上方に伸び、たちあがり
は短く内傾する。

◎回転ナデ
◎回転ヘラケズリ

回転ナデ 庭説
密

◎

134 郭
径
高
口
器

口縁部はわずかに外反し、日縁端部
は丸い。

◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転 ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

邦
径
高
口
器

口縁部は内湾気味に立ち上がり、口
縁端部は九い。

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転 ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

杯
口径
器高

０

２

口縁部は直立し、口縁端部は尖り気
味に丸い。

回転ナデ
Θ回転ナデ
⑮ナデ

灰色
灰褐色

密

◎
ヨ然れ

杯
勁
８

径
高
口
器

口縁部は直立し、口縁端部は丸い。
底部外面に回転ヘラ切り痕が残る。

回転ナデ
Θ回転ナデ
⑥ナデ

色
色
灰
灰

密

◎

不
径
高
口
器
(102)
37 口縁部

は直立し、口縁端部は丸い。 ◎回転
ナデ

⑬回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色
灰色

密

◎

皿蓋
径
高
口
残
(281)
23
かえりは短く、下方に垂下し、端部
は九い。

マメツ 回転 ナデ
淡灰色
淡灰色

密

○

皿蓋
径
高
口
残
(274)
41
かえりは下方に垂下 し、日縁部外面に火ぶ く

れ痕あ り。胎土中に黒色酸化土粒を含む。

ハケ
回転ナデ

〇ナデ
回転ナデ

色
色
灰
灰
淡
淡

密

◎

皿
口径 (286)
残高  33

口縁部はわずかに内湾し、口縁端部
は内傾する面をもつ。

◎回転ナデ
〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
⑮ナデ

淡灰色
淡灰色

密

◎

平井遺跡 9久調査
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表 2

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調   整 色調

1貧目|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

高14N
径
高
口
器
(101)
98
脚部は「ハ」の字状に開き、脚端部
は下外方へ屈曲する。赤焼け土器。

回転ナデ 回転ナデ
茶色
茶色

密

◎ 自然刑

143 高郭
径
高
底
残
(109)
54
脚部は「ハ」の字状に開き、脚端部
は下外方へ屈曲する。

マメツ
マメツ

(回転ナデ )

色
色
灰
灰
白
白

密

△

144 高イ
０
４

径
高
底
残

脚部は「ハ」の字状に開き、脚端部
は下方へ屈曲する。

回転ナデ 回転ナデ
灰白褐色
灰白褐色

密

◎

高杯 残高 48 氏脚。 亜⊃回転ヘラケズリ
動 回転ナデ

⑭ ナデ
⑩ 回転ナデ

灰色
灰色

密

◎

霊 残高  84 長頸重。肩部外面に沈線 1条 を施す。胴部に
火ぶくれ痕。胎土中に黒色酸化土粒を含む。

胴⊃回転ナデ
匝⊃回転ヘラケズリ

回転ナデ
暗灰色
灰色

密

◎ 当然用

平瓶
径
高
口
残 口縁部は直立し、口縁端部は九い 回転ナデ 回転ナデ

黒灰色
灰色

密

◎

148 提瓶 残高  29 肩部片。 ⑪回転ナデ
マメツ

◎回転ナデ
ナデ

灰色
淡青灰色

密

◎ 室然剤

奏
径
高
口
残
(292)
80
口縁部は短く外反し、口縁端部は珠
王状となる。

D回転ナデ ナデ
の平行叩き

デ
き
ナ
叩
転
弧
回
円
◎
⑩

色
色
灰
灰
青
青

密

◎

奏
径
高
口
残
(235)
l■7
直口口縁。顎部に沈線 1条 と、火ぶ
くれの痕跡あり。

D回転ナデ
D平行叩き―カキメ

デ
き
ナ
叩
転
弧
回
円
Θ
⑩

淡灰色
淡灰色

密

◎ ヨ然刑

甕
径
高
口
残
(342)
47
口縁部は短く外反し、口縁端部は面
をなす。小片。

Θ回転ナデ
⑩カキメ

回転 ナデ
白灰色
白灰色

密

◎

奏 残高  93 胴部片。別個体の破片が付着。 平行叩き
→カキメ

円51A叩 き
淡灰色
淡灰色

密

◎
妹
い

一霊
①
９

径
高
口
残

口縁部は外反し、口縁端部は九い。
日縁部外面に段をもつ。

ヨコナデ
ハケ→ナデ

ハケ→ヨコナデ
ナデ

乳褐色
乳褐色

石ξω
◎

士笠
径
高
口
残
000)
31
口縁部は外反し、口縁端部は丸い。
小片6

ハケ (5～ 6本 /cm

(マ メツ )

ハケ(5～ 6本 /cm

(マ メツ )

色
色
褐
褐
淡
責

密

◎ 黒斑

士霊
っ
６

径
高
底
残 平底。

ミガキ・ナデ
マメツ

ミガキ

ナデ
色
色
褐
褐
淡
淡

石 '長 o～ 4)
◎

土製品 残高  20 鳥袋状土製品の口縁部小片。 ハケ→ナデ
ヨコナデ
ナデ

茶褐色
茶色

密

◎

遺物観察表

表 141  地点不明出土遺物観察表 土製品 1

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧冨|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

郭
口径 (1741
残高  24

口縁部はわずかに内湾し、日縁端部は尖
り気味に九い。口縁部内面に暗文を施す。

ヨコナデ・ナデ
ミガキ

マメツ
淡責茶色
淡茶色

密

◎

不
口径 (132)
残高  26

コ縁部は内湾し、口縁端部は九し
」ヽ片。

ナデ ナ デ
色
色
褐
褐
白
白
乳
乳

密

◎

イ 残高  18 対面にミガキ状の暗文あり。小片。 ガキ ナデ マメツ
淡責褐色
明茶色

密

◎

邪
径
高
底
残 良部はわずかに上げ底。小片。

ヨコナデ
D回転ヘラケズリ

ヨヨナデ
⑥ナデ

色
色
自
白

密

◎

甕
径
高
口
残
(220)
37
口縁部は外傾し、口縁端面はナデに
より凹む。

ヨコナデ
ハケ (6本 /cm)

ハケ (7本 /cm)
ヨヨナデ

淡茶褐色
茶色

石 `長 (1～ 3)
◎

発
径
高
口
残
(203)
■8

]縁部は外反し、口縁端部は九い。
」ヽ片。

マメツ マメツ (ミ ガキ
色
色
橙
橙

密

◎

不蓋
径
高
口
残 天丼部と口縁部の境界に凹線あり。 回転ナデ 回転 ナデ

淡灰色
灰色

密

◎

杯蓋
径
高
口
残

口縁部は内湾し、端部は尖り気味に
九い。小片。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

杯蓋
欠住
甘ロ

ロ
残

口縁部は内湾気味に外方向に伸び、
端部は尖り気味に九い。小片。

〇ナデ
◎回転ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

郭蓋
径
高
口
残

かえりは短く内傾する。天丼部に線
刻あり。

Э回転ヘラケズリ
D回転ナデ

○ナデ
Θ回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

邦蓋
⇔
２

径
高
口
残 発部は水平に伸び、かえりは短い。

∋回転ヘラケズリ
③回転ナデ 回転 ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

杯蓋
口径 o59)
戎高  10 口縁部は下方に屈曲し、端部は丸い 回転ナデ 回転ナデ

色
色
白
白

密

◎

169 杯身
口径 (140)
残高  35

たちあがりは内傾し、端部は九い。
受部は外方向に伸びる。

③回転ナデ
D回転ヘラケズリ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

杯身
４
Ｂ

径
高
口
残

たちあがりは内傾し、端部は九い。
受部は水平に伸びる。

③回転ナデ
D回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
灰色
灰色

密

◎

不身
径
高
底
残 其部内面中央部に平行叩き痕あり。

回転ナデ
Θ回転ヘラケズリ

回転ナデ
◎平行叩き

青灰色
青灰色

密

◎
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地点不明出土

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1貧目|
胎 土

娩 成
備考 図版

外 面 内 面

杯
口径  (79)
残高  30

口縁部はわずかに外反し、口縁端部
は九い。

回転ナデ 回転ナデ 雌庭
密

◎

173 イ
径
高
口
残

口縁部は外反し、口縁端部は九い。 回転ナデ 回転ナデ
灰褐色
淡灰色

密

◎

不
径
高
口
残
(1281
38
ヨ縁部は直立し、口縁端部は尖り気
来である。月ヽ片。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

密
◎

175 不
働
４

径
高
底
残 嘉台の付く郭。高台は直立する。

回転ナデ
Э回転ヘラケズリ

回転ナデ
ナデ

色
色

自

白
灰
灰

密

◎

高杯 残高  16 不部小片。 回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
青灰色
灰色

密

◎

高杯
底径 (12D
残高 21 脚端部は九い。 回転ナデ

回転ナデ
(マメツ )

灰褐色
淡褐色

密

◎

壷
鵜
中

径
高
口
残

回縁部は短 く外反し、日縁端部は九
ヤヽ。

Θナデ
⑩格子叩き

Θ回転ナデ
⑩円弧叩き

黒灰色
暗灰色

密

◎

一望
０

８

０

１

径
高
底
残 台付長顕壷の底部片。 回転ナデ ナ デ

色
色

自

白

密

◎

壷 残高 (8.31 長頭壷の胴部片。
マメツ
ナデ

回転ナデ
ナデ

色
色
灰
灰

密

◎
自然刑

奏

め

２

ａ

４

い径
高
口
残

口縁部は外反し、日縁端部は内方に
肥厚する。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
褐
褐
淡
淡

密

◎

182 甕 残高  79 胴部片の、焼き歪みあり。 格子叩き
→ナデ

円弧叩き
→ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

瓦
長
さ
残
厚 平瓦。小片。 ケズリ マメツ

灰色
淡黒色

石・長(1～ 2)
◎

平井遺跡 9次調査
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第 10章 調査の成果と課題
今回報告する平井遺跡 (3次～ 7次調査)では、弥生時代前期から中近世までの遺構や遺物を

確認することができた。ここでは、時代別に概要を説明する。

弥生時代

調査地内における集落の出現は、弥生時代前期である。竪穴住居は未検出であるが、弥生時代

前期に時期比定される土坑が平井遺跡 5・ 6。 7次調査で検出された。特に、6次調査からは前期

前半から末の土坑 11基が確認されている。調査地北東域にある五楽遺跡や古市遺跡でも、当該期

の上坑のほか自然流路内から遺物が出土しており、小野・平井地区には弥生時代前期集落が広範

囲にわたり存在していたものと考えられる。また、中期から後期にかけては3次調査で溝 (中期

後半)や土坑 (後期)、 8次調査では土坑 (中期後半)が検出されており、弥生時代を通して集落

が継続して営まれていたものと推測される。

古墳時代

調査では、古墳時代後期の遺構や遺物が数多く検出された。竪穴住居は5次調査にて4棟、7

次調査では 1棟が確認された。いずれも平面形態は方形プランを呈し、一部、カマドが検出され

ている。特に、5次調査検出のSB2ではカマド上部に遺存する甕や甑の上に須恵器郭身が置か
れており、住居廃絶に伴うカマド祭祀が行われたものと考えられる。このほか、掘立柱建物は全

調査にて 28棟が検出されている。5次調査では建物の重複が認められることなどから、古墳時代

後期には継続的に集落が営まれていたことが伺われる。なお、検出した建物は比較的小規模のも

のが多く見られることから、居住というよりはむしろ倉庫的様オロが強いと考えられる。これらの

建物以外には、溝や土坑が検出されている。3次調査検出の溝SD2と SD5は平行な位置関係
にあり、集落に伴う何らかの施設の可能性がある。また、7次調査で検出した溝SD4出土の阻
には顎部を打ち欠いた痕跡があり、さらにうつ伏せの状態で出上したことから、溝に伴う祭祀的

儀礼が取り行われたものと推測される。

調査地周辺においては、古市遺跡や下苅谷遺跡で当該期の竪穴住居や掘立柱建物、土坑などが

数多く確認されており、今回の調査結果をふまえると、古墳時代後期には小野・平井地区一帯に

大規模な集落が継続的に営まれていたものと考えられる。

古代では、 9次調査において検出された 7世紀後半に時期比定される土師器・須恵器が出土し

た土坑が注目される遺構である。 SKl・ 2は径 4mを測る楕円形土坑で、土坑内からは焼け歪み
や火ぶくれのある須恵器を含む大量の須恵器が投棄された状態で出土した。既往の調査成果より、

小野・平井地区は地区北東部に所在する須恵器窯で製作された須恵器の集積地あるいは流通にお

ける中継地ではないかとの指摘があり、今回検出した2基の上坑は、流通等における土器の廃棄

場として利用された可能性が高いと考えられる。また、平安期には6次調査において土坑が、 9

次調査では溝が検出されたほか包含層中からも該期の上器が出土している。

代古
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中 世
すべての調査において、中世の遺構や遺物が確認されている。検出した遺構は溝と土坑であり、

5次調査と8次調査検出の溝は農耕に伴う水路として機能したものと推測される。畦畔や鋤址な

ど、直接的な水田耕作に伴う遺構は未検出ではあるが、調査地近隣地域には中世段階に水田や畑

などの生産域が広がっているものと推測される。なお、調査地南方にあり水泥地区では中近世の

水田址や畑址が数多く確認されている。このほか、4次調査検出の上坑SK2は径 0.87～ 1.07m、
深さ96cmを測る楕円形土坑であるが、埋土の堆積状況から丼戸の可能性をもつ遺構である。また、

5次調査検出の上坑SK2は長さ 1,3m、 幅 1,03m、 深さ 12cmを測る長方形土坑で、土坑基底面
からは土師器郭や皿が並べられた状態で出土しており上坑墓と考えられる遺構である。なお、S

K2は出土品の特徴より、13世紀代の遺構である。

近 世
近世の遺構は、3次調査と5次調査にて溝が検出されたほか、5次調査と6次調査からは暗渠、

7次調査からは鋤址が検出されている。なお、第Ⅱ層中からも江戸時代後期に陶磁器片や瓦片な

どが少量ではあるが出土している。

調査全体をみると、調査地を含む小野・平井地区には古墳時代後期を中心とした集落が広範囲

にわたり存在し、古代まで継続的に集落が営まれていたものと考えられる。その後、中近世では

小規模な建物や水田址などが検出されていることから、農村的集落が営まれたものと思われる。

また、地区内における集落の出現期を知る手がかりや、古代においては同地区と松山平野東部

古窯跡群との関係が知れる遺物が数多く発見され、生産地と消費地とをつなぐ集落のあり方を解

明する貴重な資料を得ることができた。

今後、資料の収集や整理を重ね、小野・平井地区における集落の変遷や動態を解明する必要が

ある。
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4国煮竜



写真図版データ

1.遺構は、主な状況については、4× 5判や 6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサ
ルフィルムで撮影し、3541m判 で補足している。一部の撮影には高所作業車を使用した。

使用機材 :

カメラ   トヨフイールド45A   レンズ  スーパーァンギュロン90 mm他
アサヒペンタックス67       ペンタックス 67 55mm他
ニコンニューFM2         ズームニッコール 28～ 8511m他

フイルム  白 黒 ネオパンSS。 アクロス
カラー アステイア 100F

2.遺物は、4× 5判で撮影した。すべて白黒フィルムで撮影している。
使用機材 :

カメラ   トヨビユー 45G
レンズ   ジンマー S240 Hlm F 5,6他
ストロ対ヾ  コメット/CA32・ CB2400
スタンド等 トヨ無影撮影台・ウエイトスタンド101
フィルム  ネオパンアクロス

3.単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。
使用機材 :

引伸機   ラッキー 45MD・ 90MS
レンズ   エル・ニッコール 135 mln F5,6A・ 50 mm F2.8N
印画紙   イルフォードマルチグレードⅣ RCペーパー

4.製版    写真図版 175線
印用J    オフセット印用J
用紙    マットコート76.5kg
製本    アジロ綴じ

【参考】『埋文写真研究』vol.1～ 20 『報告書制作ガイド』
[大西朋子]



平井遺跡 3次調査

調査前全景 (南西より)
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(東より)2.重機による表土掘削



平井遺跡 3次調査
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1.調査風景 (南西より)

2.西壁土層 (東より)



平井遺跡 3次調査
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1.第 Ⅱ層上面遺構検出状況 (南東より)

2.第 Ⅱ層上面遺構完掘状況 (北より)



r井遣n/1N3次調査

SX3遺 物出土状況 (西よ
'り

)

2 SK6遺 物出土状況 (東より)



平井遺跡 3次調査

1.遺構完掘状況 (南東より)

2.掘立 2完掘状況 (東より)
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平井遺跡3次調査

2.SD4出 土遺物

1.SD4出 土遺物

3.SK6出 土遺物

4.SK7出 土遺物 5.SX3出 土遺物



平井遺跡 3次調査
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1.SX3出 土遺物
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平井撞跡 3次調査

48

3.SD6出 土遺物

40

4.SD9出 土遺物

1.SD2出 上遺物

2.SD6出 土遺物 5.SDl出 土遺物



平井遺跡 4次調査

1.調査前全景 (北より)

2.重機による表土掘削 (北より)



平井追跡 4次調査
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調査風景 (北よ
',)

2.東壁土層 (西より)
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1 遺構検出状況 (南よ
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SD2遺 物・礫出上状況 (南東より)


